





























張  新荷  
 
  
要 旨  
 
夫 婦 間 顕 在 的 葛 藤 が 青 年 期 の 子 ど も の 精 神 的 健 康 に 及 ぼ す 影 響  
に 関 す る 研 究  
― 日 本 と 中 国 の 比 較 を 通 し て ―  
 
本 研 究 の 目 的 は ， 日 本 と 中 国 に お い て 夫 婦 間 顕 在 的 葛 藤 が 青 年 期 の
子 ど も の 精 神 的 健 康 に 及 ぼ す 影 響 を 明 ら か に す る こ と で あ っ た 。 子 ど
も の 精 神 的 健 康 に 影 響 を 与 え る プ ロ セ ス に つ い て ， 夫 婦 間 顕 在 的 葛 藤
が 親 の 養 育 行 動 や 家 族 機 能 な ど を 媒 介 す る 間 接 的 プ ロ セ ス や ， 夫 婦 間
顕 在 的 葛 藤 に さ ら さ れ る こ と が 直 接 影 響 を 与 え る 直 接 的 プ ロ セ ス が 指
摘 さ れ て い る （ C u m m i n g s  e t  a l . ,  2 0 0 0）。 日 本 と 中 国 に お い て ， 前 者
の 間 接 的 プ ロ セ ス に 関 し て は 数 多 く の 研 究 が な さ れ て き た が ， 後 者 の
直 接 的 プ ロ セ ス に つ い て の 研 究 は 不 十 分 で あ る 。 ま た ， 後 者 の 直 接 的
プ ロ セ ス に 関 し て ， 情 緒 安 定 性 仮 説 （ D a v i s  &  C u m m i n g s ,  1 9 9 4） や
認 知 状 況 的 枠 組 み（ G r y c h  &  F i n c h a m ,  1 9 9 0）の 有 用 性 ，つ ま り 認 知 ・
情 動 ・ 行 動 か ら 夫 婦 間 顕 在 的 葛 藤 に 対 す る 子 ど も の 主 観 的 体 験 を 捉 え
る 必 要 性 が 述 べ ら れ て い る 。 夫 婦 間 顕 在 的 葛 藤 下 に お け る 青 年 期 の 子
ど も の 精 神 的 健 康 の メ カ ニ ズ ム が 定 か で は な い た め ， 本 研 究 で は 青 年
期 の 中 期 に あ た る 日 本 と 中 国 の 高 校 生 を 対 象 に ， 直 接 的 ・ 間 接 的 の 2
通 り の プ ロ セ ス 及 び 認 知 ・ 情 動 ・ 行 動 の 3 つ の 側 面 を 統 合 す る 視 点 か
ら そ の メ カ ニ ズ ム を 解 明 す る こ と と し た 。直 接 的 プ ロ セ ス に つ い て は ，
夫 婦 間 顕 在 的 葛 藤 に 対 す る 青 年 期 の 子 ど も の 反 応 を 取 り 上 げ ， 間 接 的
プ ロ セ ス で は ， 夫 婦 間 顕 在 的 葛 藤 後 の 子 ど も の 親 行 動 知 覚 を 取 り 入 れ
た 。 青 年 の 精 神 的 健 康 の 指 標 に は ， 心 理 的 ス ト レ ス 反 応 を 用 い た 。 本
研 究 の 目 的 を 達 成 す る た め に ， 夫 婦 間 顕 在 的 葛 藤 に 対 す る 青 年 期 の 子
ど も の 反 応 ， 夫 婦 間 顕 在 的 葛 藤 後 の 子 ど も の 親 行 動 知 覚 と 心 理 的 ス ト
レ ス 反 応 と の 関 連 を 検 討 し た 。  
第 1 部 の 問 題 と 目 的 は ，第 1 章 と 第 2 章 か ら な る 。第 1 章 で は ，夫
婦 間 顕 在 的 葛 藤 の 定 義 を 述 べ た 上 で ， 夫 婦 間 顕 在 的 葛 藤 に さ ら さ れ る
  
子 ど も の 精 神 的 健 康 に 関 す る 理 論 や 先 行 研 究 を 整 理 し ， 問 題 点 を 示 し
た 。 第 2 章 で は ， 本 研 究 の 目 的 と 各 実 証 研 究 の 意 義 を 提 示 し た 。  
 第 2 部 の 実 証 研 究 は ，第 3 章 か ら 第 7 章 で 構 成 さ れ る 。第 3 章（【 研
究 Ⅰ 】）で は ，夫 婦 間 顕 在 的 葛 藤 に 対 す る 青 年 期 の 子 ど も の 認 知・情 動・
行 動 反 応 尺 度 を 作 成 し ， 日 本 と 中 国 で の 因 子 不 変 性 を 検 証 し た 上 で ，
各 因 子 の 得 点 を 比 較 し た 。 そ の 結 果 ， 日 中 と も に 同 様 な 因 子 構 造 が 確
認 さ れ た 。 夫 婦 間 顕 在 的 葛 藤 に さ ら さ れ た 時 ， 日 本 の 高 校 生 は 中 国 の
高 校 生 よ り ， 自 分 が 落 ち 着 い て い ら れ る と い う 認 知 が 強 く ， 葛 藤 場 面
を 回 避 す る 傾 向 が 強 か っ た 。 一 方 で ， 中 国 の 高 校 生 は ， た と え 両 親 間
の 葛 藤 が 最 終 的 に 解 決 す る と 判 断 し て も ， 親 と 自 分 の こ と を 心 配 し ，
情 緒 的 反 応 が 強 く ， 葛 藤 場 面 に 介 入 す る 傾 向 が 強 い こ と が 示 さ れ た 。  
 第 4 章 （【 研 究 Ⅱ 】） で は 夫 婦 間 顕 在 的 葛 藤 に 対 す る 青 年 期 の 子 ど も
の 行 動 反 応 に 焦 点 を 当 て ， そ の 背 景 に あ る 子 ど も の 認 知 ・ 情 動 反 応 を
把 握 す る た め に ，認 知・情 動 反 応 と 行 動 反 応 の 関 連 を 日 中 で 検 討 し た 。
そ の 結 果 ， 両 国 の 共 通 点 と し て ， 夫 婦 間 顕 在 的 葛 藤 に お か れ た 時 ， 積
極 的 に 介 入 的 行 動 を 取 る ほ ど ， 両 親 間 の 葛 藤 が 解 決 で き る と い う 認 知
と 抑 う つ ・ 不 安 の 情 動 が よ り 強 か っ た 。 一 方 で ， 積 極 的 に 回 避 的 行 動
を 取 る ほ ど ， 自 分 へ の 心 配 や 自 分 が 落 ち 着 い て い ら れ る と い う 認 知 が
よ り 強 い こ と が 示 さ れ た 。 両 国 の 相 違 点 と し て ， 中 国 の 高 校 生 の み に
お い て ， 積 極 的 に 回 避 的 行 動 を 取 る ほ ど ， 抑 う つ ・ 不 安 の 情 動 や 両 親
間 の 葛 藤 が 解 決 で き る と い う 認 知 が 弱 い こ と が 明 ら か に な っ た 。  
 第 5 章 （【 研 究 Ⅲ 】） で は ， 子 ど も が 夫 婦 間 顕 在 的 葛 藤 に さ ら さ れ た
時 ， 親 子 関 係 が 子 ど も の 反 応 に 与 え る 影 響 を 日 中 で 検 討 し た 。 日 中 と
も に 見 ら れ た 結 果 と し て ， 父 子 関 係 か つ 母 子 関 係 が 良 好 で あ る ほ ど ，
両 親 間 の 葛 藤 が 解 決 で き る と 認 識 し ， 介 入 的 行 動 を 取 る 傾 向 が 強 い こ
と が 示 さ れ た 。 中 国 の 高 校 生 の み に 見 ら れ た の は ， 父 子 関 係 か つ 母 子
関 係 が 良 好 で あ る ほ ど ， 回 避 的 行 動 を 取 ら な い 傾 向 が 強 い こ と で あ っ
た 。 そ の 一 方 ， 日 本 の 高 校 生 の み に 見 ら れ た の は ， 父 子 関 係 か つ 母 子
関 係 が 良 好 で あ る ほ ど ， 抑 う つ ・ 不 安 が 強 い こ と ， ま た ， 父 子 関 係 が
良 好 で あ る ほ ど ， 親 の 葛 藤 解 決 認 知 が 強 く ， 抑 う つ ・ 不 安 が 弱 い こ と
  
で あ っ た 。  
 第 6 章 （【 研 究 Ⅳ 】）， 第 7 章 （【 研 究 Ⅴ 】） で は ， 夫 婦 間 顕 在 的 葛 藤
に 対 す る 青 年 期 の 子 ど も の 反 応 ， 夫 婦 間 顕 在 的 葛 藤 後 の 子 ど も の 親 行
動 知 覚 と 心 理 的 ス ト レ ス 反 応 の 関 連 を 検 討 し た 。 こ れ は ， 直 接 的 ・ 間
接 的 の 2 通 り の プ ロ セ ス を 統 合 す る 観 点 か ら ，日 本 と 中 国 に お け る 夫
婦 間 顕 在 的 葛 藤 が 青 年 期 の 子 ど も の 精 神 的 健 康 に 影 響 を 及 ぼ す メ カ ニ
ズ ム を 明 ら か に す る た め で あ っ た 。 そ の 結 果 ， 日 本 と 中 国 と も に ， 夫
婦 間 顕 在 的 葛 藤 は 子 ど も の 反 応 や 親 の 養 育 行 動 を 通 し て 青 年 の 心 理 的
ス ト レ ス 反 応 に 影 響 を 及 ぼ す と 示 さ れ た 。 日 本 に お い て は ， 自 分 の 状
況 を 心 配 し ， 自 分 が 脅 か さ れ る よ う な 自 分 に 関 す る 恐 れ 認 知 ， 情 動 反
応 ， 夫 婦 間 顕 在 的 葛 藤 後 の 母 の 温 か さ ・ 信 頼 ， 中 国 に お い て は ， 自 分
に 関 す る 恐 れ 認 知 ， 夫 婦 間 顕 在 的 葛 藤 後 の 父 の 温 か さ ・ 信 頼 が 心 理 的
ス ト レ ス 反 応 と 関 連 す る こ と が 示 さ れ た 。  
 第 3 部 の 討 論 は ，第 8 章 と 第 9 章 か ら な る 。第 8 章 で は ，第 2 部 の
実 証 研 究 か ら ， 日 中 の 高 校 生 の 夫 婦 間 顕 在 的 葛 藤 に 対 す る 反 応 の 特 徴
に つ い て ， 心 理 的 ス ト レ ス モ デ ル や 事 象 が 起 こ っ た 時 の 説 明 ス タ イ ル
の 観 点 か ら 考 察 し た 。 ま た ， 夫 婦 間 顕 在 的 葛 藤 に 対 す る 青 年 期 の 子 ど
も の 反 応 ， 夫 婦 間 顕 在 的 葛 藤 後 の 子 ど も の 親 行 動 知 覚 と 心 理 的 ス ト レ
ス 反 応 の 関 連 に つ い て ， 両 国 に お け る 感 情 表 出 や 親 子 関 係 の 特 徴 に 基
づ い て 考 察 を 行 っ た 。    
第 9 章 で は ， 測 定 尺 度 ， 性 差 の 検 討 や メ カ ニ ズ ム の 精 緻 化 か ら 今 後
の 課 題 と 展 開 の 可 能 性 に つ い て 記 述 し た 。 加 え て ， 本 研 究 で 得 ら れ た
結 果 に 基 づ き ， 夫 婦 間 顕 在 的 葛 藤 を 減 ら す 視 点 で は な く ， た と え 葛 藤
が 起 き て も ， 子 ど も は ど う す れ ば 自 分 自 身 を 能 動 的 に 守 れ る か ， ま た
親 ・ 援 助 者 は ど う す れ ば 夫 婦 間 顕 在 的 葛 藤 が 子 ど も に 与 え る ネ ガ テ ィ
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序 文  
 
 平 成 2 5 年度 に ，全 国 2 0 7 か所 の児 童相 談 所が 1 年間で 対 応
した 児童 虐 待相 談件 数は 7 3 , 7 6 5 件（速 報 値） で， これ ま でで
最 多 の 件 数 と な っ て い る （ 厚 生 労 働 省 ， 2 0 1 4）。 児 童 虐 待 は 4
種 類に 分 類 さ れ ， 子ど も の 目 の 前 で 家 族 に 対 し て 暴力 を ふ るう
こと（ド メス テ ィッ ク・バイ オ レン ス： D V）は その うち の 心理
的 虐 待 に 含 ま れ る （ 厚 生 労 働 省 ， 2 0 1 5）。 内 閣 府 男 女 共 同 参 画
局（ 2 0 0 6）の 調 査で は ，配 偶者 から の暴 力 被害 を受 けた こ との
ある 人（ 全 体の 3 割）の うち ，約 3 割が 被害 に つい て子 ど もも
認識 して い たと 回答 して い る。つま り全 体の 1 割程 度の 子 ども
が 何ら か の 形 で 夫 婦間 の 暴 力 に さ らさ れ て い た こ とに な る 。 し
かし ，日 本に お け る心 理的 虐 待へ の関 心は ，1 9 8 0 年代 の欧 米 の
状況 にす ら 達し てお らず ，非 常 に低 い（ 池 ,  2 0 0 6）。夫 婦間 葛 藤
や 夫婦 間 暴 力 の 問 題に 関 し て 日 本 でこ れ ま で 重 視 され て き たこ
と は， 夫 婦 関 係 や 被害 者 で あ る 女 性・ 妻 へ の 影 響 であ り ， 心理
的 虐待 と し て の 子 ども へ の 影 響 に つい て の 研 究 は あ ま り 注 目さ
れて こな か った 。 家族 を 1 つの シス テム と して 見な す場 合， 夫
婦 間葛 藤 ， 特 に 子 ども に も 認 識 さ れて い る 夫 婦 間 顕在 的 葛 藤が
子 ども に 影 響 を 与 える 可 能 性 が 十 分あ り ， 子 ど も の精 神 的 健康
を考 える 上 で考 慮す べき 要 因だ と考 えら れ る。  
夫 婦中 心 主 義 と 言 われ る 欧 米 で は ，夫 婦 の 関 係 が 子ど も に 影
響 を与 え る と い う 指摘 が ， ま ず ， 心理 療 法 に 携 わ る臨 床 家 から
報告 され 始 めた（ M i n u c h i n ,  1 9 7 4；山 根常 男，1 9 8 4）。そ し て，
そ うし た 知 見 を 検 証す る た め に ， 主に 欧 米 に お い て， 実 証 的な
研 究が 行 わ れ て き た。 こ れ ま で の 研究 の 傾 向 と し て特 に 乳 幼児
期 ある い は 児 童 期 の子 ど も が い る 家庭 を 対 象 と す るも の が 多い
（ D a v i s  &  C u m m i n g s ,  1 9 9 4）。 し かし ，青 年 期以 降の 子ど も を
対 象と し た 研 究 も 存在 し ， そ こ で は， 夫 婦 間 顕 在 的葛 藤 と 青年
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の内 在化 型・外在 化型 問題 1が 関連 する こと が 明ら かに され て い
る（ G r y c h ,  R a y n o r  &  F o s c o ,  2 0 0 4）。 また ，日 本 の 研究 者も 青
年 期に 両 親 間 の 葛 藤 に さ ら さ れ る こと は ， 子 ど も の心 理 的 適応
や 将来 へ の 展 望 に 否定 的 な 影 響 を 及ぼ す 可 能 性 が ある と 指 摘し
て い る （ 宇 都 宮 ， 2 0 0 5）。 こ の よ う に ， 両 親 間 の 葛 藤 は ， 子 ど
も の発 達 段 階 に 関 わら ず ， 一 貫 し てネ ガ テ ィ ブ な 影響 を も たら
す こと が 報 告 さ れ てい る 。 本 研 究 では 議 論 の 蓄 積 が少 な い 青年
期 の子 ど も を 対 象 に ， 子 ど も が 両 親間 の 葛 藤 と ど のよ う に 関わ
り， 葛藤 か らど のよ うな 影 響を 受け る か を 検討 する 。  
若島・花 田・駒 場・斉藤・松 崎・小 林・宇佐 美 （ 2 0 1 0）に よ
る と， 日 本 と 中 国 は同 じ 東 ア ジ ア に位 置 す る 国 で あり な が ら，
家 族関 係 と 子 ど も の心 理 的 適 応 と の関 連 に 異 な る 特徴 が あ る 。
また ，日本 と中 国 の婚 姻率 や 離婚 率 2から見 る と，人 口統 計資 料
集（ 2 0 1 4）で は ， 2 0 1 2 年の 婚 姻 率に つい て 日本 が 5 . 3（ ／ 1 0 0 0
人）で あ り，中 国が 9 . 6（ ／ 1 0 0 0 人）で ある の に 対し ，離 婚率
につ いて 日 本 が 1 . 9（／ 1 0 0 0 人 ） であ り， 中 国 が 1 . 8（／ 1 0 0 0
人 ）で あ る 。 つ ま り， 両 国 の 結 婚 率の 差 に 対 し ， 離婚 率 が 変わ
ら ない こ と に な る 。 中 国 で は 一 人 っ子 政 策 の た め ，唯 一 の 子ど
も に直 接 暴 力 を ふ るう こ と が 少 な い一 方 ， た と え 夫婦 間 の 問題
が あっ て も 子 ど も のた め に 我 慢 し て離 婚 を 選 ば な い親 が 多 くい
る と考 え ら れ る 。 この よ う な 現 状 から ， 中 国 で は ， 夫 婦 間 顕在
的 葛藤 が 子 ど も に 心理 的 虐 待 と し て 害 を 及 ぼ す 可 能性 が 高 い こ
と が推 察 さ れ る 。 さら に ， 日 本 と 中国 は と も に 少 子高 齢 化 の急
速 な進 展 や 両 親 と 子ど も だ け の 核 家族 の 増 加 に よ り， 子 ど もが
夫 婦間 顕 在 的 葛 藤 にさ ら さ れ て い る時 ， 親 戚 や き ょう だ い のサ
                                                   
1  D a v i s o n  &  N e a l e（ 1 9 9 4） は 幼 児 期 後 半 か ら 青 年 期 ま で の 子 ど も の
状 態 を 外 在 化 型 問 題 （ e x t e r n a l i z i n g  p r o b l e m） と 内 在 化 型 問 題
（ i n t e r n a l i z i n g  p r o b l e m） の 2 つ に 大 別 し て い る 。 外 在 化 型 問 題
（ e x t e r n a l i z i n g  p r o b l e m）は ，注 意 欠 陥 ・ 多 動 傾 向 ，反 社 会 的 ・ 攻 撃
的 な 問 題 行 動 な ど を 指 し ，内 在 化 型 問 題（ i n t e r n a l i z i n g  p r o b l e m）は ，
過 度 の 不 安 や 恐 怖 ，心 身 症 状 ，抑 う つ な ど の 神 経 症 的 問 題 な ど を 指 す 。  
2こ こ で 婚 姻 率 及 び 離 婚 率 は ，人 口 千 人 当 た り の そ れ ぞ れ の 件 数 で あ る 。 
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ポー トが 得 られ ず 1 人で 抱え 込 む傾 向が あ ると 予想 され る 。国
の 違い に よ る 夫 婦 間 顕 在 的 葛 藤 が 子ど も に 与 え る 影響 の 差 異と
国 を超 え た 一 般 的 特徴 を 実 証 的 な 方法 で 明 ら か に する 必 要 性が
考え られ る 。  
こ こま で 述 べ た よ うに ， 夫 婦 間 葛 藤と 青 年 期 の 子 ども の 精 神
的 健康 の 関 連 は 注 目す べ き 領 域 で ある と 言 え る 。 本研 究 で は，
青 年期 の 中 期 に あ たる 日 本 と 中 国 の高 校 生 を 対 象 に， 子 ど もに
認 識さ れ て い る 夫 婦間 顕 在 的 葛 藤 に注 目 し て ， 青 年の 精 神 的健





































第 1 節  夫 婦 間 葛 藤 と 夫 婦 間 顕 在 的 葛 藤  
大渕（ 2 0 0 2）に よれ ば ，ど のよ うな 関係 に おい ても 対人 葛 藤
は 起こ り 得 る も の であ る も の の ， 特に 親 密 な 関 係 にお い て は対
人 葛 藤 が 多 く 生 起 す る と さ れ て い る 。 ま た ， 藤 田 （ 2 0 0 9） は ，
夫婦 は，あ らゆ る 人間 関係 の なか でも ，最 も 葛藤 が 生じ やす く ，
葛藤 によ り 容易 に関 係が こ じれ やす い と 述 べて いる 。ここ か ら，
日 頃か ら 多 く の 時 間を 共 有 す る 夫 婦に お い て は ， 葛藤 が 頻 繁に
起こ り得 る と考 えら れる 。  
そ もそ も ， 夫 婦 間 葛藤 と は 何 な の だろ う か ？ 夫 婦 間葛 藤 の 定
義 は対 人 葛 藤 か ら 援用 さ れ る 場 合 が多 い 。 対 人 葛 藤に 関 す る研
究 が蓄 積 さ れ ， こ れま で さ ま ざ ま な研 究 者 に よ っ て定 義 が なさ
れ てき て い る が ， 顕在 的 葛 藤 と 潜 在的 葛 藤 の 両 方 を葛 藤 と して
捉 える 立 場 と ， 顕 在的 葛 藤 の み を 葛藤 と し て 捉 え る立 場 が 見ら
れ る。 当 事 者 が 双 方と も に 対 立 が ある こ と を 認 識 して い る 状態
は 顕在 的 葛 藤 と 呼 ばれ る 。 こ れ に 対し て ， 潜 在 的 葛藤 と は ，当
事 者の 一 方 が 心 の 中で 不 満 を 持 ち ，相 手 は 対 立 が ある こ と に気
づ か な い よ う な 状 態 で あ る （ 大 渕 ， 2 0 1 5）。 大 渕 （ 1 9 9 2） は ，
日 本人 と ア メ リ カ の大 学 生 を 対 象 に 葛 藤 解 決 に つ いて 検 討 を行
い，日本 人学 生 で は葛 藤の 3 分 の 2 にお いて 潜 在化 を選 んだ が，
反対 に ，アメ リ カの 学生 は 葛藤 の 4 分の 3 に お いて 顕在 化 を選
ん だと 示 し て い る 。 こ の 研 究 を 受 けて ， 日 本 人 と 英語 圏 の 外国
人 を対 象 に し て 同 文化 葛 藤 と 異 文 化葛 藤 の 解 決 方 略を 検 討 した
大 渕 ・ 菅 原 ・ Ty l e r・ L i n d（ 1 9 9 5） は ， 多 様 な 方 略 を 用 い た 葛
藤を 対象 者 に報 告さ せる た め ，葛 藤経 験を ｢人 と 表 立 っ て対 立 し
た経 験 ｣と 定 義 し ，葛藤 には 不 満に 思っ ただ け で表 には 出さ な い
潜 在的 葛 藤 も あ る とし つ つ も ， 表 面化 し た 顕 在 的 葛藤 の み を取
り上 げ て い る 。  
 夫 婦間 葛 藤の 定義 とし て ，東 海林（ 2 0 1 3）は ，夫婦 間 葛藤 を
「 個人 の 行 動 ， 感 情， 思 考 の 過 程 が， 配 偶 者 に よ って 妨 害 され
てい る状 態 」と 定義 して い る 。川島（ 2 0 1 3）は ，夫婦 間 葛藤 を
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「 夫婦 の 間 に 何 ら か の 心 理 的 （ 認 知的 ・ 情 緒 的 ） 対立 の あ る状
態 」と 定 義 し て いる 。ま た ，川 島（ 2 0 1 3）は こ の定 義に 基 づい
て，「 Ya h o o！知 恵袋 」に 見 る夫 婦間 葛藤 の 実態 を顕 在的・潜 在
的側 面か ら 検討 し ，夫 婦間 葛 藤の 方略 につ い て整 理し たと こ ろ，
話 し合 い ・ 口 げ ん か， 暴 力 ， 関 係 性攻 撃 （ 無 視 ） など 観 察 可能
な もの も あ れ ば ， 内面 に 不 満 を 抱 えて い て も 我 慢 した り ， 何事
も なか っ た よ う に 振る 舞 っ た り す る観 察 可 能 で は ない も の も あ
る 。こ れ ら の 知 見 は， 夫 婦 間 葛 藤 を 認 知 ・ 情 緒 な ど個 人 の 内的
反 応が 個 人 間 で 対 立す る 状 態 を 指 して お り ， 表 出 され た 行 動上
の 対立 で あ る 顕 在 的葛 藤 だ け で な く， 外 に 現 れ な い潜 在 的 葛藤
も含 めて 夫 婦間 葛藤 を 捉 え る 立 場で ある 。  
 欧 米に お ける 夫婦 間葛 藤（ m a r i t a l  c o n f l i c t）の 定 義に つい て ，
B u e h l e r,  K r i s h n a k u m a r,  S t o n e ,  A n t h o n y,  P e m b e r t o n ,  G e r a r d  
&  B a r b e r（ 1 9 9 8）は ，夫 婦 間葛 藤 （ m a r i t a l  c o n f l i c t）を 「 高
レ ベル の 不 一 致 が 存在 し ， 配 偶 者 に対 す る 軽 視 や 言葉 の 乱 用が
見ら れる 夫 婦間 の緊 張 的 で 敵対 的な 相互 作 用 」と 定義 して い る。
ま た ， C u m m i n g s（ 1 9 9 8） は ， 夫 婦 間 葛 藤 （ m a r i t a l  c o n f l i c t）
を「 ポジ テ ィブ で あっ た か ，ネガ テ ィブ で あ っ たか に 関 わら ず ，
夫 婦間 の 意 見 の 対 立が 存 在 す る あ らゆ る 相 互 作 用 」と 定 義 して
いる 。こ れ らの 定義 は，夫 婦間 葛藤（ m a r i t a l  c o n f l i c t）を夫 婦
間 の相 互 作 用 だ と 捉え ， 表 面 化 し た顕 在 的 葛 藤 の みを 取 り 上げ
た 立 場 で あ る 。 欧 米 に お い て の 夫 婦 間 葛 藤 （ m a r i t a l  c o n f l i c t）
の 定義 は 日 本 で 使 われ て い る 夫 婦 間葛 藤 の 意 味 合 いよ り 範 囲が
狭 く， 夫 婦 間 顕 在 的葛 藤 に よ り 近 いと 考 え ら れ る 。 ま た ， 日本
と 中国 に お け る 夫 婦間 葛 藤 と 子 ど も の 精 神 的 健 康 に関 す る 実証
研 究は ， 欧 米 の 知 見を 参 考 に す る もの が 多 い た め ，夫 婦 間 葛藤
が表 面化 し た顕 在的 葛藤 を 指す 場合 が多 い 。  
K i t z m a n n（ 2 0 0 3）は ，夫 婦 間葛 藤 （ m a r i t a l  c o n f l i c t） が子
ど もの 友 人 関 係 に 与え る 影 響 を 検 討す る 際 ， 両 親 が報 告 し た夫
婦間 葛藤（ m a r i t a l  c o n f l i c t）より ，子 ども によ る 報告 の有 用 性
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が より 高 い と 指 摘 して い る 。 こ の こと か ら ， 子 ど もに 気 づ かれ
て いる 夫 婦 間 葛 藤 は気 づ か れ て い ない も の よ り ， 精神 的 健 康に
つ なが る と 考 え ら れる 。 ま た ， 潜 在的 葛 藤 に 対 し て ， 子 ど もは
それ が 存 在 する か存 在し な いか わか らな い 可能 性 も ある 。  
以 上の 内 容 を 踏 ま え， 子 ど も を 対 象と す る 本 研 究 では ， 夫 婦
間 葛藤 の 領 域 で 数 多く の 研 究 が 蓄 積さ れ て き た 欧 米と 一 致 する
視点 で ，両 親 の表 面化 した 顕 在的 葛藤 に 注 目 して 検討 を進 め る。
以 下よ り ， 夫 婦 間 葛藤 と 区 別 し ， 夫婦 間 顕 在 的 葛 藤を 使 用 して
























第 2 節  家 族 シ ス テ ム の 中 の 夫 婦 間 顕 在 的 葛 藤  
こ れま で ， 日 本 に おい て 夫 婦 間 葛 藤に 関 す る 研 究 には ， 夫 婦
間 の問 題 と し て 二 者関 係 に 焦 点 を 当て ， 葛 藤 生 起 場面 の 夫 婦間
コ ミュ ニ ケ ー シ ョ ン， 夫 婦 間 葛 藤 解決 方 略 な ど を 検討 す る もの
があ る （ 岩藤 ， 2 0 0 9；川 島 ， 2 0 1 3；東 海 林 ， 2 0 0 9）。し か し ，
家 族シ ス テ ム 論 の 視点 に 立 て ば ， 夫婦 間 顕 在 的 葛 藤は た だ 夫婦
の 問題 と い う だ け でな く ， 子 ど も もま た シ ス テ ム の成 員 と して
夫 婦間 顕 在 的 葛 藤 から 影 響 を 受 け ，ま た 両 親 の 問 題に 影 響 を及
ぼす こと が 考え られ る。そこ で，夫婦 間 顕 在 的 葛 藤を ｢父 ― 母 ―
子 ｣と い う 成 員 か ら な る シ ス テ ム 内 で の ｢父 ― 母 ｣特 定 の 関 係 内
の葛 藤と し て理 解 す る必 要 があ る だ ろう 。  
 
第 1 項  家 族 シ ス テ ム 論 の 視 点  
家 族は 青 年 の 心 理 社会 的 発 達 を 支 える 最 も 重 要 な 社会 的 文 脈
の 1 つで ある と 言わ れて い る （ G r o t e v a n t ,  1 9 9 7）。家 族と い う
もの は ，相 互交 流パ ター ン を通 じて 作用 する 1 つの シス テ ムを
構 成 す る （ 板 倉 ， 2 0 1 3）。 長 谷 川 （ 1 9 8 7） は ， 家 族 シ ス テ ム に
おい ては 「全 体 性」，「自 己制 御 性」，「自 己変 換 性」 とい う 3 つ
の 特性 が あ る こ と を論 じ て い る 。 まず ， シ ス テ ム は部 分 の 総和
以 上の も の と し て 存在 す る た め ， 部分 だ け を 見 て も 分 か ら ない
もの であ り（ 全 体 性），安定 を 保つ ため にシ ス テム 自体 が逸 脱 を
減ら そう と する（自 己制 御性 ）。そし て，自己 制 御で はバ ラ ンス
が 保て な く な る と ，シ ス テ ム は 自 らを 維 持 す る た めに シ ス テム
自体 を変 化 させ る（ 自己 変換 性）。す なわ ち，家 族 シス テム 論 に
おい ては ，家 族 ある いは 家 族成 員の うち の 1 人 が，情 報 から 切
り 離さ れ て 独 立 し て存 在 し て い る ので は な く ， 上 位シ ス テ ムと
下 位シ ス テ ム の 間 ，あ る い は シ ス テ ム 内 に お い て 複雑 な 相 互作
用が なさ れ てい ると 考え ，シス テム は 1 つの 意 味を 持っ た まと
ま り で あ る と 見 な す （ 森 川 ， 2 0 1 5）。 家 族 関 係 は 夫 婦 関 係 ， 親
子関 係 ，き ょう だい 関係 な どの よう にメ ン バー 間の 2 者 関係 の
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単 位で 切 り 取 っ て 理解 す る こ と も 可能 で あ る が ， シス テ ム 全体
の 中で そ れ ら の 関 係（ サ ブ シ ス テ ム） を 位 置 づ け ，そ の 全 体的
な意 味を 理 解す るこ とが 重 視 さ れる 。  
また，夫 婦間 顕 在 的葛 藤と 家 族シ ステ ム に つ いて ，飛田（ 1 9 9 7）
は ，多 く の 研 究 は 葛藤 を 経 験 し て いる 個 人 と そ の 葛藤 を 引 き起
こし てい る 他者 とい う 2 者間 の 関係 だけ に 焦点 を当 てて き たが ，
家 族関 係 に おけ る 葛藤 も ｢父 ― 母 ― 子 ｣と い う 成 員 か らな る シ ス
テ ム内 に お け る 特 定の 関 係 内 の 葛 藤と し て 理 解 さ れる 必 要 があ
ると し て い る 。また ，大坊（ 2 0 0 4）は 2 者 間の コ ミュ ニケ ー シ
ョ ンに 対 し て 第 三 者は 当 事 者 で は ない か ら と い っ てた だ 成 り行
き を見 て い る 傍 観 者で い る こ と は でき ず ， そ の コ ミュ ニ ケ ーシ
ョン 行動 に 影響 を受 け ，か つそ の場 を共 有 する 者と して 2 者 間
の コミ ュ ニ ケ ー シ ョン 行 動 に 影 響 を及 ぼ し て い る とし て い る。
臨 床場 面 に お い て も関 連 す る 知 見 があ る 。 例 え ば ， 家 族 療 法家
の M i n u c h i n（ 1 9 7 4）は，子 ども が両 親と の 三角 関係 化 3に巻 き
込 まれ る の は ， 両 親間 の 葛 藤 を 解 決し よ う と し て 努力 す る こと
や ，そ の 葛 藤 か ら 生ず る 緊 張 を 緩 和し た い と 考 え るか ら で ある
と 三角 関 係 化 に つ いて 説 明 し て い る。 ま た ， 両 親 間の 葛 藤 に巻
き 込ま れ て 三 角 関 係化 す る こ と は ，思 春 期 や 青 年 期の 子 ど もに
と って は 危 険 因 子 であ る と 述 べ て いる 。 特 に 夫 婦 間顕 在 的 葛藤
が生 じる 時 ，子 ど もが 巻き 込 まれ る可 能性 が 高い と考 えら れ る。
し たが っ て ， 家 族 シス テ ム 論 の 視 点か ら ， 子 ど も ，ま た ， 親子
サ ブシ ス テ ム は 夫 婦間 顕 在 的 葛 藤 など 夫 婦 サ ブ シ ステ ム の 問題
から 切り 離 され るこ とが で き な いと 考え ら れる 。  
 
第 2 項  夫 婦 間 顕 在 的 葛 藤 と 青 年 期 の 子 ど も  
 幼児 期 ・ 児 童 期 の子 ど も を 対 象 とす る 先 行 研 究 では ， 夫 婦間
                                                   
3三 角 関 係 化 と は ，二 者 で 構 成 さ れ る 感 情 シ ス テ ム は 不 安 定 に な り ，第
三 者 を 引 き 込 み 三 者 で シ ス テ ム を 構 成 す る こ と で あ る 。 例 え ば ， 妻 が
夫 に 対 す る 苦 情 を 子 ど も に 言 う な ど が 挙 げ ら れ る 。  
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顕 在的 葛 藤 と 子 ど もの 精 神 的 健 康 の関 連 が 様 々 な 側面 か ら 実証
さ れて い る 。 例 え ば， 夫 婦 間 顕 在 的葛 藤 の 深 刻 さ と子 ど も の 外
在 化型 ・ 内 在 化 型 問題 と の 短 期 ・ 長期 的 な 関 連 が 示さ れ て いる
（ C u m m i n g s ,  D a v i e s  &  C a m p b e l l ,  2 0 0 0 ）。 ま た ， B u e h l e r,  
L a n g e  &  F r a n c k（ 2 0 0 7）の縦 断 的研 究に よ れば ， 1 年 目 の夫 婦
間顕 在的 葛 藤 が 2 年目 の 子ど もの 夫婦 間顕 在 的葛 藤 に 対す る 認
知と 情動 を 媒介 して 3 年 目の 外 在化 型・内 在化 型問 題と 関 連す
る こと が 示 さ れ て いる 。 さ ら に ， 攻撃 的 な 夫 婦 間 顕在 的 葛 藤と
子 ども の 自 尊 心 の 低下 や 外 在 化 型 ・内 在 化 型 問 題 との 関 連 が示
され てい る （ O ' B r i e n ,  B a h a d u r,  G e e ,  B a l t o  &  E r b e r,  1 9 9 7）。
日本 にお い て も ，前島・小 口（ 2 0 0 1）は ，子 ども が父 母の 関 係
に 不和 が あ る と 感 じる こ と が 子 ど もの 自 尊 心 や 攻 撃性 に 影 響を
与え ，さ ら に親 子関 係の 不 和に つな がる こ と に 言及 して い る。  
 一方 で ， 夫 婦 間 顕在 的 葛 藤 の 肯 定的 側 面 も 明 ら かと な っ てい
る 。K u r d e k（ 1 9 9 5）は ，夫 婦 間 顕 在的 葛藤 解 決方 略に ，同 意，
妥 協， ユ ー モ ア の よう な 建 設 的 な もの と 対 決 ， 後 退， 防 衛 のよ
う な破 壊 的 な も の があ る と 指 摘 し てい る 。 ま た ， 葛藤 状 態 にお
け る夫 婦 間 で の 建 設的 な 話 し 合 い は， 子 ど も が 適 切に 対 人 関係
の 困難 さ に 対 処 す る方 法 を 学 習 す る機 会 と な り ， 必ず し も 子ど
も に と っ て 否 定 的 な 影 響 を 及 ぼ す も の で は な い と さ れ て い る
（ C u m m i n g s  &  Wi l s o n ,  1 9 9 9 ;  E a s t e r b r o o k s ,  C u m m i n g s  &  
E m d e ,  1 9 9 4）。  
さ らに ， 夫 婦 間 顕 在的 葛 藤 に さ ら され る こ と の み が子 ど も の
発 達や メ ン タ ル ヘ ルス に 影 響 を 与 える と い う こ と では な く ，葛
藤の 量（ 例 えば ，頻繁 であ る ，長 期に わた る ，な ど），葛 藤の 質
（例 えば ，深 刻で ある，暴 力を 伴う ，解決 不 可能 であ る，な ど ）
と それ ら に つ い て の子 ど も の 認 知 や情 動 が 子 ど も の外 在 化 型・
内在 化型 問 題に 影響 を与 え ると 指摘 され て いる （ C u m m i n g s  e t  
a l . ,  2 0 0 0）。  
 子ど も が 青 年 期 に入 る と ， 単 に 両親 を 父 母 と し て評 価 す るだ
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け でな く ， 夫 婦 関 係や 夫 婦 の 不 和 など 両 親 の 夫 婦 とし て の あり
方 に つ い て も 敏 感 に 感 じ 取 る よ う に な る （ D a v i s ,  D u m e n c i  &  
Wi n d l e ,  1 9 9 9）。 ま た ， 藤 田 （ 2 0 0 9） は ， 幼 い 頃 ， 葛 藤 場 面 に
多 く居 合 わ せ る ほ ど， 子 ど も た ち は両 親 の 機 嫌 に 敏感 に な り情
動 的に 混 乱 す る 可 能性 が 高 く な り ，そ の よ う な 子 ども た ち は，
年 齢が 高 く な っ て も同 じ よ う に 反 応す る 傾 向 が 強 かっ た と 指摘
し て い る 。 さ ら に ， K a r l t e r（ 1 9 8 9， カ ル タ ー ， E．， 北 川  玲  
訳， 2 0 0 9）は，中学・高 校に 在 学す る青 年 期の 子ど もた ち は両
親 の関 係 に つ い て は敏 感 で あ り ， 両親 間 の 不 和 や 離婚 後 の 争い
ご とな ど に よ っ て 非常 に 感 情 を か き乱 さ れ る た め に， あ る 者は
暴力 的に な り ，ま たあ る者 は 抑う つ的 に反 応 する と述 べて い る。
青 年期 の 子 ど も を 対象 と す る 実 証 研究 が 少 な い 中 でも ， 夫 婦間
顕 在的 葛 藤 と 青 年 の精 神 的 健 康 と の関 連 が 示 さ れ てい る こ とか
ら ，青 年 期 の 子 ど もを 対 象 に ， 夫 婦間 顕 在 的 葛 藤 が 及 ぼ す 影響
及び その メ カニ ズム を明 ら かに する 必要 性 が あ るだ ろう 。  

















第 3 節  夫 婦 間 顕 在 的 葛 藤 が 子 ど も に 影 響 を 及 ぼ す メ カ ニ ズ ム  
 C u m m i n g s  e t  a l .（ 2 0 0 0）に よ れば ，夫 婦 関係 が子 ども の 発
達や メン タ ルヘ ルス に及 ぼ す影 響に は 2 通り の プロ セス が ある 。
1 つ は夫 婦関 係 が親 の養 育 行動 や家 族機 能 を媒 介し て間 接 的に
子 ども の 発 達 や メ ンタ ル ヘ ル ス に 影響 を 与 え る と いう も の であ
り，もう 1 つ は 夫婦 間顕 在 的葛 藤 が 直接 的 に子 ども の発 達 やメ
ン タ ル ヘ ル ス に 影 響 を 与 え る と い う も の で あ る 。 例 え ば ，
F a u b e r,  F o r e h a n d ,  T h o m a s  &  Wi e r s o n（ 1 9 9 0） は ，夫 婦間 顕
在 的葛 藤 の 発 生 に より ， 子 ど も に 対し て 拒 否 的 な 態度 で 接 する
と いっ た 養 育 行 動 を介 し て ， 子 ど もの 内 在 化 型 ・ 外在 化 型 問題
の 双方 に 影 響 を 与 える 一 方 ， 夫 婦 間顕 在 的 葛 藤 が ，直 接 的 には
子 ども の 外 在 化 型 問題 の み に 影 響 を与 え る こ と を 示し て い る。
前 者を 家 族 シ ス テ ム理 論 の 観 点 か ら見 れ ば ， 夫 婦 サブ シ ス テム
の 問題 が 親 子 サ ブ シス テ ム や 家 族 シス テ ム に 影 響 を与 え る こと
で 子ど も の 精 神 的 健康 に つ な が っ てい る と 考 え ら れる 。 日 本と
中 国に お い て は ， この プ ロ セ ス に 関し て 数 多 く の 研究 が な され
て きた 。 一 方 で ， 欧米 に お い て は ， 夫 婦 間 顕 在 的 葛藤 が 直 接的
に 子ど も の 発 達 や メン タ ル ヘ ル ス に影 響 を 与 え る とい う 点 に 関
す る研 究 が 盛 ん で ある が ， 日 本 と 中国 に お い て は ほと ん ど なさ
れ てい な い 。 近 年 ，日 本 に お い て ，よ う や く そ の よう な 研 究の
萌芽 が見 ら れる もの の（柏 木 ，2 0 0 8），まだ 十 分と はい えな い 。
本節 では この 2 通り のプ ロ セス の詳 細を ま とめ てい く。  
  
第 1 項  夫 婦 間 顕 在 的 葛 藤 が 子 ど も に 影 響 を 及 ぼ す 間 接 的 プ ロ
セ ス  
 夫婦 間 顕 在 的 葛 藤が 子 ど も に 影 響を 及 ぼ す 間 接 的プ ロ セ ス の
先 行研 究 を 概 観 す る際 ， 夫 婦 関 係 と親 子 関 係 の 関 連性 に 対 する
2 つの 理論 が 参 考に なる 。 1 つ 目は 夫婦 関 係と 親子 関係 が 正の
相関 を示 す“ ス ピル オー バ ー仮 説”，2 つ 目は 夫 婦関 係と 親 子関
係が 負 の 相 関を 示す “補 償 仮説 ”で ある （ E n g f e r,  1 9 8 8）。  
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 “ ス ピル オ ー バー 仮説 ”の 先 行研 究に つ いて ，1 9 9 0 年代 の 研
究で は， F a u b e r  e t  a l .（ 1 9 9 0）は ，夫 婦間 顕在 的 葛藤 が否 定 的
な 養育 行 動 を 媒 介 して 子 ど も の 内 在化 型 ・ 外 在 化 型問 題 と 関連
する こと を 示し てい る。 そ の反 面， L u t z k e ,  Wo l c h i k  &  B r a v e r
（ 1 9 9 6）は，親 子関 係の 高 い質 は，夫 婦間 顕在 的 葛 藤が 子 ども
の 心理 的 適 応 問 題 に与 え る 影 響 を 緩和 す る 役 割 が ある こ と を明
らか にし て いる 。2 0 0 0 年以降 の研 究に おい て も，夫 婦間 顕在 的
葛 藤は ， 親 子 間 の 敵意 ， 親 子 間 葛 藤， 否 定 的 な 養 育行 動 ， 親子
の 愛着 と 親 子 関 係 の悪 化 を 媒 介 し て子 ど も の 精 神 的健 康 に 影響
を 与 え る こ と が 示 さ れ て い る （ E l - S h e i k h  &  E l m o r e - S t a t o n ,  
2 0 0 4 ;  G e r a r d ,  K r i s h n a k u m a r  &  B u e h l e r,  2 0 0 6 ;  K a c z y n s k i ,  
L i n d a h l ,  M a l i k  &  L a u r e n c e a u ,  2 0 0 6 ;  S t o c k e r,  R i c h m o n d ,  L o w,  
A l e x a n d e r  &  E l i a s ,  2 0 0 3）。日本 にお いて も，“ ス ピル オー バ ー
仮 説” に 関 す る 研 究が 見 ら れ ， 例 えば ， 菅 原 ・ 八 木下 ・ 詫 摩・
小泉・瀬地 山・菅原・北村（ 2 0 0 2）は ，夫 婦 間の 愛情 関係 が 家
族 機能 を 媒 介 と し て子 ど も の 抑 う つ傾 向 と 関 連 す るか を 検 討し
た 結果 ， 両 親 間 の 愛情 の 強 固 さ と 家族 機 能 の 良 好 さ と が ， また
家 族機 能 の 良 好 さ と子 ど も の 抑 う つ傾 向 と が 関 連 する こ と を明
らか にし て いる 。  
 “ 補償 仮 説”に つい て ，B e l s k y,  Yo u n g b l a d e ,  R o v i n e  &  Vo l l i n g
（ 1 9 9 1）は，夫 婦関 係の 悪 さと 母親 の子 ど もへ の関 わり の 頻度
と の間 に 関 連 が あ るこ と を 示 し て いる 。 こ の よ う な補 償 仮 説は
家 族シ ス テ ム 理 論 にお け る 「 三 角 関係 化 」 の 概 念 と類 似 し てい
る。こ の 三角 関 係化 は 2 者の 緊 張状 態を 和 らげ るが， 意 味の あ
る 問 題 解 決 を 阻 止 す る （ 若 島 ・ 佐 藤 ・ 三 澤 ， 2 0 0 2）。 L i n d a h l ,  
C l e m e n t s  &  M a r k m a n（ 1 9 9 7）の 縦断 的調 査 によ れば ，葛 藤の
頻 度が 多 い 夫 婦 は ，世 代 交 差 的 な 親子 同 盟 や ， 夫 婦の 問 題 に 関
する 話し 合 いに 子ど もが 巻 き込 まれ る こ と が多 い 。ま た ，B e l l ,  
B e l l  &  N a k a t a（ 2 0 0 1） は， 夫 婦間 顕在 的 葛藤 が子 ども を 巻き
込 んだ 三 角 関 係 化 を生 成 す る こ と を示 唆 し て お り ，さ ら に は日
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米 にお い て 三 角 関 係化 の プ ロ セ ス が類 似 す る こ と を明 ら か にし
てい る。臨 床現 場 にお いて も ，家 族 療法 家の M i n u c h i n（ 1 9 7 4）
は ，子 ど も が 両 親 間の 葛 藤 に 巻 き 込ま れ る の は ， 葛藤 を 解 決し
よ うと し て 努 力 す るこ と や ， 葛 藤 から 生 ず る 緊 張 を緩 和 し たい
と考 える か らで ある と三 角 関係 化に つい て 説明 して いる 。  
 一 方 ， 板 倉 （ 2 0 1 2） は ，“ ス ピ ル オ ー バ ー 仮 説 ” や “ 補 償 仮
説 ”の 観 点 か ら 青 年期 の 親 子 関 係 と父 母 関 係 の 関 連性 に つ いて
検 討し て い る 。 そ の結 果 ， 父 母 の 結び つ き と 父 子 の結 び つ きと
の 間に 有 意 な 正 の 相関 が 示 さ れ て いる 。 一 方 ， 父 母の 結 び つき
と 母子 の 結 び つ き との 間 に 有 意 な 相関 は 示 さ れ な かっ た 。 加え
て ，父 母 の 結 び つ き の 低 群 は ， 高 群と 比 較 し て 青 年の 父 親 に対
す るイ メ ー ジ や ， 母親 の 夫 に 対 す る イ メ ー ジ が と もに 否 定 的で
あ るこ と が 示 さ れ てい る 。 こ の こ とか ら ， 父 母 関 係と 父 子 関係
は “ス ピ ル オ ー バ ー仮 説 ” を 支 持 する 一 方 で ， 父 母関 係 と 母子
関 係は “ 補 償 仮 説 ” を 支 持 す る こ とが 示 唆 さ れ て いる 。 こ のよ
う に， 父 母 関 係 ― 母子 関 係 と 父 母 関係 ― 父 子 関 係 では 関 連 のメ
カ ニズ ム が 異 な る ため ， 夫 婦 間 顕 在的 葛 藤 が 子 ど もに 影 響 を及
ぼ す間 接 的 プ ロ セ ス に つ い て も 父 子や 母 子 別 々 に 検討 す る 必要
性が 考え ら れる 。  
  
第 2 項  夫 婦 間 顕 在 的 葛 藤 が 子 ど も に 影 響 を 及 ぼ す 直 接 的 プ ロ
セ ス  
夫 婦間 顕 在 的 葛 藤 が直 接 的 に 子 ど もの 精 神 的 健 康 に影 響 を 与
え ると い う プ ロ セ スに 関 し て ， こ れま で 注 目 さ れ てい る 理 論に
は ， G r y c h  &  F i n c h a m （ 1 9 9 0 ） の 認 知 状 況 的 枠 組 み
（ c o g n i t i v e - c o n t e x t u a l  f r a m e w o r k） と， D a v i s  &  C u m m i n g s
（ 1 9 9 4） の 情 緒 安 定 性 仮 説 （ e m o t i o n a l  s e c u r i t y  h y p o t h e s i s）





（ 1） 認 知 状 況 的 枠 組 み （ G r y c h  &  F i n c h a m ,  1 9 9 0）  
G r y c h  &  F i n c h a m（ 1 9 9 0）は，夫婦 間 顕 在 的 葛 藤に 対す る 子
ど もの 認 知 に 焦 点 を当 て て お り ， 認知 状 況 的 枠 組 みを 提 唱 して
いる（図 1 - 1）。G r y c h  &  F i n c h a m（ 1 9 9 0）は 子 ど もを 受動 的 な
存 在で は な く ， 活 動的 な 主 体 と 見 なし ， 子 ど も が 夫婦 間 顕 在的
葛 藤を ど の よ う に 認知 ・ 理 解 す る かに よ っ て ， 子 ども の 精 神的
健康 の問 題 が異 なる と考 え てい る。認 知 状況 的 枠 組み（ G r y c h  &  
F i n c h a m ,  1 9 9 0） で は ， 夫 婦 間 顕 在 的 葛 藤 に さ ら さ れ る 子 ど も
の 認 知 的 評 価 に は 2 つ の 段 階 が あ り ， そ れ ぞ れ 一 次 処 理
（ p r i m a r y  p r o c e s s i n g） と二 次処 理 （ s e c o n d a r y  p r o c e s s i n g）
と 呼ば れ る 。 一 次 処理 で は ， 子 ど もは 葛 藤 の 性 質 （肯 定 的 ／否
定的 など ），自分 に与 える 脅 威感 ，自分 との 関 連性 につ いて 評 価
す る。 子 ど も が 葛 藤に つ い て ， 否 定的 と 評 価 し な い ， あ る いは
重 要で あ る と 考 え ない 場 合 ， 注 意 が葛 藤 か ら 離 れ る 。 一 方 で，
子 ども が 葛 藤 に つ いて ， 否 定 的 で あり ， ま た 自 分 と関 連 し てい
る と判 断 す れ ば ， 二次 処 理 が 生 じ る。 二 次 処 理 で は， 子 ど もは
原 因 帰 属 （ c a u s a l  a t t r i b u t i o n s）， 責 任 帰 属 （ a t t r i b u t i o n s  o f  
r e s p o n s i b i l i t y），非難（ b l a m e），効 力期 待（ e f f i c a c y  e x p e c t a t i o n）
な どに 関 し て 評 価 する 。 そ の 後 ， 子ど も は 一 次 処 理と 二 次 処理
を 行っ た 上 で ， 情 緒的 反 応 を 示 し ，ま た 認 知 的 評 価と 情 緒 的反
応 によ っ て ， 対 処 行動 を 行 う 。 さ らに ， 子 ど も の 対処 行 動 は両
親の 葛藤 に 影響 を与 える 。  
一 次処 理 と 二 次 処 理に 影 響 を 及 ぼ す葛 藤 の 要 因 と して ， 葛 藤
の 強 度 （ i n t e n s i t y）， 内 容 （ c o n t e n t）， 持 続 時 間 （ d u r a t i o n）
と解 決（ r e s o l u t i o n） な どが 挙げ られ てい る 。  
一 次処 理 と 二 次 処 理 に 影 響 を 与 え る文 脈 の 要 因 と して ， 過 去
の葛 藤の 経 験（ p r e v i o u s  e x p e r i e n c e  w i t h  c o n f l i c t），認 知さ れ
た 情 緒 的 雰 囲 気 （ p e r c e i v e d  e m o t i o n a l  c l i m a t e ）， 気 質
（ t e m p e r a m e n t ）， ジ ェ ン ダ ー （ g e n d e r）， 葛 藤 の 経 過 の 予 測
（ e x p e c t a t i o n s  f o r  t h e  c o u r s e  o f  c o n f l i c t ）， 現 在 の 気 分
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（ c u r r e n t  m o o d）な どが 挙 げら れて いる 。  
認知 状況 的 枠組 み （ G r y c h  &  F i n c h a m ,  1 9 9 0）で は， 情緒 的
反 応や 対 処 行 動 よ りも 認 知 的 評 価 に焦 点 を 当 て ， 子ど も の 認知
的 評 価 と し て は 葛 藤 の 深 刻 さ  （ c o n f l i c t  p r o p e r t y ）， 恐 れ
（ p e r c e i v e d  t h r e a t）， 自己 非 難（ s e l f - b l a m e）が 主 に取 り扱 わ
れて いる 。こ れら の要 因 が 子 ども の内 在化 型 •外 在 化 型 問 題 と 夫
婦 間顕 在 的 葛 藤 と の関 連 の 媒 介 メ カニ ズ ム で あ る と主 張 さ れて


















図 1 - 1  夫 婦 間 顕 在 的 葛 藤 に 対 す る 子 ど も の 認 知 状 況 的 枠 組 み（ G r y c h  
&  F i n c h a m ,  1 9 9 0）  
 
（ 2） 情 緒 安 定 性 仮 説 （ D a v i s  &  C u m m i n g s ,  1 9 9 4）  
D a v i s  &  C u m m i n g s（ 1 9 9 4） は， B o w l b y の 愛着 理 論と 認知
一 次 処 理  
情 緒 的 反 応  
文 脈  
過 去 か ら ：  葛 藤 の 経 験  
      認 知 さ れ た 情 緒 的 雰 囲 気  
      気 質  
      ジ ェ ン ダ ー  
今 現 在 ：   葛 藤 の 経 過 の 予 測  
      気 分       
葛 藤 の 要 因  
強 度  
内 容  
持 続 時 間  
解 決  
 
二 次 処 理  
対 処 行 動  
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状況 的枠 組 み （ G r y c h  &  F i n c h a m ,  1 9 9 0）に基 づ き ，夫 婦間 顕
在 的 葛 藤 が 子 ど も や 家 族 の 情 緒 安 定 性 （ e m o t i o n a l  s e c u r i t y）
を 脅か す こ と に よ って 子 ど も の 精 神的 健 康 に 影 響 を及 ぼ す とい
う媒 介メ カ ニズ ムを 主張 し てい る。  
具 体的 に は ， 子 ど もが 夫 婦 間 顕 在 的葛 藤 に さ ら さ れて い る 時
の 情動 反 応 ， 介 入 的・ 回 避 的 行 動 を情 緒 的 安 定 性 の指 標 と し，
夫 婦間 顕 在 的 葛 藤 と子 ど も の 内 在 化型 ・ 外 在 化 型 問題 と の 関連
に つい て 検 討 を 行 って い る 。 ま ず 情動 反 応 に つ い て， 夫 婦 間顕
在 的葛 藤 に さ ら さ れる こ と が 子 ど も の 警 戒 ， 不 安 ，怒 り な ど の
ネ ガテ ィ ブ な 情 緒 的反 応 を 喚 起 し ，情 緒 の 統 制 と 表出 に 影 響を
与 える 。 そ し て ， 行動 反 応 に つ い て， ネ ガ テ ィ ブ な情 緒 的 反応
を軽 減す る ため に ，子 ども は 自分 から 葛藤 へ の暴 露を 調整 す る。
子 ども の 中 に は ， 両親 間 の 葛 藤 に 巻き 込 ま れ て 必 死に 葛 藤 を止
め よう と す る 者 も いれ ば ， 背 負 い きれ な い プ レ ッ シャ ー か ら，
回 避を 選 択 す る 者 も い る 。 こ の よ うな 経 験 が 繰 り 返さ れ る と，
子 ども の 情 動 ・ 行 動反 応 が 固 定 さ れ， 父 母 関 係 に 対し て ネ ガテ
ィ ブな 表 象 が 形 成 され ， 精 神 的 健 康の 問 題 に つ な がる と 考 えら
れ る 。 C u m m i n g s ,  S c h e r m e r h o r n ,  D a v i e s ,  G o e k e - M o r e y  &  
C u m m i n g s（ 2 0 0 6）は この 仮 説に 基づ き 2 年 間の 縦断 的研 究 を
行 い， 情 緒 安 定 性 の不 全 が 夫 婦 間 顕在 的 葛 藤 と 子 ども の 内 在化
型・外 在化 型 問題 との 関連 の 媒介 変数 であ る こと を示 して い る。 
  
（ 3） 両 理 論 の 有 用 性  
一方 ， Tu r n e r  &  B a r r e t（ 1 9 9 8）は情 緒安 定 性仮 説（ D a v i s  &  
C u m m i n g s ,  1 9 9 4） と 認 知 状 況 的 枠 組 み （ G r y c h  &  F i n c h a m ,  
1 9 9 0）の 両者 が 子ど もの 精 神的 健康 を説 明 する プロ セス に おい
て 重要 で あ る と 主 張し ， 夫 婦 間 顕 在的 葛 藤 に 対 す る子 ど も の認
知と 子ど も の両 親に 対す る 情緒 的安 定性（ 葛 藤の 際の 情動 反 応，
介 入的 ・ 回 避 的 行 動） が そ れ ぞ れ 独自 に 子 ど も の 精神 的 健 康 と
関連 する と 指摘 して いる 。また ， S i f f e r t  &  S c h w a r z（ 2 0 11）も
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情緒 安定 性 仮説 （ D a v i s  &  C u m m i n g s ,  1 9 9 4） と 認知 状況 的 枠
組み （ G r y c h  &  F i n c h a m ,  1 9 9 0） が互 いに 補 い合 い， どち ら も
有 用な 理 論 で あ る と述 べ て い る 。 夫婦 間 顕 在 的 葛 藤 が 子 ど もに
影 響を 及 ぼ す 直 接 的プ ロ セ ス に お いて ， 認 知 反 応 のみ な ら ず，
情動 反応 と 行動 反応 も 含 め て 検 討す るこ と は重 要 だ と言 え る。  
 以上 よ り ， 夫 婦 間顕 在 的 葛 藤 が 子ど も に 影 響 を 及ぼ す プ ロセ
ス につ い て ， 夫 婦 間顕 在 的 葛 藤 が 親の 養 育 行 動 や 家族 機 能 など
を 媒介 し て 間 接 的 に子 ど も の 精 神 的健 康 に 影 響 を 与え る プ ロセ
ス と， 夫 婦 間 顕 在 的葛 藤 に さ ら さ れる こ と が 直 接 的に 子 ど もの
精 神的 健 康 に 影 響 を与 え る プ ロ セ ス と の 両 方 か ら 検討 す る 研究
は 少な い 。 ま た ， 後者 の 直 接 的 プ ロセ ス に 関 し て ， 情 緒 安 定性
仮説（ D a v i s  &  C u m m i n g s ,  1 9 9 4）や認 知状 況 的 枠組 み（ G r y c h  
&  F i n c h a m ,  1 9 9 0）の 両方 の 有用 性が 指摘 さ れて いる にも 関 わ
ら ず， 認 知 ・ 情 動 ・行 動 の 三 つ の 側面 か ら 子 ど も の主 観 的 体験


















第 4 節  子 ど も の 視 点 か ら 捉 え る 夫 婦 間 顕 在 的 葛 藤 に 関 す る 尺
度  
夫 婦間 顕 在 的 葛 藤 と子 ど も の 精 神 的健 康 に 関 す る 研究 で は 質
問 紙法 と 観 察 法 が 利用 さ れ て い る 。し か し ， 観 察 法の 制 限 が多
い ため 質 問 紙 が 主 に用 い ら れ ， そ れは 両 親 に よ る 報告 と 子 ども
によ る報 告 に分 けら れる（ 杨 ，2 0 11）。G r y c h  &  F i n c h a m（ 1 9 9 3）
は ，実 際 の 夫 婦 関 係よ り も 子 ど も の目 に 映 る 夫 婦 関係 の 方 が，
子 ども の 発 達 に と って 重 要 な 意 味 をも つ と 指 摘 し てい る 。 近年
の 欧米 に お け る 夫 婦間 顕 在 的 葛 藤 と子 ど も の 精 神 的健 康 と の関
連 に関 す る 先 行 研 究を 概 観 す る と ，夫 婦 間 顕 在 的 葛藤 に つ いて
の 子 ど も の 個 人 的 体 験 を 重 視 す る も の が 多 く な っ て い る
（ D a v i s  &  C u m m i n g s ,  1 9 9 4 ;  G r y c h  &  F i n c h a m ,  1 9 9 0 ;  
K i t z m a n n ,  2 0 0 3）。  
こ のよ う に ， 子 ど もか ら 両 親 間 の 葛藤 を 評 価 す る とい う 文 脈
で ，最 も よ く 用 い られ ， か つ 信 頼 性と 妥 当 性 が 検 証さ れ て いる
もの に ，G r y c h  e t  a l .（ 1 9 9 2）に よ る C h i l d r e n’s  P e r c e p t i o n  o f  
I n t e r p a r e n t a l  C o n f l i c t（ 以降 ，C P I C）とい う 尺度 が ある 。C P I C
は 子ど も 自 身 が 夫 婦間 顕 在 的 葛 藤 をど う 認 知 し て いる か を 測定
す る 尺 度 で あ る 。 下 位 尺 度 と し て ， 葛 藤 の 次 元 を 表 す 頻 度
（ f r e q u e n c y）， 強 度 （ i n t e n s i t y）， 葛 藤 解 決 （ r e s o l u t i o n） と ，
子 ど も の 葛 藤 に 対 す る 反 応 あ る い は 解 釈 を 表 す 恐 れ （ t h r e a t），
対 処 効 力 感 （ c o p i n g  e f f i c a c y ）， 内 容 （ c o n t e n t ）， 自 己 非 難
（ s e l f - b l a m e）， 安 定 性 （ s t a b i l i t y）， 葛 藤 に よ る ス ト レ ス 理 解
に 重 要 と 思 わ れ る 三 角 関 係 （ t r i a n g u l a t i o n）， が 想 定 さ れ ， そ
れぞ れ 4 項目 か ら 7 項目 で構 成 され る 。 G r y c h  e t  a l .（ 1 9 9 2）
は“ その と おり ”か ら“ ちが う ”の 3 件 法で 評 定さ せ ， 下 位尺
度合 計得 点 を用 いて 因子 分 析を 行っ た。 そ の結 果 ， 3 因 子を 抽
出 し， 葛 藤 の 深 刻 さ因 子 に は 頻 度 と強 度 と 葛 藤 解 決 ， 恐 れ 因子
に は恐 れ と 対 処 効 力感 ， 自 己 非 難 には 内 容 と 自 己 非難 が 含 まれ
ると し て い る 。 しか し ， こ れら の下 位尺 度 のみ でも 4 2 項目 と
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多く ，内 容 的に 重複 した 項 目も ある 。 こ の C P I C は当 初 ，学 童
期 の子 ど も を 対 象 とし て 検 討 さ れ てき た が ， そ の 後大 学 生 を対
象と した 研 究に も適 用で き るこ とが 示さ れ てい る（ B i c k h a m  &  
F i e s e ,  1 9 9 7）。  
また ， O ' B r i e n ,  M a r g o l i n  &  J o h n（ 1 9 9 5） は， 幼 児や 児童 に
対 して ， 両 親 間 の 葛藤 に 対 す る 対 処行 動 を 測 定 す る児 童 用 夫婦
間 顕 在 的 葛 藤 対 処 行 動 ・ イ ン タ ビ ュ ー （ C h i l d r e n ’s  M a r i t a l  
C o n f l i c t  S t r a t e g i e s  I n t e r v i e w）の 標準 化を 試 み た 。O ’ B r i e n  e t  
a l .（ 1 9 9 5）の 面 接で は， 幼 児や 児童 の言 動を 1 0 の対 処行 動 に
コー ド化・記 録 をし てい る 。 1 0 の対 処行 動 とは ，葛 藤か ら 逃げ
よ う とす る 行 動 （ a v o i d）， 自 分 を 落 ち着 か せ よ う と した り ， 気
を 紛 ら わ せ よ う と し た り し て ， 自 分 を 頼 り に す る 行 動
（ s e l f - r e l y ）， 友 人 や き ょ う だ い に 助 け を 求 め る 行 動 （ s e e k  
p e e r / s i b l i n g s）， 大 人 に 仲 裁 を 求 め る 行 動 （ s e e k  a u t h o r i t y），
け ん か を 止 め る よ う に 言 う （ v e r b a l  i n t e r v e n t i o n）， 自 分 を 責
め る （ s e l f - b l a m e ）， 体 を 張 っ て け ん か を 止 め る （ p h y s i c a l  
i n t e r v e n t i o n ）， け ん か の 理 由 を 両 親 に 尋 ね る 行 動 （ q u e s t i o n  
p a r e n t）， 泣 い た り ， 感 情 を 表 に 出 し た り す る 行 動 （ e x p r e s s  
f e e l i n g s），何 も しな い（ h e l p l e s s）で ある 。  
さら に， D a v i e s ,  F o r m a n ,  R a s i  &  S t e v e n s（ 2 0 0 2） は， 情緒
安定 性仮 説 （ D a v i s  &  C u m m i n g s ,  1 9 9 4）に 基づ き 父母 関係 安
定性 尺度 （ S e c u r i t y  i n  t h e  I n t e r p a r e n t a l  S u b s y s t e m  S c a l e；
S I S  S c a l e）を作 成し た 。こ の尺 度に は 7 因子 が 含ま れ る 。それ
は，情 動 反応（ e m o t i o n a l  r e a c t i v i t y），行 動の 失 調（ b e h a v i o r a l  
d y s r e g u l a t i o n）， 介 入 （ i n v o l v e m e n t）， 回 避 （ i n v o l v e m e n t），
建 設 的 な 家 族の 表 象 （ c o n s t r u c t i v e  f a m i l y  r e p r e s e n t a t i o n s），
破 壊的 な 家 族 の 表 象（ d e s t r u c t i v e  f a m i l y  r e p r e s e n t a t i o n s），
葛 藤 の ス ピ ル オ ー バ ー の 表 象 （ c o n f l i c t  s p i l l o v e r  




子 ども の 視 点 か ら 見た 夫 婦 間 顕 在 的葛 藤 に 関 す る 既存 の 尺 度
に は次 の ２ つ の 問 題が 考 え ら れ る 。第 一 に ， こ れ らの 尺 度 は欧
米 人を 対 象 に 作 ら れた 尺 度 で あ る 。日 本 と 中 国 で は， 夫 婦 間顕
在的 葛藤 に 対す る子 ども の 認知 反応 を測 る 尺度 とし て C P I C の
翻訳 や検 討 に関 する 研究 が 存在 する が（ 池 ・俞 ， 2 0 0 8； 川島 ・
眞榮 城・菅 原・酒 井・伊 藤 ， 2 0 0 8；森 光・高 橋 ， 2 0 0 7；山 本 ・
伊 藤 ， 2 0 1 2； 赵 ・ 莫 ， 2 0 0 6； ）， 子 ど も の 情 動 ・ 行 動 反 応 に 関
す る検 討 が 少 な く ，測 定 す る 尺 度 の翻 訳 も な さ れ てい な い のが
現状 であ る 。  
第 二に ， こ れ ま で の研 究 で は ， 子 ども に 実 際 の 両 親間 の 葛 藤
に つい て 報 告 を 求 めて き た が ， そ れに よ っ て 子 ど もに 心 理 的な
負 担を か け る 可 能 性が あ る 。 前 述 した よ う に ， 夫 婦間 顕 在 的葛
藤 にさ ら さ れ る こ と が 心 理 的 虐 待 にな り 得 る た め ，こ の よ うな
体 験の あ る 子 ど も に対 し て 実 際 の 葛藤 場 面 を 思 い 出し て も らう


















第 5 節  青 年 の 心 理 的 ス ト レ ス 反 応  
 この節で は ，青年 の心 理 的ス トレ スに 言 及す る。古屋・佐 々
木・音 山・坂田（ 2 0 0 7）の高 校 生の 心理 社 会的 スト レッ サ ーに
関す る研 究 では ，“家 族間 でも め ご とが あっ た り，家 族内 の仲 が
良 くな い こ と ” や “自 分 の こ と で 家族 が も め た り ，ぐ ち を 言わ
れ たこ と ” な ど が 家庭 ス ト レ ッ サ ーと し て 挙 げ ら れ て い る 。そ
の ため ， 子 ど も に とっ て 夫 婦 間 顕 在的 葛 藤 に さ ら され る こ とは
ス トレ ッ サ ー で あ り， 心 理 的 ス ト レス モ デ ル の 適 用が 可 能 だと
考え られ る。 ま た， 本章 の 第 3 節で 述べ た よう に， 先行 研究 で
は 夫婦 間 顕 在 的 葛 藤に 対 す る 子 ど もの 認 知 的 評 価 や対 処 行 動 の
重 要性 が 紹 介 さ れ て お り ， ス ト レ ス研 究 に お け る 理論 体 系 や構
成概 念が 浸 透し てい る。  
 L a z a r u s  &  F o l k m a n（ 1 9 8 4）は ， ｢心 理 的 ス ト レ スモ デル ｣と
呼 ば れ る ， 心 理 社 会的 ス ト レ ス の 認知 的 評 価 ・ 対 処 行 動 理 論を
提 唱し ， 今 日 の 心 理 的 ス ト レ ス 研 究の 理 論 的 基 礎 を構 築 し た。
L a z a r u s  &  F o l k m a n（ 1 9 8 4）に よ れば ，ス ト レス は日 常生 活 で
遭 遇 す る 外 的 な 刺 激 （ s t r e s s o r :  ス ト レ ッ サ ー ） に 対 し て ， そ
の 刺激 自 体 が ど の 程度 脅 威 で 負 担 とな る も の で あ るか と い う個
人の 判断 過 程（ 一次 評価 ），及び ，脅 威場 面に 対 して 直接 的 な反
応が でき る かど うか とい う 判断 過程（ 二 次評 価 ）とい う 2 つの
認知 的評 価（ a p p r a i s a l :  ア プレ イ ザル）を 経 て 生じ る。さ ら に，
こ うし た 判 断 過 程 の結 果 に 基 づ い て， ス ト レ ッ サ ーに 対 す る何
ら か の 対 処 行 動 （ c o p i n g :  コ ー ピ ン グ ） が 発 動 さ れ る 。 対 処 行
動 を行 っ た 結 果 ， スト レ ッ サ ー が 低減 さ れ れ ば 不 快な 心 理 的反
応（ p s y c h o l o g i c a l  s t r e s s  r e a c t i o n :  心 理的 スト レ ス 反応）が 生
じ るこ と は な い が ， 対 処 行 動 が ス トレ ッ サ ー の 低 減に ふ さ わし
い も の で な け れ ば 不 快 な 心 理 的 反 応 が 生 じ て し ま う 。 L a z a r u s
が 提唱 し た 心 理 的 スト レ ス モ デ ル では ， 認 知 的 評 価や 対 処 行動
と いっ た ， ス ト レ ッサ ー と そ れ に よっ て 引 き 起 こ され る 反 応の
媒介 要因 を 想定 して いる 点 に特 徴が ある 。  
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心理 的 ス ト レス 反応 につ い て，ス トレ ッサ ー にさ らさ れる と ，
短 期的 に は 不 安 ， 怒り ， 抑 う つ な どの 情 動 変 化 ， 及び 心 拍 数 の
増 加な ど の 生 理 的 な変 化 が 生 じ る 。長 期 的 に は ， 認知 ・ 行 動的
変 化， 身 体 的 症 状 ，社 会 的 機 能 の 低下 な ど の 二 次 反応 も 見 られ
る。認知・行 動 的 変化 には ，自信 喪 失，思考 力 の低 下 ，無 気力 ，
引 きこ も り な ど が 含ま れ る 。 身 体 的症 状 は ， 生 体 のホ メ オ スタ
シス 4を調 節 して いる 自律 神 経系 ，内分 泌系 ，免疫 系 の機 能が 低
下 する こ と に よ っ て生 じ る さ ま ざ まな ス ト レ ス 関 連性 疾 患 を意
味 して い る 。 社 会 的機 能 の 低 下 で は， 社 会 的 に 不 適応 な 状 態に
至っ たり ， 生活 の質 （ Q O L :  q u a l i t y  o f  l i f e） が低 下し たり ， 社
会的 生活 を 営む 上で 何ら か の障 害が 生じ た りす る 。こ のよ う に，
ス トレ ス 反 応 の 概 念は 幅 広 い 意 味 で用 い ら れ ， そ のよ う な 意味
に おい て ， 心 理 ・ 社会 的 ス ト レ ス 研究 で は ， ス ト レス 反 応 の総
称 と し て 精 神 的 健 康 と い う 用 語 を 用 い る 傾 向 が 強 い （ 加 藤 ，
2 0 0 8）。  
心 理的 ス ト レ ス 反 応に つ い て は ， 情動 を 中 核 と す る研 究 が な
され て き た 。例 え ば，坂 野・嶋 田・三浦・森・小 田・猿渡（ 1 9 9 4）
は ，心 理 的 ス ト レ ス反 応 に 関 す る 先行 研 究 を 踏 ま え， い ず れの
心 理的 ス ト レス 反 応尺 度 に おい て も「 無 気 力反 応」，「不 機 嫌 ・
怒 り」，「 抑 う つ ・ 不安 」 の 各因 子 が抽 出 さ れて い る。 こ れ らの
反 応は 年 齢 や 発 達 段階 に 関 わ ら ず 表出 さ れ る ， 一 般的 な 心 理的
ス トレ ス 反 応 で あ ると 指 摘 し て い る 。 心 理 的 ス ト レス 反 応 を測
定す る質 問 紙と して ，  P S R S（ P s y c h o l o g i c a l  S t r e s s  R e s p o n s e  
S c a l e；新 名・坂 田・矢 冨・本 間 ，1 9 9 0），P O M S（ P r o f i l e  o f  M o o d  
S t a t e s；横山・荒 記，1 9 9 4），S R S - 1 8（ S t r e s s  R e s p o n s e  S c a l e - 1 8；
鈴木・嶋 田・三 浦・片柳・右 馬 楚・坂野 ， 1 9 9 7）な どが ，日 本
で開 発さ れ てい る。  
心 理的 ス ト レ ス 反 応に 含 ま れ る 情 動反 応 の 不 安 と 夫婦 関 係 の
                                                   
4生 体 の ホ メ オ ス タ シ ス と は ，生 体 内 の 環 境 を 常 に 一 定 に 保 と う と す る
機 能 。  
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関連 につ い て 見 てい きた い 。山崎（ 2 0 0 5）は ，青年 期を 前期（ 中
学 生）， 中期 （ 高 校 生）， 後期 （ 大 学 生） に 分 けて 青 年期 の 不 安
の 変化 を 検 討 し ， 性別 を 問 わ ず ， 状態 不 安 ， 特 性 不安 と も に高
校 生で 極 め て 高 い 値を 示 す こ と を 明ら か に し て い る 。 ま た ，青
年 の不 安 は 両 親 の 夫婦 関 係 や 家 庭 環境 な ど の 家 族 の要 因 と 密接
に関 連し て いる と指 摘さ れ て い る 。こ れを 裏 付け る研 究と し て，
宇都 宮（ 2 0 0 5）は，両 親の 結婚 生活 に対 す るコ ミッ トメ ン トの
認 知と 女 子 青 年 の 不安 と の 関 連 性 を検 討 し ， 両 親 の「 存 在 の全
的受 容・代替 性 」を高 く認 知 して いる 娘ほ ど 不安 は弱 まり ，「 社
会 的圧 力 ・ 無 力 感 」が 高 い 娘 ほ ど 不安 は 強 ま る こ とを 明 ら かに
して いる 。さら に，鈴 山・徳田（ 2 0 0 9）は，夫 婦関 係 が 家 族シ
ス テム の 機 能 状 態 を媒 介 と し て 間 接的 に 青 年 の 不 安・ 身 体 症状
に影 響を 及 ぼす こと を示 し てい る。   
以 上か ら ， 夫 婦 間 顕在 的 葛 藤 が 青 年期 の 子 ど も の 精神 的 健 康
に 及ぼ す 影 響 を 検 討す る 際 ， 心 理 的ス ト レ ス モ デ ルの 知 見 を参
考 にす る こ と が で き， 精 神 的 健 康 を表 す 変 数 と し て心 理 的 スト
















第 6 節  日 本 と 中 国 を 比 較 す る 必 要 性  
 これ ま で の 心 理 学の 学 説 は ， 人 間の 心 性 の 普 遍 性が 自 明 のも
のと され て きた 。一 方， この 3 0 年～ 4 0 年 の 間に ，や はり 人 間
の 心性 が 文 化 に よ って 構 成 さ れ て いる 可 能 性 が 指 摘さ れ て いる
（ 石 井 ， 2 0 1 0）。 夫 婦 間 顕 在 的 葛 藤 と 子 ど も の 精 神 的 健 康 の 領
域 にお い て も ， 文 化 的 影 響 を 考 慮 する 先 行 研 究 が 見ら れ る 。例
えば ， K r i s h n a k u m a r,  B u e h l e r  &  B a r b e r（ 2 0 0 3）に よれ ば ，
夫 婦間 顕 在 的 葛 藤 と子 ど も の 抑 う つ症 状 と の 関 連 は， ヨ ー ロッ
パ 系と ア フ リ カ 系 アメ リ カ 人 で 異 なっ て い る 。 ヨ ーロ ッ パ 系の
子 ども で は ， 夫 婦 間顕 在 的 葛 藤 か ら親 行 動 へ の 影 響 ， ま た 抑う
つ 症状 に 対 す る 親 行動 の 媒 介 効 果 が 示 さ れ て い る 。ア フ リ カ系
の 子ど も で は 抑 う つ症 状 へ の 親 行 動の 媒 介 効 果 が 認め ら れ ず，
夫 婦間 顕 在 的 葛 藤 から 親 行 動 へ の 影響 は 部 分 的 に しか 示 さ れて
い ない 。 こ の こ と から ， 夫 婦 間 顕 在的 葛 藤 と 子 ど もの 抑 う つと
の関 連に 文 化的 要因 が関 与 して いる と考 え られ る。  
なぜ 日本 と 中国 を比 較す る のか，その 理由 を 述べ てい きた い 。
こ れま で 文 化 心 理 学の 領 域 に お い て， 東 洋 対 西 洋 の よ う な 大き
な 括り ， 日 本 と ア メリ カ や 中 国 と アメ リ カ の よ う なや や 小 さな
括り で比 較 研究 が 行 われ て きた 。例え ば， M a r k u s  &  K i t a y a m a
（ 1 9 9 1）に よれ ば ，心 理 プロ セス の根 幹を な す文 化的 自己 観 は，
相 互独 立 的 自 己 観 と相 互 協 調 的 自 己観 に 大 別 さ れ る。 相 互 独立
的 自己 観 は ， 西 洋 で一 般 的 な 信 念 とさ れ て い る 「 自己 ＝ 他 から
切 り離 さ れ た も の 」を 反 映 し て い る。 一 方 ， 相 互 協調 的 自 己観
は ，東 洋 文 化 で 一 般的 な 信 念 と さ れて い る 「 自 己 ＝他 と 根 元的
に結 びつ い てい るも の」を 表し て いる 。ま た ，H a l l（ 1 9 7 6）は ，
英 語な ど 西 洋 の 言 語で は ， 情 報 伝 達の 主 な 経 路 が 言語 そ の もの
で ある が ， 日 本 語 や中 国 語 な ど 東 洋の 言 語 で は ， その 経 路 とし
て 文脈 的 手 が か り の果 た す 役 割 が 相対 的 に 高 い こ とを 指 摘 し，
前 者を 低 コ ン テ ク スト の 言 語 ， 後 者を 高 コ ン テ ク スト の 言 語と
呼ん でい る 。こ の こと に関 し て ，N a d a m i t s u ,  C h e n  &  F r i e d r i c h
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（ 2 0 0 1） は ，「 東 洋 ＝ 集 団 主 義 ＝ 相 互 協 調 的 自 己 観 ＝ 高 コ ン テ
ク スト 」 と い う 図 式の 中 で ， 中 国 人と 日 本 人 の 文 化的 自 己 観，
コ ミュ ニ ケ ー シ ョ ンス タ イ ル な ど があ た か も ， 同 質で あ る かの
よ うな 印 象 を 与 え て き た 恐 れ が あ る と 指 摘 し て い る 。 こ の よう
な 指摘 か ら 研 究 者 は 東 洋 が 一 括 り で説 明 さ れ る こ とに 対 し て 疑
問 を持 ち ， 検 討 を 進め て い る 。 例 えば ， 日 本 ・ 韓 国・ 中 国 ・ベ
ト ナム に お け る 子 ども た ち の お 金 ・お 小 遣 い を め ぐる 生 活 世界
を捉 え た 呉・竹 尾・片・高橋・山 本・サト ウ（ 2 0 1 2）に よる と ，
子 ども の 消 費 生 活 への 参 与 度 は ， 日本 ， 韓 国 ， 中 国， ベ ト ナム
の順 で低 く なる 。また ，日 本 の子 ど もは ，友 達 関係 に おい ても ，
親 子関 係 に お い て も， 所 有 の 領 域 を 分 化 し た 形 で 認識 し ， 行動
す る傾 向 が 最 も 強 いと 示 さ れ て い る。 つ ま り ， 比 較的 日 本 は相
互 独立 的 自 己 観 に 近く ， ベ ト ナ ム ，中 国 ， 韓 国 は 相互 協 調 的自
己 観に よ り 近 い と 示唆 さ れ て い る 。対 人 葛 藤 の 領 域 の 先 行 研究
も ，個 人 主 義 的 文 化圏 で は 主 張 的 な葛 藤 解 決 が な され る 傾 向に
あ り， 集 合 主 義 的 文化 圏 で は 回 避 的な 葛 藤 解 決 が なさ れ る 傾向
があ る と 指 摘し てい る（ Tr u b i s k y,  T i n g - To o m e y  &  L i n ,  1 9 9 1）。
し かし な が ら ， 日 本人 と 中 国 人 を 集合 主 義 的 文 化 圏と し て まと
め て扱 う こ と は 正 確で は な く ， 実 はそ れ ぞ れ に 異 なる 特 徴 があ
ると 考え ら れる 。  
 対人 葛 藤 の領 域 で日 本 と 中国 が 異な る 特 徴を 表 す理 由 と して ，
まず 日本 と 中国 の家 族観 か ら 考 えて みた い 。「 E A S S 2 0 0 6 東ア ジ
アの 家族 」（ F a m i l i e s  i n  E a s t  A s i a）（ 岩井 ・保 田 ， 2 0 1 4）で は
家族 観， 結婚 観 ・離 婚観， 家 族 行動 など 6 つ の 分野 に関 し て日
本 ・中 国 ・ 韓 国 ・ 台湾 を 対 象 に 調 査を 行 っ て い る 。こ こ で は，
日 本と 中 国 を 中 心 にい く つ か の 結 果を 挙 げ な が ら ， そ れ ぞ れの
家族 の実 態 を見 たい 。「自 分 の幸 福よ りも ，家 族 の 幸福 や利 益 を
優 先す る べ き だ 」 とい う 設 問 に つ いて ， 賛 成 の 対 象者 が 日 本に
おい て 5 0 . 1 %で あり ，中国 に おい て 6 8 . 7 %で あ る 。「 親の 誇り と
な るよ う に ， 子 ど もは 努 力 す る べ きだ 」 で は ， 賛 成の 人 が 日本
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にお いて 3 9 . 8 %であ り ， 中 国に おい て 8 8 . 2 %で ある 。さ ら に，
家 族行 動 に 関 す る 質問 「 あ な た の 家で は ， あ な た を含 め て 家族
一 緒に 夕 食 を と る こと が ど の く ら いあ り ま す か 」 では ， ほ ぼ毎
日一 緒に 夕 食を とる 人は 日 本に おい て 5 2 . 1 %で あり ，中 国 にお
いて 7 7 . 2 %で あ る 。 以上 の 結果 から ，国 全 般の 特徴 とし て 明ら
か にさ れ た の は ， 日本 に 比 べ て ， 中国 の 方 が ， 個 人よ り 家 族を
優 先す る 意 識 ， 親 子の 一 体 性 ， 家 族の ま と ま り が 強い と い うこ
と であ る 。 こ の よ うな 傾 向 は 他 の 実証 研 究 に お い ても 示 さ れ て
い る。 例 え ば ， 親 子関 係 に つ い て ，高 校 生 の 親 子 関係 に 関 する
日 中比 較 研 究 で は ，日 本 の 高 校 生 より も 中 国 の 高 校生 の 方 が親
との 関係 を より 親密 であ る と 評 定し てい る（ 飛田・畢，2 0 0 3）。
また ，賀・永久（ 2 0 1 3）は ，自 分と 親の 関 係 を 一体 と捉 え るか
個 人と 個 人 と 捉 え るか と い う 家 族 の一 体 感 に つ い ての 日 中 比較
を 行っ た 結 果 ， 中 国の 大 学 生 は 日 本よ り 家 族 の 一 体感 を 感 じて
いる こと を 明ら かに して い る 。  
 中 国で は 1 9 7 0 年 代末 から 「 一人 っ子 政 策」 が実 施さ れ てい
る ため ， た と え 夫 婦間 に お け る 暴 力の 問 題 が 起 き ても 唯 一 の子
ど もの た め に 我 慢 して 離 婚 を 選 ば ない 親 が 多 く い ると 推 測 でき
る。日 本と 中国 の 婚姻 率や 離 婚率 5から 見る と ，人 口 統計 資料 集
（ 2 0 1 4） で は ， 2 0 1 2 年 の 婚 姻 率 に つ い て 日 本 が 5 . 3（ ／ 1 0 0 0
人）で あ り，中 国が 9 . 6（ ／ 1 0 0 0 人）で ある の に 対し ，離 婚率
につ いて 日 本 が 1 . 9（／ 1 0 0 0 人 ） であ り， 中 国 が 1 . 8（／ 1 0 0 0
人 ）で あ る 。 こ の よう な 現 状 が あ るた め ， 中 国 の 子ど も は 夫婦
関 係が 悪 く ても 自 分の た め に離 婚 しな い 親 に対 し て責 任 を 感じ ，
夫 婦の 問 題 に 巻 き 込ま れ や す い 傾 向が あ る と 予 想 でき る 。 一方
で ，日 本 の 子 ど も は中 国 の 子 ど も より ， 自 分 と 親 の関 係 を 個人
と 個人 と 捉 え る と いう 文 化 的 背 景 のた め ， 両 親 間 の葛 藤 と 距離
を置 くこ と がで きる と思 わ れる 。  
                                                   




 夫 婦間 顕 在的 葛藤 に関 す る領 域に おい て ,  桐原・高見・徳 田 ・
水野・賀・横山・横山（ 2 0 0 0 a， 2 0 0 0 b）の 夫 婦げ ん か が 子ど も
に 与え る 影 響 に 関 する 日 本 と 台 湾 のア ン ケ ー ト 調 査で は ， 夫婦
げ んか に 対 す る 子 ども の 反 応 に 関 して ， け ん か を 止め よ う とし
た者 は日 本 では 2 5 %，台 湾で は 4 6 %で あり ，台 湾の 方が 多か っ
た。また ，夫 婦 げ んか につ い て感 じた こと で は，「 客観 的に 親 の
考え を知 る こと がで きる 」を 選 んだ 者は 日 本で は 1 0 %，台 湾 で
は 3 3 %と，「自 分 の意 見を 相 手に 伝え るこ と の重 要性 を感 じ る」
を選 んだ 者 は日 本で は 1 0 %，台 湾で は 2 5 %とい う結 果 で あ る 。
す なわ ち ， 台 湾 の 子ど も は ， 両 親 間の 葛 藤 に 肯 定 的な 側 面 を見
出 して い る と 示 さ れて い る 。 子 ど もの 関 わ り や 夫 婦間 顕 在 的葛
藤 の影 響 に つ い て ，こ の よ う な 違 いは 台 湾 と 同 じ 中華 文 化 圏の
中国 本土 と 日本 との 比較 に おい ても 見ら れ る可 能性 があ る 。  
 以上 よ り ， 心 理 学の 領 域 で あ た かも 同 質 で あ る よ う に 扱 われ

























第 1 節  本 研 究 の 目 的 と 実 証 研 究 の 構 成  
 近 年 ， D V に 子 ど も が 巻 き 込 ま れ ， 子 ど も の 心 身 に 大 き な
ダ メ ー ジ を 与 え て い る 事 実 が 注 目 さ れ て い る 。 例 え ば 母 子 と
も に 暴 力 に さ ら さ れ て い る 場 合 や ， 殴 ら れ て い る 母 親 が 子 ど
も を 殴 る と い っ た 場 合 は も ち ろ ん ， 子 ど も が 夫 婦 間 の 暴 力 を
目 撃 し て い る と い う 場 合 で あ っ て も ， 子 ど も へ の 影 響 は 子 ど
も 虐 待 同 様 に 非 常 に 深 刻 で あ る 。D V の よ う な 深 刻 な 夫 婦 間 問
題 に 至 ら な い ， 夫 婦 不 仲 ， 夫 婦 げ ん か な ど 夫 婦 の 問 題 と 子 ど
も の 関 係 に つ い て も 関 心 が 高 ま っ て い る と 思 わ れ る 。 イ ン タ
ー ネ ッ ト 投 稿 サ イ ト 「 Ya h o o !知 恵 袋 」（ 2 0 1 5 年 7 月 1 2 日 1 9
時 3 0 分 ）で 「 夫 婦 関 係 ・ 子 ど も 」 と 検 索 す る と ，  1 2 , 5 4 8 件
の 質 問 が 見 ら れ ，「 夫 婦 仲・子 ど も 」で は 9 , 5 2 9 件 の 質 問 が 投
稿 さ れ ，「 D V・子 ど も 」で は 5 , 1 4 4 件 ，「 夫 婦 げ ん か・子 ど も 」
で は 5 , 2 6 2 件 ，「夫 婦 不 仲・子 ど も 」で は 7 0 6 件 の 結 果 が 表 示
さ れ て い る 。「夫 婦 関 係 が 子 ど も に 影 響 を 及 ぼ す 」と い う 原 因
― 結 果 の 直 線 的 な つ な が り が 素 朴 な レ ベ ル で 知 ら れ て い た と
し て も ， 夫 婦 間 顕 在 的 葛 藤 な ど 夫 婦 の 問 題 の 発 生 は 日 常 生 活
に お い て は 避 け ら れ な い こ と で あ る 。 本 研 究 で は ， 夫 婦 の 葛
藤 を 減 ら す 視 点 で は な く ， た と え 葛 藤 が 起 き て も ， 子 ど も は
ど う す れ ば 自 分 自 身 を 能 動 的 に 守 る こ と が で き る か ， ま た ，
親 ・ 援 助 者 は ど う す れ ば 夫 婦 間 顕 在 的 葛 藤 が 子 ど も に 与 え る
ネ ガ テ ィ ブ な 影 響 を 低 減 す る こ と が で き る か に 関 す る 知 見 を
提 示 し た い 。  
川 島 （ 2 0 1 4） は ， 子 ど も が 幼 い ほ ど 両 親 の 葛 藤 に よ る 影 響
が 大 き い と は い え ず ， 青 年 期 に な っ て も ， 夫 婦 間 顕 在 的 葛 藤
は 家 庭 の 雰 囲 気 の 悪 さ と し て 認 識 さ れ る 可 能 性 が あ る こ と を
指 摘 し て い る 。 ま た ， 青 年 期 の 子 ど も は 両 親 か ら 一 方 的 に 影
響 を 受 け る と い う よ り は ， 自 身 の 主 観 的 な 評 価 が 親 ・ 家 族 イ
メ ー ジ や 子 ど も の 精 神 的 健 康 に 影 響 を 与 え る と 示 唆 さ れ て い
る （ 若 原 ,  2 0 0 3）。 本 研 究 で は ， 青 年 が 夫 婦 間 顕 在 的 葛 藤 を 如
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何 に 体 験 す る か と い う こ と を 重 視 し ， 青 年 の 視 点 か ら 検 討 を
進 め て い く 。  
主 に 乳 幼 児 期 あ る い は 児 童 期 の 子 ど も が い る 家 庭 を 対 象 と
し た 先 行 研 究 で は ， 夫 婦 間 顕 在 的 葛 藤 が 子 ど も に 影 響 を 及 ぼ
す プ ロ セ ス に つ い て ， 葛 藤 が 親 の 養 育 行 動 や 家 族 機 能 な ど を
媒 介 し て 子 ど も の 精 神 的 健 康 に 影 響 を 与 え る 間 接 的 プ ロ セ ス
や ， 夫 婦 間 顕 在 的 葛 藤 が 子 ど も の 精 神 的 健 康 に 影 響 を 及 ぼ す
直 接 的 プ ロ セ ス が 指 摘 さ れ て い る（ C u m m i n g s  e t  a l . ,  2 0 0 0）。
ま た ， 直 接 的 プ ロ セ ス に 関 し て ， 情 緒 安 定 性 仮 説 （ D a v i s  &  
C u m m i n g s ,  1 9 9 4） や 認 知 状 況 的 枠 組 み （ G r y c h  &  F i n c h a m ,  
1 9 9 0） の 有 用 性 ， つ ま り 認 知 ・ 情 動 ・ 行 動 か ら 夫 婦 間 顕 在 的
葛 藤 に 対 す る 子 ど も の 主 観 的 体 験 を 捉 え る 必 要 性 が 述 べ ら れ
て い る （ Tu r n e r  &  B a r r e t ,  1 9 9 8 ;  S i f f e r t  &  S c h w a r z ,  2 0 11）。
夫 婦 間 顕 在 的 葛 藤 下 に お け る 青 年 期 の 子 ど も の 精 神 的 健 康 の
メ カ ニ ズ ム が 定 か で は な い た め ， 本 研 究 で は 青 年 期 の 中 期 に
あ た る 日 本 と 中 国 の 高 校 生 を 対 象 に ， 直 接 的 ・ 間 接 的 の 2 通
り の プ ロ セ ス 及 び 認 知 ・ 情 動 ・ 行 動 の 3 つ の 側 面 を 統 合 す る
視 点 か ら そ の メ カ ニ ズ ム を 解 明 し て い く 。 直 接 的 プ ロ セ ス に
つ い て は ， 夫 婦 間 顕 在 的 葛 藤 に 対 す る 青 年 期 の 子 ど も の 反 応
を 取 り 上 げ ， 間 接 的 プ ロ セ ス で は ， 夫 婦 間 顕 在 的 葛 藤 後 の 子
ど も の 親 行 動 知 覚 を 取 り 入 れ る 。 青 年 の 精 神 的 健 康 の 指 標 に
は ， 心 理 的 ス ト レ ス 反 応 を 用 い る 。 以 上 の こ と か ら ， 本 研 究
で は ， 夫 婦 間 顕 在 的 葛 藤 に 対 す る 青 年 期 の 子 ど も の 反 応 ， 夫
婦 間 顕 在 的 葛 藤 後 の 子 ど も の 親 行 動 知 覚 と 心 理 的 ス ト レ ス 反
応 と の 関 連 を 検 討 す る こ と を 目 的 と す る 。  
こ の 目 的 を 達 成 す る た め に 以 下 の 5 つ の 実 証 研 究 を 行 う 。
ま ず ， 第 3 章 で は ， 夫 婦 間 顕 在 的 葛 藤 に 対 す る 青 年 期 の 子 ど
も の 認 知 ・ 情 動 ・ 行 動 反 応 尺 度 を 作 成 し ， 日 本 と 中 国 の 尺 度
の 因 子 不 変 性 を 検 証 し た 上 で ， 各 因 子 の 得 点 の 比 較 を 行 う
（【 研 究 Ⅰ 】）。第 4 章 で は ，夫 婦 間 顕 在 的 葛 藤 に 対 す る 青 年 期
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の 子 ど も の 行 動 反 応 に 焦 点 を 当 て ， そ の 背 景 に あ る 子 ど も の
認 知 ・ 情 動 反 応 を 把 握 す る た め に ， 認 知 ・ 情 動 反 応 と 行 動 反
応 の 関 連 を 日 中 両 国 で 検 討 す る（【 研 究 Ⅱ 】）。第 5 章 で は ，葛
藤 の 当 事 者 で は な く ， 第 三 者 と し て の 子 ど も が 夫 婦 間 顕 在 的
葛 藤 に さ ら さ れ て い る 時 ， 基 本 属 性 や 親 子 関 係 な ど が 子 ど も
の 反 応 に 与 え る 影 響 を 日 中 両 国 で 検 討 す る（【 研 究 Ⅲ 】）。こ こ
ま で の 研 究 で は ， 夫 婦 間 顕 在 的 葛 藤 と 子 ど も の 精 神 的 健 康 と
の 関 連 を 説 明 す る た め に 重 要 だ と 思 わ れ る 変 数 ， 夫 婦 間 顕 在
的 葛 藤 に 対 す る 青 年 期 の 子 ど も の 反 応 を 検 討 す る が ， 子 ど も
の 反 応 が ど の よ う に 精 神 的 健 康 と つ な が っ て い る の か と い う
直 接 的 プ ロ セ ス の 影 響 を 明 ら か に す る 必 要 が あ る と 考 え ら れ
る 。 第 6 章 で は ， 精 神 的 健 康 を 表 す 変 数 に 心 理 的 ス ト レ ス 反
応 を 取 り 上 げ ， 子 ど も の 反 応 と の 関 連 及 び そ の 関 連 に お け る
日 中 両 国 の 特 徴 を 解 明 す る（【 研 究 Ⅳ 】）。第 7 章 で は ，前 述 し
た 間 接 的 プ ロ セ ス の 影 響 も 加 え ， 直 接 的 ・ 間 接 的 の 2 通 り の
プ ロ セ ス を 統 合 す る 観 点 か ら ， 日 本 と 中 国 に お け る 夫 婦 間 顕
在 的 葛 藤 が 青 年 期 の 子 ど も の 精 神 的 健 康 に 影 響 を 及 ぼ す メ カ
ニ ズ ム を 検 討 す る（【 研 究 Ⅴ 】）。本 章 の 第 2 節 か ら 第 6 節 ま で ，
各 研 究 の 目 的 と 意 義 に つ い て 具 体 的 に 述 べ る 。  
  











第 2 節  夫 婦 間 顕 在 的 葛 藤 に 対 す る 青 年 期 の 子 ど も の 認 知 ・
情 動 ・ 行 動 反 応 尺 度 の 作 成 ― 場 面 想 定 法 を 用 い て  
本 研 究 で は ， 実 際 の 両 親 間 の 葛 藤 場 面 を 思 い 出 し て も ら う
こ と で 子 ど も に 心 理 的 な 負 担 を か け る 可 能 性 に 最 大 限 の 配 慮
を し ， 研 究 者 が 設 定 し た 夫 婦 間 顕 在 的 葛 藤 場 面 を 想 定 し て も
ら う こ と に す る 。 さ ら に ， 調 査 を 実 施 す る 前 に ， 想 定 し て も
ら う 場 面 の 内 容 や 深 刻 さ な ど に つ い て ， 日 本 と 中 国 の 大 学 院
生 に 評 定 を 求 め ， 回 答 者 に 与 え る 心 理 的 な 負 担 を 把 握 し ， 場
面 の 選 択 を 工 夫 す る 。  
夫 婦 間 顕 在 的 葛 藤 場 面 に は ， 家 事 分 担 に 関 し て ， 夫 婦 が 互
い に 主 張 す る 口 げ ん か の 場 面 を 設 定 す る 。 そ の 理 由 に つ い て
以 下 の よ う な 国 際 調 査 な ど 先 行 研 究 の 結 果 を 参 考 に 述 べ て い
く 。「 E A S S 2 0 0 6 東 ア ジ ア の 家 族 」（ F a m i l i e s  i n  E a s t  A s i a）
（ 岩 井 ・ 保 田 ， 2 0 1 4） の 中 に 家 事 に 関 す る 質 問 項 目 が あ り ，
例 え ば「 あ な た は ，ど の く ら い の 頻 度 で 家 事 を し て い ま す か 」
で は ， い ず れ の 国 ・ 地 域 （ 日 本 ・ 中 国 ・ 韓 国 ・ 台 湾 ） で も ，
妻 は 家 事 を ほ ぼ 毎 日 し て い る 場 合 が 多 く ， 週 に 数 回 し て い る
場 合 も 含 め る と 7～ 9 割 に 達 す る 。こ れ に 対 し て ，夫 の 家 事 頻
度 は 低 く ，週 に 数 回 以 上 家 事 を し て い る 割 合 は そ れ ぞ れ 2～ 3
割 程 度 に と ど ま る 。中 国 人 の 夫 は 比 較 的 家 事 を 負 担 し て お り ，
5 割 程 度 の 夫 が 掃 除 や 夕 食 の 用 意 を 週 に 数 回 以 上 行 っ て い る 。
こ の 結 果 の 背 景 に 中 国 に お い て は 共 働 き の 夫 婦 が 多 い と い う
事 情 が あ る と 考 え ら れ る 。 逆 に 最 も 家 事 を し て い な い の は 日
本 人 の 夫 で あ り ， 週 に 数 回 以 上 行 っ て い る 割 合 は 1 割 程 度 に
す ぎ な い 。一 方 で ，「男 性 は も っ と 家 事 を す る べ き だ 」と い う
項 目 に つ い て ， 日 中 と も に ， 賛 成 派 が 反 対 派 を 大 き く 上 回 っ
て お り ， 一 見 す る と 男 性 の 家 事 参 加 が 望 ま し く 考 え ら れ て い
る よ う に 見 え る 。 し か し ， 賛 成 派 の 大 部 分 は 「 ど ち ら か と い
え ば 賛 成 」 と い う 消 極 的 な 意 見 で あ る 。 調 査 で は こ れ ら の 結
果 に つ い て ， 東 ア ジ ア の 人 々 が ， 男 性 の 家 事 を 増 や す こ と が
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必 要 だ と 感 じ な が ら も ， 現 実 的 に は 強 く 主 張 す る こ と が で き
な い よ う で あ る と 考 察 し て い る 。 こ れ ら の こ と か ら ， 日 本 と
中 国 に お い て 家 事 分 担 の 実 態 に 違 い が 見 ら れ た が ， 共 通 す る
の は 家 事 分 担 に 関 す る 夫 婦 の 考 え の ず れ が 存 在 し ， 葛 藤 の も
と に な り 得 る と い う こ と で あ る 。  
夫 婦 間 顕 在 的 葛 藤 に は ， 夫 婦 が 互 い に 主 張 す る も の ， 一 方
が 主 張 し ， も う 一 方 が 回 避 す る も の な ど ， 様 々 な パ タ ー ン が
存 在 す る が ， 本 研 究 で は 夫 婦 が 互 い に 主 張 し 対 立 す る 場 面 を
設 定 す る 。 中 国 で は ， 张 ・ 方 ・ 戴 （ 2 0 0 9） が 夫 婦 間 顕 在 的 葛
藤 時 の コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン パ タ ー ン に つ い て 検 討 し ， 主 張 ―
主 張 ， 主 張 ― 回 避 ， 回 避 ― 回 避 の 三 種 類 の 中 ， 主 張 ― 主 張 が
最 も 多 く 使 わ れ て い る こ と を 示 し て い る 。一 方 で ，日 本 で は ，
川 島（ 2 0 1 3）が 夫 婦 間 葛 藤 解 決 方 略 の 実 態 を 検 討 し た と こ ろ ，
話 し 合 い ・ 口 げ ん か が 最 も 一 般 的 で あ る と 示 し て い る 。 内 容
を 検 討 す る と ， 一 方 が 強 く 批 判 し ， も う 一 方 が 逃 避 す る ， と
い う 主 張 ― 回 避 の パ タ ー ン が 多 い と 明 ら か に し て い る 。 さ ら
に ， 内 容 か ら は ， 理 路 整 然 と 相 手 の 問 題 を 指 摘 す る こ と や 言
語 的 な 攻 撃 な ど の 主 張 的 な 方 略 が 夫 婦 関 係 に と っ て 否 定 的 な
影 響 を 及 ぼ す と 示 唆 し て い る 。 以 上 よ り ， 葛 藤 の 際 ， 日 本 で
は 中 国 に 比 べ て 夫 婦 が 互 い に 主 張 す る パ タ ー ン が 少 な い が ，
夫 婦 関 係 に と っ て の ネ ガ テ ィ ブ な 影 響 が 強 い と 思 わ れ る 。 中
国 で は 葛 藤 の 頻 度 ， 日 本 で は 葛 藤 の 影 響 力 と い う 違 う 視 点 か
ら 夫 婦 間 顕 在 的 葛 藤 の 主 張 ― 主 張 パ タ ー ン を 取 り 入 れ る こ と
が ， 意 味 の あ る こ と だ と 考 え ら れ る 。  
第 1 章 第 3 節 で は 夫 婦 間 顕 在 的 葛 藤 に さ ら さ れ る こ と が 直
接 的 に 子 ど も の 精 神 的 健 康 に 影 響 を 与 え る プ ロ セ ス を 検 討 す
る た め に ， 認 知 ・ 情 動 ・ 行 動 の 三 つ の 側 面 か ら 子 ど も の 反 応
を 検 討 す る 有 用 性 を 述 べ た 。こ こ か ら ，子 ど も の 認 知・情 動 ・
行 動 反 応 を ど の よ う に 捉 え て い く べ き か に つ い て 述 べ る 。  
子 ど も が 夫 婦 間 顕 在 的 葛 藤 を ど の よ う に 認 知 し て い る の か
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と い う 認 知 反 応 に 対 し て 多 く の 関 心 が 寄 せ ら れ て い る 。 前 章
で 紹 介 し た G r y c h  e t  a l . （ 1 9 9 2 ） の C P I C （ C h i l d r e n ’s  
P e r c e p t i o n  o f  I n t e r p a r e n t a l  C o n f l i c t ） は 多 く の 研 究 者 に よ
っ て 用 い ら れ て い る 。中 国 に お い て ，赵・莫（ 2 0 0 6）は C P I C
の 妥 当 性 と 信 頼 性 を 検 討 し た 結 果 ，葛 藤 の 深 刻 さ ，葛 藤 解 決 ，
恐 れ ， 対 処 効 力 感 ， 自 分 に 関 す る 葛 藤 ， 三 角 関 係 ， 葛 藤 の 帰
属 の 7 因 子 が 確 認 さ れ て い る 。池・俞（ 2 0 0 8）と 武・邓・张 ・
孔 （ 2 0 1 4） は ， 葛 藤 の 頻 度 ， 葛 藤 の 強 度 ， 葛 藤 解 決 ， 恐 れ ，
対 処 効 力 感 ，自 己 非 難 の 6 因 子 で 子 ど も の 認 知 を 捉 え て い る 。
日 本 に お い て ， 川 島 ら （ 2 0 0 8） は ， C P I C の 内 容 的 に 重 複 し
た 項 目 を 削 除 し ， 葛 藤 の 深 刻 さ ， 恐 れ ， 自 己 非 難 の 3 因 子 を
用 い て い る 。 山 本 ・ 伊 藤 （ 2 0 1 2） は C P I C を 参 考 に ， 親 側 の
要 因 で あ る 葛 藤 の 激 し さ ， 葛 藤 の 持 続 性 ， 葛 藤 の 解 決 の 3 因
子 ， 子 側 の 要 因 で あ る 恐 れ ・ 身 体 反 応 ， 巻 き 込 ま れ の 2 因 子
で 子 ど も の 認 知 を 捉 え て い る 。 本 研 究 で は 子 ど も へ の 心 理 的
な 負 担 を 考 慮 す る た め に 場 面 想 定 法 を 使 用 す る こ と で ， 葛 藤
の 深 刻 さ を あ る 程 度 統 制 す る こ と が で き る と 考 え ら れ る 。 そ
こ で ，先 行 研 究 の 認 知 反 応 に 関 す る 項 目 を そ の ま ま 使 用 せ ず ，
そ れ ら の 項 目 を 参 考 に し な が ら ， 親 側 に 関 連 す る 反 応 ・ 影 響
の 3 領 域 （ 親 の 葛 藤 解 決 ， 親 に 関 す る 恐 れ ， 親 へ の 対 処 効 力
感 ），子 側 に 生 じ て い る 反 応・影 響 の 3 領 域（ 自 己 非 難 ，自 分
に 関 す る 恐 れ ， 自 分 へ の 対 処 効 力 感 ） を 認 知 反 応 の 因 子 と し
て 取 り 入 れ る 。 ま た ， 設 定 し た 葛 藤 場 面 の 深 刻 さ や 頻 度 な ど
夫 婦 間 顕 在 的 葛 藤 の 特 徴 に つ い て ， チ ェ ッ ク 項 目 で 尋 ね る こ
と と す る 。  
情 動 反 応 に つ い て は ， 心 理 的 ス ト レ ス 反 応 の 情 動 ス ト レ ス
反 応 に 関 す る 項 目 を 使 用 で き る 。 な ぜ な ら ， 心 理 的 ス ト レ ス
モ デ ル に よ っ て ， ス ト レ ッ サ ー に さ ら さ れ る と ， 短 期 的 に は
不 安 ， 怒 り ， 抑 う つ な ど の 情 動 変 化 が 起 こ る た め で あ る 。 ま
た ，ス ト レ ッ サ ー に よ っ て 認 知 と 行 動 反 応 の 内 容 が 変 わ る が ，
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情 動 反 応 の 構 成 は お お よ そ 同 じ で あ る と 考 え ら れ る 。 こ れ ら
の こ と か ら ， 子 ど も が 夫 婦 間 顕 在 的 葛 藤 と い う ス ト レ ッ サ ー
に さ ら さ れ て い る 時 の 情 動 反 応 を ，心 理 的 ス ト レ ス 反 応 の「 不
機 嫌 ・ 怒 り 」，「 抑 う つ ・ 不 安 」 で 捉 え る の が 適 切 で あ ろ う 。  
不 快 な 心 理 的 ス ト レ ス 反 応 を 低 減 す る た め に ， 子 ど も は 自
分 か ら 夫 婦 間 顕 在 的 葛 藤 へ の 暴 露 を 調 整 す る と 考 え ら れ る 。
具 体 的 に 見 る と ， 宇 都 宮 （ 2 0 0 9） は ， 青 年 の 両 親 間 の 葛 藤 へ
の あ り 方 を「 葛 藤 の 相 互 調 整 過 程 に 直 接 的 に 参 入 す る か 否 か 」
と い う 観 点 か ら 質 的 に 検 討 し た 結 果 ， 葛 藤 に 巻 き 込 ま れ て 必
死 に 止 め よ う と 介 入 す る 者 も い れ ば ， 背 負 い き れ な い プ レ ッ
シ ャ ー か ら ， 回 避 を 選 択 す る 者 も い る こ と を 示 し て い る 。 ま
た ， 杨 ・ 方 ・ 林 （ 2 0 1 0） の 研 究 で は ， 小 学 生 や 中 学 生 ， 高 校
生 を 対 象 に 検 討 し た 結 果 ， 夫 婦 間 顕 在 的 葛 藤 に さ ら さ れ て い
る 時 ， 子 ど も に は 直 接 的 な 対 処 行 動 と 間 接 的 な 対 処 行 動 の 2
種 類 が 見 ら れ て い る 。 直 接 的 な 対 処 行 動 に は 葛 藤 を 止 め よ う
と す る ， 両 親 の 注 意 を そ ら す な ど が あ り ， 間 接 的 な 対 処 行 動
に は 無 視 す る ，自 分 の 注 意 を そ ら す な ど が 含 ま れ て い る 。萧 ・
李 （ 2 0 1 0） は 中 学 生 の 夫 婦 間 顕 在 的 葛 藤 に 対 す る 対 処 行 動 に
つ い て 検 討 し ，直 接 問 題 解 決（ 葛 藤 を 止 め よ う と す る ），間 接
問 題 解 決（ 両 親 の 注 意 を そ ら す ），回 避（ 自 分 の 部 屋 に 戻 る ），
助 け を 求 め る（ 親 戚 に 電 話 す る ）の よ う な 行 動 を 挙 げ て い る 。
こ の よ う に ， 先 行 研 究 で は 対 処 行 動 の 分 類 と 名 称 に 違 い が 見
ら れ た が ， 共 通 す る 部 分 と し て ， 葛 藤 を 止 め よ う と す る ， 両
親 の 注 意 を そ ら す な ど 葛 藤 に 介 入 す る と い う 介 入 的 行 動 と 自
分 の 部 屋 に 戻 る ， 無 視 す る な ど 葛 藤 か ら 回 避 す る と い う 回 避
的 行 動 が 重 要 で あ る と 考 え ら れ る 。  
日 本 と 中 国 に お け る 夫 婦 間 顕 在 的 葛 藤 に 対 す る 子 ど も の 認
知 ・ 情 動 ・ 行 動 反 応 を 詳 細 に 検 討 す る た め に は ， ま ず 妥 当 性
と 信 頼 性 を 備 え た 尺 度 の 開 発 が 必 要 で あ り ， こ の 点 に つ い て
は 第 3 章 （【 研 究 Ⅰ 】） で 扱 う 。   
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第 3 節  夫 婦 間 顕 在 的 葛 藤 に 対 す る 青 年 期 の 子 ど も の 認 知 ・
情 動 反 応 と 行 動 反 応 の 関 連  
夫 婦 間 顕 在 的 葛 藤 に 対 す る 子 ど も の 認 知 を 重 視 す る 認 知 状
況 的 枠 組 み （ G r y c h  &  F i n c h a m ,  1 9 9 0） で は ， 子 ど も が 認 知
の 一 次 処 理 と 二 次 処 理 を 行 っ た 後 に 情 緒 的 反 応 が 生 じ ，ま た ，
認 知 的 反 応 と 情 緒 的 反 応 に よ っ て 対 処 行 動 を 行 い ， さ ら に ，
子 ど も の 対 処 行 動 は 葛 藤 に 影 響 を 与 え る と 指 摘 さ れ て い る 。
ま た ， S h e l t o n ,  H a r o l d ,  G o e k e - M o r e y  &  C u m m i n g s（ 2 0 0 6）
は ， 夫 婦 間 顕 在 的 葛 藤 に さ ら さ れ て い る 時 の 子 ど も の 認 知 と
行 動 の 関 連 を 検 討 し た 結 果 ， 子 ど も は 両 親 間 の 葛 藤 が 自 分 の
せ い で 引 き 起 こ さ れ ， 自 分 が 葛 藤 解 決 に 責 任 を 感 じ る 時 ， 介
入 的 行 動 を 取 る 傾 向 を 示 し て い る 。 さ ら に ， 臨 床 の 視 点 か ら
見 る と ， 認 知 行 動 療 法 で は ， 患 者 が ど の よ う な 環 境 の 中 で ，
ど の よ う に 振 る 舞 い ， ど の よ う な 動 機 づ け で 問 題 を 持 ち ， ど
の よ う に 考 え ， 同 時 に 彼 ら が ど の よ う な 感 情 や 情 緒 の 問 題 を
抱 え る か と い う 観 点 か ら 患 者 の 訴 え を 整 理 す る 。 そ の 時 ， 問
題 や 症 状 の ど れ か 1 つ が 変 わ る と そ の 次 に は 何 が 変 わ り や す
い か と い う ， 問 題 解 決 の 連 鎖 を 起 こ し や す く す る よ う に 考 え
る（ 坂 野 ， 2 0 11）。以 上 の 内 容 を 踏 ま え ，夫 婦 間 顕 在 的 葛 藤 に
お か れ て い る 時 ， 子 ど も の 認 知 ・ 情 動 ・ 行 動 反 応 を 個 々 に 取
り 扱 う の で は な く ， 一 連 の プ ロ セ ス と し て 相 互 的 に 捉 え ， そ
の 関 連 性 を 見 る 必 要 が あ る 。  
コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 派 家 族 療 法 （ M R I グ ル ー プ ） で は ， 家
族 シ ス テ ム は 逸 脱 を で き る だ け 小 さ く し よ う と す る 自 己 制 御
性 に よ っ て ， あ る 問 題 が 生 じ た 際 に ， 家 族 が そ の 問 題 を 解 こ
う と す る 解 決 行 動 を 取 る 。 夫 婦 間 の 葛 藤 な ど 家 族 に 生 じ る 多
く の 問 題 は こ の 家 族 の 自 己 制 御 性 に よ っ て ， お そ ら く 解 決 さ
れ て い る は ず で あ る 。 し か し な が ら ， 心 理 療 法 を 受 け に 来 る
家 族 は ， そ の よ う な 自 己 制 御 性 で も 解 決 で き な か っ た 家 族 で
あ り ， 別 の 言 い 方 を す る と ， こ の 自 己 制 御 性 こ そ が 問 題 を 維
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持 し て い る（ 若 島 ら ， 2 0 0 2）。こ の こ と か ら ，夫 婦 間 顕 在 的 葛
藤 に さ ら さ れ て い る 時 ， 子 ど も の 対 処 行 動 は 自 分 自 身 の 精 神
的 健 康 の 問 題 ， あ る い は 葛 藤 の 問 題 を 維 持 し て い る 可 能 性 が
あ る と 推 測 さ れ る 。 さ ら に ， 行 動 反 応 に つ い て は ， 親 が 直 接
観 察 で き る こ と ， ま た 援 助 者 が ア セ ス メ ン ト す る 際 ， 認 知 ・
情 動 反 応 よ り 聞 き 出 し や す い こ と が あ る た め ， 子 ど も を 援 助
す る た め に 有 用 な 情 報 だ と 考 え ら れ る 。  
そ こ で ， 本 研 究 で は ， 夫 婦 間 顕 在 的 葛 藤 に 対 す る 青 年 期 の
子 ど も の 行 動 反 応 に 焦 点 を 当 て ， 子 ど も の 解 決 行 動 と し て の
行 動 反 応 へ の 理 解 を 深 め る た め に ， 第 4 章 （【 研 究 Ⅳ 】） で 認






















第 4 節  夫 婦 間 顕 在 的 葛 藤 に 対 す る 青 年 期 の 子 ど も の 反 応 に
影 響 を 与 え る 要 因 ― 親 子 関 係 を 中 心 に  
 夫 婦 間 顕 在 的 葛 藤 が 起 こ り ， 第 三 者 と し て の 子 ど も の 反 応
に 影 響 を 与 え る 要 因 を 検 討 す る 際 ， 対 人 葛 藤 プ ロ セ ス に お い
て 当 事 者 の 反 応 が ど の よ う な 要 因 に 影 響 さ れ る か に 関 す る 研
究 が 参 考 に な る と 思 わ れ る 。 例 え ば ， 加 藤 （ 2 0 0 8） は ， 対 人
葛 藤 の 対 処 行 動 に 影 響 を 及 ぼ す 要 因 と し て ， 対 人 ス ト レ ッ サ
ー の 質 ， 性 別 ， 当 事 者 間 の 関 係 性 ， 対 処 行 動 行 使 者 の 発 達 段
階 な ど を 挙 げ て い る 。 こ こ か ら ， 対 人 葛 藤 研 究 の 知 見 を 参 考
に し つ つ ， 夫 婦 間 顕 在 的 葛 藤 に お か れ て い る 子 ど も の 反 応 は
ど の よ う な 要 因 に よ っ て 影 響 さ れ る か に つ い て 述 べ て い く 。  
性 別 に つ い て ， 対 人 葛 藤 の 対 処 方 略 に 関 し て ， 性 差 が あ る
こ と が 多 数 の 研 究 で 報 告 さ れ て い る 。 例 え ば ， 女 性 は 男 性 よ
り も ， 問 題 か ら 距 離 を お い た り ， 解 決 を 諦 め た り す る 「 消 極
的 ・ 問 題 回 避 型 対 処 方 略 」 を 多 く 使 用 し て い る こ と が 示 さ れ
て い る（ 和 田 ， 2 0 0 5）。さ ら に ，こ う し た 対 処 方 略 は ，思 春 期
ま で に 獲 得 さ れ る こ と が 多 く ， 青 年 期 に は す で に 性 差 が 認 め
ら れ る と い う 主 張 も 見 ら れ る（ 大 竹 ，2 0 0 4）。両 親 間 の 葛 藤 と
子 ど も の 精 神 的 健 康 の 領 域 に お い て ， 宇 都 宮 （ 2 0 0 5） は ， 女
子 の サ ン プ ル を 用 い て 検 討 を 行 い ， 両 親 間 の 葛 藤 の 直 接 的 影
響 は 支 持 さ れ な い こ と を 示 し て い る 。D a v i s  &  L i n d s a y（ 2 0 0 4）
は ， 夫 婦 間 顕 在 的 葛 藤 が ， 青 年 期 の 男 子 よ り も 青 年 期 の 女 子
に お い て 内 在 化 型 問 題 の 強 力 な 予 測 因 子 と な る こ と を 示 し て
い る 。 ま た ， 夫 婦 間 顕 在 的 葛 藤 へ の 子 ど も の 巻 き 込 ま れ に 関
す る 認 知 で は ， 男 子 よ り 女 子 の 方 が 葛 藤 へ の 巻 き 込 ま れ 感 が
高 く ， 女 子 の 方 が 家 族 間 の 問 題 に 対 し て 敏 感 で あ る こ と が 示
さ れ た 研 究（ A m a t o  &  Ta m a r a ,  2 0 0 6）が あ る 一 方 で ，そ の よ
う な 性 差 は な か っ た と す る 研 究 も あ る（ 川 島 ら ，2 0 0 8）。よ っ
て ， 本 研 究 で は 性 別 に よ る 夫 婦 間 顕 在 的 葛 藤 に 対 す る 青 年 期
の 子 ど も の 反 応 の 違 い を 探 索 的 に 検 討 す る 。  
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次 に ，夫 婦 間 顕 在 的 葛 藤 の 特 徴 に つ い て ，山 本・伊 藤（ 2 0 1 2）
の 青 年 期 の 子 ど も を 対 象 と し た 研 究 で は ， 夫 婦 間 顕 在 的 葛 藤
の 激 し さ が 巻 き 込 ま れ 認 知 6 に 影 響 を 与 え る こ と が 示 さ れ て
い る 。 こ の 葛 藤 の 激 し さ と は 葛 藤 の 頻 度 や 強 度 を 表 す も の で
あ る 。ま た 中 国 に お い て ，王・范・周・陈（ 2 0 1 4），池・俞（ 2 0 0 8）
の 研 究 で は ， 夫 婦 間 顕 在 的 葛 藤 の 強 度 や 頻 度 を 含 む 葛 藤 の レ
ベ ル と ， 恐 れ や 自 己 非 難 を 含 む 認 知 評 価 と の 関 連 が 明 ら か に
さ れ て い る 。 本 研 究 で は ， 認 知 の 側 面 は も ち ろ ん ， 情 動 や 行
動 反 応 も 含 め ， 夫 婦 間 顕 在 的 葛 藤 の 特 徴 が 子 ど も の 反 応 に 与
え る 影 響 を 検 討 す る 。  
最 後 に ， 親 子 関 係 に つ い て 述 べ る 。 家 族 シ ス テ ム の 中 で ，
夫 婦 間 顕 在 的 葛 藤 と い っ た 夫 婦 サ ブ シ ス テ ム の 問 題 が 起 こ る
時 ， 子 ど も が そ れ を ど の よ う に 捉 え ， ど の よ う に 対 処 す る か
と い っ た 反 応 は ，親 子 サ ブ シ ス テ ム に 影 響 さ れ る と 思 わ れ る 。
こ こ で 行 動 反 応 を メ イ ン に ， 対 人 葛 藤 解 決 方 略 に 関 す る 先 行
研 究 を 参 考 に し な が ら 述 べ て い き た い 。 人 は ， 対 人 葛 藤 に 対
処 す る 際 ， そ の 葛 藤 解 決 方 略 は ， 固 定 さ れ た も の で は な く ，
対 人 葛 藤 の 生 起 し て い る 文 脈 な ど 様 々 な 要 因 に 依 存 し て い る 。
L a u r s e n  &  C o l l i n s （ 1 9 9 4 ） の 社 会 的 関 係 モ デ ル （ S o c i a l  
R e l a t i o n a l  M o d e l） で は ， 対 人 葛 藤 解 決 方 略 の 選 択 を 規 定 す
る 要 因 と し て ， 関 係 の 性 質 ， つ ま り ， 親 密 さ と 関 係 の 安 定 性
を 挙 げ て い る 。 ま た ， 対 人 的 な 文 脈 の 違 い が 青 年 の 葛 藤 解 決
方 略 の 選 択 に 及 ぼ す 影 響 を メ タ 分 析 に よ っ て 検 討 し た
L a u r s e n（ 1 9 9 3） は ， 親 密 な 仲 間 関 係 で は 主 張 や 回 避 を 使 わ
ず ， 交 渉 が 好 ま れ ， 逆 に 親 と の 関 係 で は 主 張 が 有 力 な 方 略 と
し て 用 い ら れ て い る こ と を 指 摘 し て い る 。涂・方・刘（ 2 0 0 8）
は ，親 密 で 互 い に 感 情 を 直 接 表 現 で き る 家 族 関 係 で あ る ほ ど ，
                                                   
6巻 き 込 ま れ 認 知 は 一 方 の 親 が 子 ど も に 対 し て 配 偶 者 の 愚 痴 や 悪 口
を 言 う な ど ， 本 来 夫 婦 間 で 解 決 す べ き 情 緒 的 問 題 が ， サ ブ シ ス テ ム
で あ る 子 ど も に ま で 影 響 す る と い う こ と を 表 す 。  
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親 子 間 葛 藤 が 生 じ た 時 ，子 ど も は 自 分 の 気 持 ち を 素 直 に 表 し ，
積 極 的 に 解 決 し よ う と す る こ と を 報 告 し て い る 。 親 子 関 係 に
お い て 重 要 な 要 因 の 1 つ と し て 信 頼 関 係 が 挙 げ ら れ て い る
（ 浜 崎 ・田 村 ・ 吉 田 ・ 吉 田 ・ 岡 本・ 安 藤・ 倉 成 ， 2 0 1 2）。前 出
（ 2 0 0 5） は ， 親 と の 葛 藤 場 面 に お け る 関 係 性 を 相 互 調 整 （ 互
い の 意 見 を 取 り 入 れ て 葛 藤 を 解 決 す る ） と 意 味 づ け （ 葛 藤 体
験 に 対 す る 肯 定 感 ） の 2 側 面 か ら 捉 え ， 親 子 間 の 信 頼 感 と の
関 連 を 検 討 し て い る 。 そ の 結 果 ， 親 と の 信 頼 感 が 高 い 者 ほ ど
親 と の 関 係 性 の 相 互 調 整 と 意 味 づ け が と も に 高 い こ と が 示 さ
れ て い る 。 葛 藤 の 当 事 者 で は な く ， 第 三 者 と し て の 子 ど も が
夫 婦 間 顕 在 的 葛 藤 に 遭 遇 す る 時 ， 対 処 行 動 を 含 む 子 ど も の 反
応 は 両 親 と の 関 係 か ら ど の よ う な 影 響 を 受 け る の だ ろ う か 。  
上 記 を 踏 ま え て ， 親 子 関 係 を 中 心 に ， 夫 婦 間 顕 在 的 葛 藤 に
対 す る 青 年 期 の 子 ど も の 反 応 に 影 響 を 与 え る 要 因 を 第 5 章


















第 5 節  夫 婦 間 顕 在 的 葛 藤 に 対 す る 青 年 期 の 子 ど も の 反 応 と
心 理 的 ス ト レ ス 反 応 ― 直 接 的 プ ロ セ ス の 検 討  
第 1 章 第 3 節 で 述 べ た よ う に 直 接 的 プ ロ セ ス の 視 点 か ら 夫
婦 間 顕 在 的 葛 藤 が 青 年 期 の 子 ど も の 精 神 的 健 康 に 及 ぼ す 影 響
を 検 討 す る 際 ， 情 緒 安 定 性 仮 説 （ D a v i s  &  C u m m i n g s ,  1 9 9 4）
や 認 知 状 況 的 枠 組 み （ G r y c h  &  F i n c h a m ,  1 9 9 0） に 基 づ き ，
夫 婦 間 顕 在 的 葛 藤 に 対 す る 子 ど も の 反 応 を 認 知 ・ 情 動 ・ 行 動
の 3 つ の 側 面 か ら 捉 え る 必 要 が あ る だ ろ う 。 本 節 で は ， は じ
め に ， 夫 婦 間 顕 在 的 葛 藤 に 対 す る 青 年 期 の 子 ど も の 反 応 の 各
側 面 が 子 ど も の 精 神 的 健 康 に 及 ぼ す 影 響 に つ い て の 先 行 研 究
を 踏 ま え つ つ ， 子 ど も の 反 応 の 各 側 面 を 統 合 し て 検 討 す る 意
義 を 述 べ る 。  
ま ず ， 欧 米 で は 認 知 反 応 に 関 す る 数 多 く の 研 究 が 存 在 し ，
日 本 と 中 国 に お い て も 認 知 状 況 的 枠 組 み （ G r y c h  &  F i n c h a m ,  
1 9 9 0）に 基 づ く 研 究 が い く つ か あ る 。例 え ば ，日 本 に お い て ，
川 島 ら （ 2 0 0 8） は 夫 婦 間 顕 在 的 葛 藤 に 対 す る 青 年 期 の 子 ど も
の 認 知 と 抑 う つ と の 関 連 を 検 討 し ， 男 女 と も に 葛 藤 が 深 刻 な
ほ ど 葛 藤 へ の 巻 き 込 ま れ 感 が 強 ま り ， さ ら に 自 己 非 難 や 恐 れ
の 認 知 に つ な が る こ と を 明 ら か に し て い る 。男 子 に つ い て は ，
自 己 非 難 や 恐 れ の 認 知 が 抑 う つ に 関 連 す る が ， 女 子 に つ い て
は ， こ う し た 相 関 は 見 ら れ な か っ た 。 ま た ， 川 島 （ 2 0 1 4） は
青 年 期 の 子 ど も を 対 象 に 検 討 し た 結 果 ， 青 年 期 の 男 子 で は ，
妻 （ 母 親 ） の 葛 藤 指 標 は 子 ど も の 自 己 非 難 を 媒 介 し て 外 在 化
型 問 題 と 関 連 し ， 青 年 期 の 女 子 で は ， 葛 藤 指 標 と 自 己 非 難 の
関 連 が 見 ら れ な か っ た が ， 自 己 非 難 は 外 在 化 型 問 題 と 関 連 す
る こ と を 示 し て い る 。 中 国 に お い て も ， 池 ・ 俞 （ 2 0 0 8） は 中
学 生 と 高 校 生 を 対 象 に 検 討 し た 結 果 ， 夫 婦 間 顕 在 的 葛 藤 が 認
知 的 評 価 を 媒 介 し て 青 少 年 の 自 尊 感 情 に 影 響 を 及 ぼ す こ と を
示 し て い る 。 こ れ ら の こ と か ら ， 夫 婦 間 顕 在 的 葛 藤 と 子 ど も
の 精 神 的 健 康 と の 関 連 性 を 見 る 際 ， 認 知 反 応 は 見 逃 せ な い 変
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数 で あ る と 言 え る 。  
情 動 反 応 に つ い て ，G o e k e - M o r e y,  C u m m i n g s  &  P a p p（ 2 0 0 7）
は 8 歳 ～ 1 6 歳 の 子 ど も を 対 象 に 夫 婦 間 顕 在 的 葛 藤 に さ ら さ れ
て い る 時 の 情 動 反 応 と 内 在 化 型 ・ 外 在 化 型 問 題 に つ い て の 実
験 を 行 っ て い る 。 そ の 結 果 ， 怒 り ・ 悲 し み な ど の 情 動 反 応 と
内 在 化 型 ・ 外 在 化 型 問 題 と の 正 の 相 関 が 見 ら れ ， 夫 婦 間 顕 在
的 葛 藤 の 終 わ り に 感 じ た 幸 福 感 と 内 在 化 型 ・ 外 在 化 型 問 題 と
の 間 に 負 の 相 関 が 示 さ れ て い る 。 日 本 で は 夫 婦 間 顕 在 的 葛 藤
に 対 す る 情 動 と 精 神 的 健 康 の 研 究 は 見 当 た ら な い が ， 高 校 生
の 心 理 的 ス ト レ ス 過 程 に 関 す る 研 究 を 参 考 に で き る 。例 え ば ，
古 屋 ・ 音 山 ・ 坂 田 （ 2 0 0 9） に よ る と ， ネ ガ テ ィ ブ な 情 動 と 逸
脱 行 動 と の 関 連 を 検 討 し た 結 果 ， 引 き こ も り と 無 気 力 は 抑 う
つ ・ 不 安 と 怒 り の 両 方 の 情 動 反 応 に よ っ て ， 攻 撃 は 怒 り に よ
っ て 引 き 起 こ さ れ て い る こ と が 示 さ れ て い る 。 つ ま り ， 夫 婦
間 顕 在 的 葛 藤 と い う ス ト レ ッ サ ー に よ っ て 引 き 起 こ さ れ る ネ
ガ テ ィ ブ な 情 動 反 応 は 精 神 的 健 康 と 関 連 す る と 予 想 で き る 。  
行 動 反 応 に つ い て ，N i c o l o t t i ,  E l - S h e i k h  &  W h i t s o n（ 2 0 0 3）
は 8 歳 ～ 11 歳 の 子 ど も を 対 象 に 夫 婦 間 顕 在 的 葛 藤 に 対 す る 対
処 行 動 を 検 討 し て い る 。 そ の 結 果 ， ア ク テ ィ ブ な 対 処 行 動 と
サ ポ ー ト 的 な 対 処 行 動 の 併 用 が 女 子 の 抑 う つ や 自 尊 心 の 問 題
の 軽 減 と 関 連 し ， 回 避 的 な 対 処 行 動 と 男 子 の 内 在 化 型 ・ 外 在
化 型 問 題 と の 正 の 相 関 が 示 さ れ て い る 。 さ ら に 性 別 と 関 係 な
く ， 気 晴 ら し 対 処 行 動 が 子 ど も の 抑 う つ の 軽 減 に 関 連 す る こ
と が 明 ら か に さ れ て い る 。ま た ，R u b e n s t e i n  &  F e l d m a n（ 1 9 9 3）
は ， サ ン フ ラ ン シ ス コ の 高 校 生 を 対 象 に ， 夫 婦 間 顕 在 的 葛 藤
に 対 す る 対 処 行 動 ， 子 ど も の 問 題 行 動 ， 学 業 成 績 な ど を 調 査
し て い る 。 そ の 結 果 ， 腹 を 立 て た り ， 皮 肉 を 言 っ た り ， 物 を
投 げ た り す る よ う な 対 処 行 動 を 選 択 し た 高 校 生 は ， 不 安 や 抑
う つ ， 非 行 傾 向 が 高 く ， 自 制 心 が 低 い 。 加 え て ， 学 業 成 績 や
宿 題 へ の 取 り 組 み の 程 度 も 低 い 。 ま た ， 両 親 間 の 葛 藤 に つ い
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て 話 を す る こ と を 避 け た り ， 無 口 に な っ た り す る 対 処 行 動 を
選 択 し た 高 校 生 は ， 抑 う つ や ス ト レ ス 反 応 が 高 く ， 宿 題 へ の
取 り 組 み が 低 い 。 一 方 ， 両 親 の 言 う こ と を 聞 こ う と し た り ，
理 解 し よ う と し た り ， 合 理 的 に 考 え よ う と し た り し た 高 校 生
は ， 抑 う つ や 不 安 傾 向 が 低 く ， 自 制 心 は 高 い 。 ま た ， 学 業 や
宿 題 へ の 取 り 組 み も 高 い 。 中 国 に お い て ， 杨 ら （ 2 0 1 0） は 中
国 の 小 学 生 か ら 高 校 生 ま で の 子 ど も を 対 象 に ， 夫 婦 間 顕 在 的
葛 藤 に 対 す る 対 処 行 動 と 心 理 的 適 応 と の 関 連 を 検 討 し て い る 。
そ の 結 果 ， 子 ど も に は 葛 藤 を 止 め よ う と す る ， 両 親 の 注 意 を
そ ら す な ど を 含 む 直 接 的 な 対 処 行 動 の 高 群 は 低 群 よ り 不 良 行
為 が 少 な く ， 主 観 的 幸 福 感 が 強 い 。 ま た ， 無 視 す る ， 自 分 の
注 意 を そ ら す な ど を 含 む 間 接 的 な 対 処 行 動 の 高 群 も 低 群 よ り
不 良 行 為 が 少 な く ， 抑 う つ が 弱 く ， 主 観 的 幸 福 感 が 強 い こ と
が 示 さ れ て い る 。 日 本 で は 子 ど も の 対 処 行 動 と 精 神 的 健 康 と
の 関 連 に つ い て ほ と ん ど 検 討 さ れ て お ら ず ， 行 動 反 応 が 心 理
的 ス ト レ ス 反 応 と ど の よ う に つ な が っ て い る の か を 検 討 す る
こ と に は 意 義 が あ る と 言 え る 。  
夫 婦 間 顕 在 的 葛 藤 に 対 す る 青 年 期 の 子 ど も の 反 応 の 認 知 ・
情 動 ・ 行 動 の 3 つ の 側 面 が そ れ ぞ れ 精 神 的 健 康 に 影 響 を 与 え
る こ と が 明 ら か に さ れ て い る 。 海 外 で は ，  F o s c o  &  G r y c h
（ 2 0 0 8） は 子 ど も の 反 応 を 認 知 と 情 動 の 2 側 面 か ら 捉 え ， 夫
婦 間 顕 在 的 葛 藤 が 認 知 の う ち の 恐 れ と 自 己 非 難 ，情 緒 的 反 応 ，
三 角 関 係 型 の 巻 き 込 ま れ を 媒 介 し て 子 ど も の 内 在 化 型 ・ 外 在
化 型 問 題 に 影 響 を 及 ぼ す 3 つ の モ デ ル を 想 定 し て 検 討 し て い
る 。 そ の 結 果 ， 自 己 非 難 や 情 緒 的 反 応 は 内 在 化 型 ・ 外 在 化 型
問 題 の 両 方 と 関 連 し ， 恐 れ は 内 在 化 型 問 題 ， 三 角 関 係 型 の 巻
き 込 ま れ は 外 在 化 型 問 題 と 関 連 す る こ と が 示 さ れ て い る 。 ゆ
え に ， 両 親 間 の 葛 藤 に さ ら さ れ る こ と が 直 接 的 に 子 ど も の 精
神 的 健 康 に 与 え る 影 響 を 検 討 す る 際 ， 3 つ の 側 面 を 統 合 し た
方 が よ り 全 体 像 を 捉 え ら れ る と 思 わ れ る 。  
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最 後 に 心 理 的 ス ト レ ス モ デ ル に 基 づ い て 認 知 ・ 情 動 ・ 行 動
か ら 検 討 す る 必 要 性 を 述 べ る 。 心 理 的 ス ト レ ス モ デ ル で は ，
潜 在 的 ス ト レ ッ サ ー に よ る 健 康 へ の 影 響 力 が ， 両 者 の 間 に 介
在 す る 認 知 的 評 価 と 対 処 行 動 に よ っ て 左 右 さ れ る と 考 え ら れ
て い る 。 具 体 的 に は ， 夫 婦 間 顕 在 的 葛 藤 と い う 潜 在 的 ス ト レ
ッ サ ー は ， 心 理 的 ス ト レ ス の 「 候 補 者 」 に 過 ぎ ず ， 次 の 「 認
知 的 評 価 」 で 無 関 係 ・ 無 害 か ス ト レ ス フ ル か と 評 定 さ れ る 。
心 理 的 ス ト レ ス と な っ た 場 合 ，「対 処 行 動 」は ，ス ト レ ッ サ ー
や そ こ か ら 生 起 し た 情 動 を 処 理 す る た め の 過 程 で あ り ， 一 般
的 に は こ の 対 処 行 動 が 成 功 し ， ス ト レ ッ サ ー や 情 動 が 適 切 に
処 理 さ れ れ ば ， 健 康 上 の 問 題 は 生 起 し な い か ， た と え 生 起 し
た と し て も そ の 程 度 は 低 い と 考 え ら れ る（ 小 杉 ，2 0 11）。認 知・
情 動 ・ 行 動 は 夫 婦 間 顕 在 的 葛 藤 と い う ス ト レ ッ サ ー と ス ト レ
ス 反 応 と の 間 の プ ロ セ ス に お い て ， い ず れ も 重 要 で あ る と 言
え る だ ろ う 。  
以 上 よ り ， 第 6 章 （【 研 究 Ⅳ 】） で は 精 神 的 健 康 を 表 す 変 数
と し て 心 理 的 ス ト レ ス 反 応 を 取 り 入 れ ， 夫 婦 間 顕 在 的 葛 藤 に
対 す る 青 年 期 の 子 ど も の 反 応 と の 関 連 を 検 討 す る こ と が 目 的














第 6 節  夫 婦 間 顕 在 的 葛 藤 後 の 子 ど も の 親 行 動 知 覚 と 心 理 的
ス ト レ ス 反 応 ― 間 接 的 プ ロ セ ス の 検 討 も 加 え て  
 F o s c o  &  G r y c h（ 2 0 1 0） に よ れ ば ， 青 年 期 の 子 ど も が 夫 婦
間 顕 在 的 葛 藤 に 取 り 込 ま れ た 状 況 へ の 反 応 と し て 大 き な 脅 威
や 不 安 を 経 験 し て い る 場 合 に は ， 両 親 と の 三 角 関 係 化 が 却 っ
て 長 引 き ， 青 年 の 側 に 自 責 や 嫌 悪 が 増 大 す る 結 果 ， 親 と の 関
係 が 困 難 に な る 。 つ ま り ， 夫 婦 間 顕 在 的 葛 藤 に 巻 き 込 ま れ る
三 角 関 係 化 の プ ロ セ ス に お い て ， 子 ど も の 主 観 的 反 応 が 重 要
で あ り ， 親 両 方 の 影 響 を 考 慮 す る 必 要 が あ る だ ろ う 。 夫 婦 間
顕 在 的 葛 藤 が 青 年 期 の 子 ど も に 影 響 を 及 ぼ す メ カ ニ ズ ム を よ
り 立 体 的 に 把 握 す る た め ， 本 章 の 第 5 節 で 提 示 し た 直 接 的 プ
ロ セ ス に 加 え ， 夫 婦 間 顕 在 的 葛 藤 が 親 の 養 育 行 動 な ど を 媒 介
し て 青 年 の 精 神 的 健 康 に 影 響 を 与 え る 間 接 的 プ ロ セ ス の 検 討
も 必 要 で あ ろ う 。 第 1 章 第 3 節 で 述 べ た よ う に ， 間 接 的 プ ロ
セ ス に つ い て は す で に 検 討 さ れ て お り ， 夫 婦 関 係 と 親 子 関 係
の 関 連 に 対 す る “ス ピ ル オ ー バ ー 仮 説 ”と “補 償 仮 説 ”が 参 考 に
な る 。 ま た ， 父 母 関 係 ― 母 子 関 係 と 父 母 関 係 ― 父 子 関 係 で は
関 連 の メ カ ニ ズ ム が 異 な る た め ， 父 子 と 母 子 そ れ ぞ れ で 検 討
す る こ と が 望 ま し い 。 こ こ か ら ， 間 接 的 プ ロ セ ス を 検 討 す る
際 ， 子 ど も の 視 点 か ら 夫 婦 間 顕 在 的 葛 藤 後 の 親 行 動 を 捉 え る
意 義 に つ い て 述 べ る 。   
夫 婦 間 顕 在 的 葛 藤 と 子 ど も の 発 達 や 精 神 的 健 康 と の 関 連 に
つ い て の 研 究 を 概 観 す る と ， 乳 幼 児 期 あ る い は 児 童 期 の 子 ど
も が い る 家 庭 を 対 象 と し た 研 究 が 最 も 多 く あ り ， 方 法 と し て
親 に よ る 報 告 が 主 流 で あ る 。 青 年 期 の 子 ど も が い る 家 庭 の 場
合 ， 子 ど も と 親 の 両 方 の 報 告 に よ る 研 究 が 見 ら れ た が ， 両 者
の 報 告 は 必 ず し も 一 致 し な い こ と が 示 さ れ て い る 。 例 え ば ，
B u e h l e r  &  G e r a r d（ 2 0 0 2）は 2 ~ 1 8 歳 の 子 ど も が い る 親 2 5 4 1
名 を 対 象 に 検 討 し た 結 果 ， 幼 児 ・ 児 童 期 の 子 ど も が い る 家 族
に お い て ， 夫 婦 間 顕 在 的 葛 藤 が 親 の 養 育 行 動 を 通 し て 子 ど も
49 
 
の 発 達 に 影 響 を 与 え る こ と が 示 さ れ た が ， 青 年 期 の 子 ど も が
い る 家 族 に は 養 育 行 動 の 媒 介 効 果 が 示 さ れ な か っ た 。 他 方 ，
A m a t o（ 1 9 8 6） で は ， 青 年 期 の 男 子 に お い て は ， 子 ど も が 親
子 関 係 を 不 良 だ と 報 告 し た 場 合 ， 夫 婦 間 顕 在 的 葛 藤 の ネ ガ テ
ィ ブ な 影 響 が 最 も 強 く ， 女 子 に お い て は ， 親 子 関 係 と 関 係 な
く ，夫 婦 間 顕 在 的 葛 藤 と 自 尊 心 と の 負 の 相 関 が 示 さ れ て い る 。
こ の よ う に ， 報 告 の 主 体 に よ っ て 研 究 の 結 果 が 左 右 さ れ る 。  
子 ど も の 視 点 か ら 夫 婦 関 係 や 親 子 関 係 を 捉 え る 必 要 性 に つ
い て ，日 本 に お い て も い く つ か 参 考 に な る 知 見 が あ る 。西 出 ・
夏 野 （ 1 9 9 7） は ， 母 親 の 認 知 し た 家 族 シ ス テ ム の 促 進 的 な 機
能 状 態 が ， 彼 ら の 予 想 に 反 し て ， 子 ど も の 抑 う つ 感 を 強 め る
よ う に 働 く こ と を 報 告 し て い る 。 こ れ は 母 親 の 認 知 し た 家 族
シ ス テ ム の 促 進 的 な 機 能 状 態 に ， 母 親 の 1 人 よ が り 的 評 価 が
含 ま れ て い た た め だ と 解 釈 し て い る 。 ま た ， 子 ど も が 青 年 期
に 入 る と ， 青 年 に と っ て の 主 観 的 な 親 の イ メ ー ジ が 重 要 だ と
考 え ら れ ， 親 子 関 係 そ の も の に 対 し て 青 年 が ど の よ う に 認 識
し て い る か と い う 視 点 で 扱 う こ と が 重 要 で あ る（ 若 原 ，2 0 0 3）。
こ れ ら の 知 見 か ら ， 家 族 関 係 が 子 ど も に 影 響 を 及 ぼ す 際 ， 両
親 が 母 子 関 係 ， 父 子 関 係 ， 家 族 シ ス テ ム の 機 能 状 態 を ど の よ
う に 評 価 し て い る か よ り ， 子 ど も 自 身 の 評 価 が 重 要 だ と 考 え
ら れ る 。  
夫 婦 間 顕 在 的 葛 藤 と 子 ど も の 精 神 的 健 康 の 領 域 に お い て 子
ど も 視 点 の 研 究 が な さ れ て い る 。氏 家・二 宮・五 十 嵐・井 上 ・
山 本 ・ 島 （ 2 0 1 0） の 研 究 で は ， 中 学 生 と そ の 両 親 を 対 象 に 検
討 し た 結 果 ， 夫 婦 間 顕 在 的 葛 藤 は 子 ど も に 対 す る 親 の 温 か さ
を 弱 め ， 冷 た さ を 強 め る よ う に 働 い て い る 。 そ し て 子 ど も に
対 す る 親 の 温 か さ ・ 冷 た さ は ， 子 ど も が ど の よ う に 知 覚 す る
か を 経 由 し て ， 子 ど も の 抑 う つ 症 状 を 予 測 す る こ と が 示 さ れ
て い る 。 さ ら に ， 中 国 に お い て も 子 ど も の 視 点 か ら 検 討 す る
研 究 が 見 ら れ る 。 例 え ば ， 杨 ・ 方 （ 2 0 0 6） は 小 学 校 高 学 年 か
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ら 高 校 ま で の 子 ど も を 対 象 に 検 討 し た 結 果 ， 夫 婦 間 顕 在 的 葛
藤 は 直 接 ま た 養 育 行 動 を 媒 介 し て 子 ど も の 学 習 問 題 や 抑 う つ ，
不 良 行 為 に 影 響 を 及 ぼ す こ と を 明 ら か に し て い る 。 本 研 究 で
は 間 接 的 プ ロ セ ス を 検 討 す る 際 ，こ れ ら の 先 行 研 究 に 従 っ て ，
子 ど も が 知 覚 す る 親 の 養 育 行 動 （ 子 ど も の 親 行 動 知 覚 ） を 取
り 上 げ る 。 さ ら に ， 直 接 的 プ ロ セ ス を 検 討 す る 際 ， 場 面 想 定
法 を 用 い る よ う に ， 間 接 的 プ ロ セ ス の 検 討 も 同 じ 次 元 で 進 め
る た め ， 普 段 の 親 行 動 で は な く ， 設 定 し た 夫 婦 間 顕 在 的 葛 藤
場 面 が 起 き た 直 後 と い う 時 点 で の 親 行 動 に つ い て 尋 ね る こ と
と す る 。  
以 上 を 踏 ま え て ，第 7 章（【 研 究 Ⅴ 】）で は ，第 6 章（【 研 究
Ⅳ 】）で 検 討 し た 直 接 的 プ ロ セ ス の 影 響 に 間 接 的 プ ロ セ ス の 要
因 も 付 け 加 え ， こ れ ら が 合 わ さ る と 青 年 の 心 理 的 ス ト レ ス と
ど の よ う に つ な が る の か を 包 括 的 に 検 討 す る 。 具 体 的 に は ，
夫 婦 間 顕 在 的 葛 藤 に 対 す る 青 年 期 の 子 ど も の 反 応 ， 夫 婦 間 顕
在 的 葛 藤 後 の 子 ど も の 親 行 動 知 覚 と 青 年 の 心 理 的 ス ト レ ス 反
応 の 関 連 を 検 討 す る 。  
 












































第 1 節  目 的  
夫 婦 間 顕 在 的 葛 藤 が 青 年 期 の 子 ど も の 精 神 的 健 康 に 影 響 を
及 ぼ す 直 接 的 プ ロ セ ス を 検 討 す る た め に ， 夫 婦 間 顕 在 的 葛 藤
に 対 す る 子 ど も の 反 応 を 取 り 上 げ る 。 し か し ， 日 本 と 中 国 で
は ， そ れ を 測 定 す る た め の 適 切 な 尺 度 が ま だ 見 当 た ら な い 。
子 ど も の 反 応 を 部 分 的 に 検 討 す る 海 外 の 尺 度 は 存 在 す る が
（ 例 え ば ，  C P I C），子 ど も に 実 際 の 夫 婦 間 顕 在 的 葛 藤 の 想 起
を 求 め て い る た め ， 子 ど も に 心 理 的 な 負 担 を か け る 可 能 性 が
高 い と 考 え ら れ る 。 し た が っ て ， こ の 点 を 修 正 し て 夫 婦 間 顕
在 的 葛 藤 に 対 す る 青 年 期 の 子 ど も の 反 応 に 関 す る 尺 度 の 開 発
が 必 要 で あ る 。 尺 度 を 作 成 す る 際 の 着 目 点 と し て ， 以 下 の 2
点 が 挙 げ ら れ る 。 第 一 に ， 子 ど も へ の 心 理 的 な 負 担 を 最 大 限
に 考 慮 し ， 実 際 の 夫 婦 間 顕 在 的 葛 藤 で は な く ， 場 面 想 定 法 を
用 い て 尺 度 を 開 発 す る 。 第 二 に ， 尺 度 の 項 目 に つ い て ， 海 外
の 尺 度 を 参 考 に す る だ け で な く ， 日 本 と 中 国 の 有 数 の 実 証 研
究 や 周 辺 の 研 究 を 参 考 に し な が ら ， 両 国 の 実 情 に 基 づ い た 尺
度 の 作 成 を 進 め て い く 。  
本 研 究 で は ， 夫 婦 間 顕 在 的 葛 藤 に 対 す る 青 年 期 の 子 ど も の
認 知 ・ 情 動 ・ 行 動 反 応 尺 度 を 作 成 し ， 日 本 と 中 国 の 尺 度 の 因
子 構 造・妥 当 性・信 頼 性 を 検 討 す る こ と を 目 的 と す る 。ま た ，
比 較 研 究 の よ う な 異 な る 母 集 団 を 対 象 と す る 研 究 で は ， グ ル
ー プ 間 の 測 定 モ デ ル の 不 変 性 を 配 慮 す る こ と が 必 要 不 可 欠 で
あ る（ 狩 野・三 浦 ， 2 0 0 2）。そ こ で 尺 度 の 因 子 不 変 性 を 検 証 し
た 上 で ， 日 中 の 夫 婦 間 顕 在 的 葛 藤 に 対 す る 青 年 期 の 子 ど も の
認 知 ・ 情 動 ・ 行 動 反 応 の 各 因 子 の 得 点 を 比 較 す る 。  
 
第 2 節  方 法  





第 1 項  調 査 対 象 者  
 2 0 1 2 年 9 月 か ら 2 0 1 4 年 1 2 月 に か け て ，日 本 で は 東 北 地 方
の 私 立 高 校 で ， 中 国 で は 北 地 方 と 南 地 方 の 5 つ の 公 立 高 校 に
て 質 問 紙 調 査 を 行 っ た 。 調 査 対 象 者 は 高 校 1， 2， 3 年 生 で あ
り ， 本 論 の 第 4 章 （【 研 究 Ⅱ 】） か ら 第 7 章 （【 研 究 Ⅴ 】） ま で
の 調 査 対 象 者 全 員 が 含 ま れ て い る 。 両 親 が 不 在 （ 一 人 親 も 含
む ） の 対 象 者 ， 回 答 に 3 個 以 上 の 欠 損 値 が 見 ら れ た 対 象 者 ，
ま た 場 面 想 定 の チ ェ ッ ク 項 目 で ｢全 く イ メ ー ジ で き な か っ た ｣
を 選 ん だ 対 象 者 を 除 き ，有 効 回 答 数 は 合 計 1 3 1 0 名 で あ り ，う
ち 日 本 人 4 0 2 名 ， 中 国 人 9 0 8 名 で あ っ た 。 調 査 対 象 者 の 平 均
年 齢 は 1 6 . 5 8 歳 （ S D = 1 . 0 5 歳 ） で あ っ た 。 デ ー タ 数 と 確 認 的
因 子 分 析 を 勘 案 し て こ こ で は 系 列 平 均 値 を 代 入 し た 上 で 分 析






性別 1年生 2年生 3年生 総計
男子 65 70 44 179
女子 96 90 36 222
不明 1 0 0 1
総計 162 160 80 402
性別 1年生 2年生 3年生 総計
男子 178 122 112 412
女子 219 157 106 482
不明 5 7 2 14





第 2 項  質 問 紙 の 構 成  
（ 1） フ ェ イ ス シ ー ト ：  
調 査 対 象 者 の 基 本 属 性（ 性 別 ，年 齢 ，学 年 ），及 び 家 族 構 成
に つ い て 尋 ね る 項 目 か ら な る 。  
 
（ 2）夫 婦 間 顕 在 的 葛 藤 に 対 す る 青 年 期 の 子 ど も の 反 応 に 関 す
る 項 目 ：  
夫 婦 間 顕 在 的 葛 藤 に 対 す る 青 年 期 の 子 ど も の 反 応 に 関 す る
項 目 は ， 認 知 ・ 情 動 ・ 行 動 反 応 尺 度 の 3 つ か ら な る 。  
認 知 反 応 尺 度 ： G r y c h  e t  a l .（ 1 9 9 2） の C P I C（ C h i l d r e n ’ s  
P e r c e p t i o n  o f  I n t e r p a r e n t a l  C o n f l i c t  S c a l e ） や 先 行 研 究
（ 赵 ・ 莫 ， 2 0 0 6； 池 ・ 俞 ， 2 0 0 8； 武 ら ， 2 0 1 4） を 参 考 に し ，
親 側 要 因 の 親 の 葛 藤 解 決（ 4 項 目 ），親 に 関 す る 恐 れ（ 4 項 目 ），
親 へ の 対 処 効 力 感 （ 4 項 目 ） の 3 因 子 ， 子 側 要 因 の 自 己 非 難
（ 4 項 目 ），自 分 に 関 す る 恐 れ（ 4 項 目 ），自 分 へ の 対 処 効 力 感
（ 4 項 目 ）の 3 因 子 を 想 定 し ，合 計 2 4 項 目 を 作 成 し た 。こ れ
ら の 質 問 項 目 に 対 し て ｢全 く 当 て は ま ら な い ｣か ら ｢非 常 に 当
て は ま る ｣の 4 件 法 で 尋 ね た 。  
情 動 反 応 尺 度 ： 高 校 生 の 心 理 的 ス ト レ ス 反 応 に 関 す る 先 行
研 究（ 坂 野 ら ， 1 9 9 4  ；郑・陈・郑・黄 ， 2 0 0 1）を 参 考 に し ，
不 機 嫌・怒 り（ 6 項 目 ）と 抑 う つ・不 安（ 4 項 目 ）の 2 因 子 を
想 定 し ，合 計 1 0 項 目 を 作 成 し た 。こ れ ら の 質 問 項 目 に 対 し て
｢全 く 当 て は ま ら な い ｣か ら ｢非 常 に 当 て は ま る ｣の 4 件 法 で 尋
ね た 。  
行 動 反 応 尺 度 ： 夫 婦 間 顕 在 的 葛 藤 に 対 す る 子 ど も の 対 処 行
動 に 関 す る 先 行 研 究（ G r y c h  &  F i n c h a m ,  1 9 9 3 ;  O ’ B r i e n  e t  a l . ,  
1 9 9 5；宇 都 宮 ， 2 0 0 9；杨 ら ， 2 0 1 0；萧 ・ 李 ， 2 0 1 0）を 参 考 に
し ，介 入 的 行 動（ 7 項 目 ）と 回 避 的 行 動（ 4 項 目 ）の 2 因 子 を
想 定 し ，合 計 11 項 目 を 作 成 し た 。こ れ ら の 質 問 項 目 に 対 し て
「 全 く 当 て は ま ら な い ｣か ら ｢非 常 に 当 て は ま る ｣の 4 件 法 で
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尋 ね た 。  
チ ェ ッ ク 項 目 ： チ ェ ッ ク 項 目 と し て ， 以 下 ① ～ ④ の 4 項 目
を 用 い た 。① 先 に 示 し た 場 面 を ど の ぐ ら い イ メ ー ジ で き た か ，
｢全 く で き な か っ た ｣か ら ｢非 常 に で き た ｣の 4 件 法 で 尋 ね た 。
② 先 に 示 し た 場 面 で ， 両 親 が け ん か し た の は 誰 の せ い だ と 思
う か ，｢お 父 さ ん の せ い ｣，｢お 母 さ ん の せ い ｣，｢自 分 の せ い ｣，
｢ど ち ら で も な い ｣で 尋 ね た 。 ③ 先 に 示 し た 場 面 で ど の ぐ ら い
の 深 刻 さ を 感 じ た か ， ｢全 く 深 刻 で は な い ｣か ら ｢非 常 に 深 刻
だ ｣の 4 件 法 で 尋 ね た 。④ あ な た の 両 親 は 先 に 示 し た 場 面 と 似
て い る よ う な け ん か を す る か ， ｢全 く な い ｣か ら ｢常 に あ る ｣の
4 件 法 で 尋 ね た 。  
尺 度 作 成 の 手 続 き に つ い て ， ま ず ， 夫 婦 間 顕 在 的 葛 藤 に 対
す る 青 年 期 の 子 ど も の 認 知 ・ 情 動 ・ 行 動 反 応 尺 度 の 中 国 語 版
を 作 成 し ， そ の 後 ， 日 本 語 に 翻 訳 し ， 日 本 語 版 を 作 成 し た 。
翻 訳 作 業 は 基 本 的 に 筆 者 が 独 自 に 行 っ た が ， 客 観 性 と 妥 当 性
を 高 め る た め ， 筆 者 以 外 の 心 理 学 専 攻 の 中 国 人 大 学 院 生 2 名
に バ ッ ク ト ラ ン ス レ ー シ ョ ン を 依 頼 し た 。 そ の 後 ， 臨 床 心 理
学 専 攻 の 日 本 人 大 学 院 生 の 意 見 を 参 考 に ， 自 然 な 翻 訳 に な る
よ う に 修 正 し た 。  
調 査 対 象 者 に 対 し て ， 夫 婦 間 顕 在 的 葛 藤 の 仮 想 場 面 を 想 起
し て も ら い ， 今 そ の 場 面 が 自 分 自 身 の 家 族 で 実 際 に 起 こ っ て
い る と 想 像 し て く だ さ い ， と 教 示 し た 上 で ， 夫 婦 間 顕 在 的 葛
藤 に 対 す る 青 年 期 の 子 ど も の 反 応 に 関 す る 項 目 を 回 答 し て も
ら っ た 。想 定 し て も ら う 場 面 は ，「E A S S 2 0 0 6 東 ア ジ ア の 家 族 」
（ 岩 井 ・ 保 田 ， 2 0 1 4） の 調 査 結 果 に 基 づ き ， 妻 が 夫 に 家 事 を
手 伝 っ て ほ し い と 言 う こ と が き っ か け と な り ， 家 事 分 担 に ま
つ わ る 夫 婦 げ ん か を す る 場 面 で あ っ た 。調 査 を 実 施 す る 前 に ，
日 本 と 中 国 の 大 学 生・大 学 院 生 そ れ ぞ れ 1 0 名 に 場 面 内 容 の 妥
当 性 や 回 答 者 に 与 え る 心 理 的 な 負 担 に つ い て チ ェ ッ ク し て も
ら い ， 修 正 を 加 え ， 表 3 - 3 の 場 面 を 採 用 し た 。  
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第 3 項  倫 理 的 配 慮  
質 問 紙 調 査 で ， 調 査 対 象 者 に 実 際 の 夫 婦 間 顕 在 的 葛 藤 で は
な く ， 研 究 者 が 設 定 し た 葛 藤 場 面 を 想 定 す る 方 が 子 ど も の 心
理 的 な 負 担 が 少 な い と 考 え ， 場 面 想 定 法 を 用 い た 。 ま た ， 調
査 を 実 施 す る 前 に ， 回 答 者 の 想 起 す る 場 面 の 内 容 や 深 刻 さ な
ど に つ い て ， 日 本 と 中 国 の 大 学 生 ・ 大 学 院 生 で チ ェ ッ ク を 行
い ， 回 答 者 に 与 え る 心 理 的 な 負 担 を 考 慮 し ， 場 面 の 選 択 を 工
夫 し た 。 さ ら に ， 質 問 紙 の 最 後 に は ， 回 答 を す る な か で 気 分
が 優 れ な い と 感 じ た り ， 悩 み や お 困 り 事 を 誰 か に 相 談 し た い
と 感 じ た 方 は ， 下 記 の 連 絡 先 ま で お 気 軽 に ご 相 談 く だ さ い ，
と 教 示 し た 。 調 査 は 日 本 と 中 国 の 高 校 の 協 力 を 得 て 実 施 さ れ
今 日 は 週 末 で ，家 族 み ん な が 家 に い ま す 。も う す ぐ 昼 食 の 時 間
で ， お 母 さ ん が 一 人 で 昼 食 の 準 備 を し て い て ， あ な た は お 父 さ ん
と 一 緒 に テ レ ビ を 見 て い ま す 。 そ の 時 ， お 父 さ ん と お 母 さ ん の 間
で は 以 下 の よ う な 会 話 が あ り ま す 。  
 
母 ： ｢た ま に は 手 伝 っ て よ 。 テ レ ビ ば っ か り 見 な い で 。 ｣  
父 ： ｢… … ｣  
母 ： ｢手 伝 っ て よ 。 聞 こ え な い の ？ ｣  
父 ： ｢わ か っ た 。 わ か っ た 。 ち ょ っ と 待 っ て 。 ｣  
母 ： ｢家 の 事 は い つ も 私 ば っ か り ， 疲 れ る わ 。 ｣  
父： ｢ち ょ っ と テ レ ビ を 見 て た だ け じ ゃ ん 。こ っ ち も 仕 事 で 疲 れ て
る ん だ か ら ， 少 し く ら い 休 ま せ て く れ よ ！ ｣  
母： ｢あ ～ そ う ，そ う い う こ と 言 う の 。私 だ っ て ，毎 日 ご 飯 作 っ て ，
掃 除 し て 。 毎 日 の 家 事 だ っ て 疲 れ る の よ ！ ｣  
父：｢君 が 疲 れ て な い な ん て 誰 も 言 っ て な い だ ろ ！ い つ も グ チ グ チ
と う る さ い ん だ よ 。 ｣  
母 ： ｢私 が い つ グ チ グ チ 言 っ た の よ ！ ？ ｣  
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た 。 調 査 を 実 施 す る 前 に ， 各 高 校 の 責 任 者 に 対 し て 調 査 の 趣
旨 を 説 明 し ， 調 査 は 任 意 で 行 わ れ る こ と ， 途 中 で 中 止 で き る
こ と ， 回 答 し な い こ と に よ る 不 利 益 は な い こ と ， 統 計 処 理 を
施 す た め に 個 人 が 特 定 さ れ な い こ と に つ い て 説 明 し ， 同 意 を
得 た 。そ の 後 ，先 生 方 か ら 生 徒 に 上 述 内 容 を 説 明 し て も ら い ，
同 意 が 得 ら れ た 生 徒 の み を 対 象 と し て 調 査 を 実 施 し た 。  
な お ， 本 質 問 紙 は 本 研 究 科 の 倫 理 委 員 会 の 承 認 を 得 た 上 で
実 施 さ れ た （ 承 認 I D① ： 1 3 - 1 - 0 0 3； 承 認 I D② ： 1 4 - 1 - 0 11）。 
 
第 3 節  結 果  
第 1 項  第 3 章 （【 研 究 Ⅰ 】） の 分 析 に つ い て  
 分 析 に 入 る 前 に ， 第 3 章 （【 研 究 Ⅰ 】） の 分 析 方 針 に つ い て
説 明 す る 。 本 論 で は ， 日 本 と 中 国 に お い て 夫 婦 間 顕 在 的 葛 藤
が 青 年 期 の 子 ど も の 精 神 的 健 康 に 及 ぼ す 影 響 を 検 討 す る た め
に ， ま ず 夫 婦 間 顕 在 的 葛 藤 に 対 す る 青 年 期 の 子 ど も の 反 応 を
取 り 上 げ ， 青 年 の 精 神 的 健 康 と の 関 連 を 検 討 す る 。 本 章 で は
夫 婦 間 顕 在 的 葛 藤 に 対 す る 青 年 期 の 子 ど も の 認 知 ・ 情 動 ・ 行
動 反 応 尺 度 を 独 自 に 作 成 し た 。 新 し く 作 成 し た 尺 度 な の で ，
想 定 し た 因 子 構 造 と 違 う も の に な る 可 能 性 が あ る 。 ま た ， 国
ご と の 特 徴 を 把 握 す る た め に ， 想 定 し た 因 子 構 造 で 確 認 的 因
子 分 析 を 行 わ ず ， ま ず 国 別 の 探 索 的 因 子 分 析 を 実 施 す る 。 し
か し ， 本 論 の 目 的 は 夫 婦 間 顕 在 的 葛 藤 に 対 す る 青 年 期 の 子 ど
も の 反 応 が 精 神 的 健 康 に 影 響 を 及 ぼ す メ カ ニ ズ ム を 日 中 両 国
で 比 較 す る こ と で あ る た め ， 子 ど も の 反 応 に 関 す る 項 目 を 同
様 な 因 子 構 造 や 項 目 で 研 究 を 進 め る 必 要 が あ る 。し た が っ て ，
国 別 の 探 索 的 因 子 分 析 の 後 ， 全 体 の デ ー タ に 基 づ い た 探 索 的
因 子 分 析 を 実 施 し ， こ れ ら の 結 果 を 参 考 に ， 日 本 と 中 国 に お
い て 通 用 で き る 項 目 を 選 択 す る 。 採 用 さ れ る 因 子 構 造 や 項 目
の 妥 当 性 を 検 討 す る た め に ， 国 別 の 確 認 的 因 子 分 析 を 行 う 。
さ ら に ， 日 本 と 中 国 の よ う な 異 な る 母 集 団 を 対 象 と す る 研 究
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で は ， 構 成 概 念 の 測 定 不 変 性 （ 因 子 不 変 性 ） を 確 認 す る 必 要
が あ る た め ，多 母 集 団 同 時 分 析 に よ る 確 認 的 因 子 分 析 を 行 う 。
最 後 に ， 日 中 の 夫 婦 間 顕 在 的 葛 藤 に 対 す る 青 年 期 の 子 ど も の
認 知 ・ 情 動 ・ 行 動 反 応 の 各 因 子 の 得 点 を 比 較 す る 。  
 
第 2 項  国 別 の 探 索 的 因 子 分 析  
ま ず ， 日 本 の デ ー タ の み で 探 索 的 因 子 分 析 を 行 っ た 。 は じ
め に ， 夫 婦 間 顕 在 的 葛 藤 に 対 す る 青 年 期 の 子 ど も の 認 知 反 応
尺 度 2 4 項 目 ，情 動 反 応 尺 度 1 0 項 目 ，行 動 反 応 尺 度 11 項 目 合
計 4 5 項 目 の 平 均 値 と 標 準 偏 差 を 算 出 し ，天 井・フ ロ ア 効 果 に
つ い て 検 討 を 行 っ た 。 検 討 の 結 果 ， 得 点 分 布 に お い て 歪 み の
著 し い 質 問 項 目 が 見 ら れ な か っ た た め ， 認 知 反 応 尺 度 ・ 親 側
の 要 因 ， 認 知 反 応 尺 度 ・ 子 側 の 要 因 ， 情 動 反 応 尺 度 ， 行 動 反
応 尺 度 そ れ ぞ れ に 主 因 子 法 ， プ ロ マ ッ ク ス 回 転 に よ る 因 子 分
析 を 行 っ た 。 因 子 及 び 項 目 を 確 定 す る に あ た り ， 各 因 子 に 負
荷 す る 項 目 を 検 討 し ， 不 適 切 な 項 目 を 削 除 す る こ と に し た 。
削 除 の 基 準 は ， 各 因 子 に 負 荷 す る 項 目 の う ち ， 負 荷 量 が 小 さ
い 項 目 （ . 3 4 以 下 ）， 2 つ 以 上 の 因 子 に 高 い 負 荷 を 示 す 項 目 ，
及 び 解 釈 不 明 確 な 項 目 と し た 。  
 そ の 結 果 ， 表 3 - 4 か ら 表 3 - 7 ま で に 示 す よ う に 認 知 反 応 尺
度 ・ 親 側 の 要 因 で 2 因 子 （ 親 に 関 す る 恐 れ ， 親 の 葛 藤 解 決 ），
認 知 反 応 尺 度 ・ 子 側 の 要 因 で 2 因 子 （ 自 分 に 関 す る 恐 れ ， 自
分 へ の 対 処 効 力 感 ）， 情 動 反 応 尺 度 で 2 因 子 （ 不 機 嫌 ・ 怒 り ，
抑 う つ・不 安 ），行 動 反 応 尺 度 で 2 因 子（ 介 入 的 行 動 ，回 避 的
行 動 ） が 抽 出 さ れ た 。 各 因 子 の 内 的 整 合 性 は ， α = . 6 2 ～ . 9 1

















14 私は，これから両親がどうなってしまうのかと心配になる。 .87 .05 .74
20 私は，両親に何か悪いことが起こるのではと心配になる。 .81 .06 .63
8 私は，両親が離婚してしまうのではと心配になる。 .71 -.05 .52
21 私は両親に対してどうしていいかわからなくなる。 .62 -.08 .41
2 私は，両親のどちらかが傷ついてしまうのではと心配になる。 .53 .20 .26
1 両親はけんかをしても，すぐ仲直りをする。 -.04 .67 .47
7 両親は，けんかが終わった後は，互いに友好的になる。 .04 .64 .40
19 両親はけんかをしても，解決策を思いつく。 .16 .55 .28
13 両親はけんかを止めた後でも，互いに腹を立てている。 .27 -.51 .40
15 私はこの状況を改善する手立てを持っている。 .24 .40 .17






16 例え両親が言わなくても，両親がけんかしていると私が責められているような気がする。 .79 .14 .55
17 私は，両親が私に八つ当たりしてくるのではと心配になる。 .74 .30 .45
11 私は，自分に何か悪いことが起こるのではと心配になる。 .69 -.04 .49
12 私は気を紛らわすためにどうしていいかわからなくなる。 .57 -.24 .49
23 私は，自分がこれまでのように暮らせないのではと心配になる。 .53 -.21 .40
5 私は，これから自分がどうなってしまうのかと心配になる。 .52 -.24 .43
4両親のけんかは私の落ち度によるものだ。 .47 -.05 .24
24 私は，両親がけんかをしても，何とか落ち着いていられる。 .06 .76 .54
18 私は，両親がけんかをしても，マイペースでいられる。 .04 .66 .42
6 私は何かをして気を紛らわすことができる。 .03 .38 .14
























2 私はイライラする。 .92 -.10 .78
1 私は怒りを感じる。 .87 -.05 .73
3 私は不機嫌で，怒りっぽくなる。 .79 .06 .66
4 私は不愉快な気分になる。 .60 .20 .48
8 私は泣きたい気分になる。 -.10 .91 .77
7 私は悲しくなる。 -.03 .87 .75
9 私は心に不安感がある。 .03 .81 .68
10 私は気分が落ち込む。 .05 .80 .68






2 私は父親あるいは母親を説得して，何とか止めようとする。 .73 -.11 .59
3 私は｢もう止めて｣と両親に言う。 .69 .00 .47
7 私は誰か（兄弟，祖父母など）と話し合ったり，助けを求めたりする。 .67 .12 .42
5 私は何とか両親の注意をそらす。 .66 .10 .42
6 私は両親の前で悲しさを示す。 .64 -.04 .42
4 私はその場に割り込んで自分に興味を持ってもらおうとする。 .63 -.08 .43
1 私は状況を見極めて，父親あるいは母親の味方をする。 .37 .07 .13
9 私はテレビを見たり，音楽を聞いたり，ゲームをしたり，自分の注意をそらす。 .17 .76 .55
8 私は自分の部屋へ逃げたり，外へ出たり，他のところに行く。 .17 .67 .42
10 私は手を出さなくて，両親のけんかを無視する。 -.18 .63 .48












次 に ， 中 国 の デ ー タ の み で 探 索 的 因 子 分 析 を 行 っ た 。 は じ
め に ， 夫 婦 間 顕 在 的 葛 藤 に 対 す る 青 年 期 の 子 ど も の 認 知 反 応
尺 度 2 4 項 目 ，情 動 反 応 尺 度 1 0 項 目 ，行 動 反 応 尺 度 11 項 目 合
計 4 5 項 目 の 平 均 値 と 標 準 偏 差 を 算 出 し ，天 井・フ ロ ア 効 果 に
つ い て 検 討 を 行 っ た 。 検 討 の 結 果 ， 得 点 分 布 に お い て 歪 み の
著 し い 質 問 項 目 が 見 ら れ な か っ た た め ， 認 知 反 応 尺 度 ・ 親 側
の 要 因 ， 認 知 反 応 尺 度 ・ 子 側 の 要 因 ， 情 動 反 応 尺 度 ， 行 動 反
応 尺 度 そ れ ぞ れ に 主 因 子 法 ， プ ロ マ ッ ク ス 回 転 に よ る 因 子 分
析 を 行 っ た 。 因 子 及 び 項 目 を 確 定 す る に あ た り ， 日 本 の サ ン
プ ル と 同 様 に ，基 準 を 満 た さ な い 項 目 を 削 除 す る こ と に し た 。 
 そ の 結 果 ，表 3 - 8 か ら 表 3 - 11 ま で に 示 す よ う に 認 知 反 応 尺
度 ・ 親 側 の 要 因 で 2 因 子 （ 親 に 関 す る 恐 れ ， 親 の 葛 藤 解 決 ），
認 知 反 応 尺 度 ・ 子 側 の 要 因 で 2 因 子 （ 自 分 に 関 す る 恐 れ ， 自
分 へ の 対 処 効 力 感 ）， 情 動 反 応 尺 度 で 2 因 子 （ 不 機 嫌 ・ 怒 り ，
抑 う つ・不 安 ），行 動 反 応 尺 度 で 2 因 子（ 介 入 的 行 動 ，回 避 的
行 動 ） が 抽 出 さ れ た 。 各 因 子 の 内 的 整 合 性 は ， α = . 5 6 ～ . 8 7







20 私は，両親に何か悪いことが起こるのではと心配になる。 .81 .02 .65
14 私は，これから両親がどうなってしまうのかと心配になる。 .64 -.03 .42
2 私は，両親のどちらかが傷ついてしまうのではと心配になる。 .59 .11 .34
21 私は両親に対してどうしていいかわからなくなる。 .44 -.12 .23
7 両親は，けんかが終わった後は，互いに友好的になる。 .00 .62 .39
1 両親はけんかをしても，すぐ仲直りをする。 .00 .61 .37
19 両親はけんかをしても，解決策を思いつく。 -.05 .60 .37











11 私は，自分に何か悪いことが起こるのではと心配になる。 .73 .00 .53
5 私は，これから自分がどうなってしまうのかと心配になる。 .61 .01 .37
12 私は気を紛らわすためにどうしていいかわからなくなる。 .60 -.03 .37
23 私は，自分がこれまでのように暮らせないのではと心配になる。 .59 -.05 .36
16 例え両親が言わなくても，両親がけんかしていると私が責められているような気がする。 .53 .02 .27
17 私は，両親が私に八つ当たりしてくるのではと心配になる。 .45 .03 .20
4両親のけんかは私の落ち度によるものだ。 .41 .02 .16
24 私は，両親がけんかをしても，何とか落ち着いていられる。 -.03 .68 .47
18 私は，両親がけんかをしても，マイペースでいられる。 .07 .64 .40






7 私は悲しくなる。 .86 -.05 .69
8 私は泣きたい気分になる。 .82 -.01 .67
9 私は心に不安感がある。 .79 -.04 .59
10 私は気分が落ち込む。 .64 .09 .48
2 私はイライラする。 .63 .07 .44
6 私は悔しい思いがする。 .58 .06 .38
3 私は不機嫌で，怒りっぽくなる。 .00 .81 .65






9 私はテレビを見たり，音楽を聞いたり，ゲームをしたり，自分の注意をそらす。 .74 .12 .50
10 私は手を出さなくて，両親のけんかを無視する。 .74 -.06 .58
11 私はいつもと変わらなく自分のことをやる。 .67 -.03 .47
8 私は自分の部屋へ逃げたり，外へ出たり，他のところに行く。 .64 .12 .37
5 私は何とか両親の注意をそらす。 -.13 .63 .47
4 私はその場に割り込んで自分に興味を持ってもらおうとする。 .09 .56 .28
6 私は両親の前で悲しさを示す。 .15 .51 .23
3 私は｢もう止めて｣と両親に言う。 .12 .50 .22
2 私は父親あるいは母親を説得して，何とか止めようとする。 -.25 .49 .39















認 知 反 応 尺 度 ・ 親 側 の 要 因 に お い て ， 日 本 と 中 国 で は 同 じ
2 つ の 側 面 が 示 さ れ た 。 ｢親 に 関 す る 恐 れ ｣因 子 に 関 し て ， 両
国 に お け る 共 通 の 項 目 は 4 つ あ り ，｢私 は ，両 親 に 何 か 悪 い こ
と が 起 こ る の で は と 心 配 に な る ｣な ど ，両 親 へ の 心 配 を 表 す 項
目 で あ っ た 。 ｢親 の 葛 藤 解 決 ｣因 子 に 関 し て ， 両 国 に お け る 共
通 の 項 目 は 4 つ あ り ，｢両 親 は け ん か を し て も ，す ぐ 仲 直 り を
す る ｣な ど ，両 親 間 の 葛 藤 が 解 決 で き る と い う 認 知 を 表 す 項 目
で あ っ た 。  
 認 知 反 応 尺 度 ・ 子 側 の 要 因 に お い て ， 日 本 と 中 国 で は 同 じ
2 つ の 側 面 が 示 さ れ た 。 ｢自 分 に 関 す る 恐 れ ｣因 子 に 関 し て ，
両 国 で は 同 じ 項 目 が 抽 出 さ れ ，｢私 は ，両 親 が 私 に 八 つ 当 た り
し て く る の で は と 心 配 に な る ｣な ど ，自 分 へ の 心 配 を 表 す 項 目
で あ っ た 。 ｢自 分 へ の 対 処 効 力 感 ｣因 子 に 関 し て ， 両 国 に お け
る 共 通 の 項 目 は 3 つ あ り ，｢私 は ，両 親 が け ん か を し て も ，何
と か 落 ち 着 い て い ら れ る ｣な ど ，自 分 が 普 段 の よ う に い ら れ る
と い う 認 知 を 表 す 項 目 で あ っ た 。  
 情 動 反 応 尺 度 に お い て ， 日 本 と 中 国 で は 同 じ 2 つ の 側 面 が
示 さ れ た 。 ｢不 機 嫌 ・ 怒 り ｣因 子 に 関 し て ， 両 国 に お け る 共 通
の 項 目 は 2 つ だ け で あ り ， ｢私 は 不 機 嫌 で ， 怒 り っ ぽ く な る ｣
な ど ， 不 機 嫌 ・ 怒 り を 表 す 項 目 で あ っ た 。 ｢抑 う つ ・ 不 安 ｣因
子 に 関 し て ，両 国 に お け る 共 通 の 項 目 は 5 つ あ り ，｢私 は 泣 き
た い 気 分 に な る ｣な ど ， 抑 う つ ・ 不 安 を 表 す 項 目 で あ っ た 。  
 行 動 反 応 尺 度 に お い て ， 日 本 と 中 国 で は 同 じ 2 つ の 側 面 が
示 さ れ た 。 ｢介 入 的 行 動 ｣因 子 に 関 し て ， 両 国 に お け る 共 通 の
項 目 は 6 つ あ り ，｢私 は 父 親 あ る い は 母 親 を 説 得 し て ，何 と か
止 め よ う と す る ｣な ど ，葛 藤 に 介 入 す る 行 動 を 表 す 項 目 で あ っ
た 。 ｢回 避 的 行 動 ｣因 子 に 関 し て ， 両 国 に お け る 共 通 の 項 目 は
4 つ あ り ， ｢私 は 自 分 の 部 屋 へ 逃 げ た り ，外 へ 出 た り ， 他 の と




第 3 項  全 デ ー タ の 探 索 的 因 子 分 析  
日 本 と 中 国 の デ ー タ を 合 わ せ ， 全 デ ー タ に お け る 探 索 的 因
子 分 析 を 行 っ た 。 は じ め に ， 夫 婦 間 顕 在 的 葛 藤 に 対 す る 青 年
期 の 子 ど も の 認 知 反 応 尺 度 2 4 項 目 ， 情 動 反 応 尺 度 1 0 項 目 ，
行 動 反 応 尺 度 11 項 目 合 計 4 5 項 目 の 平 均 値 と 標 準 偏 差 を 算 出
し ， 天 井 ・ フ ロ ア 効 果 に つ い て 検 討 を 行 っ た 。 検 討 の 結 果 ，
得 点 分 布 に お い て 歪 み の 著 し い 質 問 項 目 が 見 ら れ な か っ た た
め ，認 知 反 応 尺 度・親 側 の 要 因 ，認 知 反 応 尺 度・子 側 の 要 因 ，
情 動 反 応 尺 度 ， 行 動 反 応 尺 度 そ れ ぞ れ に 主 因 子 法 ， プ ロ マ ッ
ク ス 回 転 に よ る 因 子 分 析 を 行 っ た 。 因 子 及 び 項 目 を 確 定 す る
に あ た り ， 各 因 子 に 負 荷 す る 項 目 を 検 討 し ， 不 適 切 な 項 目 を
削 除 す る こ と に し た 。 削 除 の 基 準 は ， 各 因 子 に 負 荷 す る 項 目
の う ち ， 負 荷 量 が 小 さ い 項 目 （ . 3 4 以 下 ）， 2 つ 以 上 の 因 子 に
高 い 負 荷 を 示 す 項 目 ， 及 び 解 釈 不 明 確 な 項 目 と し た 。  
そ の 結 果 ， 表 3 - 1 2 か ら 表 3 - 1 5 ま で に 示 す よ う に 認 知 反 応
尺 度・親 側 の 要 因 で 2 因 子（ 親 に 関 す る 恐 れ ，親 の 葛 藤 解 決 ），
認 知 反 応 尺 度 ・ 子 側 の 要 因 で 2 因 子 （ 自 分 に 関 す る 恐 れ ， 自
分 へ の 対 処 効 力 感 ）， 情 動 反 応 尺 度 で 2 因 子 （ 不 機 嫌 ・ 怒 り ，
抑 う つ・不 安 ），行 動 反 応 尺 度 で 2 因 子（ 介 入 的 行 動 ，回 避 的
行 動 ） が 抽 出 さ れ た 。 各 因 子 の 内 的 整 合 性 は ， α = . 6 0 ～ . 8 9
で あ っ た 。  
 各 尺 度 に お い て ， 国 別 の 探 索 的 因 子 分 析 と 同 じ 因 子 構 造 が
得 ら れ た が ，項 目 構 成 の 相 違 が 見 ら れ た 。そ の 結 果 を も と に ，
各 因 子 の 内 容 と 項 目 数 を 考 慮 し た 上 で ， 日 本 ・ 中 国 に 共 通 す
る 3 5 項 目 と 日 本 ・ 全 デ ー タ に 共 通 す る 2 項 目 を 抽 出 し ， 3 7
項 目 で 尺 度 を 構 成 し た 。  
 具 体 的 に は ，認 知 反 応 尺 度・親 側 の 要 因 に お い て ，｢親 に 関
す る 恐 れ ｣因 子 は ｢私 は ， 両 親 に 何 か 悪 い こ と が 起 こ る の で は
と 心 配 に な る ｣， ｢私 は ， こ れ か ら 両 親 が ど う な っ て し ま う の
か と 心 配 に な る ｣，「 私 は 両 親 に 対 し て ど う し て い い か わ か ら
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な く な る 」，「 私 は ， 両 親 の ど ち ら か が 傷 つ い て し ま う の で は
と 心 配 に な る 」の 4 項 目 で ，｢親 の 葛 藤 解 決 ｣因 子 は ｢両 親 は け
ん か を し て も ， す ぐ 仲 直 り を す る ｣， ｢両 親 は ， け ん か が 終 わ
っ た 後 は ， 互 い に 友 好 的 に な る ｣，「 両 親 は け ん か を し て も ，
解 決 策 を 思 い つ く 」，「 私 は こ の 状 況 を 改 善 す る 手 立 て を 持 っ
て い る 」 の 4 項 目 か ら な る 。  
認 知 反 応 尺 度 ・ 子 側 の 要 因 に お い て ， ｢自 分 に 関 す る 恐 れ ｣
因 子 は ｢私 は ，自 分 に 何 か 悪 い こ と が 起 こ る の で は と 心 配 に な
る ｣， ｢私 は ， 両 親 が 私 に 八 つ 当 た り し て く る の で は と 心 配 に
な る ｣，「 た と え 両 親 が 言 わ な く て も ， 両 親 が け ん か し て い る
と 私 が 責 め ら れ て い る よ う な 気 が す る 」，「 私 は ， 自 分 が こ れ
ま で の よ う に 暮 ら せ な い の で は と 心 配 に な る 」，「 私 は ， こ れ
か ら 自 分 が ど う な っ て し ま う の か と 心 配 に な る 」，「 私 は 気 を
紛 ら わ す た め に ど う し て い い か わ か ら な く な る 」，「 両 親 の け
ん か は 私 の 落 ち 度 に よ る も の だ 」の 7 項 目 で ，｢自 分 へ の 対 処
効 力 感 ｣因 子 は ｢私 は ， 両 親 が け ん か を し て も ， マ イ ペ ー ス で
い ら れ る ｣， ｢私 は ， 両 親 が け ん か を し て も ， 何 と か 落 ち 着 い
て い ら れ る ｣，「両 親 が け ん か を す る の は ，私 の せ い で は な い 」
の 3 項 目 か ら な る 。  
情 動 反 応 尺 度 に お い て ， ｢抑 う つ ・ 不 安 ｣因 子 は 「 私 は 悔 し
い 思 い が す る 」， ｢私 は 悲 し く な る ｣， ｢私 は 泣 き た い 気 分 に な
る ｣，「 私 は 心 に 不 安 感 が あ る 」，「 私 は 気 分 が 落 ち 込 む 」 の 5
項 目 で ，｢不 機 嫌・怒 り ｣因 子 は ｢私 は 不 機 嫌 で ，怒 り っ ぽ く な
る ｣， ｢私 は 怒 り を 感 じ る ｣，「 私 は イ ラ イ ラ す る 」，「 私 は 不 愉
快 な 気 分 に な る 」 の 4 項 目 か ら な る 。  
行 動 反 応 尺 度 に お い て ，｢介 入 的 行 動 ｣因 子 は ｢私 は 何 と か 両
親 の 注 意 を そ ら す ｣，「 私 は そ の 場 に 割 り 込 ん で 自 分 に 興 味 を
持 っ て も ら お う と す る 」，「私 は 父 親 あ る い は 母 親 を 説 得 し て ，
何 と か 止 め よ う と す る 」，「私 は『 も う 止 め て 』と 両 親 に 言 う 」，
「 私 は 両 親 の 前 で 悲 し さ を 示 す 」，「 私 は 誰 か （ き ょ う だ い ，
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祖 父 母 な ど ） と 話 し 合 っ た り ， 助 け を 求 め た り す る 」 の 6 項
目 で ，｢回 避 的 行 動 ｣因 子 は ｢私 は 手 を 出 さ な く て ，両 親 の け ん
か を 無 視 す る ｣， ｢私 は 自 分 の 部 屋 へ 逃 げ た り ， 外 へ 出 た り ，
他 の と こ ろ に 行 く ｣，「私 は テ レ ビ を 見 た り ，音 楽 を 聞 い た り ，
ゲ ー ム を し た り ， 自 分 の 注 意 を そ ら す 」，「 私 は い つ も と 変 わ







20 私は，両親に何か悪いことが起こるのではと心配になる。 .80 .04 .63
14 私は，これから両親がどうなってしまうのかと心配になる。 .74 .07 .54
8 私は，両親が離婚してしまうのではと心配になる。 .58 -.17 .39
2 私は，両親のどちらかが傷ついてしまうのではと心配になる。 .54 .09 .29
21 私は両親に対してどうしていいかわからなくなる。 .53 -.08 .30
19 両親はけんかをしても，解決策を思いつく。 .04 .66 .43
7 両親は，けんかが終わった後は，互いに友好的になる。 -.01 .63 .40
15 私はこの状況を改善する手立てを持っている。 .15 .54 .29
1 両親はけんかをしても，すぐ仲直りをする。 -.09 .47 .23






11 私は，自分に何か悪いことが起こるのではと心配になる。 .71 .00 .50
16 例え両親が言わなくても，両親がけんかしていると私が責められているような気がする。 .63 .09 .37
12 私は気を紛らわすためにどうしていいかわからなくなる。 .60 -.11 .41
5 私は，これから自分がどうなってしまうのかと心配になる。 .59 -.10 .39
23 私は，自分がこれまでのように暮らせないのではと心配になる。 .58 -.09 .38
17 私は，両親が私に八つ当たりしてくるのではと心配になる。 .54 .16 .27
4両親のけんかは私の落ち度によるものだ。 .44 .00 .19
24 私は，両親がけんかをしても，何とか落ち着いていられる。 .03 .82 .67
18 私は，両親がけんかをしても，マイペースでいられる。 .05 .57 .31
























7 私は悲しくなる。 .89 -.05 .75
8 私は泣きたい気分になる。 .89 -.06 .73
9 私は心に不安感がある。 .77 .04 .63
10 私は気分が落ち込む。 .67 .09 .53
6 私は悔しい思いがする。 .64 .05 .45
1 私は怒りを感じる。 -.11 .81 .57
3 私は不機嫌で，怒りっぽくなる。 -.04 .79 .59
2 私はイライラする。 .18 .58 .49






5 私は何とか両親の注意をそらす。 .70 -.06 .53
3 私は｢もう止めて｣と両親に言う。 .65 .08 .38
2 私は父親あるいは母親を説得して，何とか止めようとする。 .64 -.21 .59
6 私は両親の前で悲しさを示す。 .63 .12 .34
4 私はその場に割り込んで自分に興味を持ってもらおうとする。 .61 .06 .33
7 私は誰か（兄弟，祖父母など）と話し合ったり，助けを求めたりする。 .59 .07 .31
9 私はテレビを見たり，音楽を聞いたり，ゲームをしたり，自分の注意をそらす。 .16 .82 .56
8 私は自分の部屋へ逃げたり，外へ出たり，他のところに行く。 .18 .73 .44
10 私は手を出さなくて，両親のけんかを無視する。 -.17 .70 .63












第 4 項  因 子 構 造 の 検 討  
作 成 し た 夫 婦 間 顕 在 的 葛 藤 に 対 す る 青 年 期 の 子 ど も の 認
知 ・ 情 動 ・ 行 動 反 応 尺 度 の 日 本 と 中 国 の サ ン プ ル に お け る 因
子 不 変 性 を 検 証 す る た め に 確 認 的 因 子 分 析 を 行 っ た 。 最 初 に
個 別 分 析 を 行 い ， 分 析 の 際 ， モ デ ル の 識 別 の た め に 誤 差 変 数
か ら 各 観 測 変 数 へ の 係 数 を す べ て 1 に 固 定 し た 。 ま た ， 各 潜
在 変 数 か ら 観 測 変 数 へ の 係 数 に お い て ， 1 つ の 観 測 変 数 の パ
ラ メ ー タ は 1 に 固 定 し た 。 確 認 的 因 子 分 析 の 結 果 は 図 3 - 1 か
ら 図 3 - 8 に 示 す 。  
認 知 反 応 尺 度 ・ 親 側 の 要 因 に 関 し て ， 日 本 で は ， χ 2（ 1 9）
= 1 0 1 . 4 1， p = . 0 0 0， G F I = . 9 4， A G F I = . 8 8， R M S E A = . 1 0， 中 国
で は ， χ 2 （ 1 9 ） = 1 2 3 . 8 0 ， p = . 0 0 0 ， G F I = . 9 7 ， A G F I = . 9 4 ，
R M S E A = . 0 8 と な っ た 。 認 知 反 応 尺 度 ・ 子 側 の 要 因 に 関 し て ，
日 本 で は ，χ 2（ 3 4）= 1 8 1 . 2 1，p = . 0 0 0，G F I = . 9 1，A G F I = . 8 5，
R M S E A = . 1 0，中 国 で は ，χ 2（ 3 4）= 1 8 8 . 3 4，p = . 0 0 0，G F I = . 9 6，
A G F I = . 9 3， R M S E A = . 0 7 と な っ た 。 情 動 反 応 尺 度 に 関 し て ，
日 本 で は ，χ 2（ 2 6）= 1 2 4 . 3 9，p = . 0 0 0，G F I = . 9 3，A G F I = . 8 8，
R M S E A = . 1 0，中 国 で は ，χ 2（ 2 6）= 2 2 8 . 8 9，p = . 0 0 0，G F I = . 9 4，
A G F I = . 9 0， R M S E A = . 0 9 と な っ た 。 行 動 反 応 尺 度 に 関 し て ，
日 本 で は ，χ 2（ 3 4）= 2 0 1 . 0 8，p = . 0 0 0，G F I = . 9 0，A G F I = . 8 4，
R M S E A = . 11，中 国 で は ，χ 2（ 3 4）= 3 0 0 . 9 3，p = . 0 0 0，G F I = . 9 3，
A G F I = . 8 9， R M S E A = . 0 9 と な っ た 。 こ れ ら の 結 果 か ら ， デ ー
タ と モ デ ル の 適 合 は ， い ず れ の 尺 度 に お い て も 悪 く な い と 判
断 し た 。 相 対 的 に 日 本 に お い て モ デ ル の 適 合 が よ く な い が ，
許 容 範 囲 の 数 値 で あ っ た た め ， 因 子 不 変 性 の 検 討 に 進 む こ と








図 3 - 1  日 本 に お け る 認 知 反 応 尺 度 ・ 親 側 の 要 因 の 確 認 的 因 子 分 析
結 果（ N＝ 4 0 2，χ 2（ 1 9）= 1 0 1 . 4 1，p = . 0 0 0，G F I = . 9 4，A G F I = . 8 8，R M S E A = . 1 0）  
 
 
図 3 - 2  中 国 に お け る 認 知 反 応 尺 度 ・ 親 側 の 要 因 の 確 認 的 因 子 分 析









図 3 - 3  日 本 に お け る 認 知 反 応 尺 度 ・ 子 側 の 要 因 の 確 認 的 因 子 分 析
結 果（ N＝ 4 0 2，χ 2（ 3 4）= 1 8 1 . 2 1，p = . 0 0 0，G F I = . 9 1，A G F I = . 8 5，R M S E A = . 1 0）  
 
 
図 3 - 4  中 国 に お け る 認 知 反 応 尺 度 ・ 子 側 の 要 因 の 確 認 的 因 子 分 析







図 3 - 5  日 本 に お け る 情 動 反 応 尺 度 の 確 認 的 因 子 分 析 結 果（ N＝ 4 0 2，
χ 2 （ 2 6） = 1 2 4 . 3 9， p = . 0 0 0， G F I = . 9 3， A G F I = . 8 8， R M S E A = . 1 0）  
 
 
図 3 - 6  中 国 に お け る 情 動 反 応 尺 度 の 確 認 的 因 子 分 析 結 果（ N＝ 9 0 8，





図 3 - 7  日 本 に お け る 行 動 反 応 尺 度 の 確 認 的 因 子 分 析 結 果（ N＝ 4 0 2，
χ 2 （ 3 4） = 2 0 1 . 0 8， p = . 0 0 0， G F I = . 9 0， A G F I = . 8 4， R M S E A = . 1 1）   
 
 
図 3 - 8  中 国 に お け る 行 動 反 応 尺 度 の 確 認 的 因 子 分 析 結 果（ N＝ 9 0 8，






次 に ， 因 子 不 変 性 を 検 討 す る た め ， 多 母 集 団 同 時 分 析 に よ
る 確 認 的 因 子 分 析 を 行 っ た 。 そ の 際 ， ま ず は 下 記 に 示 す 3 つ
の モ デ ル の う ち の ど の レ ベ ル に お い て 比 較 可 能 か を 検 討 す る 。
モ デ ル 0：2 つ の モ デ ル は 共 通 な パ ス 図 で 表 す こ と が で き る が ，
す べ て の パ ラ メ ー タ が 日 本 と 中 国 で 異 な る 。 モ デ ル 1： 潜 在
変 数 （ 構 成 概 念 ） か ら 観 測 変 数 へ の 係 数 が 日 本 ・ 中 国 で 等 値
で あ る 。 モ デ ル 2： モ デ ル 1 の 条 件 に 加 え て ， 潜 在 変 数 間 の
パ ス 係 数 が 等 値 で あ る 。 モ デ ル 0 は 制 約 が な い モ デ ル で ， 推
定 す べ き す べ て の 値 が 日 本 と 中 国 で 異 な る こ と を 仮 定 す る モ
デ ル で あ る 。 モ デ ル 1 は 構 成 概 念 を 測 定 す る 潜 在 変 数 か ら の
観 測 変 数 に 対 す る 影 響 指 標 が ， 日 本 と 中 国 で 同 一 で あ る こ と
を 表 す モ デ ル で あ る 。 こ の モ デ ル が 採 択 さ れ た 場 合 に は ， 各
母 集 団 で 同 一 の 構 成 概 念 を 測 定 し て い る こ と が 確 認 さ れ る 。
モ デ ル 2 は ， モ デ ル 1 の 制 約 に 加 え ， 構 成 概 念 間 の 関 連 構 造
も 日 本 と 中 国 で 等 し い こ と を 仮 定 す る モ デ ル で あ る 。  
認 知 反 応 尺 度 ・ 親 側 の 要 因 ， 認 知 反 応 尺 度 ・ 子 側 の 要 因 ，
情 動 反 応 尺 度 ， 行 動 反 応 尺 度 に 対 す る 主 な 適 合 度 指 標 と 情 報
量 基 準 を 表 3 - 1 6 か ら 表 3 - 1 9 に 示 す 。 認 知 反 応 尺 度 ・ 親 側 の
要 因 ， 認 知 反 応 尺 度 ・ 子 側 の 要 因 に お い て ， 適 合 度 指 標 と 情
報 量 基 準 に つ い て ， モ デ ル 1 は 最 も 良 好 な 値 を 示 し た 。 情 動
反 応 尺 度 に お い て ， 適 合 度 指 標 に つ い て ， モ デ ル 1 は 最 も 良
好 な 値 を 示 し た 。 情 報 量 基 準 の A I C と B B C に つ い て ， モ デ
ル 0 が 最 も 小 さ い 値 を 示 し た 。 行 動 反 応 尺 度 に お い て ， 適 合
度 指 標 に つ い て ， モ デ ル 2 は 最 も 良 好 な 値 を 示 し た 。 情 報 量
基 準 の A I C と B B C に つ い て ， モ デ ル 0 が 最 も 小 さ い 値 を 示
し た 。  
上 記 の 因 子 分 析 を 行 っ た 上 で ， 各 因 子 の 内 的 整 合 性 を 見 る
た め に 信 頼 性 係 数 を 求 め た 。 各 因 子 の 内 的 整 合 性 は ， α = . 6 0
～ . 8 9 で あ っ た（ 表 3 - 2 0）。認 知 反 応 尺 度 ・ 子 側 の 要 因 の「 自
分 へ の 対 処 効 力 感（ α = . 6 0）」が や や 低 か っ た が ，そ の 他 は . 6 5
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モデル GFI AGFI RMSEA AIC BBC
モデル0 .96 .92 .06 293.25 294.39
モデル1 .96 .93 .06 292.17 293.11
モデル2 .95 .93 .06 293.72 294.62
モデル GFI AGFI RMSEA AIC BBC
モデル0 .94 .91 .06 453.64 455.37
モデル1 .94 .92 .05 448.06 449.45
モデル2 .94 .91 .06 470.17 471.53
モデル GFI AGFI RMSEA AIC BBC
モデル0 .94 .90 .07 429.31 430.72
モデル1 .94 .90 .06 432.95 434.10
モデル2 .90 .90 .06 435.68 436.80
モデル GFI AGFI RMSEA AIC BBC
モデル0 .92 .88 .07 586.08 587.80
モデル1 .92 .88 .07 592.59 593.99









第 5 項  日 本 と 中 国 の 得 点 の 比 較  
日 本 及 び 中 国 の 高 校 生 の 夫 婦 間 顕 在 的 葛 藤 に 対 す る 反 応 の
差 を 検 討 す る た め ， 各 因 子 に つ い て 平 均 値 を 算 出 し ， ｔ 検 定
を 行 っ た （ 表 3 - 2 1）。  
そ の 結 果 ， い ず れ の 因 子 に お い て も 日 本 と 中 国 の 間 に 有 意
差 が 見 ら れ た 。認 知 反 応 尺 度・親 側 の 要 因 に つ い て は ，「親 の
葛 藤 解 決 」 及 び 「 親 に 関 す る 恐 れ 」 に お い て ， 日 本 の 高 校 生
の 得 点 よ り 中 国 の 高 校 生 の 得 点 が 有 意 に 高 か っ た （ 親 の 葛 藤
解 決：t（ 7 1 6 . 1 4）= 1 3 . 0 4，p＜ . 0 0 1；親 に 関 す る 恐 れ： t（ 1 3 0 8）
= 6 . 5 2， p＜ . 0 0 1）。   
認 知 反 応 尺 度・子 側 の 要 因 に つ い て は ，「自 分 に 関 す る 恐 れ 」
に お い て ， 日 本 の 高 校 生 の 得 点 よ り 中 国 の 高 校 生 の 得 点 が 有
意 に 高 か っ た（ t（ 6 7 0 . 2 0） = 4 . 0 0， p＜ . 0 0 1）。一 方 ，「 自 分 へ
の 対 処 効 力 感 」 に お い て ， 日 本 の 高 校 生 は 中 国 の 高 校 生 よ り
得 点 が 有 意 に 高 か っ た （ t（ 6 3 6 . 7 1） = - 6 . 3 7， p＜ . 0 0 1）。  
情 動 反 応 尺 度 に つ い て は ，「 不 機 嫌 ・ 怒 り 」及 び「 抑 う つ ・
不 安 」 に お い て ， 日 本 の 高 校 生 の 得 点 よ り 中 国 の 高 校 生 の 得
点 が 有 意 に 高 か っ た （ 不 機 嫌 ・ 怒 り ： t （ 5 9 8 . 8 2 ） = 4 . 4 4， p

















行 動 反 応 尺 度 に つ い て は ，「介 入 的 行 動 」に お い て ，日 本 の
高 校 生 の 得 点 よ り 中 国 の 高 校 生 の 得 点 が 有 意 に 高 か っ た （ t
（ 7 1 6 . 8 4）= 2 0 . 4 5，p＜ . 0 0 1）。一 方 ，「回 避 的 行 動 」に お い て ，
日 本 の 高 校 生 は 中 国 の 高 校 生 よ り 得 点 が 有 意 に 高 か っ た （ t




第 4 節  考 察  
 本 章 で は ， 夫 婦 間 顕 在 的 葛 藤 に 対 す る 青 年 期 の 子 ど も の 認
知 ・ 情 動 ・ 行 動 反 応 尺 度 を 作 成 し ， 尺 度 の 因 子 不 変 性 を 検 証
し た 上 で ， 日 本 と 中 国 の 各 因 子 の 得 点 を 比 較 し た と こ ろ ， 日
本 の 高 校 生 と 中 国 の 高 校 生 の 得 点 の 間 に 有 意 差 が 示 さ れ た 。  
 
第 1 項  夫 婦 間 顕 在 的 葛 藤 に 対 す る 青 年 期 の 子 ど も の 認 知 ・
情 動 ・ 行 動 反 応 尺 度 の 因 子 構 造  
 国 別 と 全 デ ー タ の 探 索 的 因 子 分 析 の 結 果 に 基 づ き ， 各 因 子
の 内 容 と 項 目 数 を 考 慮 し た 上 で ，日 本・中 国 に 共 通 す る 3 5 項
目 と 日 本・全 デ ー タ に 共 通 す る 2 項 目 を 抽 出 し ， 3 7 項 目 で 尺
度 を 構 成 し た 。具 体 的 に は ，認 知 反 応 尺 度 の 1 8 項 目 ，情 動 反
応 尺 度 の 9 項 目 ， 行 動 反 応 尺 度 の 1 0 項 目 か ら な る 。  
M SD M SD t
親の葛藤解決 2.36 .62 2.83 .57 13.04***
親に関する恐れ 2.08 .76 2.44 .73 6.52***
自分に関する恐れ 1.87 .65 2.02 .55 4.00***
自分への対処効力感 2.71 .76 2.44 .61 -6.37***
不機嫌・怒り 2.34 .90 2.56 .66 4.44***
抑うつ・不安 1.96 .84 2.47 .76 10.52***
介入的行動 1.69 .62 2.43 .58 20.45***
回避的行動 2.79 .80 1.98 .69 -17.48***
表3-21　日本と中国の各因子の得点のt検定の結果(N =1310)
日本 中国







 日 中 両 国 に お け る 夫 婦 間 顕 在 的 葛 藤 に 対 す る 青 年 期 の 子 ど
も の 認 知 ・ 情 動 ・ 行 動 反 応 尺 度 の 因 子 構 造 を 検 討 す る た め ，
ま ず そ れ ぞ れ の サ ン プ ル に お け る 確 認 的 因 子 分 析 を 行 っ た 。
そ の 結 果 ， 日 本 と 中 国 に お い て 想 定 し た モ デ ル が 当 て は ま っ
て い る こ と を 確 認 で き た 。 そ の 後 ， 多 母 集 団 同 時 分 析 の 手 法
を 用 い て ， 配 置 不 変 モ デ ル （ モ デ ル 0）， 測 定 不 変 モ デ ル （ モ
デ ル 1）と 強 因 子 不 変 モ デ ル（ モ デ ル 2）の 3 つ を 比 較・検 討
し た 。そ の 結 果 ，認 知 反 応 尺 度・親 側 の 要 因 ，認 知 反 応 尺 度 ・
子 側 の 要 因 に お い て ， モ デ ル 1 の 適 合 が 最 も 良 い と 示 さ れ ，
構 成 概 念 の 測 定 不 変 性 が 確 認 さ れ た 。 情 動 反 応 尺 度 ， 行 動 反
応 尺 度 に つ い て ， モ デ ル 1 と モ デ ル 2 に お い て も ， 配 置 不 変
モ デ ル ほ ど で は な い も の の ， 良 好 な 適 合 度 が 見 出 さ れ ， 日 本
と 中 国 に お け る 因 子 不 変 性 が 確 保 で き た と 言 え る 。 さ ら に ，
内 的 整 合 性 に つ い て ，自 分 へ の 対 処 効 力 感 の α 係 数 は . 6 0 で や
や 低 か っ た が ， 項 目 数 が 3 つ と 少 な か っ た た め ， こ れ か ら 尺
度 の 精 緻 化 に お い て 考 慮 す べ き だ と 考 え ら れ る 。  
こ れ ら の 結 果 を 踏 ま え る と ， 夫 婦 間 顕 在 的 葛 藤 に 対 す る 青
年 期 の 子 ど も 認 知 ・ 情 動 ・ 行 動 反 応 尺 度 に 関 し て ， 日 本 と 中
国 の 2 つ の 母 集 団 は 同 一 の 因 子 構 造 を 有 す る 可 能 性 が 高 い と
考 え ら れ る 。  
 
第 2 項  夫 婦 間 顕 在 的 葛 藤 に 対 す る 青 年 期 の 子 ど も の 反 応 の
日 中 比 較  
因 子 構 造 を 確 認 し た 上 で 両 国 の 高 校 生 の 得 点 を 比 較 し た 結
果 ，日 本 の 高 校 生 の 方 が 中 国 の 高 校 生 よ り ，｢自 分 へ の 対 処 効
力 感 ｣認 知 が 強 く ，回 避 的 行 動 を 取 る 傾 向 が 強 い こ と が 示 さ れ
た 。他 方 ，日 本 の 高 校 生 よ り 中 国 の 高 校 生 の 方 が ，｢親 の 葛 藤
解 決 ｣や「 親 に 関 す る 恐 れ 」，「 自 分 に 関 す る 恐 れ 」認 知 が 強 く ，
｢抑 う つ ・ 不 安 ｣や ｢不 機 嫌 ・ 怒 り ｣情 動 が 強 く ， 介 入 的 行 動 を
取 る 傾 向 が 強 い こ と が 示 さ れ た 。 つ ま り ， 夫 婦 間 顕 在 的 葛 藤
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に さ ら さ れ た 時 ， 日 本 の 高 校 生 は 中 国 の 高 校 生 よ り ， 自 分 が
落 ち 着 い て い ら れ る と い う 認 知 が 強 く ， 葛 藤 場 面 を 回 避 す る
傾 向 が 強 か っ た 。 一 方 ， 中 国 の 高 校 生 は ， た と え 両 親 間 の 葛
藤 が 最 終 的 に 解 決 す る と 判 断 し て も ， 親 と 自 分 の こ と を 心 配
し ， 情 緒 的 反 応 が 強 く ， 葛 藤 場 面 に 介 入 す る 傾 向 が 強 い こ と
が 示 さ れ た 。  
本 研 究 の 結 果 に つ い て ， 心 理 的 ス ト レ ス モ デ ル に 基 づ い て
2 つ の 観 点 か ら 考 察 す る 。1 点 目 と し て ，ス ト レ ッ サ ー と し て
の 夫 婦 間 顕 在 的 葛 藤 と 子 ど も と の 関 連 性 か ら 述 べ て い き た い 。
結 果 よ り 中 国 の 子 ど も の 方 が 日 本 の 子 ど も よ り 夫 婦 間 顕 在 的
葛 藤 が 自 分 と 関 係 し ， そ れ を ス ト レ ッ サ ー と し て 認 識 す る 可
能 性 が 高 い と 考 え ら れ る 。 兪 ・ 張 ・ 浅 井 （ 2 0 1 2） の 夫 婦 間 葛
藤 解 決 方 略 に 関 す る 日 中 韓 比 較 研 究 に よ れ ば ， 日 本 に お い て
は ， 葛 藤 解 決 方 略 の 意 味 づ け と し て ， 夫 婦 関 係 の 維 持 を 目 的
と す る も の が 多 く 挙 げ ら れ て い る 。一 方 で ，中 国 に お い て は ，
夫 婦 関 係 の 維 持 だ け で は な く ， 子 ど も に 安 定 し た 家 族 環 境 を
与 え る こ と な ど 子 ど も の 成 長 の 維 持 を 目 的 と す る も の も 多 く
挙 げ ら れ て い る 。 兪 ら （ 2 0 1 2） の 研 究 に よ る と ， 日 本 で は 夫
婦 間 葛 藤 が 夫 婦 の 問 題 で 子 ど も は 比 較 的 関 与 し な い の に 対 し
て ， 中 国 で は 夫 婦 間 葛 藤 が 家 族 に 関 わ る 問 題 で あ り ， 子 ど も
も 関 与 す る も の と 親 側 （ 母 ） が 捉 え て い る 。 こ の 特 徴 は ， 子
ど も の 反 応 か ら 見 て も 類 似 し て お り ， 日 本 の 高 校 生 は 中 国 の
高 校 生 よ り ， 夫 婦 間 顕 在 的 葛 藤 を 夫 婦 間 シ ス テ ム の 問 題 と し
て 認 識 し ， 葛 藤 か ら 受 け た 影 響 が 弱 く ， 葛 藤 と 距 離 を 置 く こ
と が で き て い る と い う 可 能 性 を 推 測 で き る 。  
2 点 目 と し て ， 日 本 と 中 国 の 子 ど も は 同 程 度 に 夫 婦 間 顕 在
的 葛 藤 を ス ト レ ッ サ ー と し て 捉 え る が ， そ の 認 知 的 評 価 と 対
処 行 動 に は 日 中 の 文 化 に 基 づ く 特 徴 が 表 れ た と 考 え ら れ る 。
そ の 特 徴 に 関 す る 2 つ の 先 行 研 究 を 参 考 に 考 察 し て い く 。 李
（ 2 0 11） の 強 迫 的 信 念 と 強 迫 傾 向 の 相 互 関 連 に 関 す る 日 中 比
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較 研 究 に よ る と ， 中 国 人 大 学 生 は ， よ り 強 く 外 部 の 環 境 の 完
全 性 ・ 信 頼 性 を 求 め ， そ の 不 安 が 強 迫 傾 向 と し て 現 れ る 。 そ
れ に 対 し て ， 日 本 人 大 学 生 は 外 部 よ り も 個 人 内 の 調 和 性 を 強
く 求 め ， 自 分 で 自 分 を 追 い 込 み ， 自 我 違 和 感 を 強 く 感 じ る 時
や ， う ま く 処 理 が で き な い 場 合 ， 強 い 不 安 が 生 じ ， 強 迫 傾 向
が 現 れ る と い う プ ロ セ ス が 指 摘 さ れ て い る 。 本 研 究 の 結 果 か
ら 見 る と ， 夫 婦 間 顕 在 的 葛 藤 と い う ス ト レ ッ サ ー を 体 験 す る
時 ， 日 本 の 子 ど も は 自 分 の 個 人 内 に 目 を 向 け ， 自 分 へ の 対 処
効 力 感 を 重 視 し ， 葛 藤 場 面 か ら 離 れ る な ど の 行 動 を 行 い ， 個
人 内 の 調 和 性 を 保 つ 。 そ れ に 対 し て ， 中 国 の 子 ど も は 外 部 や
周 囲 に 目 を 向 け ， 親 と 自 分 の こ と を 心 配 し ， 家 族 環 境 の 安 定
性 を 取 り 戻 す た め に 葛 藤 場 面 に 介 入 す る と 推 測 さ れ る 。ま た ，
意 見 の 対 立 場 面 で の 問 題 解 決 方 略 に つ い て ， 羅 （ 2 0 0 8） は 中
国 と 日 本 の 大 学 生 を 対 象 に 比 較 し て い る 。 そ の 結 果 ， 中 国 で
は 男 女 と も に 直 接 的 主 張 を 多 く 用 い る が ， 日 本 で は 男 子 が 相
手 と の 関 係 を 重 視 す る た め に 自 分 の 要 求 や 感 情 を 抑 え る と い
う 関 係 重 視 抑 制 を 行 い ，女 子 が 間 接 的 主 張 を 多 く 用 い て い る 。
ゆ え に ， 夫 婦 間 顕 在 的 葛 藤 場 面 で の 対 処 行 動 に 関 し て も ， 中
国 の 子 ど も は 葛 藤 場 面 に 介 入 し ， 親 に 対 し て 要 求 や 感 情 を 直
接 的 に 主 張 す る 。 一 方 ， 日 本 の 子 ど も は 親 へ の 主 張 を 抑 え る
か ， 回 避 的 行 動 を 通 し て 間 接 的 主 張 を 行 う 可 能 性 が 高 い と 推
察 さ れ る 。  
以 上 の 内 容 を ま と め ， 日 本 と 中 国 の 高 校 生 が 夫 婦 間 顕 在 的
葛 藤 に さ ら さ れ た 時 の 反 応 を 心 理 的 ス ト レ ス モ デ ル に 沿 っ て
捉 え る と ， 日 本 の 子 ど も に 比 べ て 中 国 の 子 ど も の 方 が 夫 婦 間
顕 在 的 葛 藤 を ス ト レ ッ サ ー と し て よ り 敏 感 に 捉 え る こ と が 考
え ら れ る 。 あ る い は 両 国 に お い て 文 化 的 要 因 に 基 づ く 夫 婦 間
顕 在 的 葛 藤 に 対 す る 認 知 的 評 価 や 対 処 行 動 の 相 違 が あ る こ と




第 3 項  次 章 へ の 示 唆  
本 章 で は ， 夫 婦 間 顕 在 的 葛 藤 に 対 す る 青 年 期 の 子 ど も の 反
応 の 因 子 構 造 を 確 認 し ，日 本 と 中 国 の 異 な る 母 集 団 に お い て ，
構 成 概 念 の 測 定 不 変 性 が 支 持 さ れ る 結 果 と な っ た 。 ま た ， 本
研 究 で は 夫 婦 間 顕 在 的 葛 藤 に 対 す る 子 ど も の 反 応 を 認 知 反
応 ・ 情 動 反 応 ・ 行 動 反 応 で 捉 え ， そ れ ぞ れ の 因 子 の 得 点 を 日
中 比 較 し た 。 し か し ， 心 理 的 ス ト レ ス モ デ ル で は ， ス ト レ ッ
サ ー ， 認 知 的 評 価 ， 対 処 行 動 ， 適 応 な ど の 事 象 を 個 々 に 取 り
扱 う の で は な く ， 一 連 の プ ロ セ ス と し て 主 観 的 ， 相 対 的 に 捉
え る こ と の 重 要 性 を 指 摘 し て い る （ L a z a r u s  &  F o l k m a n ,  
1 9 8 4）。し た が っ て ，認 知・情 動・行 動 反 応 を 一 連 の プ ロ セ ス
と し て 相 互 的 に 検 討 す る 必 要 性 が 考 え ら れ る 。 次 章 で は ， 夫
婦 間 顕 在 的 葛 藤 に 対 す る 青 年 期 の 子 ど も の 認 知 ・ 情 動 反 応 と


























第 1 節  目 的  
夫 婦 間 顕 在 的 葛 藤 に 対 す る 子 ど も の 認 知 を 重 視 す る 認 知 状
況 的 枠 組 み （ G r y c h  &  F i n c h a m ,  1 9 9 0） で は ， 認 知 の 一 次 処
理 と 二 次 処 理 が 情 動 反 応 や 対 処 行 動 に 影 響 を 与 え る と 指 摘 さ
れ て い る 。 ま た ， 子 ど も の 情 動 と 行 動 を 重 視 す る 情 緒 安 定 性
仮 説（ D a v i s  &  C u m m i n g s ,  1 9 9 4）で は ，ネ ガ テ ィ ブ な 情 動 反
応 を 軽 減 す る た め に 行 動 反 応 が 行 わ れ ， 情 動 と 行 動 の 関 連 性
が 論 じ ら れ て い る 。 そ の た め ， 個 々 の 反 応 を 検 討 す る だ け で
な く ， 反 応 間 の 関 連 性 を 見 る 必 要 性 が あ る だ ろ う 。 夫 婦 間 顕
在 的 葛 藤 が 起 き た 後 ， ど う や っ て 子 ど も へ の ネ ガ テ ィ ブ な 影
響 を 低 減 す る か と い う 視 点 か ら ， 親 が 直 接 観 察 で き る の が 子
ど も の 行 動 反 応 で あ り ， 行 動 反 応 か ら 子 ど も の 考 え や 感 情 を
推 測 す る こ と で 子 ど も へ の フ ォ ロ ー が 可 能 で あ る と 思 わ れ る 。
ま た ， カ ウ ン セ リ ン グ の 場 面 に お い て ， 子 ど も が 認 知 や 情 動
に つ い て 表 出 す る の が 難 し い 時 ， 比 較 的 表 出 し や す い 行 動 反
応 か ら 認 知 や 情 動 を 推 測 し た り ， 確 認 し た り す る こ と で ア セ
ス メ ン ト を 行 う 場 合 も あ る だ ろ う 。 し た が っ て ， 行 動 反 応 の
背 景 に あ る 子 ど も の 認 知 ・ 情 動 反 応 を 把 握 す る の は 意 義 が あ
る と 言 え る 。 本 章 で は ， 夫 婦 間 顕 在 的 葛 藤 に 対 す る 青 年 期 の
子 ど も の 認 知 ・ 情 動 反 応 と 行 動 反 応 の 関 連 を 検 討 す る こ と を
目 的 と す る 。  
 
第 2 節  方 法  
 調 査 対 象 者 に つ い て は ， 第 3 章 （【 研 究 Ⅰ 】） と 同 じ デ ー タ
を 用 い た た め ， こ こ で は そ れ ら の 記 述 を 省 略 す る 。  
 
 質 問 紙 の 構 成  
  夫 婦 間 顕 在 的 葛 藤 に 対 す る 青 年 期 の 子 ど も の 反 応 に 関 す る
項 目 （ 第 3 章 （【 研 究 Ⅰ 】））：  
調 査 対 象 者 に 対 し て ， 夫 婦 間 顕 在 的 葛 藤 の 仮 想 場 面 を 想 起
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し て も ら い ， 今 そ の 場 面 が 自 分 自 身 の 家 族 で 実 際 に 起 こ っ て
い る と 想 像 し て く だ さ い ， と 教 示 し た 上 で ， 夫 婦 間 顕 在 的 葛
藤 に 対 す る 青 年 期 の 子 ど も の 反 応 に 関 す る 項 目 を 回 答 し て も
ら っ た 。  
  認 知 反 応 尺 度 ： 親 側 の 要 因 の 親 の 葛 藤 解 決 （ 4 項 目 ），親 に
関 す る 恐 れ （ 4 項 目 ） の 2 因 子 ， 子 側 の 要 因 の 自 分 に 関 す る
恐 れ （ 7 項 目 ）， 自 分 へ の 対 処 効 力 感 （ 3 項 目 ） の 2 因 子 ， 合
計 1 8 項 目 で あ る 。 こ れ ら の 質 問 項 目 に 対 し て ｢全 く 当 て は ま
ら な い ｣か ら ｢非 常 に 当 て は ま る ｣の 4 件 法 で 尋 ね た 。  
情 動 反 応 尺 度 ： 不 機 嫌 ・ 怒 り （ 4 項 目 ） と 抑 う つ ・ 不 安 （ 5
項 目 ） の 2 因 子 ， 合 計 9 項 目 で あ る 。 こ れ ら の 質 問 項 目 に 対
し て ｢全 く 当 て は ま ら な い ｣か ら ｢非 常 に 当 て は ま る ｣の 4 件 法
で 尋 ね た 。  
 行 動 反 応 尺 度：介 入 的 行 動（ 6 項 目 ）と 回 避 的 行 動（ 4 項 目 ）
の 2 因 子 ，合 計 1 0 項 目 で あ る 。こ れ ら の 質 問 項 目 に 対 し て「 全
く 当 て は ま ら な い ｣か ら ｢非 常 に 当 て は ま る ｣の 4 件 法 で 尋 ね
た 。   
 チ ェ ッ ク 項 目 ： チ ェ ッ ク 項 目 と し て ， 以 下 ① ～ ④ の 4 項 目
を 用 い た 。① 先 に 示 し た 場 面 を ど の ぐ ら い イ メ ー ジ で き た か ，
｢全 く で き な か っ た ｣か ら ｢非 常 に で き た ｣の 4 件 法 で 尋 ね た 。
② 先 に 示 し た 場 面 で ， 両 親 が け ん か し た の は 誰 の せ い だ と 思
う か ，｢お 父 さ ん の せ い ｣，｢お 母 さ ん の せ い ｣，｢自 分 の せ い ｣，
｢ど ち ら で も な い ｣で 尋 ね た 。 ③ 深 刻 さ に 関 す る チ ェ ッ ク 項
目：先 に 示 し た 場 面 で ど の ぐ ら い の 深 刻 さ を 感 じ た か ，｢全 く
深 刻 で は な い ｣か ら ｢非 常 に 深 刻 だ ｣の 4 件 法 で 尋 ね た 。④ 頻 度
に 関 す る チ ェ ッ ク 項 目 ： あ な た の 両 親 は 先 に 示 し た 場 面 と 似
て い る よ う な け ん か を す る か ， ｢全 く な い ｣か ら ｢常 に あ る ｣の
4 件 法 で 尋 ね た 。  
本 章 で は ， 想 定 し た 場 面 に 対 す る 反 応 と 実 際 の 夫 婦 間 顕 在
的 葛 藤 に お か れ て い る 時 の 反 応 は 同 様 で あ る と い う 場 面 想 定
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法 の 現 実 的 妥 当 性 を 考 慮 す る た め ， ま た 本 章 の 結 果 か ら 実 際
に 夫 婦 間 顕 在 的 葛 藤 で 悩 む 子 ど も へ の 援 助 に 提 言 す る た め ，
調 査 対 象 者 全 員 に 対 す る 分 析 と ， 設 定 し た 場 面 と 似 た よ う な
葛 藤 が 実 際 の 家 族 に 起 き て い る 対 象 者 の み の 分 析 を 行 う 。 後
者 に つ い て は ， あ な た の 両 親 は 先 に 示 し た 場 面 と 似 て い る よ
う な け ん か を す る か と い う チ ェ ッ ク 項 目 で ，「時 々 あ る 」や「 常
に あ る 」 を 選 択 し た 対 象 者 の こ と を 指 し ，「 葛 藤 あ り 群
（ N = 7 0 3）」 と 命 名 す る 。  
 
第 3 節  結 果  
第 1 項  調 査 対 象 者 全 員 に お け る 認 知 ・ 情 動 反 応 と 行 動 反 応
の 関 連  
認 知 ・ 情 動 反 応 と 行 動 反 応 の 関 連 を 検 討 す る た め に ， ま ず
調 査 対 象 者 全 員 に 対 し て ， 認 知 ・ 情 動 反 応 の 各 下 位 尺 度 得 点
を 説 明 変 数 ， 行 動 反 応 を 基 準 変 数 と し た 重 回 帰 分 析 （ ス テ ッ
プ ワ イ ズ 法 ） を 国 別 に 行 っ た （ 表 4 - 1， 表 4 - 2）。  
分 析 の 結 果 ，日 中 と も ，「親 の 葛 藤 解 決 」や「 抑 う つ・不 安 」
は「 介 入 的 行 動 」に 関 与 し て お り（ β ＝ . 3 0～ . 3 6， p＜ . 0 0 1），
「 自 分 へ の 対 処 効 力 感 」 や 「 親 の 葛 藤 解 決 」，「 自 分 に 関 す る
恐 れ 」 は 「 回 避 的 行 動 」 に 関 与 し て い る こ と が 示 さ れ た （ β
＝ - . 11～ . 4 0，p＜ . 0 5）。ま た ，中 国 の 高 校 生 に お け る 特 有 の 傾
向 と し て ，「 自 分 へ の 対 処 効 力 感 」は「 介 入 的 行 動 」に 関 与 し
て お り （ β ＝ - . 0 7， p＜ . 0 5），「 抑 う つ ・ 不 安 」 や 「 親 に 関 す
る 恐 れ 」は「 回 避 的 行 動 」と 関 わ っ て い る こ と が 示 さ れ た（ β
＝ - . 0 9～ - . 1 2， p＜ . 0 5）。 日 本 の 高 校 生 に お け る 特 有 の 傾 向 と
し て ，「 親 に 関 す る 恐 れ 」は「 介 入 的 行 動 」に 関 与 し て お り（ β
＝ . 1 5， p＜ . 0 1），「 不 機 嫌 ・ 怒 り 」 は 「 回 避 的 行 動 」 と 関 わ っ







第 2 項  葛 藤 あ り 群 に お け る 認 知 ・ 情 動 反 応 と 行 動 反 応 の 関
連  
次 に ， 葛 藤 あ り 群 に 対 し て ， 認 知 ・ 情 動 反 応 の 各 下 位 尺 度
得 点 を 説 明 変 数 ， 行 動 反 応 を 基 準 変 数 と し た 重 回 帰 分 析 （ ス
テ ッ プ ワ イ ズ 法 ） を 国 別 に 行 っ た （ 表 4 - 3， 表 4 - 4）。  
そ の 結 果 ， 日 中 と も ，「 抑 う つ ・ 不 安 」 や 「 親 の 葛 藤 解 決 」
は「 介 入 的 行 動 」に 関 与 し て お り（ β ＝ . 2 8～ . 4 2， p＜ . 0 0 1），
「 自 分 へ の 対 処 効 力 感 」 や 「 自 分 に 関 す る 恐 れ 」 は 「 回 避 的
行 動 」に 関 与 し て い る こ と が 示 さ れ た（ β ＝ . 2 2～ . 3 7，p＜ . 0 1）。
抑うつ・不安 　　抑うつ・不安
親の葛藤解決   　親の葛藤解決
自分への対処効力感  　 親に関する恐れ
調整済みＲ ２




































ま た ，中 国 の 高 校 生 に お け る 特 有 の 傾 向 と し て ，「自 分 に 関 す
る 恐 れ 」は「 介 入 的 行 動 」に 関 与 し て お り（ β ＝ - . 0 9，p＜ . 0 5），
「 抑 う つ・不 安 」や「 親 の 葛 藤 解 決 」，「 不 機 嫌・怒 り 」は「 回
避 的 行 動 」 と 関 わ っ て い る こ と が 示 さ れ た （ β ＝ - . 2 4～ . 1 0，




第 4 節  考 察  
 本 章 で は ， 第 3 章 （【 研 究 Ⅰ 】） で 作 成 さ れ た 夫 婦 間 顕 在 的





































用 い ， 認 知 ・ 情 動 反 応 と 行 動 反 応 の 関 連 を 検 討 し た 。  
 
第 1 項  認 知 ・ 情 動 反 応 と 行 動 反 応 の 関 連 に つ い て  
本 章 で は ， 認 知 ・ 情 動 反 応 と 行 動 反 応 の 関 連 を 検 討 す る た
め に ， 調 査 対 象 者 全 員 と 葛 藤 あ り 群 そ れ ぞ れ に 対 し て ， 認 知
反 応 と 情 動 反 応 の 各 下 位 尺 度 得 点 を 説 明 変 数 ， 行 動 反 応 を 基
準 変 数 と し た 重 回 帰 分 析 を 国 別 に 行 っ た 。  
 は じ め に ， 日 本 と 中 国 の 共 通 点 に つ い て 見 て い き た い 。 調
査 対 象 者 全 員 の 結 果 に つ い て ， 日 本 と 中 国 の 高 校 生 に 同 じ 傾
向 と し て ，「 抑 う つ ・ 不 安 」や「 親 の 葛 藤 解 決 」と「 介 入 的 行
動 」と の 正 の 相 関 が 示 さ れ た 。そ し て ，「 自 分 へ の 対 処 効 力 感 」
や 「 親 の 葛 藤 解 決 」，「 自 分 に 関 す る 恐 れ 」 は 「 回 避 的 行 動 」
に 関 与 し て い る こ と が 示 さ れ た 。 次 に ， 葛 藤 あ り 群 の 結 果 に
つ い て ，日 本 と 中 国 の サ ン プ ル に ，「抑 う つ ・ 不 安 」や「 親 の
葛 藤 解 決 」と「 介 入 的 行 動 」と の 正 の 相 関 が 示 さ れ ，「自 分 へ
の 対 処 効 力 感 」 や 「 自 分 に 関 す る 恐 れ 」 と 「 回 避 的 行 動 」 と
の 正 の 相 関 が 示 さ れ た 。 以 上 の 結 果 を ま と め る と ， 葛 藤 あ り
群 に 見 ら れ た 日 本 と 中 国 の 共 通 点 は 調 査 対 象 者 全 員 に も 示 さ
れ た 。 す な わ ち ， 夫 婦 間 顕 在 的 葛 藤 に お か れ た 時 ， 積 極 的 に
介 入 的 行 動 を 取 る ほ ど ， 両 親 間 の 葛 藤 が 解 決 で き る と い う 認
知 と 抑 う つ ・ 不 安 の 情 動 が よ り 強 か っ た 。 一 方 ， 積 極 的 に 回
避 的 行 動 を 取 る ほ ど ， 自 分 へ の 心 配 や 対 処 効 力 感 が よ り 強 い
こ と が 明 ら か に な っ た 。  
認 知 ・ 情 動 反 応 と 行 動 反 応 の 関 連 を 考 察 す る 際 ， 認 知 ・ 情
動 が あ っ て 行 動 反 応 が 生 じ る と い う 考 え 方 で は な く ， ど ち ら
が 先 で あ る か に 重 点 を 置 か ず ， 行 動 反 応 か ら ど う い う 認 知 ・
情 動 反 応 を 推 測 で き る か に 焦 点 を 当 て る 。  
ま ず ， 介 入 的 行 動 と 親 の 葛 藤 解 決 の 関 連 か ら ， 両 親 の 関 係
修 復 に 確 信 を 持 っ て い る 子 ど も に は ， 葛 藤 に 介 入 し や す い こ
と と ， 介 入 的 行 動 を 取 る こ と で 葛 藤 解 決 の 手 助 け に な り ， 両
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親 が 仲 直 り で き る と い う 認 識 を 持 っ て い る こ と の 2 つ の 可 能
性 が 推 察 で き る 。 ま た ， 介 入 的 行 動 と 抑 う つ ・ 不 安 の 関 連 に
つ い て ， 情 動 と 行 動 の ど ち ら が 先 で あ る か を 別 に し ， 両 親 間
の 葛 藤 に 介 入 す る 際 ，抑 う つ・不 安 感 情 が 伴 う こ と に 対 し て ，
親 ・ 援 助 者 が 注 意 を 払 う べ き で あ ろ う 。  
 次 に ， 回 避 的 行 動 と 自 分 に 関 す る 恐 れ の 関 連 に つ い て で あ
る 。 自 分 に 関 す る 恐 れ は 「 私 は ， 自 分 に 何 か 悪 い こ と が 起 こ
る の で は と 心 配 に な る 」，「 私 は ， 自 分 が こ れ ま で の よ う に 暮
ら せ な い の で は と 心 配 に な る 」 な ど の 項 目 で 構 成 さ れ ， 両 親
間 の 葛 藤 か ら ネ ガ テ ィ ブ な 影 響 を 受 け 脅 威 を 感 じ る こ と を 表
す も の で あ る 。 加 藤 （ 2 0 0 1） は 葛 藤 の 当 事 者 に 対 し て ， 脅 威
と い っ た 認 知 的 評 価 と コ ー ピ ン グ の 関 連 性 を 検 討 し て い る 。
こ れ に よ る と ， 対 人 ス ト レ ッ サ ー を 脅 威 で あ る と 認 知 す る ほ
ど ， 対 人 関 係 を 放 棄 ・ 崩 壊 す る よ う な ネ ガ テ ィ ブ 関 係 コ ー ピ
ン グ ， 及 び 時 間 が 解 決 す る の を 待 つ よ う な 解 決 先 送 り コ ー ピ
ン グ を 用 い る こ と が 示 さ れ て い る 。 第 三 者 の 子 ど も を 対 象 と
す る 本 研 究 は 加 藤 （ 2 0 0 1） の 当 事 者 に 対 す る 研 究 と 視 点 が 異
な る が ， 似 た よ う な 心 理 的 プ ロ セ ス が 存 在 す る と 思 わ れ る 。
つ ま り ， 第 三 者 の 子 ど も が 夫 婦 間 顕 在 的 葛 藤 に さ ら さ れ て 脅
威 を 感 じ た 時 ， 葛 藤 か ら 離 れ て 距 離 を 置 く よ う に 回 避 す る 。
ま た ， 回 避 的 行 動 と 自 分 へ の 対 処 効 力 感 の 関 連 に つ い て ， 自
分 へ の 対 処 効 力 感 に は 「 私 は ， 両 親 が け ん か を し て も ， 何 と
か 落 ち 着 い て い ら れ る 」，「 私 は ， 両 親 が け ん か を し て も ， マ
イ ペ ー ス で い ら れ る 」 な ど の 項 目 が 含 ま れ ， 自 分 を 落 ち 着 か
せ る 確 信 を 表 す も の で あ る 。 森 田 （ 2 0 0 8） は ， 一 般 的 に 精 神
的 に 負 の 影 響 を 与 え る と 考 え ら れ て い る 回 避 型 コ ー ピ ン グ に
着 目 し ， 回 避 型 コ ー ピ ン グ の 用 い ら れ か た に よ っ て は ， む し
ろ プ ラ ス の 影 響 を 示 す こ と を 報 告 し て い る 。村 山・及 川（ 2 0 0 5）
は ， 気 晴 ら し 等 の 回 避 的 方 略 は 問 題 解 決 に 直 結 し な い が ， 不
快 情 動 を 改 善 す る こ と で 後 の 問 題 解 決 を 効 果 的 に 行 う こ と が
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で き る と 指 摘 し て い る 。 本 研 究 で は ， 回 避 的 行 動 に よ っ て 自
分 を 落 ち 着 か せ る こ と が で き る と 子 ど も が 認 知 し て い る と 推
察 さ れ る 。  
 日 本 と 中 国 の 相 違 点 に つ い て ， 葛 藤 あ り 群 の 結 果 を 中 心 に
述 べ て い く 。 日 本 の 高 校 生 の 結 果 が 中 国 の 高 校 生 に お い て も
示 さ れ た 。中 国 の 高 校 生 に お け る 特 有 の 傾 向 と し て ，「自 分 に
関 す る 恐 れ 」 と 「 介 入 的 行 動 」 と の 負 の 相 関 ， ま た 「 親 の 葛
藤 解 決 」や「 抑 う つ ・ 不 安 」と「 回 避 的 行 動 」と の 負 の 相 関 ，
「 不 機 嫌・怒 り 」と「 回 避 的 行 動 」と の 正 の 相 関 が 見 ら れ た 。
し か し ，「 自 分 に 関 す る 恐 れ 」や「 不 機 嫌 ・ 怒 り 」の 標 準 偏 回
帰 係 数 は - . 0 9 や . 1 0 と い う 低 い 値 で あ る た め ，解 釈 す る 際 は 1
つ の 傾 向 と し て 慎 重 に 捉 え る べ き で あ る 。 こ こ で 注 目 し た い
の は ，「 親 の 葛 藤 解 決 」 や 「 抑 う つ ・ 不 安 」 と 「 回 避 的 行 動 」
と の 負 の 相 関 で あ る 。 す な わ ち ， 夫 婦 間 顕 在 的 葛 藤 に さ ら さ
れ た 時 ，積 極 的 に 回 避 的 行 動 を 取 る 中 国 の 高 校 生 は ，抑 う つ ・
不 安 情 動 が 緩 和 さ れ る が ， 両 親 が 仲 直 り す る と い う 認 知 が 弱
い こ と が 明 ら か に な っ た 。 回 避 的 行 動 と 親 の 葛 藤 解 決 の 関 連
に つ い て ， 中 国 の 高 校 生 に お い て は ， 親 の 関 係 修 復 に 確 信 を
持 っ て い な い 子 ど も は 葛 藤 か ら 回 避 し や す い こ と ， あ る い は
自 分 が 葛 藤 か ら 回 避 す る こ と で 葛 藤 解 決 が 遅 れ て し ま う 意 識
を 持 っ て い る こ と の 2 点 が 推 測 さ れ る 。 ま た ， 回 避 的 行 動 と
抑 う つ ・ 不 安 の 関 連 に つ い て は ， 前 述 し た 回 避 的 行 動 に よ っ
て 不 快 情 動 が 改 善 さ れ る と い う 先 行 研 究 の 結 果 と 一 致 し て い
る 。 1 つ 興 味 深 い こ と と し て ， 中 国 の 高 校 生 に お い て ，「 親 の
葛 藤 解 決 」 や 「 抑 う つ ・ 不 安 」 と 「 介 入 的 行 動 」 と の 正 の 相
関 ，「回 避 的 行 動 」と の 負 の 相 関 か ら 見 る と ，介 入 的 行 動 と 回
避 的 行 動 は 相 反 す る も の で あ る 可 能 性 が 考 え ら れ る 。つ ま り ，
中 国 の 高 校 生 に は ど ち ら か 一 種 の 行 動 を 取 る 人 が 多 く い る 傾




第 2 項  次 章 へ の 示 唆  
第 3 章 （【 研 究 Ⅰ 】） と 本 章 で は ， 国 に よ る 夫 婦 間 顕 在 的 葛
藤 に 対 す る 青 年 期 の 子 ど も の 反 応 や 反 応 間 の 関 連 の 共 通 点 と
相 違 点 を 検 討 し て き た が ， 高 校 生 の 反 応 に 影 響 を 及 ぼ す 国 以
外 の 要 因 を 検 討 す る 必 要 性 が 考 え ら れ る 。 G r y c h  &  F i n c h a m
（ 1 9 9 0） の 認 知 状 況 的 枠 組 み で は ， 夫 婦 間 顕 在 的 葛 藤 下 に お
け る 子 ど も の 認 知 的 処 理 に 影 響 を 及 ぼ す 葛 藤 の 特 徴 と し て ，
葛 藤 の 強 度（ i n t e n s i t y），内 容（ c o n t e n t），持 続 時 間（ d u r a t i o n）
と 解 決 （ r e s o l u t i o n） な ど が 挙 げ ら れ て い る 。 そ れ 以 外 の 要
因 と し て ， 過 去 の 葛 藤 の 経 験 （ p r e v i o u s  e x p e r i e n c e  w i t h  
c o n f l i c t ）， 認 知 さ れ た 情 緒 的 雰 囲 気 （ p e r c e i v e d  e m o t i o n a l  
c l i m a t e）， 気 質 （ t e m p e r a m e n t）， ジ ェ ン ダ ー （ g e n d e r）， 葛
藤 の 経 過 の 予 測 （ e x p e c t a t i o n s  f o r  t h e  c o u r s e  o f  c o n f l i c t ），
現 在 の 気 分 （ c u r r e n t  m o o d） な ど が 指 摘 さ れ て い る 。 認 知 的
処 理 だ け で な く ， 情 動 や 行 動 な ど も こ れ ら の 要 因 に 影 響 さ れ
る だ ろ う 。 し た が っ て ， 葛 藤 の 深 刻 さ や 家 族 関 係 な ど の 変 数
を 考 え つ つ ， 夫 婦 間 顕 在 的 葛 藤 に 対 す る 子 ど も の 反 応 を 検 討
し て い く 必 要 が あ る と 考 え ら れ る 。 次 章 で は ， 親 子 関 係 を 中
心 に ， 夫 婦 間 顕 在 的 葛 藤 に 対 す る 青 年 期 の 子 ど も の 反 応 と の

















第 1 節  目 的  
川 島（ 2 0 0 5）は 中 学 生 と そ の 両 親 を 対 象 と し た 研 究 を 行 い ，
子 ど も の 家 族 機 能 評 価 が 両 親 の 相 手 を 責 め る よ う な 子 ど も の
否 定 的 葛 藤 認 知 と 関 連 す る こ と を 示 し て い る 。 ま た ，
R u b e n s t e i n  &  F e l d m a n（ 1 9 9 3） の 報 告 で は ， 家 族 の サ ポ ー
ト は ， 夫 婦 間 顕 在 的 葛 藤 に 対 す る 対 処 行 動 の 選 択 に 影 響 を 及
ぼ す と 示 唆 さ れ て い る 。 具 体 的 に は ， 小 学 6 年 生 時 に ， 家 族
の サ ポ ー ト 機 能 が 高 い ほ ど ， 両 親 間 の 葛 藤 に 対 し て 回 避 的 行
動 （ 話 を 避 け る ， 無 口 に な る ） を 取 ら ず ， 譲 歩 的 行 動 （ 両 親
の 言 う こ と に 耳 を 向 け ， 理 解 し よ う と す る ） を 選 択 す る 頻 度
が 高 い こ と が 明 ら か に さ れ て い る 。 こ れ ら の 研 究 は 家 族 シ ス
テ ム 全 体 の 特 徴 と 子 ど も の 反 応 を 検 討 し て い る が ，張（ 2 0 1 2）
で は 中 国 人 中 学 生 を 対 象 に 親 子 関 係 の 類 型（ 母 子 関 係 不 良 群 ，
両 方 関 係 良 好 群 ， 父 子 関 係 不 良 群 ） と 夫 婦 間 顕 在 的 葛 藤 に 対
す る 子 ど も の 対 処 効 力 感 の 関 連 を 検 討 し て い る 。 そ の 結 果 ，
両 方 関 係 良 好 群 は 父 子 関 係 不 良 群 よ り 対 処 効 力 感 が 強 い が ，
母 子 関 係 不 良 群 と の 差 が 示 さ れ な か っ た 。 こ の こ と か ら ， 夫
婦 間 サ ブ シ ス テ ム の 問 題 が 起 き る 時 ， 全 体 の 家 族 関 係 の 他 ，
父 子 関 係 ， 母 子 関 係 の サ ブ シ ス テ ム の 特 徴 と 子 ど も の 反 応 の
関 連 を 検 討 す る こ と は 意 味 が あ る と 考 え ら れ る 。 父 子 関 係 や
母 子 関 係 以 外 の ， 性 別 や 年 齢 ， き ょ う だ い の 有 無 な ど の 基 本
属 性 及 び 夫 婦 間 顕 在 的 葛 藤 の 深 刻 さ や 頻 度 な ど の 葛 藤 場 面 の
特 徴 が 子 ど も の 反 応 に 影 響 を 与 え る と 考 え ら れ る 。そ の た め ，
本 章 で は こ れ ら の 要 因 を 踏 ま え た 上 で ， 親 子 関 係 と 夫 婦 間 顕
在 的 葛 藤 に 対 す る 青 年 期 の 子 ど も の 反 応 の 関 連 を 検 討 す る こ
と が 目 的 で あ る 。  
 
第 2 節  方 法  




第 1 項  調 査 対 象 者  
 2 0 1 2 年 9 月 か ら 2 0 1 3 年 4 月 に か け て ， 日 本 で は 東 北 地 方
の 私 立 高 校 で ， 中 国 で は 北 地 方 と 南 地 方 の 2 つ の 公 立 高 校 に
て 質 問 紙 調 査 を 行 っ た 。 対 象 者 は 日 本 と 中 国 の 高 校 1， 2， 3
年 生 1 0 5 8 名 で あ っ た 。両 親 が 不 在（ 一 人 親 も 含 む ）の 対 象 者 ，
回 答 に 3 個 以 上 の 欠 損 値 が 見 ら れ た 対 象 者 ， ま た 場 面 想 定 の
チ ェ ッ ク 項 目 で ｢全 く イ メ ー ジ で き な か っ た ｣を 選 ん だ 対 象 者
を 除 き ，有 効 回 答 数 は 合 計 7 9 0 名 で あ り ，う ち 日 本 人 2 0 3 名 ，
中 国 人 5 8 7 名 で あ っ た 。 対 象 者 の 平 均 年 齢 は 1 6 . 8 4 歳
（ S D = 1 . 0 0 歳 ） で あ っ た 。 デ ー タ 数 を 勘 案 し て こ こ で は 系 列
平 均 値 を 代 入 し た 上 で 分 析 を 進 め た 。 調 査 対 象 者 の 内 訳 は 表




第 2 項  質 問 紙 の 構 成  
1） フ ェ イ ス シ ー ト ：  
調 査 対 象 者 の 基 本 属 性（ 性 別 ，年 齢 ，学 年 ），及 び 家 族 構 成
に つ い て 尋 ね る 項 目 か ら な る 。  
性別 1年生 2年生 3年生 総計
男子 23 26 43 92
女子 34 42 35 111
総計 57 68 78 203
性別 1年生 2年生 3年生 総計
男子 82 118 66 266
女子 103 147 62 312
不明 1 7 1 9





2）夫 婦 間 顕 在 的 葛 藤 に 対 す る 青 年 期 の 子 ど も の 反 応 に 関 す る
項 目 （ 第 3 章 （【 研 究 Ⅰ 】））：  
調 査 対 象 者 に 対 し て ， 夫 婦 間 顕 在 的 葛 藤 の 仮 想 場 面 を 想 起
し て も ら い ， 今 そ の 場 面 が 自 分 自 身 の 家 族 で 実 際 に 起 こ っ て
い る と 想 像 し て く だ さ い ， と 教 示 し た 上 で ， 夫 婦 間 顕 在 的 葛
藤 に 対 す る 青 年 期 の 子 ど も の 反 応 に 関 す る 項 目 を 回 答 し て も
ら っ た 。  
  認 知 反 応 尺 度 ： 親 側 の 要 因 の 親 の 葛 藤 解 決 （ 4 項 目 ），親 に
関 す る 恐 れ （ 4 項 目 ） の 2 因 子 ， 子 側 の 要 因 の 自 分 に 関 す る
恐 れ （ 7 項 目 ）， 自 分 へ の 対 処 効 力 感 （ 3 項 目 ） の 2 因 子 ， 合
計 1 8 項 目 で あ る 。 こ れ ら の 質 問 項 目 に 対 し て ｢全 く 当 て は ま
ら な い ｣か ら ｢非 常 に 当 て は ま る ｣の 4 件 法 で 尋 ね た 。  
情 動 反 応 尺 度 ： 不 機 嫌 ・ 怒 り （ 4 項 目 ） と 抑 う つ ・ 不 安 （ 5
項 目 ） の 2 因 子 ， 合 計 9 項 目 で あ る 。 こ れ ら の 質 問 項 目 に 対
し て ｢全 く 当 て は ま ら な い ｣か ら ｢非 常 に 当 て は ま る ｣の 4 件 法
で 尋 ね た 。  
 行 動 反 応 尺 度：介 入 的 行 動（ 6 項 目 ）と 回 避 的 行 動（ 4 項 目 ）
の 2 因 子 ，合 計 1 0 項 目 で あ る 。こ れ ら の 質 問 項 目 に 対 し て「 全
く 当 て は ま ら な い ｣か ら ｢非 常 に 当 て は ま る ｣の 4 件 法 で 尋 ね
た 。   
 チ ェ ッ ク 項 目 ： チ ェ ッ ク 項 目 と し て ， 以 下 ① ～ ④ の 4 項 目
を 用 い た 。① 先 に 示 し た 場 面 を ど の ぐ ら い イ メ ー ジ で き た か ，
｢全 く で き な か っ た ｣か ら ｢非 常 に で き た ｣の 4 件 法 で 尋 ね た 。
② 先 に 示 し た 場 面 で ， 両 親 が け ん か し た の は 誰 の せ い だ と 思
う か ，｢お 父 さ ん の せ い ｣，｢お 母 さ ん の せ い ｣，｢自 分 の せ い ｣，
｢ど ち ら で も な い ｣で 尋 ね た 。 ③ 深 刻 さ に 関 す る チ ェ ッ ク 項
目：先 に 示 し た 場 面 で ど の ぐ ら い の 深 刻 さ を 感 じ た か ，｢全 く
深 刻 で は な い ｣か ら ｢非 常 に 深 刻 だ ｣の 4 件 法 で 尋 ね た 。④ 頻 度
に 関 す る チ ェ ッ ク 項 目 ： あ な た の 両 親 は 先 に 示 し た 場 面 と 似
て い る よ う な け ん か を す る か ， ｢全 く な い ｣か ら ｢常 に あ る ｣の
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4 件 法 で 尋 ね た 。  
本 章 で は ， 想 定 し た 場 面 に 対 す る 反 応 と 実 際 の 夫 婦 間 顕 在
的 葛 藤 に お か れ て い る 時 の 反 応 は 同 様 で あ る と い う 場 面 想 定
法 の 現 実 的 妥 当 性 を 考 慮 す る た め ， ま た 本 章 の 結 果 か ら 実 際
に 夫 婦 間 顕 在 的 葛 藤 で 悩 む 子 ど も へ の 援 助 に 提 言 す る た め ，
調 査 対 象 者 全 員 に 対 す る 分 析 と ， 設 定 し た 場 面 と 似 た よ う な
葛 藤 が 実 際 の 家 族 に 起 き て い る 対 象 者 の み の 分 析 を 行 う 。 後
者 に つ い て は ， あ な た の 両 親 は 先 に 示 し た 場 面 と 似 て い る よ
う な け ん か を す る か と い う チ ェ ッ ク 項 目 で ，「時 々 あ る 」や「 常
に あ る 」 を 選 択 し た 対 象 者 の こ と を 指 し ，「 葛 藤 あ り 群
（ N = 4 4 4）」 と 命 名 す る 。  
 
3）親 子 関 係 に 関 す る 項 目 ― 親 子 間 の 信 頼 感 に 関 す る 尺 度（ 新
川 ， 2 0 11）：  
本 研 究 で は ， 親 子 関 係 を 測 定 す る た め ， 子 ど も 用 親 子 間 の
信 頼 感 に 関 す る 尺 度 高 校 生 以 上 版 （ 酒 井 （ 私 信 ） に 基 づ き ，
新 川 が 作 成 ， 2 0 11） を 用 い ， 母 親 ・ 父 親 そ れ ぞ れ 8 項 目 で あ
る 。こ れ ら の 質 問 項 目 に 対 し て ｢全 く 当 て は ま ら な い ｣か ら ｢非
常 に 当 て は ま る ｣の 4 件 法 で 尋 ね た 。  
作 成 者 の 同 意 を 得 た 上 で ， 中 国 語 に 翻 訳 し ， 中 国 語 版 を 作
成 し た 。 さ ら に 中 国 語 か ら 日 本 語 に 翻 訳 し 直 す バ ッ ク ト ラ ン
ス レ ー シ ョ ン を 実 施 し た 。 両 国 に お け る 項 目 の 翻 訳 を 心 理 学
専 攻 の 中 国 人 大 学 院 生 2 名 と 筆 者 で 検 討 を 行 い ， 表 現 の 修 正
を 行 っ た 。  
 
第 3 項  倫 理 的 配 慮  
本 研 究 は ， 相 手 方 の 同 意 ・ 協 力 を 必 要 と し ， ま た 個 人 情 報
の 取 り 扱 い の 配 慮 も 必 要 で あ り ， 倫 理 観 に 対 す る 姿 勢 が 極 め
て 重 要 な 研 究 で あ る 。  
調 査 は 日 本 と 中 国 の 高 校 の 協 力 を 得 て 実 施 さ れ た 。 調 査 を
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実 施 す る 前 に ，各 高 校 の 責 任 者 に 対 し て 調 査 の 趣 旨 を 説 明 し ，
調 査 は 任 意 で 行 わ れ る こ と ， 途 中 で 中 止 で き る こ と ， 回 答 し
な い こ と に よ る 不 利 益 は な い こ と ， 統 計 処 理 を 施 す た め に 個
人 が 特 定 さ れ な い こ と に つ い て 説 明 し ，同 意 を 得 た 。そ の 後 ，
先 生 か ら 生 徒 に 上 述 内 容 を 説 明 し て も ら い ， 同 意 が 得 ら れ た
生 徒 の み を 対 象 と し て 調 査 を 実 施 し た 。 さ ら に ， 質 問 紙 の 最
後 に は ， 回 答 を す る な か で 気 分 が 優 れ な い と 感 じ た り ， 悩 み
や お 困 り 事 を 誰 か に 相 談 し た い と 感 じ た 方 は ， 下 記 の 連 絡 先
ま で お 気 軽 に ご 相 談 く だ さ い ， と 教 示 し た 。  
な お ， 本 質 問 紙 は 本 研 究 科 の 倫 理 委 員 会 の 承 認 を 得 た 上 で
実 施 さ れ た （ 承 認 I D① ： 1 3 - 1 - 0 0 3）。  
 
第 3 節  結 果  
第 1 項  親 子 関 係 に 関 す る 項 目 ― 親 子 間 の 信 頼 感 に 関 す る 尺
度 の 主 成 分 分 析  
日 本 と 中 国 そ れ ぞ れ の サ ン プ ル に お い て ， 父 子 間 の 信 頼 感
に 関 す る 尺 度 と 母 子 間 の 信 頼 感 に 関 す る 尺 度 そ れ ぞ れ に つ い
て 主 成 分 分 析 を 行 っ た 。 そ の 結 果 ， 父 子 間 の 信 頼 感 に 関 す る
尺 度 と 母 子 間 の 信 頼 感 に 関 す る 尺 度 そ れ ぞ れ の 第 1 主 成 分 の
寄 与 率 は ， 日 本 が 6 9 . 4 6 %， 7 4 . 5 9％ で あ り ， 中 国 が 5 2 . 2 7 %，
5 4 . 9 0 %で あ っ た 。 中 国 の サ ン プ ル に お い て や や 低 か っ た が ，
と も に 1 因 子 構 造 で 分 析 を 進 め る 。 ま た ， 父 子 間 の 信 頼 感 に
関 す る 尺 度 と 母 子 間 の 信 頼 感 に 関 す る 尺 度 そ れ ぞ れ の α 係 数
は ， 日 本 が . 9 4， . 9 5 で あ り ， 中 国 が . 8 7， . 8 8 で あ り ， 内 的 整
合 性 は 十 分 で あ っ た 。  
 
第 2 項  調 査 対 象 者 全 員 に お け る 夫 婦 間 顕 在 的 葛 藤 に 対 す る
青 年 期 の 子 ど も の 反 応 と 諸 変 数 の 関 連  
 夫 婦 間 顕 在 的 葛 藤 に 対 す る 青 年 期 の 子 ど も の 反 応 に は 親 子
関 係 以 外 の 要 因 が 関 連 し て い る 可 能 性 が あ る こ と か ら ， 主 な
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分 析 に 先 立 っ て 夫 婦 間 顕 在 的 葛 藤 の 特 徴 及 び 基 本 属 性 と 子 ど
も の 反 応 の 関 連 を 検 討 し た 。 調 査 対 象 者 全 員 を 対 象 に ， 日 本
と 中 国 そ れ ぞ れ に お い て ， 想 定 し た 葛 藤 場 面 の 深 刻 さ ， 葛 藤
場 面 の 頻 度 ， 性 別 ， 年 齢 ， き ょ う だ い の 有 無 の 計 5 変 数 を 第
1 群 ， 夫 婦 間 顕 在 的 葛 藤 に 対 す る 青 年 期 の 子 ど も の 反 応 の 8
変 数 を 第 2 群 と し て 正 準 相 関 分 析 を 行 っ た （ 表 5 - 3）。  
 そ の 結 果 ， 日 本 の 高 校 生 に お い て は 1 つ の 正 準 相 関 係 数 が
有 意 で あ っ た（ λ ＝ . 4 9， p＜ . 0 0 1）。第 1 群 に お い て は ，想 定
し た 葛 藤 場 面 の 深 刻 さ と 頻 度 の 係 数 が 高 か っ た 。 こ の 正 準 変
数 は 夫 婦 間 顕 在 的 葛 藤 の 特 徴 を 表 す も の で あ る 。 一 方 ， 第 2
群 に お い て は ，自 分 に 関 す る 恐 れ ，親 に 関 す る 恐 れ ，抑 う つ ・
不 安 ， 自 分 へ の 対 処 効 力 感 ， 親 の 葛 藤 解 決 ， 不 機 嫌 ・ 怒 り ，
介 入 的 行 動 と い う 順 で 高 い 係 数 を 示 し た 。  
中 国 の 高 校 生 に お い て は 2 つ の 正 準 相 関 係 数 が 有 意 で あ っ
た （ λ 1＝ . 4 1，  p＜ . 0 0 1， λ 2＝ . 2 7， p＜ . 0 0 1）。 第 1 正 準 相
関 係 数 で は ， 第 1 群 に お い て ， 想 定 し た 葛 藤 場 面 の 深 刻 さ が
最 も 高 い 係 数 を 示 し ， 頻 度 も 係 数 が 高 か っ た 。 一 方 ， 第 2 群
に お い て ， 抑 う つ ・ 不 安 ， 自 分 に 関 す る 恐 れ ， 親 に 関 す る 恐
れ ， 不 機 嫌 ・ 怒 り ， 介 入 的 行 動 ， 親 の 葛 藤 解 決 ， 自 分 へ の 対
処 効 力 感 と い う 順 で 高 い 係 数 を 示 し た 。 第 2 正 準 相 関 係 数 で
は ， 第 1 群 に お い て ， 頻 度 が 高 い 係 数 を 示 し た 一 方 ， 第 2 群













第 3 項  調 査 対 象 者 全 員 に お け る 親 子 関 係 と 夫 婦 間 顕 在 的 葛
藤 に 対 す る 青 年 期 の 子 ど も の 反 応 の 関 連  
 こ こ で は ， 親 子 関 係 と 夫 婦 間 顕 在 的 葛 藤 に 対 す る 青 年 期 の
子 ど も の 反 応 の 関 連 を 検 討 す る 。 ま ず 調 査 対 象 者 全 員 を 対 象
に ， 日 本 と 中 国 そ れ ぞ れ に お い て ， 父 子 関 係 ， 母 子 関 係 の 計
2 変 数 を 第 1 群 ， 夫 婦 間 顕 在 的 葛 藤 に 対 す る 青 年 期 の 子 ど も
の 反 応 の 8 変 数 を 第 2 群 と し て 正 準 相 関 分 析 を 行 っ た（ 表 5 - 4）。 
そ の 結 果 ， 日 本 の 高 校 生 に お い て は 2 つ の 正 準 相 関 係 数 が
有 意 で あ っ た（ λ 1＝ . 5 5， p＜ . 0 0 1，λ 2＝ . 3 0， p＜ . 0 5）。第 1
正 準 相 関 係 数 で は ， 第 1 群 に お い て ， 母 子 関 係 と 父 子 関 係 両
日本
影響要因 INF1 INF1 INF2
深刻さ -.74 -.90 .34
頻度 -.61 -.47 -.84
性別 -.04 -.15 .18
年齢 -.01 .08 -.33
きょうだいの有無 .02 -.24 .15
夫婦間顕在的葛藤に対する青年期の子どもの反応　 PRES1 PRES1 PRES2
親の葛藤解決 .47 .39 .65
親に関する恐れ -.72 -.69 .07
自分に関する恐れ -.77 -.76 -.11
自分への対処効力感 .48 .38 .14
抑うつ・不安 -.67 -.81 .25
不機嫌・怒り -.47 -.47 .03
介入的行動 -.40 -.40 .28
回避的行動 -.06 .07 -.69
正準相関係数 .49*** .41*** .27***





方 の 係 数 が 高 か っ た 。 一 方 ， 第 2 群 に お い て ， 親 の 葛 藤 解 決
が 最 も 高 い 係 数 を 示 し ， 次 に 介 入 的 行 動 ， 抑 う つ ・ 不 安 の 順
で あ っ た 。 第 2 正 準 相 関 係 数 で は ， 第 1 群 に お い て ， 父 子 関
係 が 高 い 係 数 を 示 し た 一 方 ， 第 2 群 に お い て ， 抑 う つ ・ 不 安
や 親 の 葛 藤 解 決 の 係 数 が 高 か っ た 。  
中 国 の 高 校 生 に お い て は 1 つ の 正 準 相 関 係 数 が 有 意 で あ っ
た（ λ ＝ . 4 9， p＜ . 0 0 1）。第 1 群 で は ，父 子 関 係 と 母 子 関 係 の
係 数 が 高 か っ た 。 一 方 ， 第 2 群 で は ， 親 の 葛 藤 解 決 が 最 も 高








親子関係 INF1 INF2 INF1
父子関係 -.85 -.54 -.45
母子関係 -.96 .27 -.41
夫婦間顕在的葛藤に対する青年期の子どもの反応　 PRES1 PRES2 PRES1
親の葛藤解決 -.79 -.48 -.81
親に関する恐れ -.27 .31 .04
自分に関する恐れ -.15 .12 .31
自分への対処効力感 -.04 -.12 .04
抑うつ・不安 -.45 .69 -.15
不機嫌・怒り .11 .09 -.04
介入的行動 -.51 -.05 -.61
回避的行動 .25 .09 .47
正準相関係数 .55*** .30* .49***





第 4 項  葛 藤 あ り 群 に お け る 親 子 関 係 と 夫 婦 間 顕 在 的 葛 藤 に
対 す る 青 年 期 の 子 ど も の 反 応 の 関 連  
 次 に ，葛 藤 あ り 群 を 対 象 に ，日 本 と 中 国 そ れ ぞ れ に お い て ，
父 子 関 係 ， 母 子 関 係 の 計 2 変 数 を 第 1 群 ， 夫 婦 間 顕 在 的 葛 藤
に 対 す る 青 年 期 の 子 ど も の 反 応 の 8 変 数 を 第 2 群 と し て 正 準
相 関 分 析 を 行 っ た （ 表 5 - 5）。  
そ の 結 果 ， 日 本 の 高 校 生 に お い て は 2 つ の 正 準 相 関 係 数 が
有 意 で あ っ た（ λ 1＝ . 6 7， p＜ . 0 0 1，λ 2＝ . 5 3， p＜ . 0 1）。第 1
正 準 相 関 係 数 で は ， 第 1 群 に お い て ， 母 子 関 係 が 最 も 高 い 係
数 を 示 し ， 父 子 関 係 も 係 数 が 高 か っ た 。 一 方 ， 第 2 群 に お い
て ， 抑 う つ ・ 不 安 ， 介 入 的 行 動 ， 親 の 葛 藤 解 決 ， そ し て 親 に
関 す る 恐 れ の 順 で 高 い 係 数 を 示 し た 。第 2 正 準 相 関 係 数 で は ，
第 1 群 に お い て ， 父 子 関 係 が 高 い 係 数 を 示 し た 。 一 方 ， 第 2
群 に お い て ，親 の 葛 藤 解 決 や 抑 う つ・不 安 の 係 数 が 高 か っ た 。  
 中 国 の 高 校 生 に お い て は 1 つ の 正 準 相 関 係 数 が 有 意 で あ っ
た（ λ ＝ . 5 0， p＜ . 0 0 1）。第 1 群 に お い て ，父 子 関 係 と 母 子 関
係 の 係 数 が 高 か っ た 。一 方 ，第 2 群 に お い て ，親 の 葛 藤 解 決 ，

















第 4 節  考 察  
 本 章 で は ， 夫 婦 間 顕 在 的 葛 藤 に 対 す る 青 年 期 の 子 ど も の 反
応 と 親 子 関 係 ， 夫 婦 間 顕 在 的 葛 藤 の 特 徴 ， 基 本 属 性 の 関 連 に
つ い て 検 討 を 行 っ た 。 そ の 結 果 ， 親 子 関 係 や 葛 藤 の 深 刻 さ 及
び 頻 度 と 子 ど も の 反 応 の 関 連 が 見 ら れ た 。  
 
第 1 項  夫 婦 間 顕 在 的 葛 藤 に 対 す る 青 年 期 の 子 ど も の 反 応 と
諸 変 数 の 関 連  
 調 査 対 象 者 全 員 を 対 象 に ， 日 本 と 中 国 そ れ ぞ れ に お い て ，
想 定 し た 葛 藤 場 面 の 深 刻 さ ， 葛 藤 場 面 の 頻 度 ， 性 別 ， 年 齢 ，
き ょ う だ い の 有 無 の 計 5 変 数 を 第 1 群 ， 夫 婦 間 顕 在 的 葛 藤 に
対 す る 青 年 期 の 子 ど も の 反 応 の 8 変 数 を 第 2 群 と し て 正 準 相
関 分 析 を 行 っ た 。  
中国
親子関係 INF1 INF2 INF1
父子関係 .46 .89 -.46
母子関係 .97 .26 -.38
夫婦間顕在的葛藤に対する青年期の子どもの反応　 PRES1 PRES2 PRES1
親の葛藤解決 .47 .79 -.76
親に関する恐れ .37 -.16 .03
自分に関する恐れ -.12 -.32 .28
自分への対処効力感 -.08 .26 .03
抑うつ・不安 .82 -.43 -.22
不機嫌・怒り .11 -.12 -.06
介入的行動 .62 .19 -.65
回避的行動 -.12 .00 .45
正準相関係数 .67** .53** .50***





日 中 共 通 の 結 果 と し て ， 設 定 し た 夫 婦 間 顕 在 的 葛 藤 場 面 が
深 刻 か つ 頻 繁 に 起 こ る と 評 定 し た 子 ど も は ， 自 分 自 身 や 親 へ
の 心 配 な ど ネ ガ テ ィ ブ な 認 知 が 強 く ， 自 分 へ の 対 処 効 力 感 や
親 の 葛 藤 解 決 な ど ポ ジ テ ィ ブ な 認 知 が 弱 く ，情 動 反 応 が 強 く ，
よ り 葛 藤 場 面 に 介 入 す る 傾 向 が 示 さ れ た 。 中 国 の 高 校 生 の み
に 見 ら れ た 結 果 と し て ， 葛 藤 が 頻 繁 で あ る ほ ど ， 葛 藤 解 決 認
知 が 弱 く ， 回 避 的 行 動 を 取 る 傾 向 が 強 い と 示 さ れ た 。  
G r y c h  &  F i n c h a m（ 1 9 9 0） で は ， 子 ど も の 対 応 に 影 響 を 及
ぼ す 夫 婦 間 顕 在 的 葛 藤 の 要 因 と し て ，葛 藤 の 強 度（ i n t e n s i t y）
や 持 続 時 間 （ d u r a t i o n） な ど が 挙 げ ら れ て い る 。 本 研 究 の 葛
藤 場 面 の 深 刻 さ や 頻 度 は ， 先 行 研 究 の 強 度 や 持 続 時 間 と つ な
が る 概 念 で あ り ，夫 婦 間 顕 在 的 葛 藤 の 特 徴 を 表 す も の で あ る 。
日 中 と も に ， 子 ど も が 設 定 し た 葛 藤 場 面 が 深 刻 か つ 頻 繁 で あ
る と 認 識 す る 場 合 ， ネ ガ テ ィ ブ な 反 応 が 強 く ， 葛 藤 に 対 し て
何 と か し な い と い け な い と 思 う た め ， 葛 藤 に 介 入 す る こ と が
推 察 さ れ る 。  
一 方 で ， 中 国 に 特 有 の 結 果 に つ い て ， 深 刻 さ の 係 数 が . 3 4
と 高 く は な か っ た が ， 深 刻 さ の 影 響 も 取 り 入 れ て 解 釈 す る 。
子 ど も が 設 定 し た 夫 婦 間 顕 在 的 葛 藤 場 面 が 深 刻 で は な い が ，
頻 繁 に 起 こ る と 認 識 す る 場 合 ， 両 親 間 の 葛 藤 は 解 決 で き ず 持
続 す る も の で あ る と 考 え ， 葛 藤 か ら 離 れ て 距 離 を 置 く と い う
流 れ が 推 測 さ れ る 。  
 
第 2 項  夫 婦 間 顕 在 的 葛 藤 に 対 す る 青 年 期 の 子 ど も の 反 応 と
親 子 関 係 の 関 連  
 調 査 対 象 者 全 員 ま た は 葛 藤 あ り 群 を 対 象 に ， 日 本 と 中 国 そ
れ ぞ れ に お い て ， 父 子 関 係 ， 母 子 関 係 の 計 2 変 数 を 第 1 群 ，
夫 婦 間 顕 在 的 葛 藤 に 対 す る 青 年 期 の 子 ど も の 反 応 の 8 変 数 を
第 2 群 と し て 正 準 相 関 分 析 を 行 っ た 。 日 中 と も に ， 調 査 対 象
者 全 員 と 葛 藤 あ り 群 に お い て ほ ぼ 同 様 な 結 果 が 見 ら れ た た め ，
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共 通 す る 結 果 で 考 察 を 行 う 。 結 果 の ま と め を 図 5 - 1 に 示 す 。  
 
 
 図 5 - 1  研 究 Ⅲ の 正 準 相 関 分 析 の 結 果 の ま と め  
 
ま ず ， 日 中 と も に 見 ら れ た 結 果 と し て ， 父 子 関 係 か つ 母 子
関 係 が 良 好 で あ る ほ ど ，両 親 間 の 葛 藤 が 解 決 で き る と 認 識 し ，
介 入 的 行 動 を 取 る 傾 向 が 強 い と 示 さ れ た 。 親 子 関 係 と 介 入 的
行 動 の 関 連 に つ い て ， 両 方 の 親 子 関 係 が 良 好 な 場 合 ， 両 親 間
の 葛 藤 に 関 心 を 持 ち ， 家 族 の 安 定 を 取 り 戻 そ う と す る 気 持 ち
が 強 い こ と か ら ， 葛 藤 に 介 入 す る と い う 流 れ が 推 察 さ れ る 。
ま た ， 杉 村 ・ 竹 尾 ・ 山 崎 （ 2 0 0 7） で は ， 青 年 の 葛 藤 解 決 行 動
は 他 者 と の 関 係 性 の 文 脈 に 埋 め 込 ま れ て お り ， 家 庭 内 で は 親
が 許 容 し て く れ る と い う 期 待 を 背 景 に し て 自 分 の 欲 求 を 明 確
に 主 張 す る 傾 向 が 明 ら か に な っ た 。 本 研 究 に お い て も ， 両 方
の 親 子 関 係 が 良 好 で あ れ ば ， 子 ど も は 自 分 の 感 情 や 意 見 を 直
接 的 に 表 し て も 親 に 受 け 入 れ て も ら え る と い う 期 待 が 強 い た
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め 介 入 的 行 動 を 取 る 可 能 性 が 考 え ら れ る 。 親 子 関 係 と 親 の 葛
藤 解 決 認 知 の 関 連 に つ い て ， 考 え ら れ る 可 能 性 と し て ， 両 方
の 親 子 関 係 が 良 好 な 家 庭 で は ， 子 ど も の 介 入 に よ っ て 葛 藤 の
解 決 が 加 速 さ れ る こ と が あ る た め ， 子 ど も の 介 入 的 行 動 と 親
の 葛 藤 解 決 認 知 の 得 点 が と も に 高 い 。 も う 1 つ は ， 両 方 の 親
子 関 係 が 良 好 な 家 庭 で は ， 夫 婦 関 係 も 良 好 な 可 能 性 が 高 い た
め ， 葛 藤 が 起 き て も 解 決 で き る と 子 ど も が 認 識 し て い る 可 能
性 で あ る 。  
中 国 の 高 校 生 に お け る 親 子 関 係 と 回 避 的 行 動 の 関 連 に つ い
て 述 べ る 。 親 子 関 係 が 不 良 で あ る ほ ど ， 葛 藤 に 対 し て 無 関 心
で 何 も す る 必 要 が な い と 感 じ る か ， 何 と か し た い が 自 分 の 行
動 が 親 に 許 容 し て も ら え な い と 思 う 可 能 性 が あ る た め ， 葛 藤
場 面 か ら 回 避 す る と い う 流 れ が 推 察 さ れ る 。 こ れ は 第 4 章
（【 研 究 Ⅱ 】） で 述 べ た よ う に ， 中 国 に お い て 介 入 的 行 動 と 回
避 的 行 動 が 相 反 す る も の で あ る 可 能 性 と つ な が っ て お り ， 両
方 の 親 子 関 係 が 良 好 で あ れ ば ， 回 避 的 行 動 を 取 ら ず に 最 初 か
ら 介 入 的 行 動 を 選 択 す る と 示 唆 さ れ る 。  
日 本 の 高 校 生 は ，父 子 関 係 か つ 母 子 関 係 が 良 好 で あ る ほ ど ，
抑 う つ・不 安 が 強 い こ と ，ま た ，父 子 関 係 が 良 好 で あ る ほ ど ，
親 の 葛 藤 解 決 認 知 が 強 く ， 抑 う つ ・ 不 安 が 弱 い こ と が 示 さ れ
た 。 こ こ で 興 味 深 い の は ， 良 好 な 父 子 関 係 は 抑 う つ ・ 不 安 を
緩 和 す る が ， 良 好 な 母 子 関 係 は 抑 う つ ・ 不 安 を 強 化 す る 可 能
性 で あ る 。本 研 究 で 設 定 し た 夫 婦 間 顕 在 的 葛 藤 場 面 の 内 容 は ，
自 分 と 父 親 が テ レ ビ を 見 て い る 時 ， 母 親 が 家 事 を 手 伝 わ な い
父 親 に 対 す る 不 満 を 言 う こ と か ら 始 ま り ， 母 親 と 父 親 が 互 い
に 意 見 を 主 張 す る よ う な も の で あ る 。 そ の た め ， 母 子 関 係 が
良 好 な 場 合 ， 子 ど も が 母 親 に 対 す る 申 し 訳 な い 気 持 ち で 抑 う
つ ・ 不 安 に な る 。 一 方 ， 父 子 関 係 が 良 好 な 場 合 ， 父 親 へ の 信
頼 が 高 く ， 葛 藤 を 解 決 し て く れ る と い う 期 待 が 強 い た め 抑 う
つ ・ 不 安 が 低 減 さ れ る こ と が 推 測 さ れ る 。 そ し て ， 両 方 の 関
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係 が 良 好 で あ る ほ ど ， 抑 う つ ・ 不 安 が 強 い こ と か ら ， 情 動 反
応 に 関 し て 母 子 関 係 の 影 響 は 父 子 関 係 よ り 強 い 可 能 性 が あ る
と 言 え る だ ろ う 。  
 
第 3 項  次 章 へ の 示 唆  
本 章 ま で ， 夫 婦 間 顕 在 的 葛 藤 と 子 ど も の 精 神 的 健 康 の 関 連
を 説 明 す る た め に 重 要 だ と 思 わ れ る 変 数 ， つ ま り 夫 婦 間 顕 在
的 葛 藤 に 対 す る 青 年 期 の 子 ど も の 反 応 を 中 心 に 検 討 を 行 っ て
き た 。 し か し な が ら ， 子 ど も の 反 応 が ど の よ う に 精 神 的 健 康
と つ な が っ て い る の か に つ い て 明 ら か に す る 必 要 性 が 考 え ら
れ る 。 川 島 ら （ 2 0 0 8） は 夫 婦 間 顕 在 的 葛 藤 に 対 す る 青 年 期 の
子 ど も の 認 知 と 抑 う つ と の 関 連 を 検 討 し て い る 。 そ の 結 果 ，
男 子 に つ い て は 自 己 非 難 や 恐 れ の 認 知 が 抑 う つ に 関 連 し て い
る が ，女 子 に つ い て は こ う し た 関 連 は 見 ら れ な か っ た 。ま た ，
R u b e n s t e i n  &  F e l d m a n（ 1 9 9 3） で は ， 大 西 （ 2 0 0 5） の 定 義
に よ る ｢主 張 ｣や ｢攻 撃 ｣と 類 似 す る 方 略 を 選 択 す る 子 ど も に お
い て ， 外 在 化 型 問 題 と 内 在 化 型 問 題 双 方 に 関 連 が 示 さ れ て い
る 。 同 様 に ， ｢回 避 ｣や ｢拒 否 ｣に 類 似 す る 方 略 を 用 い る 子 ど も
に お い て も ， 外 在 化 型 ・ 内 在 化 型 問 題 と の 関 連 が 示 さ れ て い
る 。 こ の こ と か ら ， 葛 藤 の 当 事 者 で は な く ， 第 三 者 で あ る 子
ど も の 認 知 や 対 処 行 動 な ど と 精 神 的 健 康 と の 関 連 に つ い て 検
討 す る こ と は 重 要 で あ る と 考 え ら れ る 。 次 章 で は ， 夫 婦 間 顕
在 的 葛 藤 に 対 す る 青 年 期 の 子 ど も の 反 応 と 精 神 的 健 康 を 表 す


















第 1 節  目 的  
こ こ ま で 夫 婦 間 顕 在 的 葛 藤 が 子 ど も の 精 神 的 健 康 に 影 響 を
及 ぼ す 直 接 的 プ ロ セ ス を 説 明 す る た め に 重 要 な 変 数 ， つ ま り
夫 婦 間 顕 在 的 葛 藤 に 対 す る 子 ど も の 反 応 の 特 徴 と 影 響 要 因 を
日 本 と 中 国 で 検 討 し て き た 。 そ の 結 果 の 一 部 と し て ， 夫 婦 間
顕 在 的 葛 藤 に さ ら さ れ た 時 ， 日 本 の 高 校 生 は 中 国 の 高 校 生 よ
り ， 自 分 が 落 ち 着 い て い ら れ る と い う 認 知 が 強 く ， 葛 藤 場 面
を 回 避 す る 傾 向 が 強 か っ た 。 一 方 ， 中 国 の 高 校 生 は ， た と え
両 親 間 の 葛 藤 が 最 終 的 に 解 決 す る と 判 断 し て も ， 親 と 自 分 の
こ と を 心 配 し ， 情 緒 的 反 応 が 強 く ， 葛 藤 場 面 に 介 入 す る 傾 向
が 強 い こ と が 示 さ れ た 。 個 々 の 文 化 の 独 自 性 が ， そ の 文 化 特
有 の 対 人 ス ト レ ス を も た ら す こ と も あ り う る （ 橋 本 ・ 吉 田 ・
矢 崎・森 泉・高 井・ O e t z e l， 2 0 1 2）。日 本 と 中 国 の 夫 婦 間 顕 在
的 葛 藤 に 対 す る 子 ど も の 反 応 の 特 徴 が ， そ の 反 応 に 起 因 す る
精 神 的 健 康 の 問 題 と 関 連 し て い る 可 能 性 が あ る だ ろ う 。 例 え
ば ， 両 親 間 の 葛 藤 に 対 す る 回 避 的 行 動 に 由 来 す る 問 題 は 日 本
で 生 起 し や す く ， 介 入 的 行 動 に 由 来 す る 問 題 は 中 国 で 生 起 し
や す い と 推 測 さ れ る 。 し た が っ て ， 日 中 両 国 で 夫 婦 間 顕 在 的
葛 藤 に 対 す る 青 年 期 の 子 ど も の 反 応 が 精 神 的 健 康 に 与 え る 影
響 を 検 討 す る こ と は 意 義 の あ る こ と と 考 え ら れ る 。  
本 研 究 で は 精 神 的 健 康 を 表 す 変 数 と し て 心 理 的 ス ト レ ス 反
応 を 取 り 上 げ ， 夫 婦 間 顕 在 的 葛 藤 に 対 す る 青 年 期 の 子 ど も の
反 応 と の 関 連 を 検 討 す る こ と を 目 的 と す る 。  
 
第 2 節  方 法  
 調 査 対 象 者 及 び 質 問 紙 の 構 成 に つ い て 示 す 。  
 
第 1 項  調 査 対 象 者  
 2 0 1 4 年 1 0 月 か ら 2 0 1 4 年 1 2 月 に か け て ，日 本 で は 東 北 地
方 の 私 立 高 校 で ， 中 国 で は 南 地 方 と 北 地 方 の 3 つ の 公 立 高 校
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に て 質 問 紙 調 査 を 行 っ た 。 対 象 者 は 日 本 と 中 国 の 高 校 生 5 7 3
名 で あ っ た 。 両 親 が 不 在 （ 一 人 親 も 含 む ） の 対 象 者 ， 回 答 に
3 個 以 上 の 欠 損 値 が 見 ら れ た 対 象 者 ， ま た 場 面 想 定 の チ ェ ッ
ク 項 目 で ｢全 く イ メ ー ジ で き な か っ た ｣を 選 ん だ 対 象 者 を 除 き ，
有 効 回 答 数 は 合 計 4 9 7 名 で あ り ， う ち 日 本 人 1 8 7 名 ， 中 国 人
3 1 0 名 で あ っ た 。対 象 者 の 平 均 年 齢 は 1 6 . 1 7 歳（ S D = 1 . 0 1 歳 ）
で あ っ た 。 デ ー タ 数 と 確 認 的 因 子 分 析 を 勘 案 し て こ こ で は 系
列 平 均 値 を 代 入 し た 上 で 分 析 を 進 め た 。  
 
第 2 項  質 問 紙 の 構 成  
1） フ ェ イ ス シ ー ト ：  
調 査 対 象 者 の 基 本 属 性（ 性 別 ，年 齢 ，学 年 ），及 び 家 族 構 成
に つ い て 尋 ね る 項 目 か ら な る 。  
 
2）夫 婦 間 顕 在 的 葛 藤 に 対 す る 青 年 期 の 子 ど も の 反 応 に 関 す る
項 目 （ 第 3 章 （【 研 究 Ⅰ 】））：  
調 査 対 象 者 に 対 し て ， 夫 婦 間 顕 在 的 葛 藤 の 仮 想 場 面 を 想 起
し て も ら い ， 今 そ の 場 面 が 自 分 自 身 の 家 族 で 実 際 に 起 こ っ て
い る と 想 像 し て く だ さ い ， と 教 示 し た 上 で ， 夫 婦 間 顕 在 的 葛
藤 に 対 す る 青 年 期 の 子 ど も の 反 応 に 関 す る 項 目 を 回 答 し て も
ら っ た 。  
  認 知 反 応 尺 度 ： 親 側 の 要 因 の 親 の 葛 藤 解 決 （ 4 項 目 ），親 に
関 す る 恐 れ （ 4 項 目 ） の 2 因 子 ， 子 側 の 要 因 の 自 分 に 関 す る
恐 れ （ 7 項 目 ）， 自 分 へ の 対 処 効 力 感 （ 3 項 目 ） の 2 因 子 ， 合
計 1 8 項 目 で あ る 。 こ れ ら の 質 問 項 目 に 対 し て ｢全 く 当 て は ま
ら な い ｣か ら ｢非 常 に 当 て は ま る ｣の 4 件 法 で 尋 ね た 。  
情 動 反 応 尺 度 ： 不 機 嫌 ・ 怒 り （ 4 項 目 ） と 抑 う つ ・ 不 安 （ 5
項 目 ） の 2 因 子 ， 合 計 9 項 目 で あ る 。 こ れ ら の 質 問 項 目 に 対
し て ｢全 く 当 て は ま ら な い ｣か ら ｢非 常 に 当 て は ま る ｣の 4 件 法
で 尋 ね た 。  
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 行 動 反 応 尺 度：介 入 的 行 動（ 6 項 目 ）と 回 避 的 行 動（ 4 項 目 ）
の 2 因 子 ，合 計 1 0 項 目 で あ る 。こ れ ら の 質 問 項 目 に 対 し て「 全
く 当 て は ま ら な い ｣か ら ｢非 常 に 当 て は ま る ｣の 4 件 法 で 尋 ね
た 。   
チ ェ ッ ク 項 目 ： チ ェ ッ ク 項 目 と し て ， 以 下 ① ～ ⑦ の 7 項 目
を 用 い た 。① 先 に 示 し た 場 面 を ど の ぐ ら い イ メ ー ジ で き た か ，
｢全 く で き な か っ た ｣か ら ｢非 常 に で き た ｣の 4 件 法 で 尋 ね た 。
② 先 に 示 し た 場 面 で ， 両 親 が け ん か し た の は 誰 の せ い だ と 思
う か ， 父 ・ 母 ・ 私 の 中 当 て は ま る も の を 選 ん で も ら っ た 。 ③
先 に 示 し た 場 面 で ど の ぐ ら い の 深 刻 さ を 感 じ た か ，｢全 く 深 刻
で は な い ｣か ら ｢非 常 に 深 刻 だ ｣の 4 件 法 で 尋 ね た 。④ 先 に 示 し
た 場 面 は あ な た に と っ て ど れ ぐ ら い 重 要 か ，「全 く 重 要 で は な
い 」 か ら 「 非 常 に 重 要 だ 」 の 4 件 法 で 尋 ね た 。 ⑤ あ な た の 両
親 は 先 に 示 し た 場 面 と 似 て い る よ う な け ん か を す る か ，｢全 く
な い ｣か ら ｢常 に あ る ｣の 4 件 法 で 尋 ね た 。⑥ あ な た の 両 親 は 先
に 示 し た 場 面 以 外 の け ん か を す る か ，｢全 く な い ｣か ら ｢常 に あ
る ｣の 4 件 法 で 尋 ね た 。⑦ 両 親 の こ と で ど の ぐ ら い の ス ト レ ス
を 感 じ て い る か ，「全 く ス ト レ ス で は な い 」か ら「 非 常 に ス ト
レ ス だ 」 の 4 件 法 で 尋 ね た 。  
本 章 で は ， 場 面 想 定 法 の 妥 当 性 を 考 慮 す る た め ， ま た 本 章
の 結 果 か ら 実 際 に 両 親 間 の 葛 藤 で 悩 む 子 ど も へ の 援 助 に 提 言
す る た め ， 調 査 対 象 者 全 員 に 対 す る 分 析 と 両 親 間 の 葛 藤 が 実
際 の 家 族 に 起 き て い る 対 象 者 の み の 分 析 を 行 う 。 後 者 に つ い
て ，「あ な た の 両 親 は 先 に 示 し た 場 面 と 似 て い る よ う な け ん か
を す る か 」 あ る い は 「 あ な た の 両 親 は 先 に 示 し た 場 面 以 外 の
け ん か を す る か 」の チ ェ ッ ク 項 目 で ，「時 々 あ る 」や「 常 に あ
る 」を 選 択 し た 対 象 者 の こ と を 指 し ，「葛 藤 あ り 群（ N = 3 2 0）」





3） 心 理 的 ス ト レ ス 反 応 尺 度 （ 鈴 木 ら ， 1 9 9 7）：  
鈴 木 ら （ 1 9 9 7） の S R S－ 1 8（ S t r e s s  R e s p o n s e  S c a l e - 1 8）
を ，こ の 2 週 間 の 状 態 を 問 う 形 式 に 改 変 し て 使 用 す る 。「こ こ
2， 3 日 」の 経 験 を 問 う 原 典 の 形 式 は 直 近 の ス ト レ ッ サ ー ・ イ
ベ ン ト の 有 無 の 影 響 が 大 き く 今 回 の 使 用 目 的 に は 合 致 し な い
た め 改 変 し た 。 不 機 嫌 ・ 怒 り ， 抑 う つ ・ 不 安 ， 無 気 力 の 3 因
子 ， 合 計 1 8 項 目 で あ る 。 こ れ ら の 質 問 項 目 に 対 し て ｢全 く 当
て は ま ら な い ｣か ら ｢非 常 に 当 て は ま る ｣の 4 件 法 で 尋 ね た 。  
S R S - 1 8 は 市 販 さ れ て お り ，ラ イ セ ン ス も こ こ ろ ネ ッ ト に 所
有 さ れ て い る た め ， ま ず ， 日 本 語 版 を 購 入 し た 。 ま た ， 作 成
者 と 業 者 の 同 意 を 得 た 上 で ， 中 国 語 に 翻 訳 し ， 中 国 語 版 を 作
成 し た 。 さ ら に 中 国 語 か ら 日 本 語 に 翻 訳 し 直 す バ ッ ク ト ラ ン
ス レ ー シ ョ ン を 実 施 し た 。 両 国 に お け る 項 目 の 翻 訳 を 心 理 学
専 攻 の 中 国 人 大 学 院 生 2 名 と 筆 者 で 検 討 を 行 い ， 表 現 の 修 正
を 行 っ た 。  
 
第 3 項  倫 理 的 配 慮  
当 質 問 紙 に は ， 親 が 口 論 す る こ と に つ い て の イ メ ー ジ を 尋
ね る 部 分 が あ る 。 子 ど も の 目 の 前 で 口 論 を 繰 り 広 げ る こ と ，
家 族 に 対 し て 暴 力 を ふ る う こ と （ ド メ ス テ ィ ッ ク ・ バ イ オ レ
ン ス ： D V）は 心 理 的 虐 待 に な り 得 る た め ，こ の よ う な 体 験 が
あ る 生 徒 の 心 理 的 な 負 担 を 最 大 限 に 考 慮 す る 必 要 が あ る と 考
え ら れ る 。 し た が っ て ， こ の よ う な 経 験 が な い 生 徒 の み に イ
メ ー ジ し て も ら う た め ， ア ン ケ ー ト の 冒 頭 に D V な ど 心 理 的
虐 待 に 関 す る 質 問 を 設 定 す る こ と と し た 。 ま た 質 問 紙 を 実 施
す る 際 は ，（ 1） 親 が 口 論 す る こ と に つ い て の イ メ ー ジ に 関 し
て 尋 ね る 部 分 が あ る こ と ，（ 2） 回 答 は あ く ま で 任 意 に 基 づ い
て 行 わ れ る こ と ，（ 3） 生 徒 個 人 が 特 定 さ れ る こ と が な い こ と
の 3 点 に つ い て 説 明 を 行 い ， 同 意 が 得 ら れ た 生 徒 の み を 対 象
と し て 実 施 す る こ と と し た 。  
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ま た ， 本 質 問 紙 は 本 研 究 科 の 倫 理 委 員 会 の 承 認 を 得 た 上 で
実 施 さ れ た （ 承 認 I D② ： 1 4 - 1 - 0 11）。  
 
第 3 節  結 果  
第 1 項  心 理 的 ス ト レ ス 反 応 尺 度 の 確 認 的 因 子 分 析 と 内 的 整
合 性 の 検 討  
心 理 的 ス ト レ ス 反 応 尺 度 （ 鈴 木 ら ， 1 9 9 7） の 日 本 と 中 国 の
サ ン プ ル に お け る 確 認 的 因 子 分 析 を 行 っ た 。 分 析 の 際 ， モ デ
ル の 識 別 の た め に 誤 差 変 数 か ら 各 観 測 変 数 へ の 係 数 を す べ て
1 に 固 定 し た 。 ま た ， 各 潜 在 変 数 か ら 観 測 変 数 へ の 係 数 に お
い て ， 1 つ の 観 測 変 数 の パ ラ メ ー タ は 1 に 固 定 し た 。 母 数 の
推 定 方 法 に は 一 般 化 最 小 2 乗 法 を 用 い た 。  
分 析 の 結 果 ，日 本 で は ，χ 2（ 1 3 2）= 3 2 1 . 8 5，p = . 0 0 0，G F I = . 8 1，
A G F I = . 7 5，R M S E A = . 0 9，中 国 で は ，χ 2（ 1 3 2）= 3 3 4 . 4 7，p = . 0 0 0，
G F I = . 8 8， A G F I = . 8 4， R M S E A = . 0 7 と な っ た 。  
各 因 子 の 内 的 整 合 性 は 表 6 - 1 に 示 し て お り ， い ず れ も 十 分




第 2 項  調 査 対 象 者 全 員 に お け る 夫 婦 間 顕 在 的 葛 藤 に 対 す る
青 年 期 の 子 ど も の 反 応 と 心 理 的 ス ト レ ス 反 応 の 関 連  
 調 査 対 象 者 全 員 に お け る 夫 婦 間 顕 在 的 葛 藤 に 対 す る 青 年 期
の 子 ど も の 反 応 と 心 理 的 ス ト レ ス 反 応 の 関 連 を 検 討 す る た め









夫 婦 間 顕 在 的 葛 藤 に 対 す る 青 年 期 の 子 ど も の 反 応 の 8 変 数 を
第 1 群 ， 心 理 的 ス ト レ ス 反 応 の 3 変 数 を 第 2 群 と し て 正 準 相
関 分 析 を 行 っ た （ 表 6 - 2）。  
 そ の 結 果 ， 日 本 の 高 校 生 に お い て は 2 つ の 正 準 相 関 係 数 が
有 意 で あ っ た（ λ 1＝ . 6 4， p＜ . 0 0 1，λ 2＝ . 3 2， p＜ . 0 5）。第 1
正 準 相 関 係 数 で は ， 第 1 群 に お い て ， 情 動 反 応 の 不 機 嫌 ・ 怒
り が 最 も 高 い 係 数 を 示 し ， 次 に 抑 う つ ・ 不 安 ， 自 分 に 関 す る
恐 れ ， 親 に 関 す る 恐 れ ， 回 避 的 行 動 の 順 で 係 数 が 高 か っ た 。
一 方 ， 第 2 群 に お い て ， 心 理 的 ス ト レ ス 反 応 の 3 因 子 が 非 常
に 高 い 係 数 を 示 し た 。 第 2 正 準 相 関 係 数 で は ， 第 1 群 に お い
て ， 親 に 関 す る 恐 れ ， 自 分 に 関 す る 恐 れ ， 不 機 嫌 ・ 怒 り ， 抑
う つ ・ 不 安 の 順 で 高 い 係 数 を 示 し た 一 方 ， 第 2 群 に お い て ，
心 理 的 ス ト レ ス 反 応 の 抑 う つ・不 安 の 係 数 が 最 も 高 か っ た が ，
十 分 の 値 で は な か っ た 。  
 中 国 の 高 校 生 に お い て は 1 つ の 正 準 相 関 係 数 が 有 意 で あ っ
た（ λ ＝ . 5 3， p＜ . 0 0 1）。第 1 群 に お い て は ，自 分 に 関 す る 恐
れ が 最 も 高 い 係 数 を 示 し ， 次 に 親 に 関 す る 恐 れ ， 抑 う つ ・ 不
安 ，不 機 嫌・怒 り ，回 避 的 行 動 の 順 で 係 数 が 高 か っ た 。一 方 ，
第 2 群 に お い て は ， 心 理 的 ス ト レ ス 反 応 の 3 因 子 が と も に 高















第 3 項  葛 藤 あ り 群 に お け る 夫 婦 間 顕 在 的 葛 藤 に 対 す る 青 年
期 の 子 ど も の 反 応 と 心 理 的 ス ト レ ス 反 応 の 関 連  
 こ こ で は 葛 藤 あ り 群 に お け る 夫 婦 間 顕 在 的 葛 藤 に 対 す る 青
年 期 の 子 ど も の 反 応 と 心 理 的 ス ト レ ス 反 応 の 関 連 を 検 討 す る 。
そ の た め に ， 日 本 と 中 国 の 葛 藤 あ り 群 そ れ ぞ れ に お い て ， 夫
婦 間 顕 在 的 葛 藤 に 対 す る 青 年 期 の 子 ど も の 反 応 の 8 変 数 を 第
1 群 ， 心 理 的 ス ト レ ス 反 応 の 3 変 数 を 第 2 群 と し て 正 準 相 関
分 析 を 行 っ た （ 表 6 - 3）。  
そ の 結 果 ， 日 本 の 高 校 生 に お い て は 1 つ の 正 準 相 関 係 数 が
有 意 で あ っ た（ λ ＝ . 6 4， p＜ . 0 0 1）。第 1 群 に お い て は ，情 動
反 応 の 抑 う つ ・ 不 安 が 最 も 高 い 係 数 を 示 し ， 次 に 自 分 に 関 す
る 恐 れ ， 不 機 嫌 ・ 怒 り ， 親 に 関 す る 恐 れ ， 回 避 的 行 動 の 順 で
中国
夫婦間顕在的葛藤に対する青年期の子どもの反応 INF1 INF2 INF1
親の葛藤解決 .16 -.26 .14
親に関する恐れ -.38 -.54 -.69
自分に関する恐れ -.69 -.52 -.94
自分への対処効力感 -.17 .18 -.05
不機嫌・怒り（情動反応） -.77 .47 -.64
抑うつ・不安（情動反応） -.72 -.45 -.65
介入的行動 -.13 -.32 -.15
回避的行動 -.35 -.12 -.40
心理的ストレス反応 PRES1 PRES1
不機嫌・怒り -.92 .32 -.86
抑うつ・不安 -.92 -.34 -.92
無気力 -.93 -.06 -.91
正準相関係数 .64*** .32* .53***





係 数 が 高 か っ た 。 一 方 ， 第 2 群 に お い て は ， 心 理 的 ス ト レ ス
反 応 の 3 因 子 が 非 常 に 高 い 係 数 を 示 し た 。  
中 国 の 高 校 生 に お い て は 1 つ の 正 準 相 関 係 数 が 有 意 で あ っ
た（ λ ＝ . 5 1， p＜ . 0 0 1）。第 1 群 で は ，自 分 に 関 す る 恐 れ が 最
も 高 い 係 数 を 示 し ， 次 に 親 に 関 す る 恐 れ ， 抑 う つ ・ 不 安 ， 不
機 嫌 ・ 怒 り の 順 で 係 数 が 高 か っ た 。 一 方 ， 第 2 群 で は ， 心 理




第 4 項  夫 婦 間 顕 在 的 葛 藤 に 対 す る 青 年 期 の 子 ど も の 反 応 の
類 型 と 心 理 的 ス ト レ ス 反 応 の 関 連  
ま ず ， 夫 婦 間 顕 在 的 葛 藤 に 対 す る 青 年 期 の 子 ど も の 反 応 の




















親 に 関 す る 恐 れ ， 自 分 に 関 す る 恐 れ ， 自 分 へ の 対 処 効 力 感 ，
不 機 嫌 ・ 怒 り ， 抑 う つ ・ 不 安 ， 介 入 的 行 動 ， 回 避 的 行 動 ） を
変 数 と し た ク ラ ス タ 分 析 を 行 な っ た （ Wa r d 法 ）。 ク ラ ス タ 数
の 検 討 に は ， デ ン ド ロ グ ラ ム を 基 準 に 各 ク ラ ス タ に 含 ま れ る
対 象 者 数 や ク ラ ス タ の 解 釈 可 能 性 の 観 点 か ら 検 討 し ， 3 ク ラ
ス タ を 採 用 し た （ 図 6 - 1， 表 6 - 4）。 ク ラ ス タ は ， 子 ど も の 反
応 の 8 変 数 の z 値 を 算 出 し ， z 値 と 平 均 値 か ら 各 ク ラ ス タ を
解 釈 し た 。  
 第 1 ク ラ ス タ は ， 親 の 葛 藤 解 決 認 知 と 介 入 的 行 動 の 標 準 得
点 の 平 均 が 0 . 0 0 S D 以 上 の 値 を 示 し て お り ， 親 ・ 自 分 に 関 す
る 恐 れ 認 知 ， 情 動 反 応 な ど ネ ガ テ ィ ブ な 反 応 や 回 避 的 行 動 の
標 準 得 点 の 平 均 が 0 . 0 0 S D 以 下 の 値 を 示 し て い る こ と か ら「 ポ
ジ テ ィ ブ・介 入 群 」と 命 名 し た（ 日 本：N = 2 5，中 国：N = 11 4）。
第 2 ク ラ ス タ は ， 親 ・ 自 分 に 関 す る 恐 れ 認 知 ， 情 動 反 応 な ど
ネ ガ テ ィ ブ な 反 応 や 介 入 的 ・ 回 避 的 行 動 の 標 準 得 点 の 平 均 が
0 . 0 0 S D 以 上 の 値 を 示 し て お り ，親 の 葛 藤 解 決 や 自 分 へ の 対 処
効 力 感 認 知 の 標 準 得 点 の 平 均 が 0 . 0 0 S D 以 下 の 値 を 示 し て い
る こ と か ら 「 ネ ガ テ ィ ブ ・ 介 入 回 避 群 」 と 命 名 し た （ 日 本 ：
N = 9 2， 中 国 ： N = 1 5 6）。 第 3 ク ラ ス タ は ， 自 分 へ の 対 処 効 力
感 認 知 と 回 避 的 行 動 の 標 準 得 点 の 平 均 が + . 5 0 S D 以 上 の 値 を
示 し て お り ， 親 ・ 自 分 に 関 す る 恐 れ 認 知 ， 情 動 反 応 な ど ネ ガ
テ ィ ブ な 反 応 や 介 入 的 行 動 の 標 準 得 点 の 平 均 が - . 5 0 S D 以 下
の 値 を 示 し て い る こ と か ら 「 ポ ジ テ ィ ブ ・ 回 避 群 」 と 命 名 し
た （ 日 本 ： N = 7 0， 中 国 ： N = 4 0）。 以 上 の 3 ク ラ ス タ を 夫 婦 間





図 6 - 1  夫 婦 間 顕 在 的 葛 藤 に 対 す る 青 年 期 の 子 ど も の 反 応 の 類 型（ z









M SD M SD M SD
親の葛藤解決 2.90 .64 2.46 .60 2.52 .64
親に関する恐れ 1.60 .45 2.62 .61 1.58 .59
自分に関する恐れ 1.41 .36 2.23 .51 1.40 .43
自分への対処効力感 2.39 .76 2.36 .58 3.08 .79
不機嫌・怒り（情動反応） 1.95 .58 2.65 .63 1.83 .88
抑うつ・不安（情動反応） 1.70 .56 2.60 .60 1.29 .45
介入的行動 2.11 .58 2.22 .56 1.50 .55





次 に ， 国 と 夫 婦 間 顕 在 的 葛 藤 の 有 無 と 子 ど も の 反 応 の 類 型
を 独 立 変 数 と し ，心 理 的 ス ト レ ス 反 応 の 各 下 位 尺 度（ 不 機 嫌 ・
怒 り ，抑 う つ・不 安 ，無 気 力 ）得 点 を 従 属 変 数 と し た 2× 2×3
の 三 要 因 分 散 分 析 を 行 っ た （ 表 6 - 5， 表 6 - 6）。 そ の 結 果 ， 心
理 的 ス ト レ ス 反 応 の い ず れ の 下 位 尺 度 に お い て も ， 子 ど も の
反 応 の 類 型 と 夫 婦 間 顕 在 的 葛 藤 の 有 無 の 主 効 果 が 認 め ら れ ，
「 不 機 嫌 ・ 怒 り 」 に お い て 国 の 主 効 果 が 見 ら れ た 。 子 ど も の
反 応 の 類 型 の 主 効 果 に つ い て ， Tu k e y 法 に よ る 多 重 比 較 を 行
な っ た 。そ の 結 果 ，「 不 機 嫌 ・ 怒 り 」，「 抑 う つ ・ 不 安 」，「 無 気
力 」の い ず れ の 得 点 も ，「ネ ガ テ ィ ブ ・介 入 回 避 群 」が「 ポ ジ
テ ィ ブ ・ 介 入 群 」 と 「 ポ ジ テ ィ ブ ・ 回 避 群 」 よ り も 有 意 に 高
か っ た 。 夫 婦 間 顕 在 的 葛 藤 の 有 無 の 主 効 果 に つ い て ， 心 理 的
ス ト レ ス 反 応 の い ず れ の 下 位 尺 度 得 点 も ，「葛 藤 あ り 群 」が「 葛
藤 な し 群 」 よ り も 有 意 に 高 か っ た 。 さ ら に ， 国 の 主 効 果 に つ
い て ，「不 機 嫌・怒 り 」の 得 点 は ，日 本 の 高 校 生 が 中 国 の 高 校
生 よ り 有 意 に 高 か っ た 。 交 互 作 用 は い ず れ の 下 位 尺 度 に お い









M SD M SD M SD
不機嫌・怒り 1.72 .62 2.20 .69 1.79 .73
抑うつ・不安 1.75 .57 2.25 .69 1.77 .69

















不機嫌・怒り 7.38**（1） 日本＞中国 15.66***（1） 有＞無 14.51***（2）
ネガティブ・介入回避群>ポジティブ・介入群
ネガティブ・介入回避群>ポジティブ・回避群
.01（1） .41（2） .67（2） .24（2）
抑うつ・不安 .06（1） 15.97***（1） 有＞無 20.43***（2）
ネガティブ・介入回避群>ポジティブ・介入群
ネガティブ・介入回避群>ポジティブ・回避群
.54（1） .43（2） .22（2） .84（2）
無気力 .30（1） 12.93***（1） 有＞無 18.34***（2）
ネガティブ・介入回避群>ポジティブ・介入群
ネガティブ・介入回避群>ポジティブ・回避群
.04（1） .16（2） .04（2） .95（2）
*p <.05, **p <.01, ***p <.001
多重比較





第 4 節  考 察  
 本 章 で は ， 夫 婦 間 顕 在 的 葛 藤 に 対 す る 青 年 期 の 子 ど も の 反
応 と 心 理 的 ス ト レ ス 反 応 の 関 連 に つ い て ， 日 本 と 中 国 の 高 校
生 を 対 象 に 検 討 す る こ と を 目 的 と し て 行 っ た 。  
 
第 1 項  夫 婦 間 顕 在 的 葛 藤 に 対 す る 青 年 期 の 子 ど も の 反 応 と
心 理 的 ス ト レ ス 反 応 の 関 連  
 調 査 対 象 者 全 員 ま た は 葛 藤 あ り 群 を 対 象 に ， 日 本 と 中 国 そ
れ ぞ れ に お い て ， 夫 婦 間 顕 在 的 葛 藤 に 対 す る 青 年 期 の 子 ど も
の 反 応 の 8 変 数 を 第 1 群 ， 心 理 的 ス ト レ ス 反 応 の 3 変 数 を 第
2 群 と し た 正 準 相 関 分 析 を 行 っ た 。  
 
 
図 6 - 2  研 究 Ⅳ の 正 準 相 関 分 析 の 結 果 の ま と め  
 
国 に 関 わ ら ず ， 調 査 対 象 者 全 員 あ る い は 葛 藤 あ り 群 で ， ほ
ぼ 同 様 の 結 果 が 示 さ れ た た め ， 主 に 葛 藤 あ り 群 の 結 果 に つ い
て 考 察 す る 。 結 果 の ま と め を 図 6 - 2 に 示 す 。 日 本 と 中 国 に 共




嫌 ・ 怒 り ， 抑 う つ ・ 不 安 な ど 夫 婦 間 顕 在 的 葛 藤 に 対 す る ネ ガ
テ ィ ブ な 反 応 は 心 理 的 ス ト レ ス 反 応 と 関 連 す る こ と が 明 ら か
に な っ た 。 ま た 日 本 に お い て は ， 回 避 的 行 動 と 心 理 的 ス ト レ
ス 反 応 と の 関 連 も 見 ら れ た 。 こ れ ら の 結 果 か ら ， 情 緒 安 定 性
仮 説（ D a v i s  &  C u m m i n g s ,  1 9 9 4）や 認 知 状 況 的 枠 組 み（ G r y c h  
&  F i n c h a m ,  1 9 9 0） に 基 づ き 夫 婦 間 顕 在 的 葛 藤 に 対 す る 子 ど
も の 反 応 を 認 知 ・ 情 動 ・ 行 動 の 3 つ の 側 面 か ら 捉 え る 有 用 性
が 示 さ れ た 。  
 日 本 と 中 国 の 高 校 生 は ， 親 ・ 自 分 へ の 心 配 が 強 い ほ ど ， ま
た 抑 う つ ・ 不 安 や 不 機 嫌 ・ 怒 り の 情 動 反 応 が 強 い ほ ど ， 心 理
的 ス ト レ ス 反 応 が 強 い こ と が 示 さ れ た 。G r y c h  e t  a l .（ G r y c h ,  
F i n c h a m ,  J o u r i l e s  &  M c D o n a l d ,  2 0 0 0 ;  G r y c h ,  H a r o l d  &  
M i l e s ,  2 0 0 3） は 縦 断 的 研 究 ， 及 び 臨 床 群 と の 比 較 研 究 か ら ，
夫 婦 間 顕 在 的 葛 藤 と 内 在 化 型 問 題 と の 媒 介 変 数 と し て 恐 れ の
認 知 を 挙 げ て い る 。 G o e k e - M o r e y  e t  a l .（ 2 0 0 7） は 夫 婦 間 顕
在 的 葛 藤 に 対 す る 情 動 反 応 と 内 在 化 型 ・ 外 在 化 型 問 題 と の 関
連 を 検 討 し て い る 。 そ の 結 果 ， 怒 り ， 悲 し み な ど の 情 動 反 応
と 内 在 化 型 ・ 外 在 化 型 問 題 と の 正 の 相 関 ， 夫 婦 間 顕 在 的 葛 藤
の 終 わ り に 感 じ た 幸 福 感 と 内 在 化 型 ・ 外 在 化 型 問 題 と の 負 の
相 関 が 認 め ら れ て い る 。 本 研 究 で は こ れ ら の 先 行 研 究 と 一 致
す る 結 果 が 得 ら れ ， ネ ガ テ ィ ブ な 認 知 ・ 情 動 反 応 を 扱 う こ と
が 重 要 だ と 示 唆 さ れ る 。  
 行 動 反 応 と 心 理 的 ス ト レ ス 反 応 と の 関 連 に つ い て は ， 中 国
の サ ン プ ル に お い て ， 回 避 的 行 動 の 構 造 係 数 は - . 3 0 で 十 分 の
値 で は な か っ た が ， 心 理 的 ス ト レ ス 反 応 と の 相 関 の 方 向 は 日
本 と 同 じ で あ っ た 。 つ ま り ， 回 避 的 行 動 を 取 る ほ ど ， 心 理 的
ス ト レ ス 反 応 が 強 い 傾 向 が 見 ら れ た 。こ の 結 果 を 第 4 章（【 研
究 Ⅱ 】）の 自 分 に 関 す る 恐 れ と 回 避 的 行 動 と の 正 の 相 関 と い っ
た 結 果 か ら 考 え る 。｢私 は ，自 分 に 何 か 悪 い こ と が 起 こ る の で




で は と 心 配 に な る ｣な ど ，自 分 の こ と を 心 配 し な が ら 回 避 的 行
動 を 取 っ た パ タ ー ン は 心 理 的 ス ト レ ス 反 応 に つ な が る と 推 察
さ れ る 。 ま た ， 介 入 的 行 動 と 心 理 的 ス ト レ ス 反 応 と の 関 連 が
示 さ れ な か っ た 理 由 と し て ， 行 動 反 応 自 体 よ り ， 行 動 反 応 と
認 知 ・ 情 動 反 応 の 組 み 合 わ せ に よ っ て ， 心 理 的 ス ト レ ス 反 応
が 異 な る の で は な い だ ろ う か 。 そ こ で ， 第 2 項 で は ， 行 動 反
応 と 認 知 ・ 情 動 反 応 の 組 み 合 わ せ を 表 す 子 ど も の 反 応 の 類 型
と 心 理 的 ス ト レ ス 反 応 と の 関 連 を 検 討 し た 結 果 に つ い て 考 察
す る 。   
 
第 2 項  夫 婦 間 顕 在 的 葛 藤 に 対 す る 青 年 期 の 子 ど も の 反 応 の
類 型 と 心 理 的 ス ト レ ス 反 応 の 関 連  
 夫 婦 間 顕 在 的 葛 藤 に 対 す る 青 年 期 の 子 ど も の 反 応 の 類 型 と
心 理 的 ス ト レ ス 反 応 の 関 連 を ク ラ ス タ 分 析 や 分 散 分 析 で 検 討
し た 。 子 ど も の 反 応 の 類 型 は 3 つ の ク ラ ス タ を 採 用 し た 。 ポ
ジ テ ィ ブ な 認 知 や 介 入 的 行 動 の 得 点 が 高 く ， ネ ガ テ ィ ブ な 認
知 ・ 情 動 や 回 避 的 行 動 の 得 点 が 低 い 「 ポ ジ テ ィ ブ ・ 介 入 群 」，
ネ ガ テ ィ ブ な 認 知 ・ 情 動 や 介 入 的 ・ 回 避 的 両 方 の 行 動 の 得 点
が 高 く ， ポ ジ テ ィ ブ な 認 知 の 得 点 が 低 い 「 ネ ガ テ ィ ブ ・ 介 入
回 避 群 」，ポ ジ テ ィ ブ な 認 知 や 回 避 的 行 動 の 得 点 が 高 く ，ネ ガ
テ ィ ブ な 認 知・情 動 や 介 入 的 行 動 の 得 点 が 低 い「 ポ ジ テ ィ ブ ・
回 避 群 」 で あ っ た 。 分 散 分 析 の 結 果 ， 心 理 的 ス ト レ ス 反 応 の
「 不 機 嫌 ・ 怒 り 」，「 抑 う つ ・ 不 安 」，「 無 気 力 」 の 全 て の 因 子
に お い て ，「 ネ ガ テ ィ ブ・ 介 入 回 避 群 」が「 ポ ジ テ ィ ブ・ 介 入
群 」と「 ポ ジ テ ィ ブ・回 避 群 」よ り も 得 点 が 有 意 に 高 か っ た 。
つ ま り ， ネ ガ テ ィ ブ な 認 知 ・ 情 動 を し て い た 子 ど も は そ う で
な い 子 ど も よ り 心 理 的 ス ト レ ス 反 応 が 強 か っ た 。  
 こ れ ら の 結 果 が 示 唆 す る の は ， 子 ど も の 行 動 反 応 自 体 よ り
も ， 行 動 反 応 の 背 景 に あ る ネ ガ テ ィ ブ な 認 知 ・ 情 動 反 応 の 方




葛 藤 の 悪 影 響 を 低 減 す る た め に ， 親 や 援 助 者 が 行 動 反 応 か ら
子 ど も の 認 知・情 動 反 応 を 推 測 し た り（ 第 4 章（【 研 究 Ⅱ 】）），
あ る い は 直 接 聞 い た り し て 扱 う こ と が 重 要 で あ る と 考 え ら れ
る 。  
 
第 3 項  次 章 へ の 示 唆  
本 章 で は 認 知 状 況 的 枠 組 み （ G r y c h  &  F i n c h a m ,  1 9 9 0） と
情 緒 安 定 性 仮 説（ D a v i s  &  C u m m i n g s ,  1 9 9 4）に 基 づ き ，夫 婦
間 顕 在 的 葛 藤 に さ ら さ れ る こ と が 直 接 的 に 子 ど も の 心 理 的 ス
ト レ ス に 与 え る 影 響 を 検 討 し て き た 。 川 島 （ 2 0 1 4） の 研 究 で
は ， 青 年 期 の 男 子 に お い て ， 妻 （ 母 親 ） の 夫 婦 間 顕 在 的 葛 藤
指 標 （ パ ー ト ナ ー に よ る 否 定 的 行 動 と パ ー ト ナ ー に 対 す る 否
定 的 見 方 ） と 夫 （ 父 親 ） の 養 育 の 温 か さ と の 負 の 相 関 が 示 さ
れ て い る 。 ま た ， 青 年 期 の 女 子 に お い て ， 夫 （ 父 親 ） の 夫 婦
間 顕 在 的 葛 藤 指 標 と 夫 （ 父 親 ） の 養 育 の 温 か さ と の 負 の 相 関
が 示 さ れ て い る 。 つ ま り ， 夫 婦 間 顕 在 的 葛 藤 が あ る ほ ど ， 子
ど も に 対 す る 温 か い 養 育 行 動 を し て い な い“ ス ピ ル オ ー バ ー ”
パ タ ー ン の 可 能 性 が 指 摘 さ れ て い る 。 し た が っ て ， 親 の 養 育
行 動 な ど 間 接 的 な 影 響 も あ る た め ， よ り 統 合 的 な モ デ ル の 検
討 が 望 ま し い と 考 え ら れ る 。 次 章 で は ， 夫 婦 間 顕 在 的 葛 藤 が
青 年 の 心 理 的 ス ト レ ス 反 応 に 影 響 を 及 ぼ す プ ロ セ ス の 統 合 を





















第 1 節  目 的   
第 6 章 （【 研 究 Ⅳ 】） で は 正 準 相 関 分 析 や ク ラ ス タ 分 析 で 夫
婦 間 顕 在 的 葛 藤 に 対 す る 子 ど も の 反 応 と 心 理 的 ス ト レ ス 反 応
と の 関 連 を 検 討 し た 。 い ず れ の 分 析 で も 子 ど も の 反 応 の 組 み
合 わ せ と い っ た 全 体 の 特 徴 と 精 神 的 健 康 と 関 連 す る こ と が 明
ら か に な っ た 。 本 章 で は ， そ れ ぞ れ の 反 応 が 単 独 で ど の よ う
に 心 理 的 ス ト レ ス 反 応 と 関 連 す る か を 検 討 し て い く 。  
さ ら に ，子 ど も の 精 神 的 健 康 に 影 響 を 及 ぼ す プ ロ セ ス に は ，
夫 婦 間 顕 在 的 葛 藤 に さ ら さ れ る こ と が 直 接 的 に 子 ど も に 影 響
を 与 え る と い う も の 以 外 に ， 夫 婦 間 顕 在 的 葛 藤 が 親 の 養 育 行
動 や 家 族 機 能 状 態 な ど を 媒 介 し て 間 接 的 に 子 ど も の 精 神 的 健
康 に 影 響 を 与 え る と い う も の も あ る（ C u m m i n g s  e t  a l . ,  2 0 0 0）。
本 章 で は 間 接 的 プ ロ セ ス の 検 討 も 付 け 加 え る 。 そ の 際 ， 夫 婦
間 顕 在 的 葛 藤 後 の 子 ど も の 親 行 動 知 覚 を 用 い ， 父 親 と 母 親 そ
れ ぞ れ の 親 行 動 に 関 し て 報 告 し て も ら い ， 心 理 的 ス ト レ ス 反
応 と の 関 連 を 明 確 に す る 。 ま た ， 第 5 章 （【 研 究 Ⅲ 】） で は 夫
婦 間 顕 在 的 葛 藤 の 特 徴 と 夫 婦 間 顕 在 的 葛 藤 に 対 す る 青 年 期 の
子 ど も の 反 応 が 関 連 す る こ と を 示 し た 。 直 接 的 ・ 間 接 的 プ ロ
セ ス を 統 合 し て 検 討 す る 際 ， 本 章 で は ま ず 夫 婦 間 顕 在 的 葛 藤
の 特 徴 と 夫 婦 間 顕 在 的 葛 藤 後 の 子 ど も の 親 行 動 知 覚 の 関 連 を
明 ら か に す る 。  
本 章 で は 間 接 的 プ ロ セ ス も 兼 ね て ， 直 接 的 ・ 間 接 的 の 2 通
り の プ ロ セ ス を 統 合 す る 観 点 か ら ， 日 本 と 中 国 に お け る 夫 婦
間 顕 在 的 葛 藤 が 青 年 期 の 子 ど も の 精 神 的 健 康 に 影 響 を 及 ぼ す
メ カ ニ ズ ム を よ り 包 括 的 に 検 討 す る こ と を 目 的 と す る 。  
 
第 2 節  方 法  






第 1 項  調 査 対 象 者  
 第 6 章 （【 研 究 Ⅳ 】） と 同 じ 調 査 対 象 者 で あ っ た が ， 分 析 の
際 ， 本 章 に 用 い ら れ る 変 数 の 欠 損 値 を 考 慮 し た 。 両 親 の 不 在
（ 一 人 親 の 家 庭 も 含 む ） の 対 象 者 ， 回 答 に 3 個 以 上 の 欠 損 値
が 見 ら れ た 対 象 者 ，ま た 場 面 想 定 の チ ェ ッ ク 項 目 で ｢全 く イ メ
ー ジ で き な か っ た ｣を 選 ん だ 対 象 者 を 除 き ，有 効 回 答 数 は 合 計
4 8 0 名 で あ り ， う ち 日 本 人 1 8 4 名 ， 中 国 人 2 9 6 名 で あ っ た 。
対 象 者 の 平 均 年 齢 は 1 6 . 1 8 歳 （ S D = 1 . 0 0 歳 ） で あ っ た 。 デ ー
タ 数 と 確 認 的 因 子 分 析 を 勘 案 し て こ こ で は 系 列 平 均 値 を 代 入
し た 上 で 分 析 を 進 め た 。  
 
第 2 項  質 問 紙 の 構 成  
 第 6 章 （【 研 究 Ⅳ 】） と 同 じ 項 目 に 夫 婦 間 顕 在 的 葛 藤 後 の 子
ど も の 親 行 動 知 覚 に 関 す る 項 目 を 付 け 加 え た 。  
夫 婦 間 顕 在 的 葛 藤 後 の 子 ど も の 親 行 動 知 覚 に 関 す る 項 目
（ 氏 家 ら ， 2 0 1 0）：  
調 査 対 象 者 に 対 し て ， 夫 婦 間 顕 在 的 葛 藤 場 面 を 想 定 し ， 今
そ の 場 面 が 自 分 自 身 の 家 族 で 実 際 に 起 こ っ て い る と 想 像 し て
く だ さ い ， と 教 示 し た 上 で ， 夫 婦 間 顕 在 的 葛 藤 に 対 す る 青 年
期 の 子 ど も の 反 応 に 関 す る 項 目 を 回 答 し て も ら っ た 。そ の 後 ，
両 親 が 想 定 し た 葛 藤 を し た 直 後 の 時 点 に つ い て ， 父 親 ・ 母 親
の 行 動 や 態 度 に 関 す る 項 目 の 回 答 を 求 め た 。こ れ ら の 項 目 は ，
父 親 ・ 母 親 そ れ ぞ れ に つ い て ， 親 の 温 か さ ・ 信 頼 ， 親 と の 距
離 感 の 2 因 子 で 8 項 目 で あ る 。こ れ ら の 質 問 項 目 に 対 し て ｢全
く 当 て は ま ら な い ｣か ら ｢非 常 に 当 て は ま る ｣の 4 件 法 で 尋 ね
た 。  
作 成 者 の 同 意 を 得 た 上 で ， 中 国 語 に 翻 訳 し ， 中 国 語 版 を 作
成 し た 。 さ ら に 中 国 語 か ら 日 本 語 に 翻 訳 し 直 す バ ッ ク ト ラ ン
ス レ ー シ ョ ン を 実 施 し た 。 両 国 に お け る 項 目 の 翻 訳 を 心 理 学




を 行 っ た 。  
本 章 で も ， 場 面 想 定 法 の 妥 当 性 を 考 慮 す る た め ， ま た 本 章
の 結 果 か ら 実 際 に 両 親 間 の 葛 藤 で 悩 む 子 ど も へ の 援 助 に 提 言
す る た め ， 調 査 対 象 者 全 員 に 対 す る 分 析 と 両 親 間 の 葛 藤 が 実
際 の 家 族 に 起 き て い る 対 象 者 の み の 分 析 を 行 う 。 後 者 に つ い
て ，「あ な た の 両 親 は 先 に 示 し た 場 面 と 似 て い る よ う な け ん か
を す る か 」 あ る い は 「 あ な た の 両 親 は 先 に 示 し た 場 面 以 外 の
け ん か を す る か 」の チ ェ ッ ク 項 目 で ，「時 々 あ る 」や「 常 に あ
る 」を 選 択 し た 対 象 者 の こ と を 指 し ，「葛 藤 あ り 群（ N = 3 0 9）」
と 命 名 す る 。  
 
第 3 節  結 果  
第 1 項  夫 婦 間 顕 在 的 葛 藤 後 の 子 ど も の 親 行 動 知 覚 に 関 す る
項 目 の 確 認 的 因 子 分 析 と 内 的 整 合 性 の 検 討  
夫 婦 間 顕 在 的 葛 藤 後 の 子 ど も の 親 行 動 知 覚 に 関 す る 項 目
（ 氏 家 ら ， 2 0 1 0） の 日 本 と 中 国 の サ ン プ ル に お け る 確 認 的 因
子 分 析 を 行 っ た 。 分 析 の 際 ， モ デ ル の 識 別 の た め に 誤 差 変 数
か ら 各 観 測 変 数 へ の 係 数 を す べ て 1 に 固 定 し た 。 ま た ， 各 潜
在 変 数 か ら 観 測 変 数 へ の 係 数 に お い て ， 1 つ の 観 測 変 数 の パ
ラ メ ー タ は 1 に 固 定 し た 。 母 数 の 推 定 方 法 に は 一 般 化 最 小 2
乗 法 を 用 い た 。  
分 析 の 結 果 ， 父 親 の 親 行 動 に つ い て ， 日 本 で は ， χ 2（ 1 9）
= 4 5 . 6 9 ， p = . 0 0 1 ， G F I = . 9 4 ， A G F I = . 8 8 ， R M S E A = . 0 9 ， 中 国
で は ， χ 2 （ 1 9 ） = 5 9 . 6 3 ， p = . 0 0 0 ， G F I = . 9 5 ， A G F I = . 9 0 ，
R M S E A = . 0 9 と な っ た 。母 親 の 親 行 動 に つ い て ，日 本 で は ，χ
2（ 1 9）= 4 0 . 4 1，p = . 0 0 3，G F I = . 9 5，A G F I = . 9 0，R M S E A = . 0 8，
中 国 で は ，χ 2（ 1 9） = 5 4 . 3 5， p = . 0 0 0，G F I = . 9 5，A G F I = . 9 1，
R M S E A = . 0 8 と な っ た 。  
各 因 子 の 内 的 整 合 性 は 表 7 - 1 に 示 し て お り ， い ず れ も . 6 0






第 2 項  夫 婦 間 顕 在 的 葛 藤 の 特 徴 と 夫 婦 間 顕 在 的 葛 藤 後 の 子
ど も の 親 行 動 知 覚 の 関 連  
 ま ず ， 夫 婦 間 顕 在 的 葛 藤 の 特 徴 と 夫 婦 間 顕 在 的 葛 藤 後 の 子
ど も の 親 行 動 知 覚 の 関 連 を 検 討 す る 。 そ の た め に ， 日 本 と 中
国 そ れ ぞ れ に お い て ， 想 定 し た 葛 藤 場 面 の 深 刻 さ や 頻 度 を 第
1 群 ， 夫 婦 間 顕 在 的 葛 藤 後 の 両 親 の 「 温 か さ ・ 信 頼 」 や 「 距
離 感 」 を 第 2 群 と し て 正 準 相 関 分 析 を 行 っ た （ 表 7 - 2）。  
 そ の 結 果 ， 日 本 の 高 校 生 に お い て は 1 つ の 正 準 相 関 係 数 が
有 意 で あ っ た （ λ ＝ . 3 1， p＜ . 0 5）。 第 1 群 に お い て は ， 深 刻
さ と 頻 度 は と も に 高 い 係 数 を 示 し た 。 一 方 ， 第 2 群 に お い て
は ，「 温 か さ ・ 信 頼（ 父 親 ）」，「 距 離 感（ 母 親 ）」，「 距 離 感（ 父
親 ）」 の 順 で 係 数 が 高 か っ た 。  
 中 国 の 高 校 生 に お い て も 1 つ の 正 準 相 関 係 数 が 有 意 で あ っ
た（ λ ＝ . 4 0， p＜ . 0 0 1）。第 1 群 で は ，深 刻 さ と 頻 度 は と も に
高 い 係 数 を 示 し た 。一 方 ，第 2 群 で は ，「 距 離 感（ 父 親 ）」，「距
離 感 （ 母 親 ）」，「 温 か さ ・ 信 頼 （ 父 親 ）」，「 温 か さ ・ 信 頼 （ 母



















第 3 項  各 下 位 尺 度 の 記 述 統 計 量 及 び 相 関 係 数  
 日 中 の サ ン プ ル に 対 し て ， 各 下 位 尺 度 の 平 均 値 ， 標 準 偏 差
を 算 出 し ， 各 下 位 尺 度 間 の 相 関 係 数 を 算 出 し た （ 表 7 - 3， 表
7 - 4）。  
ま ず ， 夫 婦 間 顕 在 的 葛 藤 に 対 す る 青 年 期 の 子 ど も の 反 応 と
心 理 的 ス ト レ ス 反 応 と の 相 関 を 示 す 。 日 中 両 国 の サ ン プ ル で
は ，「親 に 関 す る 恐 れ 」，「自 分 に 関 す る 恐 れ 」，「不 機 嫌・怒 り
（ 情 動 ）」，「 抑 う つ ・ 不 安 （ 情 動 ）」，「 回 避 的 行 動 」 と 心 理 的
ス ト レ ス 反 応 の 3 因 子 と の 弱 い ， あ る い は 中 程 度 の 正 の 相 関
が 見 ら れ た （ r＝ . 1 5～ . 4 9 ,  p＜ . 0 5）。  
次 に ， 夫 婦 間 顕 在 的 葛 藤 後 の 子 ど も の 親 行 動 知 覚 と 心 理 的
ス ト レ ス 反 応 と の 相 関 に つ い て ， 日 中 両 国 の サ ン プ ル で は ，
「 温 か さ・信 頼（ 父 ）」，「距 離 感（ 父 ）」，「距 離 感（ 母 ）」と「 不
機 嫌 ・ 怒 り 」 と の 弱 い 相 関 が 示 さ れ （ r＝ - . 1 8～ . 1 6 ,  p＜ . 0 5），
「 距 離 感 （ 父 ）」，「 距 離 感 （ 母 ）」 と 「 抑 う つ ・ 不 安 」 と の 正
の 相 関 が 見 ら れ た（ r＝ . 1 4～ . 2 0 ,  p＜ . 0 5）。ま た「 温 か さ ・ 信
頼（ 父 ）」，「温 か さ・信 頼（ 母 ）」，「距 離 感（ 母 ）」と「 無 気 力 」
















サ ン プ ル の み に お い て ，「 温 か さ ・ 信 頼 （ 父 ）」 と 「 抑 う つ ・
不 安 」 と の 弱 い 負 の 相 関 が 見 ら れ （ r＝ - . 1 6 ,  p＜ . 0 1），「 距 離
感（ 父 ）」と「 無 気 力 」と の 弱 い 正 の 相 関 が 示 さ れ た（ r＝ . 1 5 ,  
p＜ . 0 5）。日 本 の サ ン プ ル の み に お い て ，「温 か さ・信 頼（ 母 ）」

































M SD F2 F3 F4 F5 F6 F7 F8 F9 F10 F11 F12 F13 F14 F15
F1 親の葛藤解決 2.37 .58 -.16* .33** .46** .30**
F2 親に関する恐れ 2.05 .80 .78** -.24** .23** .62** .35** .21** .27** .18* .29** .21**
F3 自分に関する恐れ 1.83 .66 .29** .71** .35** .30** .27** .35** .46** .40**
F4 自分に対する対処効力感 2.48 .57 -.21** .21**
F5 不機嫌・怒り（情動） 2.18 .89 .42** .23** .20** -.22** .18* -.16* .21** .49** .39** .42**
F6 抑うつ・不安（情動） 1.90 .82 .43** .19* .29** .35** .45** .44**
F7 介入的行動 1.73 .61 .18* .23** .21** .26**
F8 回避的行動 2.70 .76 -.15* .19* .22** .20**
F9 温かさ・信頼（父親） 2.30 .80 .58** -.18* -.19*
F10 距離感（父親） 2.15 .78 .51** .16* .18*
F11 温かさ・信頼（母親） 2.62 .82 -.23** -.22**
F12 距離感（母親） 2.36 .78 .17* .20** .18*
F13 不機嫌・怒り 2.04 .79 .79** .76**
F14 抑うつ・不安 1.94 .75 .81**
F15 無気力 2.09 .81 1
表7-3　各下位尺度の記述統計量および相関係数（日本N =184）
相関係数









M SD F2 F3 F4 F5 F6 F7 F8 F9 F10 F11 F12 F13 F14 F15
F1 親の葛藤解決 2.72 .65 -.12* .21** -.12* -.16** .20** .33** .34**
F2 親に関する恐れ 2.13 .75 .66** .44** .62** .22** .14* -.14* .19** .30** .35** .34**
F3 自分に関する恐れ 1.81 .59 .48** .60** .15* .18** -.24** .21** -.28** .25** .43** .46** .46**
F4 自分に対する対処効力感 2.40 .50 .20**
F5 不機嫌・怒り（情動） 2.33 .70 .67** .30** .15** .20** .33** .31** .31**
F6 抑うつ・不安（情動） 2.15 .76 .32** .22** .30** .30** .33**
F7 介入的行動 2.21 .58 -.12* .20** .19** .16**
F8 回避的行動 2.08 .76 .15* -.19** .12* .15* .18** .19**
F9 温かさ・信頼（父親） 2.65 .70 -.12* .62** -.15* -.16** -.20**
F10 距離感（父親） 2.28 .63 .51** .16** .15** .15*
F11 温かさ・信頼（母親） 2.81 .75 -.14*
F12 距離感（母親） 2.51 .64 .15** .14* .15**
F13 不機嫌・怒り 1.93 .66 .80** .65**
F14 抑うつ・不安 2.04 .67 .69**
F15 無気力 2.18 .65 1






第 4 項  夫 婦 間 顕 在 的 葛 藤 に 対 す る 青 年 期 の 子 ど も の 反 応 ，
夫 婦 間 顕 在 的 葛 藤 後 の 子 ど も の 親 行 動 知 覚 と 心 理 的 ス ト レ ス
反 応 の 関 連  
夫 婦 間 顕 在 的 葛 藤 に 対 す る 青 年 期 の 子 ど も の 反 応 ， 夫 婦 間
顕 在 的 葛 藤 後 の 子 ど も の 親 行 動 知 覚 と 心 理 的 ス ト レ ス 反 応 の
関 連 を 検 討 す る た め ， 両 国 の 得 点 そ れ ぞ れ に つ い て パ ス 解 析
を 行 っ た 。 パ ス モ デ ル の 作 成 に 当 た っ て は ， 想 定 し た 夫 婦 間
顕 在 的 葛 藤 場 面 の 特 徴 の 影 響 も 考 慮 し ， 葛 藤 場 面 の 深 刻 さ と
頻 度 が 全 て の 変 数 に 影 響 し ， ま た 夫 婦 間 顕 在 的 葛 藤 に 対 す る
青 年 期 の 子 ど も の 反 応 や 夫 婦 間 顕 在 的 葛 藤 後 の 子 ど も の 親 行
動 知 覚 の 各 因 子 が 心 理 的 ス ト レ ス 反 応 に 影 響 し ， さ ら に 子 ど
も の 反 応 や 親 行 動 知 覚 の 因 子 間 が 影 響 し 合 う と い う 仮 説 を 設
定 し 分 析 を 行 っ た 。 分 析 の 際 ， 夫 婦 間 顕 在 的 葛 藤 に 対 す る 青
年 期 の 子 ど も の 反 応 や 夫 婦 間 顕 在 的 葛 藤 後 の 子 ど も の 親 行 動
知 覚 の 各 因 子 得 点 ， 深 刻 さ や 頻 度 の 得 点 を 観 測 さ れ る 外 生 変
数 と し た 。 心 理 的 ス ト レ ス 反 応 を 心 理 的 ス ト レ ス 反 応 尺 度 の
各 因 子 か ら 影 響 を 受 け る 内 生 変 数 と し て 設 定 し た 。 母 数 の 推
定 方 法 に は 最 尤 法 を 用 い た 。  
ま ず ， 調 査 対 象 者 全 員 を 対 象 に 分 析 し た 結 果 ， 日 本 の 高 校
生 に お け る 適 合 度 は ，χ 2（ 6 0）= 1 5 3 . 6 3，p = . 0 0 0，G F I = . 9 2，
C F I = . 9 2， R M S E A = . 0 9 で あ り ，中 国 の 高 校 生 に お け る 適 合 度
は ，χ 2（ 6 0）= 1 4 2 . 1 9，p = . 0 0 0，G F I = . 9 5，C F I = . 9 5，R M S E A = . 0 7
で あ り ， 十 分 な 値 が 示 さ れ た （ 図 7 - 1， 図 7 - 2）。  
次 に ， 葛 藤 あ り 群 を 対 象 に 分 析 し た 。 そ の 結 果 ， 日 本 の 高
校 生 に お け る 適 合 度 は ，χ 2（ 6 0）= 9 4 . 3 7，p = . 0 0 3，G F I = . 9 0，
C F I = . 9 4， R M S E A = . 0 8 で あ り ，中 国 の 高 校 生 に お け る 適 合 度
は ，χ 2（ 6 0）= 1 2 7 . 5 4，p = . 0 0 0，G F I = . 9 4，C F I = . 9 4，R M S E A = . 0 7













































































































































































第 4 節  考 察  
 本章 は ， 夫 婦 間 顕在 的 葛 藤 に 対 する 青 年 期 の 子 ども の 反 応 ，
及 び夫 婦 間 顕 在 的 葛藤 後 の 子 ど も の親 行 動 知 覚 と 心理 的 ス トレ
ス 反応 と の 関 連 に つい て ， 日 本 と 中国 の 高 校 生 を 対象 に 検 討す
るこ とを 目 的 と した 。  
 
第 1 項  夫 婦 間 顕 在 的 葛 藤 の 特 徴 と 夫 婦 間 顕 在 的 葛 藤 後 の 子 ど
も の 親 行 動 知 覚 の 関 連  
調 査対 象 者 全 員 に 対す る 正 準 相 関 分析 と パ ス 解 析 で ， 夫 婦 間
顕 在的 葛 藤 の 特 徴 と夫 婦 間 顕 在 的 葛藤 後 の 子 ど も の親 行 動 知覚
の 関連 が 見 ら れ た 。ま た ， 葛 藤 あ り群 に お け る パ ス解 析 の 結果
は ，日 中 と も に ， 夫婦 間 顕 在 的 葛 藤 の 特 徴 と 親 の 温か さ ・ 信頼
の 関連 が 見 ら れ な かっ た 。 そ し て 中国 で は ， 葛 藤 場面 の 頻 度か
ら 父と の 距 離 感 に 対し て 有 意 な 正 のパ ス ， 深 刻 さ から 両 親 との
距 離感 に 対 し て 有 意な 正 の パ ス が 示さ れ た 。 一 方 ， 日 本 で は，
夫 婦間 顕 在 的 葛 藤 の特 徴 と 親 と の 距離 感 の 関 連 が 示さ れ な かっ
た 。葛 藤 あ り 群 に おい て ， 中 国 で は， 夫 婦 間 顕 在 的 葛 藤 か ら親
行 動へ の “ ス ピ ル オー バ ー ” が 確 認さ れ た 。 一 方 ，日 本 で はこ
の よう な 関 連 が 見 られ な か っ た 。 本研 究 で は ， 両 親間 の 葛 藤の
直 後と い う 時 点 で の親 行 動 に つ い て評 定 し て も ら い， 日 本 と中
国 の高 校 生 に お い て 葛 藤 の 直 後 の 状況 や 捉 え 方 が 異な る と 思わ
れる 。第 3 章（【 研究 Ⅰ】）で は， 夫婦 間 顕 在 的 葛 藤に さら さ れ
た 時， 中 国 の 子 ど も は 介 入 的 行 動 を取 る の に 対 し て， 日 本 の子
ど もは 回 避 的 行 動 を取 る 傾 向 が 示 され た 。 子 ど も の行 動 を 踏ま
え ，夫 婦 間 顕 在 的 葛藤 の 直 後 に 子 ども が ど の よ う な状 況 に おか
れ てい る か を 想 像 する と ， 中 国 の 子ど も は 親 と 同 じ空 間 に いる
の に対 し て ， 日 本 の子 ど も は 親 と 離れ て 別 の 空 間 にい る 可 能性
が 高い と 推 測 で き る。 こ の よ う な 状況 の 違 い か ら ，夫 婦 間 顕在





第 2 項  夫 婦 間 顕 在 的 葛 藤 に 対 す る 青 年 期 の 子 ど も の 反 応 ，夫
婦 間 顕 在 的 葛 藤 後 の 子 ど も の 親 行 動 知 覚 と 心 理 的 ス ト レ ス 反
応 の 関 連  
 パ ス解 析 の 結 果 より ， 日 本の 調 査対 象 者 全員 に おい て ， 夫婦
間 顕在 的 葛 藤 の 深 刻さ か ら 心 理 的 スト レ ス 反 応 に 対し て 有 意な
負 のパ ス が 見 ら れ た。 ま た ， 頻 度 は情 動 反 応 の 不 機嫌 ・ 怒 りを
媒 介し ， 深 刻 さ は 情動 反 応 や 自 分 に関 す る 恐 れ 認 知を 媒 介 して
心 理的 ス ト レ ス 反 応に 影 響 を 及 ぼ すこ と が 示 さ れ た。 中 国 の調
査 対象 者 全 員 に お いて ， 夫 婦 間 顕 在的 葛 藤 の 頻 度 は自 分 に 関 す
る 恐れ 認 知 や 回 避 的行 動 を 媒 介 し ，深 刻 さ は 自 分 に関 す る 恐れ
認 知や 情 動 反 応 の 不機 嫌 ・ 怒 り を 媒介 し て 心 理 的 スト レ ス 反応
に つな が る こ と が 示さ れ た 。 葛 藤 あり 群 に つ い て ，日 本 で は，
自 分に 関 す る 恐 れ 認知 や 情 動 反 応 の抑 う つ ・ 不 安 は夫 婦 間 顕在
的 葛藤 の 深 刻 さ と 心理 的 ス ト レ ス 反応 の 媒 介 変 数 であ っ た 。 情
動 反応 の 不 機 嫌 ・ 怒り は 頻 度 と 心 理的 ス ト レ ス 反 応の 媒 介 変数
と なっ て い た 。 夫 婦間 顕 在 的 葛 藤 後の 母 親 の 温 か さ・ 信 頼 から
心 理的 ス ト レ ス 反 応に 対 し て 有 意 な負 の パ ス が 示 され た 。 中国
で は， 自 分 に 関 す る恐 れ 認 知 は 夫 婦間 顕 在 的 葛 藤 の深 刻 さ と心
理 的ス ト レ ス 反 応 の媒 介 変 数 で あ った 。 夫 婦 間 顕 在的 葛 藤 後の
父 親の 温 か さ ・ 信 頼か ら 心 理 的 ス トレ ス 反 応 に 対 して 有 意 な負
の パス が 示 さ れ た 。 以 上 の 葛 藤 あ り群 の 結 果 か ら ， 子 ど も の反
応 と心 理 的 ス ト レ ス反 応 の 関 連 を まと め る と ， 日 中と も に ，夫
婦 間顕 在 的 葛 藤 が 深刻 な ほ ど 子 ど もは 自 分 の こ と を心 配 し ， そ
れ によ っ て 心 理 的 スト レ ス 反 応 が より 強 い こ と が 示さ れ た 。日
中 の差 異 と し て ， 日本 で は ， 夫 婦 間 顕 在 的 葛 藤 が ，深 刻 な ほど
情動 反応 の 抑う つ・不安 が 強く ，頻繁 なほ ど 情動 反応 の不 機 嫌・
怒 りが 強 か っ た 。 これ ら の 情 動 反 応に よ っ て 心 理 的ス ト レ ス反
応 がよ り 強 い こ と が認 め ら れ た 。 した が っ て ， 夫 婦間 顕 在 的葛
藤 の性 質 の み で は なく ， そ れ に つ いて ど の よ う に 捉え ， ど のよ




い うこ と が 明 ら か にな っ た 。 親 行 動と 心 理 的 ス ト レス 反 応 の関
連 につ い て ， 主 に 葛藤 あ り 群 の 結 果を 見 て い く 。 日本 で は ，夫
婦 間顕 在 的 葛 藤 の 直後 ， 子 ど も が 認知 し た 母 親 の 温か さ ・ 信頼
が 心理 的 ス ト レ ス 反応 を 軽 減 さ せ た。 一 方 ， 中 国 では ， 子 ども
が 認知 し た 父 親 の 温か さ ・ 信 頼 が 強い と ， 心 理 的 スト レ ス 反応
が弱 いこ と が示 され た。  
日 中に 共 通 す る 自 分に 関 す る 恐 れ とい う 認 知 反 応 と心 理 的 ス
ト レス 反 応 と の 関 連に つ い て 見 て いき た い 。 自 分 に関 す る 恐れ
には ，「 私は ，自分 に何 か悪 い こと が起 こる の では と心 配に な る」，
「私 は ，自 分 がこ れま での よ うに 暮せ ない の では と心 配に な る」，
「 私は ， こ れか ら 自分 が ど うな っ てし ま う のか と 心配 に な る」，
「 私 は 気 を 紛 ら わ す た め に ど う し て い い か わ か ら な く な る 」，
「 私は ， 両 親が 私 に八 つ 当 たり し てく る の では と 心配 に な る」，
「 たと え 両 親 が 言 わな く て も ， 両 親が け ん か し て いる と 私 が責
め られ て い るよ う な気 が す る」，「 両親 の け んか は 私の 落 ち 度に
よる もの だ」 な どの 7 項 目が 含 まれ る。 それ は 夫婦 間顕 在 的葛
藤 にさ ら さ れ て い る時 ， 自 分 が 脅 かさ れ る よ う な 恐れ の 認 知を
表す 因子 で ある 。 G r y c h  e t  a l .（ 2 0 0 0 ;  2 0 0 3） は縦 断的 研 究，
及 び臨 床 群 と の 比 較研 究 か ら ， 夫 婦間 顕 在 的 葛 藤 と内 在 化 型問
題と の媒 介 変数 とし て恐 れ 認知 を挙 げて い る 。し かし ，G r y c h  e t  
a l .（ 2 0 0 0 ;  2 0 0 3）の 恐 れ認 知 は 親に 関す る 恐れ と自 分に 関 する
恐れ の両 側 面が 含ま れ て い る。 また ，第 6 章（【 研究 Ⅳ】）に お
い ても 親 や 自 分 に 関す る 恐 れ 認 知 がネ ガ テ ィ ブ な 認知 と し て ，
と もに 心 理 的 ス ト レス 反 応 と つ な がる 。 本 章 で は ，こ の 両 側面
を それ ぞ れ 検 討 し た結 果 ， 親 に 関 する 恐 れ と 心 理 的ス ト レ ス反
応の 関連 が 見ら れず ，自分 に 関す る恐 れの み の影 響が 見ら れ た。
さら に ，山本・伊藤（ 2 0 1 2）で は ，青 年 期の 子 ども が認 知 した
夫 婦間 顕 在 的 葛 藤 と精 神 的 健康 と の関 連 に つい て 検討 し て いる 。
その 結果 ，「 両親 は，相手 に対 す る 自分 の機 嫌 の悪 さを その ま ま




し かけ る と ， 私 に 対し て も 当 た り 散ら す こ と が あ る」 な ど の項
目 が含 ま れ る 「 巻 き込 ま れ 」 認 知 と抑 う つ と の 正 の相 関 が 示 さ
れて いる 。山本・伊藤（ 2 0 1 2）の「 巻き 込ま れ 」と 本研 究の「 自
分 に関 す る 恐 れ 」 は， 両 親 間 の 葛 藤 が 起 こ る 時 ， 自分 に ま で影
響す ると い う こ とが 共通 し てい る。「 巻き 込 まれ 」認 知に よっ て
「 自分 に 関 す る 恐 れ」 認 知 が 生 じ ，心 理 的 ス ト レ ス反 応 に つな
がる とい う 流れ も推 測で き る。  
 次に ， 日 本 に の み見 ら れ た 不 機 嫌・ 怒 り や 抑 う つ・ 不 安 とい
う 情動 反 応 と 心 理 的ス ト レ ス 反 応 の関 連 に つ い て 述べ て い く。
日 本の 高 校 生 に お いて ， 心 理 的 ス トレ ス 反 応 は 葛 藤場 面 で 体験
し た情 動 反 応 が 繰 り返 し 経 験 さ れ た場 合 に 出 現 す ると 推 察 され
る 。ネ ガ テ ィ ブ な 情動 反 応 が 高 校 生の 心 理 的 適 応 に影 響 を 及ぼ
すこ とに つ いて ，古 屋 ら（ 2 0 0 9）の 高 校生 の心 理的 スト レ ス過
程 に関 す る 研 究 で は， 引 き こ も り と無 気 力 は 抑 う つ・ 不 安 と怒
り の両 方 の 情 動 反 応に よ っ て ， 攻 撃は 怒 り に よ っ て引 き 起 こさ
れ るこ と が 示 さ れ てい る 。 中 国 で は情 動 反 応 と 心 理的 ス ト レス
反 応の 関 連 が 見 ら れな か っ た 。 そ の原 因 は ， ネ ガ ティ ブ な 情動
反応 の表 出 と関 係し てい る と思 われ る。崔・新 井（ 1 9 9 8）は 非
主 張的 で あ る こ と やネ ガ テ ィ ブ な 感情 表 出 を 抑 制 する こ と が 低
い 自尊 感 情 ， 高 い 抑う つ 傾 向 な ど の精 神 的 な 不 健 康 に 関 連 する
こ とを 示 し て い る 。ま た ， 意 見 の 対立 場 面 で の 問 題解 決 方 略に
つい て，羅（ 2 0 0 8）は中 国 と日 本 の大 学生 を 比較 して いる 。そ
の 結果 ， 中 国 で は 男女 と も に 直 接 的主 張 を 多 く 用 いる が ， 日本
で は男 子 が 相 手 と の関 係 を 重 視 す るた め に 自 分 の 要求 や 感 情を
抑 える と い う 関 係 重視 抑 制 を 行 い ，女 子 が 間 接 的 主張 を 多 く用
い てい る こ と が 示 され て い る 。 ゆ えに ， 日 本 の 子 ども は 中 国の
子 ども よ り 夫 婦 間 顕在 的 葛 藤 で 感 じた 情 動 反 応 を 抑制 す る 傾向
があ り， そ れ が 心理 的ス ト レス 反応 につ な がる ので あろ う 。  
 最後 に ， 葛 藤 あ り群 に お い て ， 夫婦 間 顕 在 的 葛 藤の 特 徴 と関




親 の温 か さ ・ 信 頼 ，中 国 で は ， 父 親 の 温 か さ ・ 信 頼 が 心 理 的ス
ト レ ス 反 応 を 緩 和 す る 要 因 で あ る こ と に つ い て 考 察 す る 。
「 E A S S 2 0 0 6 東 アジ アの 家 族」（ F a m i l i e s  i n  E a s t  A s i a）（ 岩井・
保田，2 0 1 4）では 夫婦 の働 き 方に つい て 調 べ てい る。そ の 結果 ，
日本 では 共 働き が 5 0 . 4 %で あ り，中国 では 6 6 . 2 %であ る。ただ ，
同 じ共 働 き で も ， 日本 の 共 働 き は 妻の 仕 事 が 補 助 的で あ る 傾向
が あり ， 中 国 の 共 働き は 夫 婦 で 自 営業 と い う 形 や 夫婦 と も にフ
ル タイ ム で あ る ケ ース が 多 い 。 こ のよ う な 現 状 に よっ て ， 日本
で は父 親 よ り 母 親 の方 が 子 ど も と の接 触 が 多 い の に対 し て ，中
国 では 父 親 と 母 親 が同 じ く ら い 子 ども と 関 わ る 可 能性 が 高 い。
し たが っ て ， 日 本 に お け る 母 親 行 動は 父 親 行 動 よ り も 子 ど もに
与え る影 響 が強 いと 思わ れ る。ま た，中国 の 親子 関 係に つい て ，
孙（ 2 0 0 9）に よ ると，小・中学 校ま で は 母 親の 子ど もへ の 影響
力 が高 い が ， 反 抗 期を 迎 え る 高 校 生 で は ， 母 親 よ りも 父 親 の威
厳 が認 知 さ れ ， 父 親の 子 ど も へ の 影響 が 上 昇 す る と い う 。 中国
で は， 高 校 生 時 期 の父 子 関 係 は 子 ども の 精 神 的 健 康に 影 響 を与
え る重 要 な 要 因 で ある た め ， 夫 婦 間顕 在 的 葛 藤 と いっ た 出 来事
の 後， 子 ど も が 知 覚し た 父 親 行 動 が心 理 的 ス ト レ ス反 応 に つ な
が ると 示 唆 さ れ る 。本 研 究 で 取 り 上げ た 親 行 動 が 葛藤 の 直 後と
い う時 点 に つ い て 尋ね た も の で あ るた め ， 子 ど も が知 覚 し た親
の 温か さ ・ 信 頼 が 夫婦 間 顕 在 的 葛 藤 後 の 一 時 的 な もの で あ る場
合 と持 続 す る 普 段 の親 行 動 を 表 す もの で あ る 場 合 の両 方 が ある
と 推測 さ れ る 。 そ れを 区 別 し て 検 討し な か っ た の が本 研 究 の課










第 3 項  次 章 へ の 示 唆  
こ こま で の 実 証 研 究を 通 じ て ， 夫 婦間 顕 在 的 葛 藤 が青 年 期 の
子 ども の 精 神 的 健 康に 及 ぼ す 影 響 を日 中 で 検 討 し てき た が ，各
研 究で 得 ら れ た 知 見 を 総 合 し て 考 察す る 必 要 が あ る。 そ こ で第
8 章で は， 第 3 章（【研 究Ⅰ 】） から 第 7 章 （【研 究Ⅴ 】） の知 見
を 総合 し て 夫 婦 間 顕在 的 葛 藤 が 青 年期 の 子 ど も の 精神 的 健 康に








































第 1 節  本 研 究 の 目 的  
子 ども の 前 で の 夫 婦間 暴 力 は 児 童 虐待 と し て 定 義 され て お り
（ 厚 生 労 働 省 ， 2 0 1 5）， 子 ど も の い る 家 庭 に お い て ， 暴 力 を 伴
う よう な 夫 婦 間 顕 在的 葛 藤 は ， 子 ども へ の 心 理 的 虐待 と も 言え
る 。夫 婦 間 顕 在 的 葛藤 は 子 ど も に まで 影 響 を 及 ぼ す 可 能 性 が十
分 あり ， 子 ど も の 精神 的 健 康 を 考 える 上 で 考 慮 す べき 要 因 だと
考え られ る 。  
夫 婦間 顕 在 的 葛 藤 と子 ど も の 精 神 的健 康 に つ い て ，主 に 乳 幼
児 期あ る い は 児 童 期の 子 ど も が い る家 庭 を 対 象 と した 研 究 がな
さ れて お り ， 夫 婦 間 顕 在 的 葛 藤 が 親の 養 育 行 動 や 家族 機 能 など
を 媒介 し て 子 ど も の精 神 的 健 康 に 影響 を 与 え る 間 接的 プ ロ セス
や ，夫 婦 間 顕 在 的 葛藤 に さ ら さ れ るこ と が 子 ど も の精 神 的 健康
に 影 響 を 及 ぼ す 直 接 的 プ ロ セ ス が 指 摘 さ れ て い る （ C u m m i n g s  
e t  a l . ,  2 0 0 0）。 また ，直 接 的プ ロセ スに 関 して ，情 緒安 定 性仮
説（ D a v i s  &  C u m m i n g s ,  1 9 9 4）や認 知状 況 的枠 組 み（ G r y c h  &  
F i n c h a m ,  1 9 9 0） の 有 用 性 ， つ ま り 認 知 ・ 情 動 ・ 行 動 か ら 夫 婦
間 顕在 的 葛 藤 に 対 する 子 ど も の 主 観的 体 験 を 捉 え る必 要 性 が述
べ られ て い る 。 さ らに ， 乳 幼 児 期 から 児 童 期 ま で の子 ど も だけ
で なく ， 青 年 期 以 降の 子 ど も を 対 象と し た 研 究 に おい て も ，夫
婦 間顕 在 的 葛 藤 は 青年 の 内 在 化 型 ・外 在 化 型 問 題 と関 連 す るこ
とが 明ら か にな って いる（ G r y c h  e t  a l . ,  2 0 0 4）。し かし なが ら ，
その メカ ニ ズム は定 かで は ない 。  
し たが っ て ， 本 研 究で は ， 日 本 と 中国 の 高 校 生 を 対象 に ， 直
接的・間 接 的の 2 通りの プ ロセ ス 及び 認知・情動・行 動の 3 つ
の 側面 を 統 合 す る 視点 か ら そ の メ カニ ズ ム を 検 討 した 。 直 接的
プ ロセ ス で は ， 夫 婦間 顕 在 的 葛 藤 に対 す る 青 年 期 の子 ど も の反
応 を取 り 上 げ ， 間 接的 プ ロ セ ス で は ， 夫 婦 間 顕 在 的 葛 藤 後 の子
ども の親 行 動知 覚を 取り 入 れた 。青年 の精 神 的健 康の 指標 に は ，
ス トレ ス と い う 観 点で 心 理 的 ス ト レス 反 応 を 用 い た。 本 研 究で




顕 在的 葛 藤 後 の 子 ども の 親 行 動 知 覚と 心 理 的 ス ト レス 反 応 の関
































第 2 節  夫 婦 間 顕 在 的 葛 藤 に 対 す る 青 年 期 の 子 ど も の 反 応 に つ
い て  
 直接 的 プ ロ セ ス では ， 両 親 間 の 葛藤 に 対 す る 子 ども の 主 観的
体験 を認 知・ 情 動・ 行動の 3 つ の側 面か ら 捉え る 。 その 変数 と
し て， 夫 婦 間 顕 在 的葛 藤 に 対 す る 青年 期 の 子 ど も の反 応 を 取り
上 げた 。 そ し て ， 尺度 の 作 成 や 子 ども の 反 応 に 影 響を 及 ぼ す要
因に つい て 検討 を行 った 。具体 的 に は ，ま ず ，日 本 と中 国で は ，
子ど もの 反 応を 直接 測定 で きる 尺度 が存 在 しな いた め ，第 3 章
（【 研 究 Ⅰ】） で は ，夫 婦 間 顕在 的 葛藤 に 対 する 青 年期 の 子 ども
の 認知 ・ 情 動 ・ 行 動 反 応 尺 度 を 作 成し た 。 日 本 と 中国 の 尺 度の
因 子不 変 性 を 検 証 した 上 で ， 各 因 子の 得 点 の 比 較 を行 っ た 。次
に，第 4 章 （【 研 究 Ⅱ 】） では ，夫 婦間 顕在 的 葛藤 に対 する 青 年
期 の子 ど も の 行 動 反応 に 焦 点 を 当 て， そ の 背 景 に ある 子 ど もの
認 知・ 情 動 反 応 を 把握 す る た め に 認知 ・ 情 動 反 応 と行 動 反 応の
関連 を日 中 両国 で検 討し た 。さ ら に，第 5 章（【研 究 Ⅲ 】）で は，
子 ども が 夫 婦 間 顕 在的 葛 藤 に さ ら され て い る 時 ， 基本 属 性 や親
子関 係な ど が子 ども の反 応 に与 える 影響 を 日中 で検 討し た 。  
 夫婦 間 顕 在 的 葛 藤に 対 す る 青 年 期の 子 ど も の 認 知・ 情 動 ・行
動反 応尺 度 につ いて ，日中 と もに 同様 な因 子 構造 が確 認さ れ た。
日中 共通 の 質問 項目 を用 い て行 った 研究 の 主な 結果 を図 8 - 1 に
示 す。 ま ず ， 日 本 と中 国 の 夫 婦 間 顕在 的 葛 藤 に 対 する 青 年 期の
子 ども の 反 応 の 特 徴に つ い て 考 察 する 。 夫 婦 間 顕 在的 葛 藤 にさ
ら され た 時 ， 日 本 の高 校 生 は 中 国 の高 校 生 よ り ， 自分 が 落 ち着
い てい ら れ る と 認 知す る 傾 向 が 強 く ， 葛 藤 場 面 を 回避 す る 傾向
が 強か っ た 。 一 方 で， 中 国 の 高 校 生は ， た と え 両 親間 の 葛 藤 が
最 終的 に 解 決 す る と判 断 し て も ， 親と 自 分 の こ と を心 配 し ，情
緒 的反 応 が 強 く ， 葛藤 場 面 に 介 入 する 傾 向 が 強 い こと が 明 らか
にな った 。第 3 章（【 研 究 Ⅰ】） で考 察し た よう に ， 心理 的ス ト
レ スモ デ ル に 沿 っ て 考 え る と ， 中 国の 子 ど も の 方 が夫 婦 間 顕在




て 文化 的 要 因 に 基 づく 夫 婦 間 顕 在 的葛 藤 に 対 す る 認知 的 評 価や
対処 行動 の 相違 があ る と 推 測で きる 。  
 
 
図 8 - 1  第 3 章 （ 【 研 究 Ⅰ 】 ） ～ 第 5 章 （ 【 研 究 Ⅲ 】 ） の 主 な 結 果 の
ま と め  。 ↔： 日 中 共 通 の 結 果 ， ↔： 日 本 の み に 示 さ れ た 結 果 ， ↔： 中 国 の
み に 示 さ れ た 結 果 ， 実 線 ： 正 の 相 関 ， 点 線 ： 負 の 相 関 。  
 
ここ で 1 つ 異 な る視 点を 取 り上 げた い。 それ は ， 日本 と 中国
の 高校 生 の 夫 婦 間 顕在 的 葛 藤 に 対 する 説 明 ス タ イ ルが 異 な るこ
とで ある 。 S e l i g m a n（ 1 9 9 1，山 村  訳（ 1 9 9 4））は ，説 明ス タ
イ ルの 観 点 か ら 悲 観性 ・ 楽 観 性 を 捉え て い る 。 具 体的 に は ， ネ
ガ ティ ブ な 出 来 事 の原 因 を 内 的 ， 永続 的 ， 普 遍 的 な原 因 に 帰属
す るこ と を 悲 観 的 な説 明 ス タ イ ル とし て い る 。 反 対に ， 外 的，
一 時的 ， 特 異 的 な 要因 に 帰 属 す る こと は 楽 観 的 な 説明 ス タ イル
と定 義 し て いる 。説明 スタ イ ル の 3 次元 そ れぞ れ か ら考 察す る 。
まず ，内 的 ― 外 的に つい て は， 第 1 章 第 6 節 で 述べ たよ う に，
中 国の 子 ど も は 夫 婦関 係 が 悪 く て も自 分 の た め に 離婚 し な い親
に 対し て 責 任 を 感 じ， 夫 婦 の 問 題 に巻 き 込 ま れ や すい 傾 向 があ




人 と捉 え る と い う 文化 的 背 景 の た め， 両 親 間 の 葛 藤 か ら 距 離を
置 くこ と が で き る と 考 え ら れ る 。 すな わ ち ， 中 国 の高 校 生 の方
が 夫婦 間 顕 在 的 葛 藤を 自 分 自 身 と 関係 す る と 説 明 しや す い と 推
測 され る 。 次 に ， 永続 的 ― 一 時 的 また 普 遍 的 ― 特 異的 に つ いて
は ，夫 婦 間 顕 在 的 葛藤 に 関 す る 実 態調 査 か ら 見 て いき た い 。配
偶 者と の け ん か か ら仲 直 り ま で の 平均 時 間 に つ い て， 日 本 では
2 日以 上何 日間 か必 要な 人 は約 3 0 . 0 %で ある の に 対し て， 中 国
では 6 0 . 3 %で あ る 。ま た ，夫 婦 間 顕在 的 葛 藤 の頻 度か ら見 る と，
日本 では 数 日間 の内 に 1 回 夫婦 げん かを す る人 は 1 8 . 5 %であ る
一 方 ， 中 国 で は 2 3 . 5 %で あ る （ 株 式 会 社 結 婚 情 報 セ ン タ ー ，
2 0 0 8； 河 北 青 年 报 ， 2 0 1 5）。 こ れ ら の 結 果 は 同 一 の 調 査 か ら 得
ら れた も の で は な く， ま た 対 象 者 の年 齢 層 が 幅 広 い た め 慎 重に
解釈 すべ き であ る 。 しか し なが ら， 1 つ の参 考 とし て， 日 本の
高 校生 よ り 中 国 の 高校 生 の 方 が 夫 婦間 顕 在 的 葛 藤 にさ ら さ れる
時 間が 長 く 続 き ， 夫婦 間 顕 在 的 葛 藤が 他 の 理 由 で また 起 こ り得
る と説 明 し や す い と思 わ れ る 。 こ れら の こ と か ら ，夫 婦 間 顕在
的 葛藤 に さ ら さ れ てい る 時 ， 日 本 の子 ど も よ り 中 国の 子 ど もの
方が 悲観 的 な 説 明ス タイ ル を 持 ちや すい と 推測 され る 。さ ら に，
伊澤（ 2 0 11）は 対人 スト レ ス過 程に おけ る 楽観 的説 明ス タ イル
に つい て 検 討 し ， それ が 脅 威 評 価 に負 の 影 響 を 及 ぼす と 示 して
い る。 対 人 葛 藤 の 当事 者 で は な く ，第 三 者 と し て ，子 ど も が夫
婦 間顕 在 的 葛 藤 と いう 対 人 ス ト レ スに 遭 遇 す る 時 ，子 ど も の認
知 や行 動 は 説 明 ス タイ ル に 影 響 さ れる と 考 え ら れ る。 し た がっ
て ，夫 婦 間 顕 在 的 葛藤 に 対 す る 青 年期 の 子 ど も の 反応 に お ける
日 本と 中 国 の 差 異 を解 釈 す る た め に ， 文 化 的 要 因 や説 明 ス タイ
ルに 関す る 変数 を取 り入 れ て検 討す る必 要 があ ると 言え よ う。   
次 に， 親 が 直 接 観 察で き ， ま た 援 助者 が ア セ ス メ ント す る 時
に 聞き 出 し や す い 子ど も の 行 動 反 応か ら 推 測 で き る こ と を 考察
す る。 ま ず ， 介 入 的行 動 に つ い て ，日 本 と 中 国 の いず れ の 高校




介 入的 行 動 と 関 連 する こ と が 明 ら かに な っ た 。 す なわ ち ， 介入
的 行動 の 背 景 に は ，良 好 な 親 子 関 係， 葛 藤 解 決 へ の確 信 と いっ
た ポジ テ ィ ブ な 要 因が あ る 。 そ れ と同 時 に ， 子 ど もの 抑 う つ・
不 安を よ り 喚 起 す る可 能 性 も あ る 。抑 う つ ・ 不 安 を含 め ， 子ど
も の反 応 と 精 神 的 健康 の 関 連 に つ いて 次 節 で 詳 し く述 べ る が，
第 7 章（【研 究 Ⅴ】） の 結果 の 一 部と して ， 日本 の高 校生 に は ，
抑 うつ ・ 不 安 と 心 理的 ス ト レ ス 反 応 に 正 の 相 関 が 示さ れ た 。こ
れ らの こ と か ら ， 日本 の 高 校 生 が 介入 的 行 動 を 取 った 場 合 ，親
あ るい は 援 助 者 は 子ど も の 抑 う つ ・不 安 に 注 目 し ，引 き 起 こさ
れ た情 動 反 応 が 適 切に 処 理 さ れ た かど う か に 注 意 を払 う べ きで
あろ う。  
回 避的 行 動 に つ い て， 日 本 と 中 国 の高 校 生 と も に 見ら れ た の
は ，自 分 へ の 対 処 効力 感 ， 自 分 に 関す る 恐 れ と 回 避的 行 動 との
正 の相 関 で あ っ た 。 ま た ， 中 国 の みに 示 さ れ た の は ， 親 の 葛藤
解 決認 知 ， 抑 う つ ・不 安 ， 親 子 関 係と 回 避 的 行 動 との 負 の 相関
で あっ た 。 両 国 に お い て ， 回 避 的 行動 に 伴 う 認 知 とし て ， 自分
へ の対 処 効 力 感 と いっ た ポ ジ テ ィ ブな も の も あ れ ば， 自 分 への
心配 とい っ たネ ガテ ィブ な もの もあ る。こ こで ま た第 7 章（【研
究Ⅴ 】）の 結 果の 一部 と照 ら し合 わせ て考 え ると ，日中 どち ら も
自 分に 関 す る 恐 れ 認知 と 心 理 的 ス トレ ス 反 応 に 正 の相 関 が 示さ
れ た。 そ の た め ， 子ど も が 回 避 的 行動 を 取 っ た 場 合， 親 あ るい
は 援助 者 は 子 ど も の自 分 に 関 す る 恐れ 認 知 に 目 を 向け ， 必 要に
応じ て認 知 を扱 うべ きで あ ろう 。  
1 つ興味 深 いと ころ は， 中 国の 高校 生に お いて ，親 の葛 藤 解
決 認知 ， 抑 う つ ・ 不安 や 親 子 関 係 と介 入 的 行 動 に 正の 相 関 ，回
避 的行 動 と の 負 の 相関 が 示 さ れ た ため ， 介 入 的 行 動か 回 避 的行
動 のい ず れ か を 選 択す る 子 ど も が 多く い る と 推 測 され る 。 その
一 方で ， 回 避 的 行 動と 介 入 的 行 動 を組 み 合 わ せ た 子ど も も いる
はず であ る。小 杉（ 2 0 11）は，積極 的な 方 略を 中心 に，その 他




有 効で あ る こ と を 指摘 し て い る 。 対処 行 動 の 組 み 合わ せ に よっ
て ，ス ト レ ス 反 応 が異 な る 可 能 性 が考 え ら れ る 。 本論 で は 行動
反 応の 組 み 合 わ せ まで 検 討 し な か った が ， 今 後 の 研究 で は 子ど
も の行 動 反 応 に 焦 点を 当 て 検 討 を 深め て い く こ と が意 味 の ある





























第 3 節  夫 婦 間 顕 在 的 葛 藤 が 青 年 の 精 神 的 健 康 に 影 響 を 及 ぼ す
メ カ ニ ズ ム  
 ここ ま で の 研 究 では ， 夫 婦 間 顕 在的 葛 藤 と 子 ど もの 精 神 的健
康 の関 連 を 説 明 す るた め に 重 要 だ と思 わ れ る 変 数 ， つ ま り 夫婦
間 顕在 的 葛 藤 に 対 する 子 ど も の 反 応を 複 数 の 視 点 から 検 討 して
き た。 た だ し ， 子 ども の 反 応 が ど のよ う に 精 神 的 健康 と つ なが
っ てい る の か と い う直 接 的 プ ロ セ スの 影 響 を 明 ら かに す る 必要
があ る。 また ， 直接 的・ 間接 的 の 2 通り のプ ロ セス を統 合 する
観 点か ら ， 日 本 と 中国 に お け る 夫 婦間 顕 在 的 葛 藤 が青 年 期 の子
ど もの 精 神 的健 康 に影 響 を 及ぼ す メカ ニ ズ ムを 明 らか に し たい 。
その ため に ， 第 6 章（【研 究 Ⅳ 】）， 第 7 章 （【 研 究 Ⅴ】）で は，
夫 婦間 顕 在 的 葛 藤 に対 す る 青 年 期 の子 ど も の 反 応 ，夫 婦 間 顕在
的 葛藤 後 の 子 ど も の親 行 動 知 覚 と 心理 的 ス ト レ ス 反応 の 関 連を
検 討し た 。 実 際 に 両親 間 の 葛 藤 が 起き て い る 子 ど も に 対 す る主
な研 究結 果 （図 8 - 2） を中 心 に考 察す る。  
 
 
図 8 - 2  第 6 章 （ 【 研 究 Ⅳ 】 ） ～ 第 7 章 （ 【 研 究 Ⅴ 】 ） の 主 な 結 果 の ま
と め 。 → ： 日 中 共 通 の 結 果 ， → ： 日 本 の み に 示 さ れ た 結 果 ， → ： 中 国 の




図 のよ う に ， 夫 婦 間顕 在 的 葛 藤 の 直接 的 ， ま た は 間接 的 な 影
響 が確 認 で き た 。 まず ， 夫 婦 間 顕 在的 葛 藤 に さ ら され て い る時
の 子ど も の 反 応 が 精神 的 健 康 に 影 響を 及 ぼ す 直 接 的プ ロ セ スに
つい て考 察 する 。第 6 章（【 研 究 Ⅳ】） では 夫 婦間 顕在 的 葛 藤 に
対 する 青 年 期 の 子 ども の 反 応 の 類 型と 心 理 的 ス ト レス 反 応 の関
連 を扱 っ た 。 子 ど もの 反 応 の 類 型 につ い て は ， ポ ジテ ィ ブ な認
知 や介 入 的 行 動 の 得点 が 高 く ， ネ ガテ ィ ブ な 認 知 ・情 動 や 回避
的行 動の 得 点が 低い「 ポジ テ ィブ・介 入 群 」，ネ ガ テ ィブ な認 知・
情 動や 介 入 的 ・ 回 避的 両 方 の 行 動 の得 点 が 高 く ， ポジ テ ィ ブな
認知 の得 点 が低 い「 ネガ ティ ブ・介入 回避 群」，ポ ジテ ィブ な 認
知 や回 避 的 行 動 の 得点 が 高 く ， ネ ガテ ィ ブ な 認 知 ・情 動 や 介入
的行 動の 得 点が 低い 「ポ ジテ ィ ブ・ 回避 群」の 3 つのク ラ スタ
を採 用し た 。分 析の 結果 ，「 ネ ガ ティ ブ・介 入回 避群 」が「ポ ジ
テ ィブ ・ 介 入 群 」 と「 ポ ジ テ ィ ブ ・回 避 群 」 よ り も ス ト レ ス反
応 が強 か っ た 。 夫 婦間 顕 在 的 葛 藤 に対 す る 青 年 期 の子 ど も の反
応 それ ぞ れ は ど の よう に 心 理 的 ス トレ ス 反 応 と 関 連し て い るか
を第 7 章（【研 究 Ⅴ】） で 検討 した 。そ の 結 果， 日 本と 中国 の 高
校 生と も に 自 分 に 関す る 恐 れ 認 知 は心 理 的 ス ト レ ス反 応 と 関連
し てい た 。 ま た ， 日本 の 高 校 生 の みに 情 動 反 応 は 心理 的 ス トレ
ス反 応と 関 連し てい るこ と が明 らか にな っ た。  
これ らの 結 果に 対す る解 釈 とし て 2 つ のこ とが 考え られ る 。
1 つ は同 様な 行 動を 取る と して も， 行動 の 背景 にあ る意 図 や目
的 が異 な る ため に 精神 的 健 康に 及 ぶ影 響 が 異な る と 推 察 さ れる 。
例 えば ， 両 親 が 葛 藤の あ と 仲 直 り する と 確 信 し ， 葛藤 場 面 に介
入 する 子 ど も と ， 両親 や 自 分 の こ とを 心 配 し ， 感 情的 に 不 安定
に なり ， 葛 藤 場 面 に介 入 す る 子 ど もの 精 神 的 健 康 は異 な る だろ
う 。あ る い は ， 両 親間 の 葛 藤 が あ って も ， そ れ は 夫婦 の 問 題で
あ るた め 両 親 に 任 せ， 葛 藤 場 面 か ら離 れ る 子 ど も と ， 両 親 や自
分 のこ と を 心 配 し ，ネ ガ テ ィ ブ な 感情 が 引 き 起 こ され た に も関




面 から 回 避 す る 子 ども の 精 神 的 健 康 は 異 な る と 思 われ る 。 この
解 釈か ら ， 夫 婦 間 顕在 的 葛 藤 に 対 する 行 動 自 体 よ り， そ の 行動
を 取る 個 人 の 意 図 や目 的 と そ の 行 動が 取 ら れ る 文 脈が 重 要 であ
り ，夫 婦 間 顕 在 的 葛藤 に お か れ て いる 子 ど も の 反 応を 認 知 ・情
動・ 行動 の 組み 合わ せ で 理 解す べき であ る と示 唆さ れる 。  
もう 1 つ の解 釈 とし て ，本 論 で 扱っ た子 ど もの 行動 反応 は 主
に 両親 間 の 葛 藤 に 焦点 を 当 て た 場 合の 行 動 反 応 で あっ た 。 しか
し， L a z a r u s  &  F o l k m a n（ 1 9 8 4）は，ス ト レス フ ルな 状況 に 対
す る対 処 行 動 を 問 題焦 点 型 コ ー ピ ング と 情 動 焦 点 型コ ー ピ ング
と 命名 し て い る 。 つま り ， 直 面 す る問 題 に 対 す る 対処 行 動 だけ
で なく ， 問 題 に よ って 生 起 し た 情 動の 調 整 を 目 的 とす る 対 処行
動 もあ る と 指 摘 し てい る 。 し た が って ， 夫 婦 間 顕 在的 葛 藤 とい
う スト レ ッ サ ー を 経験 し て い る 子 ども は ， 両 親 間 の葛 藤 と いう
問 題に 対 し て 行 っ た対 処 行 動 が 同 様で あ っ て も ， 自分 自 身 の情
動 を調 整 す る た め の行 動 が 異 な る 可能 性 が あ る 。 そし て ， それ
ら の行 動 の 違 い は スト レ ス 反 応 に つな が る と 推 測 され る 。 ここ
でい くつ か の知 見が 参考 に でき る。 例え ば ， 1 人で 感情 表 出 す
る 対処 行 動 を 行 う 独立 的 感 情 表 出 は抑 う つ を 高 め るこ と が 示さ
れ て い る （ 内 田 ・ 貴 志 ・ 山 崎 ， 2 0 11）。 ま た ， 女 子 で は ， 落 胆
し た時 ， 誰 か に 対 して 感 情 表 出 す る対 処 行 動 を 行 う他 者 依 存的
感 情表 出 が 多 い ほ ど， 抑 う つ が 低 減さ れ る こ と が 明ら か に され
てい る。また，小澤（ 2 0 1 0）は 対処 行動 と スト レス 反応 の 関連
を 検討 し ， 高 校 生 にお い て 「 大 声 を上 げ て ど な る 」な ど が 含ま
れる 行動 的 回避 とス トレ ス 反応 の関 連が 示 され ず，「 ひと りに な
る 」な ど の 情 動 的 回避 が ス ト レ ス 反応 を 高 め る こ と を 示 し てい
る 。ま た ， こ の 解 釈は ， 中 国 に 見 られ ず ， 日 本 の みに 見 ら れた
情 動反 応 と 心 理 的 スト レ ス 反 応 と の関 連 に も 関 係 して い る 。第
7 章第 4 節第 2 項で 述べ た よう に， 夫婦 間 顕在 的葛 藤下 で 喚起
さ れた 情 動 反 応 の 表出 に つ い て ， 日本 の 高 校 生 は 中国 の 高 校生




動 反応 が 強 い ほ ど ， 感 情 表 出 を 抑 制す る よ う な 対 処行 動 に よっ
て 維持 さ れ ， 心 理 的ス ト レ ス 反 応 につ な が る が ， 中国 で は 情動
反 応が 強 い に も 関 わら ず ， 感 情 表 出に よ っ て 緩 和 され ， 心 理的
ス トレ ス 反 応 に つ なが ら な い こ と が推 察 さ れ る 。 以上 よ り ，夫
婦 間顕 在 的 葛 藤 に 対す る 対 処 行 動 だけ で な く ， 情 動焦 点 な ど他
の側 面か ら 子ど もの 行動 反 応に つい て検 討 する 必要 があ る 。  
 次に ， 夫 婦 間 顕 在的 葛 藤 後 の 子 ども の 親 行 動 知 覚と 心 理 的ス
ト レス 反 応 の 関 連 とい う 間 接 的 プ ロセ ス に つ い て 考察 す る 。日
本 で は ， 夫 婦 間 顕 在 的 葛 藤 後 の 子 ど も が 認 知 し た 母 親 の 温 か
さ ・信 頼 ， 中 国 で は， 父 親 の 温 か さ・ 信 頼 が 心 理 的ス ト レ ス反
応 を緩 和 す る こ と が示 さ れ た 。 ま ず， 親 子 関 係 か ら見 る と ， 第
7 章第 4 節第 2 項で 論述 し たよ うに ，日 本 の子 育て は母 親 中心
で あり ， 父 親 よ り 母 親 が 子 ど も と 関わ る 時 間 が 長 い。 そ れ に対
し て， 中 国 で は ， 両親 が 分 担 し て 育児 に 取 り 組 む ため ， 子 ども
と関 わる 時 間が ほと んど 変 わら ない 。ま た，孙（ 2 0 0 9）によ る
と ，中 国 に お い て ，小 ・ 中 学 校 ま で は 母 親 の 子 ど もへ の 影 響力
が 高い が ， 反 抗 期 を迎 え る 高 校 生 では ， 母 親 よ り も父 親 の 威厳
が 認知 さ れ て お り ，父 親 の 子 ど も への 影 響 が 上 昇 する と 指 摘し
て いる 。 し た が っ て ， 日 本 で は 母 親行 動 が 高 校 生 に与 え る 影響
が 強い の に 対 し て ，中 国 で は 父 親 行動 の 影 響 が 強 いこ と が 存在
し ，こ の よ う な 傾 向は 夫 婦 間 顕 在 的葛 藤 後 に お い ても 見 ら れた
と 考え ら れ る 。 次 に， 設 定 し た 葛 藤場 面 か ら 述 べ る。 家 事 につ
いて は，「 E A S S 2 0 0 6 東アジ ア の 家族 」（ F a m i l i e s  i n  E a s t  A s i a）
（岩 井・保田 ， 2 0 1 4）に よ ると ，いず れの 国・地 域（日 本・中
国 ・韓 国 ・ 台 湾 ） でも ， 妻 は 家 事 をほ ぼ 毎 日 し て いる 場 合 が多
く， 週に 数 回し てい る場 合 も含 める と 7～ 9 割 に達 する 。 これ
に 対し て ， 夫 の 家 事頻 度 は 低 い が ， 中 国 人 の 夫 は 比較 的 家 事を
負担 して お り， 5 割 程度 の夫 が 掃除 や夕 食 の用 意を 週に 数 回以
上 行っ て い る 。 逆 に最 も 家 事 を し てい な い の は 日 本人 の 夫 であ




よ うな 背 景 に 基 づ いて ， 本 研 究 で 設定 し た ， 自 分 が父 親 と 一緒
に テレ ビ を 見 て い ると こ ろ に ， 母 親が 家 事 を 手 伝 って く れ ない
父 親へ の 不 満 か ら 始ま る 葛 藤 場 面 につ い て 考 え る 。 日 本 の 子ど
も は母 親 の 不 満 が 合理 的 だ と 思 い ， そ の 不 満 感 情 に影 響 さ れ，
父 親と 一 緒 に テ レ ビを 見 て い る 自 分が 母 親 に 対 し て 申 し 訳 ない
気 持ち が 生 じ や す い。 そ れ に 対 し て， 中 国 の 子 ど もは ， 父 親が
普 段家 事 を 手 伝 っ てい る に も 関 わ らず 母 親 に 文 句 を言 わ れ てい
る ため ， 父 親 の 味 方に な り や す い 可能 性 が 考 え ら れる 。 こ のこ
と から ， 夫 婦 間 顕 在的 葛 藤 後 ， 日 本の 高 校 生 は 母 親の 温 か さ・
信 頼に 敏 感 で あ り ，中 国 の 高 校 生 は父 親 の 温 か さ ・信 頼 に 目を
向け るよ う にな る と 推察 さ れる 。  
最 後に ， 直 接 的 プ ロセ ス と 間 接 的 プロ セ ス を 比 較 する 視 点 か
ら 考察 す る 。 標 準 化係 数 の 値 か ら 直接 的 プ ロ セ ス と間 接 的 プロ
セ スの 影 響 力 を 見 ると ， 中 国 の 高 校生 で は ， 自 分 に関 す る 恐れ
の 標 準 化 係 数 は . 4 1（ p＜ . 0 0 1） で あ り ， 父 親 の 温 か さ ・ 信 頼 は
- . 1 6（ p＜ . 0 5） で あ っ た 。 日 本 の 高 校 生 で は ， 自 分 に 関 す る 恐
れの 標準 化 係数 は . 3 3（ p＜ . 0 5），抑う つ・不安 は . 3 6（ p＜ . 0 1），
不機 嫌・怒り は . 2 6（ p＜ . 0 1），母 親 の温 かさ・信 頼 は - . 2 3（ p＜ . 0 5）
で あっ た 。 夫 婦 間 顕在 的 葛 藤 に 対 する 子 ど も の 反 応の 標 準 化係
数 は夫 婦 間 顕 在 的 葛藤 後 の 子 ど も の親 行 動 知 覚 よ り全 般 的 に高
か った 。 そ の た め ， 本 研 究 で は 夫 婦間 顕 在 的 葛 藤 が直 接 的 プロ
セ スを 通 し て 子 ど もの 精 神 的 健 康 に与 え る 影 響 が 強い と 思 われ
る 。し か し ， 本 研 究で 取 り 上 げ た 夫婦 間 顕 在 的 葛 藤後 の 子 ども
の 親行 動 知 覚は 両 親間 の 葛 藤 の 直 後と い う 時点 の もの で あ った 。
そ のた め ， そ の 親 行動 が 一 時 的 な もの な の か ， 持 続す る 普 段 の
親 行動 を 表 す も の なの か に よ っ て ，子 ど も の 精 神 的健 康 に 与え
る 影響 が 異 な る と 考え ら れ る 。 直 接的 プ ロ セ ス と 間接 的 プ ロセ













 本章 で は ， 本 研 究の 限 界 を 踏 ま え， 今 後 の 課 題 と展 開 の 可能
性に つい て 記述 する 。加 え て，本 研究 で得 ら れた 結果 に基 づ き，
本研 究の 意 義 及 び臨 床的 示 唆に つい て示 し てい く。  
 
第 1 節  今 後 の 課 題 と 展 開  
 第 1 の課題は ，測 定尺 度 に関 する 課題 で ある 。本 研究 で 開発
した ，夫 婦 間 顕 在 的葛 藤に 対 する 青年 期の 子 ども の 認 知・情 動・
行 動反 応 尺 度 の 信 頼性 と 妥 当 性 ， 場面 想 定 法 の 限 界や 行 動 反応
の精 緻化 の 3 つ の側 面か ら 述べ る。ま ず， 妥当 性 と 信頼 性 の検
証に つい て であ る。 第 3 章 （【 研 究Ⅰ 】）で は 夫婦 間 顕 在的 葛 藤
に 対す る 青 年 期 の 子ど も の 認 知 ・ 情動 ・ 行 動 反 応 尺度 の 因 子構
造 を中 心 に 検 討 す るこ と が で き た 。し か し な が ら ， 再 検 査 信頼
性 の検 証 を 行 っ て いな い た め ， 時 間を 超 え て の 信 頼性 の 検 討が
求 めら れ る 。 ま た ，子 ど も の 目 に 映る 親 の 夫 婦 関 係を 評 価 する
他 の尺 度 と の 関 連 を見 る こ と で ， 併存 的 妥 当 性 の 検討 な ど を行
っ てい く 必 要 性 が 考え ら れ る 。 次 に， 場 面 想 定 法 の限 界 に つい
て 述べ る 。 本 研 究 では ， 子 ど も に 心理 的 な 負 担 を かけ る 可 能性
に 最大 限 配 慮 す る ため に ， 実 際 の 両親 間 の 葛 藤 を 思い 出 し ても
ら うの で は な く ， 研究 者 が 設 定 し た夫 婦 間 顕 在 的 葛藤 場 面 を想
定 して も ら う こ と に し た 。 場 面 想 定法 を 用 い る 際 ，想 定 し た場
面 に対 す る 反 応 と 実際 の 両 親 間 の 葛藤 に お か れ て いる 時 の 反応
が 同様 で あ る こ と を担 保 す る 必 要 があ る 。 本 研 究 にお い て ，日
本 と中 国 の サ ン プ ルの 全 員 に 対 す る分 析 に 加 え ， チェ ッ ク 項目
を 通し て 抽 出 し た 設定 し た 場 面 と 似た よ う な 葛 藤 が実 際 の 家族
に 起き て い る と 回 答し た 対 象 者 の みの 検 討 も 行 っ た。 こ れ は有
効な 方法 の 1 つ であ るが ，場面 想定 法の 妥 当性 を検 証す る ため
に も， 子 ど も の 目 に映 る 親 の 夫 婦 関係 を 評 価 す る 他の 尺 度 と 比
較す る必 要 があ る 。場 面 想定 法 に関 して ，も う 1 つの限 界 があ
る 。設 定 し た 夫 婦 間顕 在 的 葛 藤 場 面は ， 家 事 に ま つわ り ， 母が




ケー ショ ン のあ り方 とし て ，葛 藤 時に おけ る 夫側 の撤 退行 動（難
波 ， 1 9 9 9）や ，中年 期夫 婦 にお け る 夫側 の 無視・回避 ，威 圧な
ど非 対等 な 関係 性の 問題 が 挙げ られ てい る（ 平山・柏木 ，2 0 0 1）。
よ って ， 主 張 対 主 張の 葛 藤 が な さ れて い な か っ た 夫婦 の 存 在 が
予 想さ れ る 。 さ ら に， 家 事 以 外 に ，性 格 や 子 ど も の教 育 ， 経済
的 問題 な ど 葛 藤 の もと に な り 得 る 夫婦 間 問 題 も 存 在す る と 思わ
れ る。 し た が っ て ，そ の よ う な 日 本の 夫 婦 関 係 の 実情 に 見 合っ
た 場面 を 作 成 す る 必要 性 が 考 え ら れる 。 最 後 に ， 行動 反 応 につ
い て， 前 章 で 述 べ たよ う に ， ス ト レス フ ル な 状 況 に対 す る 対処
行 動に は ， 直 面 す る問 題 を 対 象 と する も の も あ れ ば ， 問 題 によ
っ て生 起 し た 情 動 を対 象 と す る も のも あ る 。 そ の ため ， 夫 婦間
顕 在的 葛 藤 と い う スト レ ッ サ ー を 経験 し て い る 子 ども は ， 両方
を 行っ て い る と 考 えら れ る 。 本 研 究で は 前 者 に 焦 点を 当 て て検
討 を行 っ た 結 果 ， 青年 の 心 理 的 ス トレ ス 反 応 と の 関連 が 示 され
な かっ た 。 し か し なが ら ， 行 動 反 応に 情 動 調 整 の 対処 行 動 も取
り 入れ る な ら ば ， 行動 反 応 と 精 神 的健 康 の 関 連 に 異な る 結 果が
得 られ る と 予 想 さ れる 。 以 上 よ り ，夫 婦 間 顕 在 的 葛藤 に 対 する
青 年期 の 子 ど も の 認知 ・ 情 動 ・ 行 動反 応 尺 度 に つ いて ， 信 頼性
と 妥当 性 ， 葛 藤 場 面の 設 定 ， 行 動 反応 の 概 念 の 整 理な ど の 側面
から 尺度 の 精緻 化が 求め ら れる と言 える 。  
 第 2 の課題は ，性 差の 検 討に 関す る課 題 であ る。性別 に よっ
て 夫婦 間 顕 在 的 葛 藤が 子 ど も の 精 神的 健 康 に 及 ぼ す影 響 が 異な
る かど う か に つ い ては ， 一 貫 し た 結果 が 得 ら れ て いな い 。 例え
ば，川 島ら（ 2 0 0 8）は 夫婦 間 顕在 的 葛 藤に 対 する 青年 期の 子 ど
も の認 知 と 抑 う つ の関 連 を 検 討 し てい る 。 そ の 結 果， 男 子 につ
い ては ， 自 己 非 難 や恐 れ の 認 知 が 抑う つ に 関 連 し てい る が ，女
子 につ い て は こ う した 関 連 は 示 さ れな か っ た 。 ま た， 山 本 ・伊
藤（ 2 0 1 2）は 夫 婦間 顕在 的 葛藤 に 対 する 青 年期 の子 ども の「巻
き 込ま れ 」 認 知 と 抑う つ の 関 連 を 検討 し て い る 。 その 結 果 ，男




に影 響を 与 える 一 方 ，女 子で は，「巻 き込 まれ 」か ら抑 うつ へ の
影 響 が 有 意 傾 向 で あ る こ と が 示 さ れ て い る 。 本 研 究 の 第 5 章
（【 研 究 Ⅲ】） で は 夫婦 間 顕 在的 葛 藤に 対 す る青 年 期の 子 ど もの
反 応の 性 差 に つ い て検 討 し ， 有 意 な結 果 が 示 さ れ なか っ た 。し
か し， 子 ど も の 反 応と 心 理 的 ス ト レス 反 応 の 関 連 など ， 夫 婦間
顕 在的 葛 藤 が 子 ど もの 精 神 的 健 康 に影 響 を 及 ぼ す メカ ニ ズ ムに
つ いて ， 性 別 に よ る検 討 が 不 十 分 で あ る た め ， 今 後， 性 差 の検
討が 必要 で ある 。  
 第 3 の 課題 は，メカ ニズ ム に関 する 課題 で ある 。本研 究で は ，
夫 婦間 顕 在 的 葛 藤 が青 年 期 の 子 ど もの 精 神 的 健 康 に影 響 を 及ぼ
す メカ ニ ズ ム を 解 明す る た め ， 直 接的 プ ロ セ ス で は ， 夫 婦 間顕
在 的葛 藤 に 対 す る 青年 期 の 子 ど も の反 応 を 取 り 上 げ， 間 接 的プ
ロ セス で は ， 夫 婦 間顕 在 的 葛 藤 後 の子 ど も の 親 行 動知 覚 を 取り
入 れた 。 こ れ ら の 変数 と 青 年 の 心 理的 ス ト レ ス 反 応の 関 連 を探
索 的に 検 討 し た 。 しか し ， 前 述 し たよ う に ， 夫 婦 間 顕 在 的 葛藤
に 対す る 青 年 期 の 子ど も の 行 動 反 応に は 他 の 側 面 も含 ま れ ，性
差 の検 討 も 重 要 で ある 。 ま た ， 間 接的 プ ロ セ ス に つい て ， 本研
究 で取 り 入 れ た 夫 婦間 顕 在 的 葛 藤 後の 子 ど も の 親 行動 知 覚 は 両
親間 の葛 藤 の直 後と いう 時 点に おけ る も の であ った 。その た め，
そ の親 行 動 が 一 時 的な も の な の か ， 持 続 す る 普 段 の親 行 動 を表
す もの な の か に よ って ， 子 ど も の 精神 的 健 康 へ の 影響 が 異 なる
と 考え ら れ る 。 し たが っ て ， 親 行 動の 影 響 を よ り 具体 的 に 検討
する 必要 が ある 。これ らの 限 界を 克服 して モ デル の修 正を 行 い，
メ カニ ズ ム の 精 緻 化が 望 ま れ る 。 さら に ， 本 研 究 では 量 的 デー
タ を用 い て 検 討 を 行っ た が ， こ れ から 個 人 内 プ ロ セス へ の 理解
を 深め る た め に ， 面接 法 に よ る 質 的デ ー タ の 収 集 と分 析 が 重要
で ある 。 こ う し た 詳細 な 検 討 を 通 して ， 夫 婦 間 顕 在的 葛 藤 が青
年 期の 子 ど も の 精 神的 健 康 に 影 響 を及 ぼ す メ カ ニ ズム を よ り明





第 2 節  本 研 究 の 意 義  
 本節 で は ， 本 研 究の 意 義 に つ い て考 え た い 。 ま ず， 先 行 研究
と これ ま で の 理 論 の課 題 ， そ れ に 対す る 本 論 に お ける 課 題 の克
服 と本 論 の 独 自 性 につ い て 述 べ る 。第 一 に ， 夫 婦 間 顕 在 的 葛藤
が 子ど も の 発 達 に 与え る 影 響 に つ いて ， 特 に 乳 幼 児期 あ る いは
児 童期 の 子 ど も が いる 家 庭 を 対 象 に 研 究 が な さ れ てき た が ，青
年 期の 子 ど も に 関 する 実 証 研 究 が 少な い 。 し か し ，こ の よ うな
現 状の 中 で も ， 夫 婦間 顕 在 的 葛 藤 と青 年 の 精 神 的 健康 と の 関連
が指 摘さ れ て い る（ D a v i s  e t  a l . ,  1 9 9 9；藤 田 ， 2 0 0 9； K a r l t e r,  
1 9 8 9）。 こ の こ と か ら ， 青 年 期 の 子 ど も を 対 象 に ， 夫 婦 間 顕 在
的 葛藤 が 及 ぼ す 影 響及 び そ の メ カ ニズ ム を 明 ら か にす る 必 要性
が ある と 考 え ら れ る 。 ま た ， 青 年 期の 子 ど も は 両 親か ら 一 方的
に 影響 を 受 け る と いう よ り は ， 自 身の 主 観 的 な 評 価が 親 ・ 家族
イ メー ジ や 子 ど も の精 神 的 健 康 に 影響 を 与 え る と 指摘 さ れ てい
る（若 原 ,  2 0 0 3）。そこ で，本 研 究で は日 本 と中 国の 高校 生 を対
象 に， 一 貫 し て 子 ども の 視 点 か ら 夫婦 間 顕 在 的 葛 藤と 精 神 的健
康 につ い て 捉 え る 立場 を 重 視 し た 。第 二 に ， 主 に 乳幼 児 期 ある
い は児 童 期 の 子 ど もが い る 家 庭 を 対象 と し た 先 行 研究 で は ， 子
ど もに 影 響 を 及 ぼ すプ ロ セ ス に つ いて ， 夫 婦 間 顕 在的 葛 藤 が親
の 養育 行 動 や 家 族 機能 な ど を 媒 介 して 子 ど も の 精 神的 健 康 に影
響 を与 え る 間 接 的 プロ セ ス や ， 夫 婦間 顕 在 的 葛 藤 にさ ら さ れる
こ とが 子 ど も の 精 神的 健 康 に 影 響 を及 ぼ す 直 接 的 プロ セ ス が指
摘さ れて い る（ C u m m i n g s  e t  a l . ,  2 0 0 0）。ま た， 直 接的 プロ セ
スに 関し て ，情 緒安 定性 仮 説（ D a v i s  &  C u m m i n g s ,  1 9 9 4） や
認知 状況 的 枠組 み（ G r y c h  &  F i n c h a m ,  1 9 9 0） の 有用 性， つ ま
り 認知 ・ 情 動 ・ 行 動か ら 夫 婦 間 顕 在的 葛 藤 に 対 す る子 ど も の主
観 的体 験 を 捉 え る 必要 性 が 述 べ ら れて い る 。 夫 婦 間 顕 在 的 葛藤
下 にお け る 青 年 期 の子 ど も の 精 神 的健 康 の メ カ ニ ズム が 定 かで
はな いた め， 本 研究 では 直 接的 ・ 間接 的 の 2 通 りの プロ セ ス及




検 討を 行 い ， 先 行 研究 の 知 見 を 深 める こ と に 貢 献 した と 思 われ
る 。第 三 に ， 子 ど もの 視 点 か ら 見 た夫 婦 間 顕 在 的 葛藤 に 関 する
既 存の 尺 度 の 問 題 点と し て ， こ れ まで の 尺 度 は 欧 米人 を 対 象に
作 られ て お り ， 日 本と 中 国 の 実 情 に基 づ い た 標 準 化が な さ れて
い ない こ と や ， 子 ども に 実 際 の 両 親間 の 葛 藤 に つ いて 報 告 を求
める こと で 心理 的な 負担 を かけ る可 能性 が ある こと の， 2 点 が
挙 げら れ る 。 こ れ らの 問 題 点 を 克 服す る た め に ， 本研 究 で は妥
当 性と 信 頼 性 を 備 えた 尺 度 の 開 発 に取 り 組 ん だ 。 また 質 問 紙調
査 で， 実 際 の 場 面 を思 い 出 し て も らう の で は な く ，研 究 者 が設
定 した 夫 婦 間 顕 在 的葛 藤 場 面 を 想 定し て も ら う こ とに し た 。こ
の よう な 試 み は 夫 婦間 顕 在 的 葛 藤 とい う 重 要 で は ある が ， 研究
上 倫理 的 配 慮 を 特 に必 要 と す る 課 題の 研 究 可 能 性 を広 げ た と思
われ る。  
次 に， 日 中 比 較 の 意義 を 述 べ る 。 本研 究 の 対 象 と なっ て い る
日 本と 中 国 の 高 校 生は ， そ れ ぞ れ の国 の 社 会 ・ 文 化的 背 景 のも
と で育 て ら れ て き たた め ， 独 自 の 認知 ・ 情 動 ・ 行 動 パ タ ー ンを
有す ると 考 えら れる 。第 3 章（【 研究 Ⅰ】）で は， 夫婦 間 顕 在 的
葛 藤に 対 す る 青 年 期の 子 ど も の 反 応の 全 て の 因 子 にお い て ，両
国 の高 校 生 の 得 点 に有 意 差 が 示 さ れた 。 こ の こ と から ， 夫 婦間
顕 在的 葛 藤 に さ ら され て い る 子 ど もの 認 知 ・ 情 動 ・行 動 が 日本
と 中国 で 異 な る こ とが 明 確 に さ れ た。 日 中 の 相 違 につ い て ，本
研 究で は 心 理 的 ス トレ ス モ デ ル や 説明 ス タ イ ル の 観点 か ら 考察
を行 った 。 また ，本 研究 の 第 6 章（【研 究Ⅳ 】） と 第 7 章 （【 研
究Ⅴ 】）では ，夫婦 間 顕 在的 葛 藤に 対す る青 年 期の 子ど もの 反 応 ，
夫 婦間 顕 在 的 葛 藤 後の 子 ど も の 親 行動 知 覚 が 精 神 的健 康 と 関連
す るメ カ ニ ズ ム に つい て 検 討 し た 。そ の 結 果 ， 自 分に 関 す る恐
れ 認知 が 心 理 的 ス トレ ス 反 応 と 関 連す る と い っ た 両国 の 共 通点
が 見ら れ た 。 ま た ，日 本 の み に 見 られ た 情 動 反 応 や母 親 の 暖か
さ ・信 頼 が 心 理 的 スト レ ス 反 応 と 関連 し ， 中 国 の みに 見 ら れた




相 違点 が 示 さ れ た 。 日 中 の 差 異 に つい て ， 両 国 に おけ る 感 情表
出 や親 子 関 係 の 特 徴に 基 づ い て 考 察を 行 っ た 。 以 上よ り ， 両国
の 高校 生 に お い て ，本 研 究 で 取 り 上げ た 変 数 自 体 の特 徴 が 異な
る が， 変 数 間 の 影 響関 係 に 共 通 点 と相 違 点 の 両 方 が存 在 す ると
示 唆さ れ る 。 日 中 の共 通 点 を 明 確 にし た こ と で ， 国に よ ら ない
結 論の 一 般 化 可 能 性 が 広 が っ た 。 それ と 同 時 に ， 日中 の 特 質を
明 らか に し た こ と によ っ て ， そ れ ぞれ の 国 の 高 校 生の 特 徴 に合
わ せて 提 言 で き る 。こ れ ま で 心 理 学の 領 域 で 西 洋 に比 べ て あた
か も同 質 で あ る よ うに 扱 わ れ て き た日 本 と 中 国 に おい て ， 夫婦
間 顕在 的 葛 藤 が 青 年期 の 子 ど も の 精神 的 健 康 に 及 ぼす 影 響 に相
違 点が 示 さ れ ， 家 族関 係 と 子 ど も の精 神 的 健 康 の 領域 に お いて






















第 3 節  臨 床 的 示 唆  
最 後に ， 本 研 究 の 結果 を 臨 床 場 面 でど の よ う に 応 用で き る か
に つ い て 具 体 的 に 考 え て い く 。 D V の よ う な 深 刻 な 夫 婦 間 問 題
に 至ら な く て も ， 夫婦 不 仲 ， 夫 婦 げん か な ど 夫 婦 の問 題 と 子ど
も の関 係 に つ い て の関 心 が 高 ま っ てい る 。 し か し ，日 常 生 活の
中 ，夫 婦 間 問 題 の 発生 は 避 け ら れ ない も の で あ る 。 そ の 中 で，
本 研究 は ， 夫 婦 間 顕在 的 葛 藤 を 減 らす 視 点 で は な く， た と え葛
藤 が起 き て も ， 子 ども は ど う す れ ば自 分 自 身 を 能 動的 に 守 れる
か ，ま た 親 ・ 援 助 者は ど う す れ ば 夫婦 間 顕 在 的 葛 藤が 子 ど もに
与 える ネ ガ テ ィ ブ な影 響 を 低 減 で きる か に 関 す る 知見 を 提 示 す
るこ とを 目 指し て進 めて き た。  
ま ず， 子 ど も に 対 する 心 理 教 育 的 介入 の 観 点 か ら 述べ る 。 日
本 と中 国 の 高校 生 とも に 夫 婦間 顕 在的 葛 藤 にさ ら され て い る時 ，
「 たと え 両 親 が 言 わな く て も ， 両 親が け ん か し て いる と 私 が責
め られ て い るよ う な気 が す る」，「 私は ， 自 分に 何 か悪 い こ とが
起 こる の で はと 心 配に な る」，「 私 は， 自 分 がこ れ まで の よ うに
暮 らせ な い の で は と心 配 に な る 」 など と い っ た 自 分へ の 心 配と
心 理的 ス ト レ ス 反 応の 関 連 が 示 さ れた 。 ま た ， 日 本の 高 校 生に
お いて 不 機 嫌 ・ 怒 りや 抑 う つ ・ 不 安と い っ た 情 動 反応 と 心 理的
ス トレ ス 反 応 の 関 連が 明 ら か に な った 。 こ の よ う な結 果 か ら，
青 年期 の 子 ど も に 伝え る こ と は ， 両親 間 の 葛 藤 に さら さ れ てい
る 時， 自 分 の こ と を心 配 し た り ， 怒り や 不 安 を 感 じた り す る ネ
ガ ティ ブ な 反 応 が 生じ る の は 当 然 で自 然 と い う こ と で あ る 。自
力 でネ ガ テ ィ ブ な 考え や 感 情 を 処 理で き る 場 合 も ある が ， うま
く 処理 で き ず ネ ガ ティ ブ な 考 え や 感情 が 持 続 す る 場合 は 精 神的
健 康に 負 の 影 響 を 与え る 可 能 性 が 高い 。 後 者 の 場 合に 関 連 する
知見 とし て ， D a v e r n ,  S t a i g e r  &  L u k（ 2 0 0 5） は ，中 学生 ・ 高
校 生の 青 年 期 の 子 ども が ， ど の よ うに 両 親 間 の 葛 藤 を 認 識 して
い るか が そ の 後 の 心理 的 適 応 を 予 測す る こ と に な ると 仮 定 し，




時 期に 両 親 間 の 葛 藤 に 気 が つ い て スク ー ル カ ウ ン セラ ー 等 の専
門 家の サ ポ ー ト を 受け る 場 合 に は ，適 応 が 促 進 さ れ予 後 は 良好
で ある と い う 結 果 を得 て い る 。 学 校生 活 な ど 自 分 自身 に 関 する
悩 み以 外 に ， 両 親 間の 葛 藤 な ど 家 族の こ と で 悩 む 時， ス ク ール
カウ ンセ ラ ーな ど第 三者 の サポ ート を求 め るの も 1 つの 選択 肢
であ ると 青 年期 の子 ども に 伝え るこ とが 有 用だ ろう 。  
次 に， 親 は ど う す れば 夫 婦 間 顕 在 的葛 藤 が 子 ど も に与 え る ネ
ガ ティ ブ な 影 響 を 軽減 で き る か に つい て 述 べ る 。 前述 し た よう
に ，両 国 の 子 ど も の自 分 に 関 す る 恐れ 認 知 ， 日 本 の子 ど も の情
動 反応 は 精 神 的 健 康に 影 響 を 及 ぼ す重 要 な 変 数 で ある た め ， 親
は これ ら の 反 応 に 注意 を 払 う べ き であ ろ う 。 ま ず ，子 ど も にこ
の よう な 反 応 が 生 じた か ど う か を 確認 す る 必 要 が ある 。 確 認す
る際，総 合考 察で 記述 した よ うに，日中 両 国 に おい て，抑 う つ ・
不 安は 介 入 的 行 動 と関 連 し ， 自 分 に関 す る 恐 れ 認 知 は 回 避 的行
動 と関 連 す る こ と が示 さ れ た 。 そ のた め ， 親 が 観 察で き る 行動
反 応は 子 ど も の 認 知や 情 動 を 推 測 する ヒ ン ト に な ると 考 え られ
る 。次 に ， も し 親 が子 ど も に こ れ らの 反 応 が 生 じ てい る と 確認
で きた ら ， 親 な り に子 ど も へ の 働 きか け が 必 要 だ と思 わ れ る。
唯一 の正 解 は な いが ，例 えば ，「 親が けん か した のは ，あ なた を
責 める わ け で も な いし ， あ な た に 悪い こ と も 起 こ らな い よ 」な
ど 自分 に 関 す る 恐 れ認 知 を 緩 和 す るよ う な こ と を 子ど も に 伝え
る。ある い は，「 怖か った で しょ う」，「不 安 だっ たで しょ う 」な
ど 子ど も の 情 動 の 表現 を 正 当 化 し たり ， 励 ま し た りす る よ うな
こと が有 益 だ と 考え られ る 。子ど もの 反応 に 注目 する 以外 で は ，
本 研 究 の 結 果 に よ る と ， 中 国 の 高 校 生 が 知 覚 し た 父 親 の 温 か
さ ・信 頼 ， 日 本 の 高校 生 が 知 覚 し た母 親 の 温 か さ ・信 頼 は 心理
的 スト レ ス 反 応 と 関連 す る こ と が 明ら か に な っ た 。そ の た め，
中 国で は 父 親 ， 日 本で は 母 親 が 夫 婦間 顕 在 的 葛 藤 後の 子 ど もに
対す る 態 度 や行 動に 気を 付 ける べき であ ろ う。  




場 合に お け る 援 助 者の 対 応 へ の 提 案を 記 述 す る 。 まず ， ア セス
メ ント の 視 点 か ら 考え て み た い 。 どの よ う な 側 面 から 情 報 収集
を する か に つ い て ，夫 婦 間 顕 在 的 葛藤 下 の 子 ど も の反 応 や 夫婦
間 顕在 的 葛 藤 後 の 親行 動 か ら ア セ スメ ン ト し て い くこ と が 考え
ら れる 。 中 国 の 子 ども か ら 自 分 に 関す る 恐 れ 認 知 や父 親 行 動，
ま た， 日 本 の 子 ど もか ら 自 分 に 関 する 恐 れ 認 知 や 情動 反 応 ， 母
親 行動 に 関 連 す る 情報 が 出 る 場 合 ，ア セ ス メ ン ト に重 要 な 情報
と して 着 目 す べ き であ る 。 ま た ， 前述 し た よ う に ，抑 う つ ・不
安 は介 入 的 行 動 と 関連 し ， 自 分 に 関す る 恐 れ 認 知 は回 避 的 行動
と 関連 す る こ と が 示さ れ た 。 そ の ため ， 子 ど も に 認知 や 情 動な
ど 内面 の 反 応 を 語 って も ら う こ と が難 し い 場 合 ， 行動 反 応 から
聞 き出 し ， そ こ か ら深 め て い く こ とが 可 能 だ と 考 えら れ る 。た
だ ，本 研 究 の 結 果 を軸 に ア セ ス メ ント す る こ と は 便利 だ が ，全
て の子 ど も に 当 て はま る わ け で は ない た め ， 先 入 観に と ら われ
な いよ う に 気 を 付 ける べ き で あ る 。さ ら に ， 本 研 究で 扱 っ た夫
婦 間顕 在 的 葛 藤 と 直接 的 に 関 連 す る要 因 以 外 ， 夫 婦間 顕 在 的葛
藤 が起 き て か ら し ばら く 時 間 が 経 った 後 に 現 れ る 子ど も の 感情
対 処法 や 問 題 行 動 の有 無 な ど ， 他 の要 因 が 重 要 な 場合 も あ る 。
その ため ， 柔軟 にア セス メ ント する こと が 望ま しい 。  
次 に， 介 入 の 観 点 から 述 べ る 。 夫 婦間 顕 在 的 葛 藤 に対 す る 青
年 期の 子 ど も の 認 知・ 情 動 ・ 行 動 反応 や 夫 婦 間 顕 在的 葛 藤 後の
親 行動 に 関 す る 情 報を 整 理 し て ア セス メ ン ト し た 後， ど こ から
介 入す る か を 考 え る際 ， い く つ か のパ タ ー ン が あ ると 考 え られ
る 。第 一 に ， 自 分 に関 す る 恐 れ 認 知， 情 動 反 応 な ど精 神 的 健康
と 直接 関 連 す る 本 人の 要 因 を 扱 う 。こ の パ タ ー ン は効 率 的 で効
果 的で あ る と 思 わ れる が ， こ れ ら の反 応 を 変 え に くい 場 合 ，関
連 する 他 の 変 え や すい 反 応 も 視 野 に入 れ た 方 が い いだ ろ う 。 第
二 に， 子 ど も が 認 知す る 親 行 動 な ど精 神 的 健 康 に つな が る 家族
の 要因 を 扱 う 。 こ のパ タ ー ン は 親 の協 力 が も ら え る場 合 ， 達成




後 に現 れ る 子 ど も の感 情 対 処 法 ， 問題 行 動 な ど を 扱う 。 こ のパ
タ ーン に つ い て は 本研 究 で は 検 討 して い な い た め ，こ れ か らの
展 開が 望 ま れ る 。 介入 の 際 ， 家 族 シス テ ム を 意 識 して 個 人 要因
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川島 亜紀 子（ 2 0 1 3）．『 Ya h o o !知 恵 袋』に 見る 夫 婦 間葛 藤解 決 方
略． 千葉 大 学教 育学 部研 究 紀要 ， 6 1， 1 8 5 - 1 9 1．  
川 島 亜 紀 子 （ 2 0 1 4）． 夫 婦 げ ん か と 子 ど も の こ こ ろ ― 健 康 な 家
族と はな に か． 新曜 社．  
川 島 亜 紀 子 ・ 眞 榮 城 和 美 ・ 菅 原 ま す み ・ 酒 井  厚 ・ 伊 藤 教 子
（ 2 0 0 8）． 両 親 の 夫 婦 間 葛 藤 に 対 す る 青 年 期 の 子 ど も の 認
知と 抑う つ との 関連 ．教育 心 理学 研究 ，5 6（ 3），3 5 3 - 3 6 3．  
桐 原宏 行 ・ 高 見 令 英・ 徳 田 克 己 ・ 水野 智 美 ・ 賀  梅夏 ・ 横 山さ
やか・横山 範 子（ 2 0 0 0 a）．夫 婦 げん かが 子 ども に与 える 影
響  台 湾 編 Ⅰ ： 夫 婦げ ん か の 内 容 ．日 本 保 育 学 会 大会 研 究
論文 集，（ 5 3）， 6 4 2 - 6 4 3．  
桐 原宏 行 ・ 高 見 令 英・ 徳 田 克 己 ・ 水野 智 美 ・ 賀  梅夏 ・ 横 山さ
やか・横山 範 子（ 2 0 0 0 b）．夫 婦 げん かが 子 ども に与 える 影




んか に対 す る考 え方 ．日 本 保育 学 会大 会研 究 論文 集，（ 5 3），
6 4 4 - 6 4 5．  
K i t z m a n n ,  K .  M .  ( 2 0 0 3 ) .  P a r e n t s ’ Ve r s u s  C h i l d r e n ’s  
P e r c e p t i o n s  o f  I n t e r p a r e n t a l  C o n f l i c t  a s  P r e d i c t o r s  o f  
C h i l d r e n ’s  F r i e n d s h i p  Q u a l i t y.  J o u r n a l  o f  S o c i a l  a n d  
P e r s o n a l  R e l a t i o n s h i p s ,  2 0 ( 5 ) ,  6 8 9 - 7 0 0 .  
厚生 労働 省（ 2 0 1 4）．平成 2 5 年 度 の児 童相 談 所で の児 童虐 待 相
談 対 応 件 数 ．
h t t p : / / w w w. m h l w. g o . j p / s t f / h o u d o u / 0 0 0 0 0 5 2 7 8 5 . h t m l．   
厚 生 労 働 省 （ 2 0 1 5 ）． 児 童 虐 待 の 定 義 と 現 状 ．
h t t p : / / w w w. m h l w. g o . j p / s e i s a k u n i t s u i t e / b u n y a / k o d o m o / k
o d o m o _ k o s o d a t e / d v / a b o u t . h t m l．  
小 杉 正 太 郎 （ 2 0 11）． ス ト レ ス 心 理 学 ― 個 人 差 の プ ロ セ ス と コ
ーピ ング ． 川島 書店 ．  
K r i s h n a k u m a r,  A . ,  B u e h l e r,  C . ,  &  B a r b e r,  B .  K .  ( 2 0 0 3 ) .  Yo u t h  
P e r c e p t i o n s  o f  I n t e r p a r e n t a l  C o n f l i c t ,  I n e f f e c t i v e  
P a r e n t i n g ,  a n d  Yo u t h  P r o b l e m  B e h a v i o r s  i n  
E u r o p e a n - A m e r i c a n  a n d  A f r i c a n - A m e r i c a n  F a m i l i e s .  
J o u r n a l  o f  S o c i a l  a n d  P e r s o n a l  R e l a t i o n s h i p s ,  2 0 ( 2 ) ,  
2 3 9 - 2 6 0 .  
K u r d e k ,  l .  a .  ( 1 9 9 5 ) .  P r e d i c t i n g  C h a n g e  i n  M a r i t a l  
S a t i s f a c t i o n  f r o m  H u s b a n d s '  a n d  Wi v e s '  C o n f l i c t  
R e s o l u t i o n  S t y l e s .  J o u r n a l  o f  M a r r i a g e  a n d  F a m i l y ,  
5 7 ( 1 ) ,  1 5 3 - 1 6 4 .  
L a u r s e n ,  B .  S .  ( 1 9 9 3 ) .  T h e  P e r c e i v e d  I m p a c t  o f  C o n f l i c t  o n  
A d o l e s c e n t  R e l a t i o n s h i p s .  M e r r i l l - P a l m e r  Q u a r t e r l y ,  
3 9 ( 4 ) ,  5 3 5 - 5 5 0 .  
L a u r s e n ,  B .  S . ,  &  C o l l i n s ,  W.  A .  ( 1 9 9 4 ) .  I n t e r p e r s o n a l  
C o n f l i c t  D u r i n g  A d o l e s c e n c e .  P s y c h o l o g i c a l  B u l l e t i n ,  




L a z a r u s ,  R .  S . ,  &  F o l k m a n ,  S .  ( 1 9 8 4 ) .  S t r e s s ,  A p p r a i s a l ,  a n d  
C o p i n g .  N e w  Yo r k :  S p r i n g e r.  
L i n d a h l ,  K .  M . ,  C l e m e n t s ,  M . ,  &  M a r k m a n ,  H .  ( 1 9 9 7 ) .  
P r e d i c t i n g  M a r i t a l  a n d  P a r e n t  F u n c t i o n i n g  i n  D y a d s  a n d  
Tr i a d s :  A L o n g i t u d i n a l  I n v e s t i g a t i o n  o f  M a r i t a l  
P r o c e s s e s .  J o u r n a l  o f  F a m i l y  P s y c h o l o g y ,  11 ( 2 ) ,  1 3 9 - 1 5 1 .   
李  暁 茹 （ 2 0 11）． 強 迫 症 状 に い た る 心 理 的 メ カ ニ ズ ム ― 多 母
集 団同 時 分 析 に よ る日 中 青 年 の 比 較を 通 し て ． ミ ネル ヴ ァ
書房 ．  
羅  蓮 萍 （ 2 0 0 8）． 社 会 的 問 題 解 決 の 方 略 と 目 標 ― 中 国 と 日 本
の 大 学 生 に お け る 比 較 分 析 ― ． 東 ア ジ ア 研 究 ， 6， 3 9 - 5 5． 
L u t z k e ,  J . ,  Wo l c h i k ,  S .  A . ,  &  B r a v e r,  S .  L .  ( 1 9 9 6 ) .  D o e s  
t h e  Q u a l i t y  o f  M o t h e r - C h i l d  R e l a t i o n s h i p s  M o d e r a t e  t h e  
E f f e c t  o f  P o s t d i v o r c e  I n t e r p a r e n t a l  C o n f l i c t  o n  
C h i l d r e n ' s  A d j u s t m e n t  P r o b l e m s ? .  J o u r n a l  o f  D i v o r c e  &  
R e m a r r i a g e ,  2 5 ,  1 5 - 3 8 .  
前 出 朋 美 （ 2 0 0 5）． 中 学 生 の 対 人 葛 藤 場 面 に お け る 対 人 関 係 性
― 自我 同 一 性 ・ 対 人信 頼 感 ・ 自 己 内省 と の 関 連 ― ．昭 和 女
子大 学生 活 心理 研究 所紀 要 ， 7， 8 5．  
前 島芳 名 子 ・小 口 孝司 （ 2 0 0 1）． 父 母の 不 和 が子 ど もの 自 尊 心 ,
情 緒 安 定 性 な ら び に 攻 撃 性 に 及 ぼ す 影 響 ― 父 は 情 緒 に ,母
は行 動に ． 家族 心理 学研 究 ， 1 5（ 1）， 4 5 - 5 6．  
M a r k u s ,  H .  R . ,  &  K i t a y a m a ,  S .  ( 1 9 9 1 ) .  C u l t u r e  a n d  t h e  S e l f :  
I m p l i c a t i o n s  f o r  C o g n i t i o n ,  E m o t i o n ,  a n d  M o t i v a t i o n .  
P s y c h o l o g i c a l  R e v i e w ,  9 8 ( 2 ) ,  2 2 4 -2 5 3 .   
M i n u c h i n ,  S .  ( 1 9 7 4 ) .  F a m i l y  a n d  F a m i l y  T h e r a p y .  H a r v a r d  
U n i v.  P r e s s .（ 山 根 常 男  監訳 （ 1 9 8 4）． 家族 と 家 族 療 法．
誠信 書房 ．）  
森 川 夏 乃 （ 2 0 1 5）． 青 年 期 き ょ う だ い 関 係 に 関 す る 家 族 心 理 学




育学 研究 科 博士 論文 ．  
森 光 玲 雄 ・ 高 橋 知 音 （ 2 0 0 7 ）． C h i l d r e n ' s  P e r c e p t i o n  o f  
l n t e r p a r e n t a l  C o n f l i c t  S c a l e 日 本 語 版 の 作 成 お よ び 信 頼
性の 検討 ． 信州 心理 臨床 紀 要， 6， 4 9 - 5 6．  
森 田 美 登 里 （ 2 0 0 8）． 回 避 型 コ ー ピ ン グ の 用 い ら れ 方 が ス ト レ
ス低 減に 及 ぼす 影響 ．健 康 心理 学研 究， 2 1（ 1）， 2 1 - 3 0．  
村 山 航 ・ 及 川 恵 （ 2 0 0 5）． 回 避 的 な 自 己 制 御 方 略 は 本 当 に 非 適
応的 なの か ．教 育心 理学 研 究， 5 3（ 2）， 2 7 3 - 2 8 6．  
N a d a m i t s u ,  Y. ,  C h e n ,  L . ,  &  F r i e d r i c h ,  G .  ( 2 0 0 1 ) .  S i m i l a r  o f  
D i f f e r e n t ? :  T h e  C h i n e s e  E x p e r i e n c e  o f  J a p a n e s e  C u l t u r e .  
I n  M .  J .  C o l l i e r  ( E d s . ) ,  C o n s t i t u t i n g  C u l t u r a l  D i f f e r e n c e  
T h r o u g h  D i s c o u r s e .  T h o u s a n d  O a k s ,  C A :  S a g e ,  p p .  
1 5 8 - 1 8 8 .  
内閣 府男 女 共同 参画 局（ 2 0 0 6）．「男 女 間に おけ る暴 力に 関 する
調 査 」 報 告 書 ＜ 概 要 版 ＞ ．
h t t p : / / w w w. g e n d e r. g o . j p / e - v a w / c h o u s a / i m a g e s / p d f / c h o u s
a g a i y o u . p d f．  
難 波 淳 子 （ 1 9 9 9）． 中 年 期 の 日 本 人 夫 婦 の コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン
の 特徴 に つ い て の 一考 察 ― 事 例 の 分析 を 通 し て ． 岡山 大 学
大学 院文 化 科学 研究 科紀 要 ， 8， 6 9 - 8 5．  
N i c o l o t t i ,  L . ,  E l - S h e i k h ,  M . ,  &  W h i t s o n ,  S .  M .  ( 2 0 0 3 ) .  
C h i l d r e n ' s  C o p i n g  w i t h  M a r i t a l  C o n f l i c t  a n d  T h e i r  
A d j u s t m e n t  a n d  P h y s i c a l  H e a l t h :  Vu l n e r a b i l i t y  a n d  
P r o t e c t i v e  F u n c t i o n s .  J o u r n a l  o f  F a m i l y  P s y c h o l o g y ,  
1 7 ( 3 ) ,  3 1 5 - 3 2 6 .  
新 名 理 恵 ・ 坂 田 成 輝 ・ 矢 冨 直 美 ・ 本 間 昭 （ 1 9 9 0）． 心 理 的 ス ト
レス 反応 尺 度の 開発 ． 心 身 医学 ， 3 0（ 1）， 2 9 - 3 8．  
西 出 隆 紀 ・ 夏 野 良 司 （ 1 9 9 7）． 家 族 シ ス テ ム の 機 能 状 態 の 認 知
は 子ど も の 抑 鬱 感 にど の よ う な 影 響を 与 え る か ． 教育 心 理




O ' B r i e n ,  M . ,  B a h a d u r,  M .  A . ,  G e e ,  C . ,  B a l t o ,  K . ,  &  E r b e r,  S .  
( 1 9 9 7 ) .  C h i l d  E x p o s u r e  t o  M a r i t a l  C o n f l i c t  a n d  C h i l d  
C o p i n g  R e s p o n s e s  a s  P r e d i c t o r s  o f  C h i l d  A d j u s t m e n t .  
C o g n i t i v e  T h e r a p y  a n d  R e s e a r c h ,  2 1 ( 1 ) ,  3 9 - 5 9 .  
O ' B r i e n ,  M . ,  M a r g o l i n ,  G . ,  &  J o h n ,  R .  S .  ( 1 9 9 5 ) .  R e l a t i o n  
a m o n g  M a r i t a l  C o n f l i c t ,  C h i l d  C o p i n g ,  a n d  C h i l d  
A d j u s t m e n t .  J o u r n a l  o f  C l i n i c a l  C h i l d  P s y c h o l o g y ,  2 4 ( 3 ) ,  
3 4 6 - 3 6 1 .  
大渕 憲一（ 1 9 9 2）．日 本 人と ア メ リカ 人 の 対 人 葛 藤 ．渡 辺 文 夫 ・
高橋 順一（編 ）．地球 社会 時 代を どう 捉え る か ― 人間 科学 の
課題 と可 能 性 ― ．ナ カニ シ ヤ出 版， p p． 1 8 - 3 7．  
大渕 憲一（ 2 0 0 2）．人間 関係 と 攻撃 性．島 井哲 志・山 崎勝 之（編 ）．
攻撃 性の 行 動科 学： 健康 編 ．ナ カニ シヤ 出 版， p p． 1 7 - 3 4 .  
大 渕 憲 一 （ 2 0 1 5）． 紛 争 と 葛 藤 の 心 理 学 ― 人 は な ぜ 争 い 、 ど う
和解 する の か ― ．サ イエ ン ス社 ．  
大渕 憲一 ・ 菅原 郁夫 ・ Ty l e r,  T.  R .・ L i n d ,  E .  A .（ 1 9 9 5）． 葛藤
に おけ る 多 目 標 と 解決 方 略 の 比 較 文化 的 研 究 ： 同 文化 葛 藤
と異 文化 葛 藤． 東北 大学 文 学部 研究 年報 ， 4 5， 1 8 7 - 2 0 2．  
大 西 勝 二 （ 2 0 0 5）． 職 場 で の 対 人 葛 藤 発 生 時 に お け る 解 決 目 標
と方 略． 産 業・ 組織 心理 学 研究 ， 1 6（ 1）， 2 3 - 3 3．  
呉 宣児 ・ 竹 尾 和 子 ・片 成 男 ・ 高 橋 登・ 山 本 登 志 哉 ・サ ト ウ タツ
ヤ（ 2 0 1 2）．日 韓 中越 にお け る子 ど も 達 の お 金・お 小 遣 い ・
金銭 感覚  :  豊か さと 人間 関 係の 構造 ．発達 心理 学 研究 ，2 3
（ 4）， 4 1 5 - 4 2 7．  
大竹 恵子 （ 2 0 0 4）．女 性の 健 康心 理学 ．ナ カ ニシ ヤ出 版．  
小 澤 永 治 （ 2 0 1 0）． 思 春 期 に お け る 不 快 情 動 へ の 態 度 と ス ト レ
スの 関連 ． 心理 学研 究， 8 1（ 5）， 5 0 1 - 5 0 9．  
R u b e n s t e i n ,  J .  L . ,  &  F e l d m a n ,  S .  S .  ( 1 9 9 3 ) .  
C o n f l i c t - R e s o l u t i o n  B e h a v i o r  i n  A d o l e s c e n t  B o y s :  




R e s e a r c h  o n  A d o l e s c e n c e ,  3 ( 1 ) ,  4 1 - 6 6 .  
坂 野雄 二 ・ 嶋 田 洋 徳・ 三 浦 正 江 ・ 森  治 子 ・ 小 田 美穂 子 ・ 猿渡
末 治 （ 1 9 9 4）． 高 校 生 の 認 知 的 個 人 差 が 心 理 的 ス ト レ ス に
及ぼ す影 響 ．早 稲田 大学 人 間科 学研 究， 7（ 1）， 7 5 - 9 0．  
坂野 雄二 （ 2 0 11）．認 知行 動 療法 の基 礎． 金 剛出 版．  
S e l i g m a n ,  M .  E .  P  ( 1 9 9 1 ) .  L e a r n e d  O p t i m i s m .  N e w  Yo r k :  A .  A .  
K n o p f .（ 山 村 宜 子  訳 （ 1 9 9 4）． オ プ テ ィ ミ ス ト は な ぜ 成
功す るか ． 講談 社．）  
S h e l t o n ,  K .  H . ,  H a r o l d ,  G .  T. ,  G o e k e - M o r e y,  G .  T. ,  &  
C u m m i n g s ,  E .  M . ,  ( 2 0 0 6 ) .  C h i l d r e n ’s  C o p i n g  w i t h  
M a r i t a l  C o n f l i c t :  T h e  R o l e  o f  C o n f l i c t  E x p r e s s i o n  a n d  
G e n d e r.  S o c i a l  D e v e l o p m e n t ,  1 5 ( 2 ) ,  2 3 2 - 2 4 7 .  
S i f f e r t ,  A . ,  &  S c h w a r z ,  B .  ( 2 0 11 ) .  P a r e n t a l  C o n f l i c t  
R e s o l u t i o n  S t y l e s  a n d  C h i l d r e n ' s  A d j u s t m e n t :  
C h i l d r e n ' s  A p p r a i s a l s  a n d  E m o t i o n  R e g u l a t i o n  a s  
M e d i a t o r s .  T h e  J o u r n a l  o f  G e n e t i c  P s y c h o l o g y :  R e s e a r c h  
a n d  T h e o r y  o n  H u m a n  D e v e l o p m e n t ,  1 7 2 ( 1 ) ,  2 1 - 3 9 .  
新 川 貴 紀 （ 2 0 11）． 親 子 間 の 信 頼 感 に 関 す る 尺 度 ． 堀  洋 道 監
修  櫻井 茂 男・松井  豊（ 編）．心理 測定 尺 度 集 Ⅳ，家族 と
友人  親 子 関係 ．サ イエ ン ス社 ．  
S t o c k e r,  C .  M . ,  R i c h m o n d ,  M .  K . ,  L o w,  S . M . ,  A l e x a n d e r,  E . K . ,  
&  E l i a s ,  N .  M .  ( 2 0 0 3 ) .  M a r i t a l  C o n f l i c t  a n d  C h i l d r e n ’s  
A d j u s t m e n t :  P a r e n t a l  H o s t i l i t y  a n d  C h i l d r e n ’s  
I n t e r p r e t a t i o n s  a s  M e d i a t o r s .  S o c i a l  D e v e l o p m e n t ,  1 2 ( 2 ) ,  
1 4 9 - 1 6 1 .  
菅 原ま す み ・ 八 木 下暁 子 ・ 詫 摩 紀 子・ 小 泉 知 恵 ・ 瀬地 山 葉 矢・
菅 原 健 介 ・ 北 村 俊 則 （ 2 0 0 2）． 夫 婦 関 係 と 児 童 期 の 子 ど も
の 抑う つ 傾 向 と の 関連 ― 家 族 機 能 及び 両 親 の 養 育 態度 を 媒
介と して ． 教育 心理 学研 究 ， 5 0（ 2）， 1 2 9 - 1 4 0．  




調整 過程 に 関す る面 接調 査 ．発 達研 究 ， 2 1， 3 9 - 5 4．  
孙 云晓 （ 2 0 0 9）． 父 教力 度 决 定孩 子 高度 :孙 云 晓 谈 父 亲教 育 ． 新
世纪 出版 社 ．  
鈴 木伸 一 ・ 嶋 田 洋 徳・ 三 浦 正 江 ・ 片柳 弘 司 ・ 右 馬 楚力 也 ・ 坂野
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一緒 に頑 張 りま した 。本 当 にあ りが とう ご ざい まし た。  
 また ， 学 部 時 代 の恩 師 で あ る ， 中国 西 南 大 学 心 理学 部 の 湯永
隆 先生 に は 臨 床 心 理学 の 基 礎 を 教 えて い た だ き ま した 。 ま た日
本 への 留 学 を 勧 め てく だ さ っ た こ とで 自 分 の 世 界 が広 が っ たと
思い ます 。 誠に あり がと う ござ いま した 。  
 同 期の 兪 幜蘭 さん（東 北大 学 大学 院），竹 ヶ原 靖子 さん（東 北
大学 大学 院），一 條玲 香さ ん（東 北大 学大 学 院）をは じめ ，大学
院 の同 期 に お 礼 を 申し 上 げ ま す 。 博士 論 文 の 構 想 や投 稿 論 文で
苦 悩す る 日 々 を と もに 過 ご し ， お 互い に 励 ま し 合 うこ と に 感謝
い たし ま す 。 特 に 兪幜 蘭 さ ん は ， とも に 留 学 生 で あり ， 学 校で
も プラ イ ベ ー ト で も深 く 関 わ り ， 心の 支 え に な る 大事 な 存 在で
す。 本当 に あり がと うご ざ いま した 。  
 論文 作 成 に あ た って は ， 東 北 大 学大 学 院 の 竹 ヶ 原靖 子 さ ん，
高 木源 さ ん ， 清 水 優さ ん ， 小 林 大 介さ ん ， 王 丹 妮 さん ， 東 北大
学 の川 原 碧 さ ん に 丁寧 な 修 正 や 的 確な コ メ ン ト を いた だ き ，大
変 助か り ま し た 。 それ で 博 士 論 文 の質 が よ り 良 く なっ た と 思い
ます 。厚 く お礼 を申 し上 げ ます 。  
  
い つも 温 か く 見 守 って く だ さ っ て いる 親 戚 や 親 友 に も 感 謝 い
た しま す 。 父 方 の 祖父 ， 母 方 の 祖 母， 伯 母 ， い と こ な ど 親 戚の
皆 さん に 支 え て い ただ き ， 遠 く 離 れて も 大 家 族 の 絆を 感 じ てお
り ます 。 ま た ， 交 換留 学 生 の 時 期 に出 会 っ た 吉 村 昌子 さ ん ， 親
友 の浅 沼 千 恵 さ ん ， 謝 鴻 飛 さ ん ， 徐冠 男 さ ん ， 野 平靖 子 さ ん，
山 形千 遥 さ ん ， 在 日大 韓 基 督 教 会 仙台 教 会 の 皆 様 にも 厚 く お礼
を申 し上 げ ます 。  
最 後に ， 長 年 に わ たり 私 を 支 え て くれ た 両 親 に 格 別の 感 謝 を
申 し上 げ ま す 。 父 張楓 ， 母 谷 虹 に は大 変 な 心 配 を かけ て き まし
た 。両 親 は 日 本 語 が読 め な い が ， 自分 の 名 前 が 娘 の博 士 論 文に
載 せて あ る こ と で 喜ぶ で し ょ う 。 論文 作 成 の ス ト レス を 両 親に




と うご ざ い ま し た 。 一 人 っ 子 の 私 を日 本 に 送 る こ とは 大 き な決
断 だっ た で し ょ う 。 本 日 は 母 親 の 誕生 日 で す 。 日 本に 来 て から
1 回 もと もに 誕 生日 を過 ご した こと がな く て申 し訳 ない で す。
こ の博 士 論 文を 母 親へ の 誕 生日 プ レゼ ン ト とし て 差し 上 げ ます 。  
 
2 0 1 6 年 1 月 1 2 日  


























資 料  
 
①  第 3 章（【 研究 Ⅰ】），第 4 章（【 研 究 Ⅱ】），第 5 章（【 研究 Ⅲ】）
に用 いた 質 問紙 の日 本語 版  
②  第 3 章（【 研究 Ⅰ】），第 4 章（【 研 究 Ⅱ】），第 5 章（【 研 究 Ⅲ】）
に用 いた 質 問紙 の中 国語 版  
③  第 6 章（【 研 究Ⅳ 】）， 第 7 章（【研 究Ⅴ 】） に用 い た 質問 紙の
日本 語版  
④  第 6 章（【 研 究Ⅳ 】）， 第 7 章（【研 究Ⅴ 】） に用 い た 質問 紙の






博士前期課程 張 新荷 













性別：  【 男性 ・ 女性 】 
年齢：  【             歳 】 
学年：  【 高校      年 】 
 
１. あなたの家族構成について，当てはまるもの全てに○をつけて，人数を記入してください。 
例【 ○父  ・ ○母  ・ ○兄（２）人 ・ ○姉（１）人 ・ 弟（ ）人 ・ 妹（ ）人・ 
父方の祖父 ・ 父方の祖母 ・母方の祖父 ・ 母方の祖母 ・その他（      ） 】 
家族構成： 
【 父 ・ 母 ・ 兄（ ）人 ・ 姉（ ）人 ・ 弟（ ）人 ・ 妹（ ）人・ 
     父方の祖父 ・ 父方の祖母 ・母方の祖父 ・ 母方の祖母 ・その他（      ） 】 
あなたと同居している家族： 
【 父 ・ 母 ・ 兄（ ）人 ・ 姉（ ）人 ・ 弟（ ）人 ・ 妹（ ）人・ 
     父方の祖父 ・ 父方の祖母 ・母方の祖父 ・ 母方の祖母 ・その他（      ） 】 
 
《はじめに》 
① 第 3章（【研究Ⅰ】），第 4章（【研究Ⅱ】），第 5章（【研究Ⅲ】）に用いた質問紙の日本語版 
2 
 

























































例：両親は，私が何を言おうと聞く耳を持たない。 1 2 ○3  4 
1 両親はけんかをしても，すぐ仲直りをする。 1 2 3 4 
2 私は，両親のどちらかが傷ついてしまうのではと心配になる。 1 2 3 4 
3 両親は，私が何を言おうと聞く耳を持たない。 1 2 3 4 
4 両親のけんかは私の落ち度によるものだ。 1 2 3 4 






1 私は怒りを感じる。 1 2 3 4 
2 私はイライラする。 1 2 3 4 





































6 私は何かをして気を紛らわすことができる。 1 2 3 4 
7 両親は，けんかが終わった後は，互いに友好的になる。 1 2 3 4 
8 私は，両親が離婚してしまうのではと心配になる。 1 2 3 4 
9 両親がけんかをすると，私には止めようがない。 1 2 3 4 
10 両親がけんかをしても，私が責められることはない。 1 2 3 4 
11 私は，自分に何か悪いことが起こるのではと心配になる。 1 2 3 4 
12 私は気を紛らわすためにどうしていいかわからなくなる。 1 2 3 4 
13 両親はけんかを止めた後でも，互いに腹を立てている。 1 2 3 4 
14 私は，これから両親がどうなってしまうのかと心配になる。 1 2 3 4 
15 私はこの状況を改善する手立てを持っている。 1 2 3 4 
16 例え両親が言わなくても，両親がけんかしていると私が責めら
れているような気がする。 
1 2 3 4 
17 私は，両親が私に八つ当たりしてくるのではと心配になる。 1 2 3 4 
18 私は，両親がけんかをしても，マイペースでいられる。 1 2 3 4 
19 両親はけんかをしても，解決策を思いつく。 1 2 3 4 
20 私は，両親に何か悪いことが起こるのではと心配になる。 1 2 3 4 
21 私は両親に対してどうしていいかわからなくなる。 1 2 3 4 
22 両親がけんかをするのは，私のせいではない。 1 2 3 4 
23 私は，自分がこれまでのように暮らせないのではと心配にな
る。 
1 2 3 4 
24 私は，両親がけんかをしても，何とか落ち着いていられる。 1 2 3 4 
4 
 
                                                                                                                                                                               
２－３. ｢この状況で，あなたはどう行動するか｣についてお聞きします。 
1 私は状況を見極めて，父親あるいは母親の味方をする。 1 2 3 4 
2 私は父親あるいは母親を説得して，何とか止めようとする。 1 2 3 4 
3 私は｢もう止めて｣と両親に言う。 1 2 3 4 
4 私はその場に割り込んで自分に興味を持ってもらおうとする。 1 2 3 4 
5 私は何とか両親の注意をそらす。 1 2 3 4 
6 私は両親の前で悲しさを示す。 1 2 3 4 
7 私は誰か（兄弟，祖父母など）と話し合ったり，助けを求めたりす
る。 
1 2 3 4 
8 私は自分の部屋へ逃げたり，外へ出たり，他のところに行く。 1 2 3 4 
9 私はテレビを見たり，音楽を聞いたり，ゲームをしたり，自分の注意
をそらす。 
1 2 3 4 
10 私は手を出さなくて，両親のけんかを無視する。 1 2 3 4 









































4 私は不愉快な気分になる。 1 2 3 4 
5 私は感情の起伏が激しくなる。 1 2 3 4 
6 私は悔しい思いがする。  1 2 3 4 
7 私は悲しくなる。 1 2 3 4 
8 私は泣きたい気分になる。 1 2 3 4 
9 私は心に不安感がある。 1 2 3 4 
10 私は気分が落ち込む。 1 2 3 4 
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例：私は父親と一緒にいて幸せだ。 1 2 ○3  4 
1父親は私のことが一番好きだと思う。 1 2 3 4 
2父親は私を一番信頼していると思う。 1 2 3 4 
3父親は私と一緒にいて幸せだと思う。 1 2 3 4 
4父親は私に何でも話してくれる。 1 2 3 4 
5私は父親を誰よりも信頼できる。 1 2 3 4 
6私は父親と一緒にいて幸せだ。 1 2 3 4 
7私は父親が好きだ。 1 2 3 4 
8私は父親には何でも話せる。 1 2 3 4 
 
３－２. 普段あなたと母親との関係についてお聞きします。 
1母親は私のことが一番好きだと思う。 1 2 3 4 
2母親は私を一番信頼していると思う。 1 2 3 4 
3母親は私と一緒にいて幸せだと思う。 1 2 3 4 
4母親は私に何でも話してくれる。 1 2 3 4 
5私は母親を誰よりも信頼できる。 1 2 3 4 
6私は母親と一緒にいて幸せだ。 1 2 3 4 
7私は母親が好きだ。 1 2 3 4 






４.  最後，以下の質問にお答えください。当てはまる番号に○をつけてください。 
 
先に示した場面（１ページ）をどのぐらいイメージできましたか？ 
1 全くできなかった  2あまりできなかった  3少しできた  4 非常にできた 
 
先に示した場面で，両親がけんかしたのは誰のせいだと思いましたか？ 
1 お父さんのせい  2 お母さんのせい  3 自分のせい  4どちらでもない 
 
先に示した場面でどのぐらいの深刻さを感じましたか？ 
1 全く深刻ではない  2あまり深刻ではない  3少し深刻だ  4非常に深刻だ 
 
あなたの両親は先に示した場面と似ているようなけんかをしますか？ 




















调查者：东北大学大学院 教育学研究科  












性別：  【 男  ・  女 】 
 
年龄：  【    岁】 
 





※示例：        
【 ○父  ・ ○母  ・ ○哥（2）人 ・ ○姐（1）人 ・ 弟（ ）人 ・ 妹（ ）人・祖父 ・ 祖母  




【 父 ・ 母 ・ 哥（ ）人 ・ 姐（ ）人 ・ 弟（ ）人 ・ 妹（ ）人・祖父 ・ 祖母 ・ 外祖
父 ・ 外祖母 ・其他（      ） 】 
和你一起居住的家庭成员： 
【 父 ・ 母 ・ 哥（ ）人 ・ 姐（ ）人 ・ 弟（ ）人 ・ 妹（ ）人・祖父 ・ 祖母  
・ 外祖父 ・ 外祖母 ・其他（      ） 】 
 
② 第 3章（【研究Ⅰ】），第 4章（【研究Ⅱ】），第 5章（【研究Ⅲ】）に用いた質問紙の中国語版 
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例：不管我说些什么父母都不会听。 1 2 ○3  4 
1 父母即使吵架也能马上和好。 1 2 3 4 
2 我担心父母中会有人受伤。 1 2 3 4 
3 不管我说些什么父母都不会听。 1 2 3 4 
4 父母吵架是我的错造成的。 1 2 3 4 
5 我对接下来自己会变成怎样而感到担心。 1 2 3 4 
6 我能够做些什么而让自己的心情变好点。 1 2 3 4 
7 父母结束吵架后，彼此能够友好相处。 1 2 3 4 
8 我担心父母会离婚。 1 2 3 4 
9 父母一吵架，我无法阻止。 1 2 3 4 
10 父母即使吵架也不会责怪我。 1 2 3 4 
11 我担心自己身上会发生什么不好的事情。 1 2 3 4 





















13 父母即使结束吵架后，也还是会生对方的气。 1 2 3 4 
14 我对接下来父母会变成怎样而感到担心。 1 2 3 4 
15 我有帮父母改善这种状况的方法。 1 2 3 4 
16 即使父母不说，我也觉得他们吵架就是在责备我。 1 2 3 4 
17 我担心父母会迁怒于我，拿我撒气。 1 2 3 4 
18 即使父母吵架，我也能按照自己的方式待在家里。 1 2 3 4 
19 父母即使吵架他们也能想到解决的方法。 1 2 3 4 
20 我担心父母身上会发生什么不好的事情。 1 2 3 4 
21 我不知道该对父母做些什么。 1 2 3 4 
22 父母吵架并不是因为我。 1 2 3 4 
23 我担心父母吵架后自己不能像以前那样生活。 1 2 3 4 
24 即使父母吵架，我也能平心静气地在家待着。 1 2 3 4 
 
2-2. 请一边想象一边回答关于“在这种状况下，你感到怎样？”的问题。 
1 我感到生气。 1 2 3 4 
2 我感到坐立不安。 1 2 3 4 
3 我感到不高兴，想发脾气。 1 2 3 4 
4 我感到不愉快。 1 2 3 4 
5 我的情绪起伏变得很强烈。 1 2 3 4 
6 我感到懊悔。  1 2 3 4 
7 我感到悲伤。 1 2 3 4 
8 我有种想哭的心情。 1 2 3 4 
9 我心中感到不安。 1 2 3 4 
10 我感到意志消沉，闷闷不乐。 1 2 3 4 
 
2-3. 请一边想象一边回答关于“在这种状况下，你怎么做？”的问题。 
1 我会看清状况，支持爸爸或妈妈中的一方。 1 2 3 4 
2 我会试图说服爸爸或妈妈以制止他们吵架。 1 2 3 4 
3 我会直接对父母说：“好啦，你们别吵了。” 1 2 3 4 
4 我会介入吵架，让父母将注意力转移到自己的身上。 1 2 3 4 
5 我会尽量想办法转移父母的注意力。 1 2 3 4 
6 我会在父母面前表现出自己的难过。 1 2 3 4 
7 我会找其他人（兄弟姐妹，祖父母等）商量，寻求帮助。 1 2 3 4 






















9 我会看电视、或者听音乐、或者玩游戏等来转移自己的注意力。 1 2 3 4 
10 我什么都不做，无视父母的吵架。 1 2 3 4 
























例：我和爸爸在一起感到幸福。 1 2 ○3  4 
1 我觉得爸爸最喜欢我。 1 2 3 4 
2 我觉得爸爸最信赖我。 1 2 3 4 
3 我觉得爸爸和我在一起感到幸福。 1 2 3 4 
4 爸爸有什么话都会跟我讲。 1 2 3 4 
5 爸爸比任何人都值得信赖。 1 2 3 4 
6 我和爸爸在一起感到幸福。 1 2 3 4 
7 我喜欢爸爸。 1 2 3 4 
8 我有什么话都会跟爸爸讲。 1 2 3 4 
 
3-2. 请回答关于你和妈妈的关系的问题。 
1 我觉得妈妈最喜欢我。 1 2 3 4 
2 我觉得妈妈最信赖我。 1 2 3 4 
3 我觉得妈妈和我在一起感到幸福。 1 2 3 4 
4 妈妈有什么话都会跟我讲。 1 2 3 4 
5 妈妈比任何人都值得信赖。 1 2 3 4 
6 我和妈妈在一起感到幸福。 1 2 3 4 
7 我喜欢妈妈。 1 2 3 4 








1 完全不可以          2 不太可以          3 基本可以          4 非常可以 
 
你觉得在刚才所示的场景中，父母吵架是谁的错？ 
1 爸爸的错           2 妈妈的错           3 自己的错           4 哪一个都不是 
 
你觉得在刚才所示的场景中，父母的吵架有多严重？ 
1 完全不严重          2 不太严重          3 有点严重          4 非常严重 
 
你的父母有类似于刚才所示场景那样的吵架吗？ 












博士後期課程 張 新荷 











性別：  【 男性 ・ 女性 】 
年齢：  【             歳 】 
学年：  【 高校      年 】 
１．あなたの家族構成と同居家族それぞれについて，当てはまるもの全てに○をつけて，人数を記入して
ください。 
例【 ○父  ・ ○母  ・ ○兄（２）人 ・ ○姉（１）人 ・ 弟（ ）人 ・ 妹（ ）人・ 
父方の祖父 ・ 父方の祖母 ・母方の祖父 ・ 母方の祖母 ・その他（      ） 】 
家族構成： 
【 父 ・ 母 ・ 兄（ ）人 ・ 姉（ ）人 ・ 弟（ ）人 ・ 妹（ ）人・ 
     父方の祖父 ・ 父方の祖母 ・母方の祖父 ・ 母方の祖母 ・その他（      ） 】 
あなたと同居している家族： 
【 父 ・ 母 ・ 兄（ ）人 ・ 姉（ ）人 ・ 弟（ ）人 ・ 妹（ ）人・ 
     父方の祖父 ・ 父方の祖母 ・母方の祖父 ・ 母方の祖母 ・その他（      ） 】 
※一人親家庭の場合 ⇒次のページだけ（1 ページ目）をお答えください。 
両親がいる場合  ⇒以下の質問を読んでからお進みください。 
※あなたの家族において，両親のけんかが繰り広げられたり，家族に対して暴力をふるったりすることが
ありますか？ 
 はいの場合  ⇒次のページだけ（1 ページ目）をお答えください。 
 いいえの場合 ⇒次のページから最後まで 0 お答えください。 
 
《はじめに》 













































例：いらいらする。 1 2 ○3  4 
1 怒りっぽくなる。 1 2 3 4 
2 悲しい気分だ。 1 2 3 4 
3 何となく心配だ。 1 2 3 4 
4 怒りを感じる。 1 2 3 4 
5 泣きたい気持ちだ。 1 2 3 4 
6 感情を抑えられない状態だ。 1 2 3 4 
7 くやしい思いがする。 1 2 3 4 
8 不愉快だ。 1 2 3 4 
9 気持ちが沈んでいる。 1 2 3 4 
10 いらいらする。 1 2 3 4 
11 いろいろなことに自信がもてない状態だ。 1 2 3 4 
12 何もかもいやだと思う。 1 2 3 4 
13 よくないことを考える。 1 2 3 4 
14 話や行動がまとまらない状態だ。 1 2 3 4 
15 なぐさめて欲しいと思う。 1 2 3 4 
16 根気がもてないでいる。 1 2 3 4 
17 ひとりでいたい気分だ。 1 2 3 4 
18 何かに集中できない状態だ。 1 2 3 4 
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例：両親は，私が何を言おうと聞く耳を持たない。 1 2 ○3  4 
1 両親はけんかをしても，すぐ仲直りをする。 1 2 3 4 
2 私は，両親のどちらかが傷ついてしまうのではと心配になる。 1 2 3 4 
3 両親は，私が何を言おうと聞く耳を持たない。 1 2 3 4 
4 両親のけんかは私の落ち度によるものだ。 1 2 3 4 






1 私は怒りを感じる。 1 2 3 4 
2 私はイライラする。 1 2 3 4 





































6 私は何かをして気を紛らわすことができる。 1 2 3 4 
7 両親は，けんかが終わった後は，互いに友好的になる。 1 2 3 4 
8 私は，両親が離婚してしまうのではと心配になる。 1 2 3 4 
9 両親がけんかをすると，私には止めようがない。 1 2 3 4 
10 両親がけんかをしても，私が責められることはない。 1 2 3 4 
11 私は，自分に何か悪いことが起こるのではと心配になる。 1 2 3 4 
12 私は気を紛らわすためにどうしていいかわからなくなる。 1 2 3 4 
13 両親はけんかを止めた後でも，互いに腹を立てている。 1 2 3 4 
14 私は，これから両親がどうなってしまうのかと心配になる。 1 2 3 4 
15 私はこの状況を改善する手立てを持っている。 1 2 3 4 
16 例え両親が言わなくても，両親がけんかしていると私が責めら
れているような気がする。 
1 2 3 4 
17 私は，両親が私に八つ当たりしてくるのではと心配になる。 1 2 3 4 
18 私は，両親がけんかをしても，マイペースでいられる。 1 2 3 4 
19 両親はけんかをしても，解決策を思いつく。 1 2 3 4 
20 私は，両親に何か悪いことが起こるのではと心配になる。 1 2 3 4 
21 私は両親に対してどうしていいかわからなくなる。 1 2 3 4 
22 両親がけんかをするのは，私のせいではない。 1 2 3 4 
23 私は，自分がこれまでのように暮らせないのではと心配にな
る。 
1 2 3 4 
24 私は，両親がけんかをしても，何とか落ち着いていられる。 1 2 3 4 
4 
 
                                                                                                                                                                               
 ３－３．｢この状況で，あなたはどう行動するか｣についてお聞きします。 
1 私は状況を見極めて，父親あるいは母親の味方をする。 1 2 3 4 
2 私は父親あるいは母親を説得して，何とか止めようとする。 1 2 3 4 
3 私は｢もう止めて｣と両親に言う。 1 2 3 4 
4 私はその場に割り込んで自分に興味を持ってもらおうとする。 1 2 3 4 
5 私は何とか両親の注意をそらす。 1 2 3 4 
6 私は両親の前で悲しさを示す。 1 2 3 4 
7 私は誰か（兄弟，祖父母など）と話し合ったり，助けを求めたりす
る。 
1 2 3 4 
8 私は自分の部屋へ逃げたり，外へ出たり，他のところに行く。 1 2 3 4 
9 私はテレビを見たり，音楽を聞いたり，ゲームをしたり，自分の注意
をそらす。 
1 2 3 4 
10 私は手を出さなくて，両親のけんかを無視する。 1 2 3 4 









































4 私は不愉快な気分になる。 1 2 3 4 
5 私は感情の起伏が激しくなる。 1 2 3 4 
6 私は悔しい思いがする。  1 2 3 4 
7 私は悲しくなる。 1 2 3 4 
8 私は泣きたい気分になる。 1 2 3 4 
9 私は心に不安感がある。 1 2 3 4 











のの 2 時点それ 
ぞれについて，下の項目の中でどれぐらい当てはまるか｢1：全く当てはまらない｣～｢4：非常に当ては 













































































例：自分が悪いことをすると，父親は自分をたたく。 1 ○2  3 4 1 2 ○3  4 
1 父親と一緒にいろいろなことをするのが楽しい。 1 2 3 4 1 2 3 4 
2 父親は自分の悩みをわかってくれる。 1 2 3 4 1 2 3 4 
3 父親は困っている時に親身に心配してくれる。 1 2 3 4 1 2 3 4 
4 父親は自分の考えや感じ方をほめてくれる。 1 2 3 4 1 2 3 4 
5 自分が悪いことをすると，父親は大きな声で怒る。 1 2 3 4 1 2 3 4 
6 父親は自分の行動についてうるさくいう。 1 2 3 4 1 2 3 4 
7 自分が悪いことをすると，父親は自分をたたく。 1 2 3 4 1 2 3 4 





1 母親と一緒にいろいろなことをするのが楽しい。 1 2 3 4 1 2 3 4 
2 母親は自分の悩みをわかってくれる。 1 2 3 4 1 2 3 4 
3 母親は困っている時に親身に心配してくれる。 1 2 3 4 1 2 3 4 
4 母親は自分の考えや感じ方をほめてくれる。 1 2 3 4 1 2 3 4 
5 自分が悪いことをすると，母親は大きな声で怒る。 1 2 3 4 1 2 3 4 
6 母親は自分の行動についてうるさくいう。 1 2 3 4 1 2 3 4 
7 自分が悪いことをすると，母親は自分をたたく。 1 2 3 4 1 2 3 4 









父  ・  母  ・  私 
 
先に示した場面でどのぐらいの深刻さを感じましたか？ 
1 全く深刻ではない  2 あまり深刻ではない  3 少し深刻だ  4 非常に深刻だ 
 
先に示した場面はあなたにとってどれぐらい重要ですか？ 
1 全く重要ではない  2 あまり重要ではない  3 少し重要だ  4 非常に重要だ 
 
あなたの両親は先に示した場面と似ているようなけんかをしますか？ 
1 全くない  2 あまりない  3 時々ある  4 常にある 
 
あなたの両親は先に示した場面以外のけんかをしますか？ 
1 全くない  2 あまりない  3 時々ある  4 常にある 
 
あなたは両親のことでどのぐらいのストレスを感じていますか？ 












e-mail : guhong15_qiaoxinka@yahoo.co.jp（張） 




调查者：东北大学大学院 教育学研究科  












性別：  【 男  ・  女 】 
年龄：  【    岁】 
年级：  【 高中（    ）年级 】 
 
１．以下是关于家庭成员的问题，请在与你情况相符的选项上画○，并在括号中填写相应人数。 
※示例：         
【 ○父  ・ ○母  ・ ○哥（2）人 ・ ○姐（1）人 ・ 弟（ ）人 ・ 妹（ ）人・爷爷 ・  
奶奶 ・ 外公 ・ 外婆 ・其他（      ） 】 
全部家庭成员： 
【 父 ・ 母 ・ 哥（ ）人 ・ 姐（ ）人 ・ 弟（ ）人 ・ 妹（ ）人・爷爷 ・  
奶奶 ・ 外公 ・ 外婆 ・其他（      ） 】 
同居家庭成员： 
【 父 ・ 母 ・ 哥（ ）人 ・ 姐（ ）人 ・ 弟（ ）人 ・ 妹（ ）人・爷爷 ・  


































例：情绪焦躁。 1 2 ○3  4 
1 想发火。 1 2 3 4 
2 感到悲伤。 1 2 3 4 
3 总觉得担心。 1 2 3 4 
4 感到愤怒。 1 2 3 4 
5 有种想哭的心情。 1 2 3 4 
6 无法控制自己的感情。 1 2 3 4 
7 感到懊悔。 1 2 3 4 
8 心情不愉快。 1 2 3 4 
9 心情沉重。 1 2 3 4 
10 情绪焦躁。 1 2 3 4 
11 对很多事情感到没有自信。 1 2 3 4 
12 对什么事都觉得厌烦。 1 2 3 4 
13 想一些不好的事情。 1 2 3 4 
14 说话和行为方式缺乏条理。 1 2 3 4 
15 希望得到安慰。 1 2 3 4 
16 不耐烦。 1 2 3 4 
17 想一个人待着。 1 2 3 4 
18 无法集中注意力。 1 2 3 4 
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例：不管我说些什么父母都不会听。 1 2 ○3  4 
1 父母即使吵架也能马上和好。 1 2 3 4 
2 我担心父母中会有人受伤。 1 2 3 4 
3 不管我说些什么父母都不会听。 1 2 3 4 
4 父母吵架是我的错造成的。 1 2 3 4 
5 我对接下来自己会变成怎样而感到担心。 1 2 3 4 
6 我能够做些什么而让自己的心情变好点。 1 2 3 4 
7 父母结束吵架后，彼此能够友好相处。 1 2 3 4 
8 我担心父母会离婚。 1 2 3 4 
9 父母一吵架，我无法阻止。 1 2 3 4 
10 父母即使吵架也不会责怪我。 1 2 3 4 
11 我担心自己身上会发生什么不好的事情。 1 2 3 4 
12 我不知道做些什么来让自己的心情变好点。 1 2 3 4 
13 父母即使结束吵架后，也还是会生对方的气。 1 2 3 4 
14 我对接下来父母会变成怎样而感到担心。 1 2 3 4 






















16 即使父母不说，我也觉得他们吵架就是在责备我。 1 2 3 4 
17 我担心父母会迁怒于我，拿我撒气。 1 2 3 4 
18 即使父母吵架，我也能按照自己的方式待在家里。 1 2 3 4 
19 父母即使吵架他们也能想到解决的方法。 1 2 3 4 
20 我担心父母身上会发生什么不好的事情。 1 2 3 4 
21 我不知道该对父母做些什么。 1 2 3 4 
22 父母吵架并不是因为我。 1 2 3 4 
23 我担心父母吵架后自己不能像以前那样生活。 1 2 3 4 
24 即使父母吵架，我也能平心静气地在家待着。 1 2 3 4 
 
３－２．请一边想象一边回答关于“在这种状况下，你感到怎样？”的问题。 
1 我感到生气。 1 2 3 4 
2 我感到坐立不安。 1 2 3 4 
3 我感到不高兴，想发脾气。 1 2 3 4 
4 我感到不愉快。 1 2 3 4 
5 我的情绪起伏变得很强烈。 1 2 3 4 
6 我感到懊悔。  1 2 3 4 
7 我感到悲伤。 1 2 3 4 
8 我有种想哭的心情。 1 2 3 4 
9 我心中感到不安。 1 2 3 4 
10 我感到意志消沉，闷闷不乐。 1 2 3 4 
 
３－３．请一边想象一边回答关于“在这种状况下，你怎么做？”的问题。 
1 我会看清状况，支持爸爸或妈妈中的一方。 1 2 3 4 
2 我会试图说服爸爸或妈妈以制止他们吵架。 1 2 3 4 
3 我会直接对父母说：“好啦，你们别吵了。” 1 2 3 4 
4 我会介入吵架，让父母将注意力转移到自己的身上。 1 2 3 4 
5 我会尽量想办法转移父母的注意力。 1 2 3 4 
6 我会在父母面前表现出自己的难过。 1 2 3 4 
7 我会找其他人（兄弟姐妹，祖父母等）商量，寻求帮助。 1 2 3 4 
8 我会去其他地方。比如躲进自己的房间，或者到外面去。 1 2 3 4 
9 我会看电视、或者听音乐、或者玩游戏等来转移自己的注意
力。 
1 2 3 4 
10 我什么都不做，无视父母的吵架。 1 2 3 4 


















































例：我做了错事时，爸爸会打我。 1 ○2  3 4 1 2 ○3  4 
1 与爸爸一起做很多事情让我感到开心。 1 2 3 4 1 2 3 4 
2 爸爸会理解我的烦恼。 1 2 3 4 1 2 3 4 
3 遇到困难时，爸爸会真心为我感到担忧。 1 2 3 4 1 2 3 4 
4 爸爸会表扬我的想法和感受。 1 2 3 4 1 2 3 4 
5 我做了错事时，爸爸会很大声批评我。 1 2 3 4 1 2 3 4 
6 爸爸对于我的行为唠叨个没完。 1 2 3 4 1 2 3 4 
7 我做了错事时，爸爸会打我。 1 2 3 4 1 2 3 4 





1 与妈妈一起做很多事情让我感到开心。 1 2 3 4 1 2 3 4 
2 妈妈会理解我的烦恼。 1 2 3 4 1 2 3 4 
3 遇到困难时，妈妈会真心为我感到担忧。 1 2 3 4 1 2 3 4 
4 妈妈会表扬我的想法和感受。 1 2 3 4 1 2 3 4 
5 我做了错事时，妈妈会很大声批评我。 1 2 3 4 1 2 3 4 
6 妈妈对于我的行为唠叨个没完。 1 2 3 4 1 2 3 4 
7 我做了错事时，妈妈会打我。 1 2 3 4 1 2 3 4 







  你在多大程度上可以想象自己的家人处于刚才所示的场景（第 2页）？ 
1 完全不可以          2 不太可以          3 基本可以          4 非常可以 
 
你觉得在刚才所示的场景中，父母吵架是谁的错？请在符合你想法的选项上都画○。  
例：○父  ○母  我 
父      母      我 
   
  你觉得在刚才所示的场景中，父母的吵架有多严重？ 
1 完全不严重          2 不太严重          3 有点严重          4 非常严重 
 
你觉得刚才所示的场景对你来说有多重要？ 
1 完全不重要          2 不太重要          3 有点重要          4 非常重要 
 
  你的父母之间会出现类似于刚才所示场景那样的吵架吗？ 
1 完全没有          2 基本没有          3 有时会有          4 经常会有 
 
你的父母之间会出现刚才所示场景以外的吵架吗？ 
1 完全没有          2 基本没有          3 有时会有          4 经常会有 
 
关于父母之间的关系你感受到了多大的精神压力？ 
1 完全没有精神压力          2 基本没有精神压力          3 有点精神压力          4 非常有精神压力 
 
 
 
 
本调查的问题到此结束。请再一次确认有没有遗漏、填写错位的问题。 
 
谢谢您的合作！ 
 
 
